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序言



在日本，许许多多的民间故事都是以奶奶传给孙子、孙子又传给曾孙子的形式，世代相传至今。在电视、电玩甚至书本尚未诞生的时代，民间故事除了作为一种娱乐消遣方式，更多的则是传承了祖先的聪明智慧和劳动、生活经验。在漫漫的历史长河中，这些民间故事对日本的社会文化发展起到了一定的影响作用。日本传统故事研究创始人柳田国男十分关注包括民间故事在内的传统文化，他曾说：“日本的民间故事保留了日本古代的固有信仰衰退后的原形和姿态。”从这个意义上说，我们如果了解了作为日本民族文化之源的民间故事，就可以加深对这个民族的理解，这也是编者编撰本书的出发点。

与中国和欧洲的民间故事相比，日本民间故事有着情节的非现实性和想象的奇特性的特点。首先，日本民间故事所描绘的情节更多地被赋予了内心情感的色彩，是日本人所称的“内心世界的事件”。出场人物和故事情节常常被抽象化，例如“开花爷爷”“滚饭团的老爷爷”等，常被贴上“好爷爷”“坏爷爷”的标签，但具体的人物形象并不十分清楚。故事情节短小精炼，常用日本人惯用的“全局性、抽象性、说明性”的语言进行表述，通常适合改编为绘本或动漫。其次，具有奇特的想象力是日本民间故事的另一个特征，他们喜欢通过妖怪、天狗、山姥等虚构的人物去飞天遁地，创造出一个鲜活的幻想世界。这些奇幻的主题给日本人以强烈的刺激，极大地激发着他们的想象力。享誉世界的动漫导演宫崎骏在作品中就大量吸收了民间故事的丰富营养，他曾坦言：“我们正是从最普通、最古典的素材中摸索新的幻想。换句话说，当我们为迎合现代观众而绞尽脑汁进行创作时，我们发现，我们离古典的民间故事越来越近。”看过宫崎骏作品的观众都“觉得很亲切”“有一种安全感”。这也许是因为它继承了日本民间故事精髓的缘故吧。

本书较全面地网罗了有代表性的日本民间故事43篇，在这里读者会邂逅形象生动的孩子、老人、男人和女人，会与各路妖怪、天狗、山姥狭路相逢。他们有的让人感动，有的令人惊诧，有的又让人捧腹。编者试图让读者沿着传统故事这条有趣的“小径”，开始一趟精彩的日本民间故事之旅。与王子、公主为主角的欧洲童话不同，日本民间故事出现的主人公多为善良的平民、纯朴的乡下人、森林中的大小动物等；与中国民间故事中常出现的和蔼可亲的老年人形象不同，日本民间故事中的老爷爷和老奶奶既有善良可爱的一面，也有糊涂贪心的一面，让人开怀之余，能从不同的侧面给人以启迪。另外，日本童话的妖怪、鬼魂既有恐怖的一面，也有暖暖的人情味的一面，形象更具立体感。

为了使故事生动地道，编者在一定程度上保留了日本方言和常用的拟声词、拟态词、重复说法等，以求提供最原汁原味的语感。另外，民间故事在日本各地广为流传的过程中，由于时间的推移，或多或少地出现了不同的版本。为方便读者的阅读，本书多选用流传最广、最为通俗的版本。为满足已掌握了一定日语阅读能力的读者提高日语水平，我们为每章提炼了“本章概要”；编写了“注释”“语法详解”，力求寓日语学习于妙趣横生的小故事中；并从民族文化和乡间风俗的角度出发，从每篇故事中提取一个关键词，编写了相关的“小知识”，以提升读者的阅读兴趣。若本书有助于开阔读者的视野，加深对日本传统文化的了解，那将是编者的荣幸。

本书的出版受到广州大学教材出版基金的资助，同时感谢日籍教师山中泉的大力支持。




第一章　神話




本章概要


日本神话是日本人对自然界、人类世界的种种现象以及大和王权起源的神格化，其起源可追溯到绳文时代。在其他国家的神话中，世界通常是由一个男性神创造的，但在日本神话中，世界则是由男性神伊耶那岐神与女性神伊耶那美神共同创造的。体现日本特色的神话传说大多带有浓厚的乡土色彩，其中主人公不是森林中的狸，就是海里的人鱼等。在将王权神格化的同时，也将诸神人格化。在本章中，因妒忌心被骗的天照大神让我们莞尔一笑，足智多谋的素戋呜尊让我们顿生敬佩，因幡的白兔让我们心生怜爱，而山幸彦和海幸彦的故事则让我们感到无比温暖。让我们一起进入时空隧道，穿越到远古的日本，开始一段奇幻的日本神话故事之旅吧。


本章の概要


日本神話は日本人が自然界や人類世界のあらゆる現象であり、またヤマト王権の起源を神格化されたものである。その起源は縄文時代まで遡ることができる。ほかの国の神話には、一男性の神さまによって世界を作り出したのと違って、日本神話によると、世界は男性神のイザナギと女性神のイザナミによって作られたそうである。森の狸や、海の人魚姫などを主人公とする郷土的色彩が濃厚なことは日本神話の特徴として挙げられる。王権が神格化されると同時に、神々も人格化された。本章を読んで、我々は嫉妬のせいでだまされたアマテラスオオミカミににっこりしたり、知謀にたけるヤマタノオロチに敬服したりして、因幡の白兎を可愛がることができる。また、山幸彦と海幸彦の物語に人のぬくもりも感じられる。タイムマシーンに乗って、大昔の日本まで飛んでいって、奇妙な日本神話物語の旅を始めよう。




天の岩



   



ア
 マテラスオオミカミという神様かみさまは、いやもうありがたい
 

[1]



 。世界中せかいじゅうを明あかるい光ひかりで照てらす、それはもうありがたい神様かみさまでした。

そのアマテラスオオミカミが、ある時とき弟おとうとのスサノオノミコトと、ささいな誤ご解かいから争あらそいになりました。

まあ、アマテラスさんのほうは分わかった分わかった、もうこれでお終しまいにしましょうという感かんじだったんですが、弟おとうとのスサノオノミコトというのは乱暴らんぼうでとことん
 

[2]



 とことんやる男でしたから、アマテラスさんの畑はたけを荒あらし
 

[3]



 たり、神殿しんでんの床ゆかに汚きたないものを撒まき散ちらすなど、もうめちゃくちゃ嫌
 いやがらせをする
 

[4]



 わけです
 。

そこで、アマテラスオオミカミは、いじけます
 

[5]



 。あーもう嫌いやだ他人たにんと関かかわるのはごめんだわ、独ひとりでひっそり暮くらそう…ということで、天あまの岩屋いわやに引ひきこもってしまいました。こうして世界せかいは真まっ暗闇くらやみ
 

[6]



 に閉とざされます。

高天原たかまがはらの神々かみがみは困こまって、天安河原あまのやすかわらという所ところに集あつまって相談そうだんをします。

「どうしたもんですかねー。」

「や、どうしたって、何なにしろ悪わるいのはあのスサノオですよ。」

「とんでもない弟おとうとだ。追放ついほうです。」

「その前まえに袋叩ふくろだたきにし
 

[7]



 ましょう。」

   


「まあまあ待まちなさい。スサノオの追放ついほうはいいとして、アマテラスさんがいないと、困こまりますよ。実じつは私わたしに作戦さくせんがあります。」オモイカネノカミという大変頭たいへんあたまのいい神様かみさまが、興奮こうふんする神々かみがみをなだめて
 

[8]



 、自じ分ぶんの作戦さくせんを語かたります。

こうして、踊おどりの得とく意いなアメノウズメという神様かみさまが呼よび出だされます。アマテラスオオミカミが引ひきこもっている岩屋いわやの前まえにステージ
 

[9]



 を作つくり、そこで楽たのしく踊おどるのです。

アメノウズメは面白おもしろおかしく足あし踏ぶみをし
 

[10]



 て踊おどります。だんだん神かみがかりになってきて、髪かみの毛けを振ふり乱みだして踊おどりまわります。

見みている神々かみがみは大喜おおよろこび。あっちでもこっちでも酒さけが開あけられ、すっかり宴会えんかいです。ドッと景けい気きのいい笑わらいが溢あふれます。

「あら、何なにかしら。」

天あまの岩いわ戸とに引ひきこもっているアマテラスオオミカミは、何なんだか外そとが騒さわがしいので気きになってきます。隙すき間まから外そとに呼よびかけます。「あの、私わたしが引ひきこもったら、高天原たかまがはらも葦原あしはらの中なかつ国くにも光ひかりが無なくなって困こまるはずなのに、それなのにそんな、踊おどったり笑わらったり、なんですかそれ、あなたがた、不ふ謹慎きんしんっていうか、おかしいっていうか。」

そこでアメノウズメは答こたえます。「ああ、アマテラス様さま、実じつはあなたよりずっとありがたい神様かみさまがいらっしゃったのです。だから踊おどったり笑わらったりしているのですよ。」

アマテラスはムカッとします
 

[11]



 。自じ分ぶんよりありがたい神かみなんて、そんな、ありえない。アマテラス様
 さまごめんなさい、あなたがいないとだめです、出
 でてきてくださいと一
 いち同
 どう土
 ど下
 げ座
 ざして
 

[12]



 お願
 ねがいするのが筋
 すじ
 

[13]



 なのに
 。でもちょっとこのまま見捨みすてられるかもという不ふ安あんもあり、気きが気きではありません。

アマテラスが岩いわ戸との隙すき間まからソーと外そとを覗のぞくところへ、アメノコヤネとフトタマという二ふた人りの神様かみさまが左さ右ゆうからヤタノカガミを支ささえて、前まえに突つき出だします。

アマテラスは鏡かがみに映うつっている自じ分ぶんの姿すがたを見みて、いかにもそれが素晴すばらしく光輝ひかりかがやいているのを見みて、何者なにものだろうともう気きになって気きになって、すこしだけ岩戸いわとを開ひらきます。

そこへ、アマノタヂカラオノミコトという力持ちからもちの神様かみさまが岩戸いわとに必死ひっしに掴つかみつき、グ、グググーと岩いわをどかし
 

[14]



 、アマテラスオオミカミを引ひきずり出だします！

すると、パァーッと世よの中なかは光ひかりに満みたされて、以前いぜんのような明あかるさを取とり戻もどしたということです。








[1]
 「いやもうありがたい」，意思为「たいへんありがたい（神様）です。」



[2]
 「とことん」，副词。到底最后。



[3]
 「畑を荒らす」，糟蹋田地。



[4]
 「嫌がらせをする」，令人生气。



[5]
 「いじける」，动词。气馁、无精打采。



[6]
 「真っ暗闇」，名词。漆黑、黑暗。



[7]
 「袋叩きにする」，众人围群殴打一人、群殴。



[8]
 「なだめる」，动词。平息、劝解。



[9]
 「ステージ」，名词。舞台。



[10]
 「足踏みをする」，踏步走。



[11]
 「ムカッとする」，勃然大怒、火冒三丈。



[12]
 「土下座する」，动词。跪在地上谢罪。



[13]
 「筋」，名词。道理。



[14]
 「どかす」，动词。移开、挪开。





天之岩




天
 照大神是一位尊贵之神，她用光明照亮了全世界，是一位了不起的神仙。

有一天，天照大神和她的弟弟素戋呜尊因为一点小误会而争吵起来。

天照大神心想：“好了，好了，就到此为止吧。”可是素戋呜尊却是一个粗暴又固执的人，他为了发泄不满，毁坏了天照大神的田地，还把脏东西乱撒在神殿的地板上等等。总之，就是要搅得天照大神心烦意乱。

为此，天照大神十分沮丧。她心想：“唉！和他人交往真烦啊，还是一个人清净地生活算了。”于是，她搬到天之岩里，过起了隐居生活。这么一来，世界便陷入了一片黑暗之中。

为此，高天原的众神感到十分苦恼，纷纷聚集到天安河原，来商量解决的办法。

“究竟是怎么回事儿啊？”

“唉，说到底都是素戋呜尊不好呀。”

“这个弟弟真是太不像话了。把他赶走吧！”

“在赶走之前大家去揍他一顿吧！”

“慢着！就算赶走素戋，要是天照大神不回来，也无济于事啊。我倒有一条妙计。”思金神是一位非常聪明的神，他安抚了情绪激动的众神，说出了自己的策略。

于是，大家请来了擅长跳舞的女神天钿女命，在天照大神隐居的岩洞前面搭起了舞台，让她在那里欢歌起舞。

天钿女命披头散发，踏着滑稽可笑的舞步，仿佛神灵附体般狂舞起来。

众神见此情景都十分高兴，到处开酒庆贺，简直像开宴会一样，四处欢声雷动，荡漾着欢乐的气氛。

“咦？究竟发生了什么事？”隐居在天之岩里面的天照大神觉得外面十分骚乱，便向外面喊话：“喂，我都已经隐居了，照理说高天原和苇原中国都应该为失去光明而苦恼的，可是你们大家依然又跳又笑，怎么回事啊？是该说你们太不认真呢，还是太可笑了呢。”

于是，天钿女命答道：“啊，天照大人，其实是这里来了一位比你更了不起的大神，所以大家都在欢歌起舞呢。”

天照大神听罢，顿时火冒三丈。什么？有一个比自己更厉害的大神，这怎么可能？本来自己走了之后，大家应该一齐跪下并恳求说：“天照大人，对不起！如果您不在，就会天下大乱的。请您出来吧！”怎么可能还那么高兴？另一方面，她也十分担心大家从此不再理她了，有些忐忑不安。

天照大神按捺不住自己的好奇心，便从门缝里偷看外面的情况。这时，天儿屋根命和太玉命两位大神趁势在两旁支起八咫镜，摆在天照大神的前面。

天照大神看到镜子里照出的自己样子，不禁一惊：“啊呀！多么绚丽夺目啊！”她很想知道镜子里的那个人究竟是谁，于是，轻轻地打开了岩洞口。

说时迟那时快，一位名叫天手力男命的大力神趁机使劲抓住岩洞门，骨碌碌地移开大石头，一把就将天照大神拉了出来！

于是，“啪！”地一下，世间又重新充满阳光，恢复了以前的光明。




 语法详解 





（1）体言/用言連体形＋わけだ


表示“依据前文所说的道理、理由、条件等前提，理所当然得出这样的结论”。相当于“当然……”“应该……”“自然而然……”


* こうして二人は仲良く毎日を送っているわけです。


于是两个人每天过着和睦的日子。


* だから誰も知らなかったというわけです。


所以，当然谁也不知道。


* 若いから、元気がいいわけです。


因为年轻，当然有精神了。


（2）用言連体形/体言な＋のに


表示既定的逆接条件，含有意外、埋怨、不满等语气。相当于“虽然……但是……”“尽管……却……”


* 雨が降っているのに、子供は外で遊んでいる。


天下着雨，孩子们却在外面玩。


* 今日はパーティなのに、彼女は来なかった。


今天开宴会，但是她没来。


* 金もないのに、贅沢をする。


明明没有钱，却挥霍无度。


小知识



天照大神


日本神道の主神。太陽神であり、皇室の祖神として伊勢神宮に祀られている。高天原（たかまがはら）の主宰神。『古事記』では、伊邪那岐命（イザナギ）が黄泉の国から戻り、川で禊をした時に左目から化生したとされる。このとき右目から生まれた月読尊（ツクヨミ）、鼻から生まれた須左之男命（スサノオ）と共に、三貴子と呼ばれる。天皇家と物部氏、尾張氏の祖先とされる。


天照大神


作为太阳神的天照大神是日本神道的主神。被日本皇室奉为祖神而供奉在伊势神宫中，是传说中高天原的主宰神。据《古事记》记载，天照大神是伊邪那歧命从黄泉之国回到人间，在河边沐浴时，由其左眼化生而来的。与由右眼化生的月读尊、由鼻子化生而成的素戋呜尊并称“三贵子”，是天皇家族、物部氏和尾张氏的祖先。




ヤマタノオロチ




ス
 サノオノミコトという方かたは、大変力たいへんちからの強つよい神様かみさまでしたが、まあ…色々いろいろと乱暴らんぼうをしたため、神様かみさまの国くにである高天原たかまのはらから一時追いちじおい出だされていました。スサノオノミコトは出雲
 いずもの国
 くにの鳥髪
 とりかみという所に降
 ふり立
 たちます
 。そこに肥河ひのかわという川かわが流ながれていました。

スサノオノミコトがああ…どうしようと途方とほうに暮くれて
 

[1]



 おりますと、川かわの上流じょうりゅうから、お箸はしが流ながれてきます。これは村むらがあるに違ちがいない。食くい物ものでももらおうと、スサノオノミコトは川かわに沿そって歩あるいていきます。すると、村むらに出でまして、そこにお屋敷やしきがあるのですが、中なかからおいおい泣なく声こえが聞きこえてきます。スサノオノミコトが屋敷やしきを訪たずねると、年老としおいた夫婦ふうふと若わかい娘むすめの三人さんにんが泣ないているのでした。

スサノオノミコトはわけを聞ききます。「私わたしはこの国くにを治おさめる国くにの神かみで、名なを足名椎あしなづち、妻つまの名なを手名椎てなづちと申もうします。私わたしたちには以前八人いぜんはちにんの娘むすめがありましたが、ヤマタノオロチという大蛇だいじゃに、みな飲のみ込こまれ
 

[2]



 てしまいました。今年ことしもまたヤマタノオロチが来くる時期じきになりまして、この…最後
 さいごに残
 のこされたクシナダヒメまで奪
 うばわれようとしておるのです
 。」

「ヤマタノオロチ…はて、はてそれはいったい？」

   


「それはもう恐おそろしい怪物かいぶつで。頭あたまと尾おがそれぞれ八やっつずつございして、とにかくでかい。八やっつの山やま、八やっつの峰みねを這はいわたるほどでございます。背中せなかにはワーッと樹木じゅもくが生おい茂しげって、目めはぴかぴか光ひかっております。」

スサノオノミコトは気きの毒どくになります。そんなか弱よわい少女しょうじょを食くい殺ころすなんてけしからんことです。ふと見みると、クシナダヒメは両親りょうしんの陰かげに隠かくれながらぶるぶる震ふるえています。その小しょう動どう物ぶつ的てき可愛かわいさにスサノオノミコトはもう、一瞬いっしゅんで参まいってしまいました。

「あの、そのヤマタノオロチというのはわしが退治たいじします
 

[3]



 。だから娘むすめさんを嫁よめにください。」

「え、そんな急いそぐな。だいたい、あなたは…どういった方かたですか。」

「わしはアマテラスオオミカミの弟おとうとのスサノオノというものじゃ。たった今いま、天界てんかいから降ふり立たったばかりじゃ。」

「なんと…そんな高貴こうきなお方かたでしたか。これは、ぜひ、お願ねがいいたします。」というわけで、ヤマタノオロチを退治たいじすることになりました。

スサノオノミコトはまずクシナダヒメを髪かみに差さす櫛くしの姿すがたに変身へんしんさせ、自分じぶんの髪かみの毛けに差さします。とりあえずクシナダヒメの身みの安全あんぜんを確保かくほしたわけです。

それから八やっつの酒樽さかだるになみなみと酒さけをつぎ、ヤマタノオロチがやって来くるのを待まちます。

しばらくして、ドドドドドと大地だいちを揺ゆさぶり
 

[4]



 、見みるも恐おそろしいヤマタノオロチが姿すがたを現あらわします。とにかくでかい。八やっつの山やま、八やっつの峰みねを這はいわたるほどです。背中せなかにはワーッと樹木じゅもくが生い茂しげって、目めはぴかぴか光ひかっています。

   


オロチは酒樽さかだるを見みつけ、大喜おおよろこびで八やっつの首くびをバシャーンと酒さけにつけ、ごくごくと飲のみまくります。すっかり酔よっ払ぱらったオロチ。ぐてーんとだらしなく
 

[5]



 体からだを伸のばしています。

そこへ、しずっ、しずっ…スサノオノミコトが近ちかづいていき、「えいっ」抜ぬき払はらった剣けんで、オロチの体からだをズダズタに切裂きりさきました。ところが、八やっつの頭あたま、八やっつの尾おのうち一ひとつの尾おだけがどうしても斬きれません。なんか固かたい芯しんが入はいっててゴリゴリ
 

[6]



 してる感かんじです。

「はて…？なんだこの感かんじは」不思議ふしぎに思おもったスサノオノミコトは尻尾しっぽの肉にくを刀かたなの切きっ先さきで丁寧ていねいに削けずり落おとし、中身なかみを取とり出だしました。それは見事みごとな剣けんでありました。

スサノオノミコトは、剣けんのあまり立派りっぱさに自分じぶんの物ものにするのはもったいないということで、アマテラスオオミカミに献上けんじょういたしました。これが後のちに草薙くさなぎの剣けんと呼よばれることになった霊剣れいけんであります。

見事みごと、ヤマタノオロチを退治たいじしたスサノオノミコトはクシナダヒメと結婚けっこんし、ここ出雲いずもの地ちに宮殿きゅうでんを建たてて住すみました。

スサノオノミコトとクシナダヒメからはたくさんの子供こどもが産うまれ、その子こがまた子こを産うみ、何代目なんだいめか後あとに生うまれたのが、因幡いなばの白しろ兎うさぎで有名ゆうめいなオオクニヌシノミコトであります。





[1]
 「途方に暮れる」，无路可走、想不出办法。



[2]
 「飲み込む」，动词。吞下、咽下。



[3]
 「退治する」，动词。消灭、惩办。



[4]
 「揺さぶる」，动词。摇晃、震动。



[5]
 「だらしない」，形容词。散漫、放荡、不检点。



[6]
 「ごりごり」，副词。嘎吱嘎吱。





素戋呜尊




素
 戋呜尊是一位力大无比的天神。但因为他干了很多粗暴无礼的事，所以曾经有一段时间被驱逐出诸神居住的天国——高天原。素戋呜尊降落到出云国一个叫鸟发的地方，那儿流淌着一条叫肥河的河流。

“唉！我该怎么办啊？”正当他不知所措的时候，从河的上游漂来了一根筷子。他想：“这附近肯定有村庄，不如去那里找些食物吧。”于是，素戋呜尊沿着河边向前走。不一会儿，他来到了一个村子。这里有一户人家，从房屋里面传出嘤嘤的哭泣声。素戋呜尊推开了房门，只见屋里有一对老夫妇和他们年轻的女儿三个人在伤心地哭泣。

他便询问其中的原委，那老翁回答说：“我是治理这个国家的国神，名叫足名椎，妻子叫手名椎，我们以前有八个女儿。但其中的七个全都被八歧大蛇吞食掉了。今年，又到了八歧大蛇要来的时候了。唉！连最后剩下的奇稻田姬也很快要被抢走了。”

“八歧大蛇……那究竟是什么玩意儿？”素戋呜尊问道。

“那是一个非常可怕的怪物。它有八个头、八条尾巴，总之体型特别大。身体长得足够蜿蜒盘旋过八座山峰。背上还长着茂密的树丛，眼睛闪闪发光。”老翁回答说。

听完老翁的哭诉，素戋呜尊觉得他们十分可怜。那怪物竟然忍心把如此纤弱的少女吃掉，真是岂有此理！素戋呜尊无意中看到了躲在父母身后、浑身打哆嗦的奇稻田姬，一下子就被她那小动物般的可爱模样迷住了。

“我去消灭掉那条八歧大蛇。请把您的女儿嫁给我吧。”素戋呜尊坚定地说。

“啊？不要那么冲动。话说回来，您是何方神圣？”老翁问他。

“我是天照大神的弟弟素戋呜尊。刚从仙界下来的。”素戋呜尊回答。

“什么……原来是如此尊贵的天神啊。那么，这件事就拜托您了。”老翁欣喜地说。就这样，素戋呜尊准备动身去消灭那条八歧大蛇。

为了确保奇稻田姬的人身安全，他先是把奇稻田姬变成一把梳子，插在了自己的头发上。

接着，他往八个酒桶里灌满了酒，就等着八歧大蛇的到来。

不一会儿，“轰隆隆”一阵巨响，大地摇晃起来，让人毛骨悚然的八歧大蛇现身了。只见这条蛇大得出奇，它的身体可以盘延八座山岭和八座山峰，背上毛峰林立，眼睛闪闪发光。

大蛇发现了酒桶，喜出望外，迫不及待地把八个头伸进酒桶里，咕嘟咕嘟地喝个不停。不一会儿，八歧大蛇便喝得酩酊大醉，缓慢地伸展着它的躯体。

这时，素戋呜尊悄悄地接近大蛇，“嗨！”地大喊一声，猛地拔出剑，把大蛇的身体剁成了几块。然而，它的八个头和八条尾巴之中，有一条尾巴怎么也砍不断，总觉得好像里面有一个硬邦邦的芯似的东西。

“咦？为什么有这样的感觉呢？”素戋呜尊觉得很奇怪，他用刀尖仔细地削开那一条尾巴上的肉，拿出了里面的东西。原来那是一把不可多得的宝剑啊！

这一把剑如此珍贵，如果占为己有，那可真是太浪费了。想到这儿，素戋呜尊决定把它进献给天照大神。这就是被后人称为“天丛云剑”的神剑。

素戋呜尊成功地消灭了八歧大蛇，并和奇稻田姬结了婚，在出云国修建宫殿定居下来。

素戋呜尊和奇稻田姬生了很多小孩，他们的孩子又结婚生子，在经历无数代之后诞生了由“因幡白兔”的故事而闻名的大国主命。




 语法详解 





（1）体言＋という＋体言


表示“叫做……”


* これは何という花ですか。


这花叫什么？


* 人は彼を天才という。


人们把他叫做天才。


* 鈴木という人からあなたに電話がありました。


一个叫铃木的人给你打了电话。


（2）動詞推量形う/よう+とする


表示动作主体的意愿。主语不受人称限制。相当于“想……”“欲……” “打算……”


* 自分の欠点を隠そうとして、黙ってしまった。


想掩盖自己的缺点，于是默不作声。


* 娘は大学に入学しようとしたが、失敗した。


女儿想上大学，但没考上。


* 夜家に帰ろうとしたが、終点バスに間に合わなかった。


晚上想回家，但没赶上最后一班公共汽车。


小知识



草薙の剣


天叢雲剣（あめのむらくも剣）ともいう。日本神話で、三種の神器の一つ、スサノオノミコトが退治したヤマタノオロチの尾から出たという剣。後に日本武尊が伊勢神宮でこれを拝受し、東征の途上の駿河国で、この神剣によって野火の難を払い、「草を薙いだ剣」と考えて、草薙の剣の別名を与えた説が広く知られている。三種の神器の中では天皇の持つ武力の象徴であるとされる。神話上重要な剣であるため、この剣は模造、偽造、盗難、消失、水没と様々な遍歴を辿った。結果、現在の所在については諸説語られていて、名古屋市の熱田神宮の祀られると考えるのが普通である。


薙草剑


亦叫天从云剑。日本神话中的三大神器之一，传说是素戋呜尊杀死八歧大蛇时，从大蛇尾巴中发现的。后来，日本武尊在伊势神宫获授此剑，在东征至骏河国时，凭借此剑平息了野火之灾，作为“横砍野草之剑”而被赠与“薙草剑”之名，流传至今。薙草剑在三大神器中象征着天皇所持有的武力。因为此剑是神话中非常重要的一把剑，所以历经了仿制、伪造、被盗、灭失、水淹等。关于该剑现在所存放的地点众说纷纭。目前普遍认为，该剑被供奉在名古屋市的热田神宫中。




因幡の白兎



   



そ
 の昔むかし、出雲いずもの国くにを治おさめていたオオクニヌシノミコトという神様かみさまがいらっしゃいました。このオオクニヌシノミコトには八十人はちじゅうにんも兄弟きょうだいがいました。それだけ大勢おおぜいの中なかからオオクニヌシノミコトが出雲いずもの国くにの支し配はいを任まかせられたのには、色々いろいろ経緯いきさつ
 

[1]



 があったのです。もともとオオクニヌシノミコトは兄弟きょうだいの中なかでは一番いちばんパッとしない
 

[2]



 感かんじでした。いじめられっ子こでした。損そんな役やくばかりさせられていました。

ある時とき、オオクニヌシノミコトの兄弟きょうだいたちは因幡いなば国くににヤカミ姫ひめという、大変たいへん綺麗きれいなお姫ひめさまがいるという噂うわさを耳みみにします。そして兄弟きょうだいたちはまだ見みぬヤカミ姫ひめに心奪こころうばわれます
 

[3]



 。どんな美人びじんだろう、ツンと澄すました
 

[4]



 中なかにも気品きひんが漂ただよう優雅ゆうがな感かんじかなどと勝手かってな妄想もうそうを膨ふくらませる
 

[5]



 のでした。そしてとうとう、兄弟きょうだい皆みなでヤカミ姫ひめに会あいに行いくことになりました。誰だれが夫おっととして相応ふさわしいか、決きめてもらおうというのです。

オオクニヌシノミコトは、そんな素敵すてきな女性じょせいが自分じぶんのような冴さえない
 

[6]



 男おとこを選えらぶわけないと分わかってますから、正直しょうじき「面倒めんどうくさいなあ」という感かんじでした。でも兄弟きょうだいたちはオオクニヌシノミコトを容赦ようしゃ
 

[7]



 なく荷物にもつ持もちに命めいじます。八十人
 はちじゅうにん分
 ぶんの重
 おもい荷物
 にもつを持
 もたされ、オオクニヌシノミコトはフラフラしながら歩
 あるいていきます
 。

その遥はるか先さきを、兄弟きょうだいたちは余裕よゆうでお喋しゃべりなどしつつ、遠足気分えんそくきぶんで歩あるいていくのでした。さて、一行いっこうが因幡いなばの国くにの気多けたの岬みさき
 

[8]



 に指さしかかりますと、異様いような声こえが。

「ひぃぃぃぃ、いたぃいたぃいたぃよーおぅ。」見みると海岸かいがんで皮かわを剥むかれて血ちまみれ
 

[9]



 になった兎うさぎが、野田のだ打うち回まわっている
 

[10]



 のです。

「いたっ…ちょ、痛つうッ、ひっ、死しぬ」かなり大おおげさです。これだけ元気げんきならもう少すこしヒドイ目めにあっても死しぬまい、ということで、兄弟きょうだいたちはロクでもないことを教おしえます。「おぉー、大変たいへんじゃったのう。この傷きずを治なおすにはな、まず海うみに入はいって全身ぜんしんを潮水しおみずに浸ひたすんじゃ。それから濡ぬれた体からだを風かぜに晒さらす。高たかい崖がけの上うえなら強烈きょうれつに風かぜを受うけてなお、よい。」「は、はい、今いますぐそれ、します。や、やった。助たすかるんですね。」大喜おおよろこびでバシャバシャと海うみに入はいっていくウサギを見みて、兄弟きょうだいたちはゲハゲハ
 

[11]



 と人ひとの悪わるいバカ笑わらいで盛もり上あがる
 

[12]



 のでした。

兎うさぎはさっそく兄弟きょうだいたちに言いわれたとおり海水かいすいに浸つかり、近ちかくの崖がけに上あがります。そしてびゅうびゅう吹ふき付つける潮風しおかぜに体からだを晒さらします。傷口きずぐちが酷ひどく染しみるのですが、嫌いや、これが助たすかるたった一ひとつの方法ほうほうなのだ、良薬口りょうやくぐちに苦にがしだ、などと自分じぶんに言いい聞きかせ、頑張がんばるのでした。

   


ところが全まったく楽らくになりません！潮風しおかぜで乾かわいた肌はだがカピカピ
 

[13]



 になり、そこに強烈きょうれつな太陽たいようの光ひかりが照てりつけると、全身ぜんしんをジリジリ
 

[14]



 焼やかれるようです。「ひ、ひいいいぃ」しまいには全身ぜんしんにヒビが入はいり
 

[15]



 、血ちがにじんでまだら模様
 

[16]



 になります。ウサギは変
 かわり果
 はてた自分
 じぶんの姿
 すがたに驚
 おどろき、恐怖
 きょうふし、「たすけて、もう死
 しぬ、死
 しんじゃう」と、駆
 かけ回
 まわるのでした
 。

   


そこに、兄弟たちよりだいぶ遅おくれてオオクニヌシノミコトが通とおりかかります。海岸かいがんですごい声こえを上あげてのたうちまわっている生いき物ものを見みつけ、何事なにごとかとかけよります。「だっ、はっ、痛いたい、死しぬ。モウだめ」オオクニヌシのミコトはウサギを一旦落いったんおち着つかせ、話はなしを聞ききます。

「いやどうも、ヒドイ話はなしですよ。私わたしは、この海うみの向むこうの隠岐おきの島しまに住すんでたんですが、いつもこっち側がわを見みて、渡わたってみたいなーと思おもっとったんです。それでサメの奴やつに話はなしかけまして。サメさん、あんたの仲間なかまいっぱいいるようだけど、私わたしの仲間なかまとどっちが多おおいでしょうねえ、んー、そらワシのが多おおいに決きまっとる、ほんとですかぁ？なんて言いって、じゃここから向むこう岸ぎしまでズラーて
 

[17]



 仲間なかまを並ならべてみてくださいよって言いうと、サメはバカなもんですから、なんだおやすいことだなんて言いって、並ならぶんですよ。で、私わたしはその上うえをぴょんぴょこ渡わたってきたんですが、あんまり作さく戦せんがうまくいったもんで、つくづく自分じぶんの頭あたまの良よさにホレボレ
 

[18]



 しちゃいまして、あと一匹飛いっぴきとび越こえれば岸きしに着つくって時ときに私わたしつい口くちがすぺっちゃったんですよ。ヒャッハーッ、おいら海うみを渡わたりたかった、だーけーさーバーカのバーカのサメやーい。サメの奴やつは怒おこったってそらったいへんな怒おこりようでもう、ベリベリベリーとひんむかれちゃってこの姿すがたですよ。」オオクニヌシノミコトは呆あきれて兎うさぎの話はなしをきいていました。なかなか憎にくめない兎うさぎではあります。

しかし、兎うさぎは自分じぶんの兄弟きょうだいたちに騙だまされて全身ぜんしんひび割われになったとのこと。これはほっておけません。オオクニヌシノミコトは兎うさぎにアドバイスします。傷きずはまず真水まみず
 

[19]



 で洗あらうこと。川かわが海うみに流ながれ込こんでいるあたりの、まだ海水かいすいにならない、塩しおを含ふくまない水みずで体からだを洗あらうこと。それから蒲がまの穂ほを集あつめて、その上うえでゴローンと横よこになって体からだを乾かわかすことをアドバイスしました。

ウサギは言いわれた通とおり真水まみずで体からだを洗あらい、蒲がまの穂ほを集あつめてその上うえに横よこたわれます。するとホワホワといい気持きもちになってきて、傷きずの痛いたみがスーッと消きえ、眠ねむりに落おちていきました。

目めがさめると、オオクニヌシノミコトはまだ見守みまもってくれてました。自分じぶんの体からだを見みると、ふさふさ
 

[20]



 と白しろい毛けが戻もどっているのです。「いやーっーほーーなおったぁーーうわはっ」ウサギは大喜おおよろこびで「すごい」「えらい」「サイコー」とオオクニヌシノミコトをたたえまくった後あと、意外いがいなことを告つげます。

「実じつは、私わたしはヤカミ姫ひめの使つかいのウサギなんです。」「えっ…？」驚おどろくミコトに兎うさぎは語かたります。貴方あなたの兄弟きょうだいたちは絶対ぜったいヤカミヒメと結婚けっこんできないでしょう。あんな酷ひどい人ひとたちはロクなことにならない
 

[21]



 。貴方あなたこそ、ヤカミヒメと結婚けっこんするに相応ふさわしい
 

[22]



 と。「がーんーばーってくださいねー。」

オオクニヌシノミコトは急きゅうな話はなしでとても信しんじられませんでしたが、とにかく兄弟きょうだいたちの後あとを追おって、出発しゅっぱつするのでした。





[1]
 「経緯」，名词。实情的经过、原委。



[2]
 「一番パッとしない」，最不起眼儿的，不引人注目的。



[3]
 「～に心を奪わる」，被……强烈吸引住，被……迷住。



[4]
 「ツンと澄ます」，摆架子。



[5]
 「勝手な妄想を膨らませる」，想入非非。



[6]
 「冴えない」，形容词。没劲儿，不够满意的。



[7]
 「容赦」，名词。宽恕，饶恕。



[8]
 「岬」，名词。海角。



[9]
 「血まみれ」，名词。满身是血，沾满鲜血。



[10]
 「野田打ち回っている」，在地上打滚。



[11]
 「ゲハゲハ」，副词。哼哼地笑。



[12]
 「盛り上がる」，动词。高涨起来。



[13]
 「カピカピ」，副词。皲裂的样子。



[14]
 「ジリジリ」，副词。火辣辣地。



[15]
 「ヒビが入る」，裂缝，裂纹。



[16]
 「まだら模様」，名词。斑斑点点。



[17]
 「ズラーて」，副词。一长排。



[18]
 「ホレボレ」，副词。令人神往。



[19]
 「真水」，名词。淡水。



[20]
 「ふさふさ」，副词。毛茸茸。



[21]
 「ロクなことにならない」，没正经的，没有好事。



[22]
 「相応しい」，形容词。适合，相称。





因幡白兔




从
 前，有一位管理出云国的大神，名叫大国主命。大国主命有兄弟八十人，从众人之中选出大国主命来治理出云国是有很多原因的。本来大国主命在兄弟之中是最不起眼的，而且还经常受欺负，总是充当倒霉蛋的角色。

有一次，大国主命的兄弟们听说因幡国有一个长得非常漂亮的八上公主。他们都被素未谋面的八上公主弄得神魂颠倒，心中充满了虚无缥缈的幻想：那是怎样的一个美人儿呢？有着怎样一种高傲且优雅的气质呢？于是，兄弟们决定去见八上公主，请求公主选自己做她的丈夫。

而大国主命却想，如此漂亮的女孩是无论如何也不会选一个像自己这样没用的男人做丈夫的。所以，他打心底里觉得麻烦，压根儿就没想去。可是，兄弟们并不放过他，毫不客气地命令大国主命为他们拿行李。大国主命带着八十个人的沉重行李，步履蹒跚地出发了。

一路上，他的兄弟们从容地闲聊着，像郊游一般步履轻盈地前进，把大国主命远远地甩在后头。就在他们一行人快要到达因幡国气多海角的时候，突然传来了一个奇怪的声音。

“哎哟！痛！痛！痛死我了……”只见海岸上有一只被剥了皮、浑身鲜血淋淋的兔子正在痛苦地打滚。

听到兔子的喊声，兄弟们心想，这也太夸张了吧？既然有力气这么大叫，即使再受点儿苦也不会死吧。于是，他们没正经地说：“哎呀！你真的伤得很严重啊！要想治好这个伤，你首先得跳进大海，把全身都浸泡在海水里，然后再站在高高的悬崖上让强风吹干身体才行哪。”“好的！好的！我马上照办。这下可好了，终于有救啦！”看到喜出望外的兔子“扑通！”一声跳进大海里，兄弟们都幸灾乐祸地大笑起来。

兔子立刻按照他们说的那样泡在海水里，然后爬到附近的悬崖上，任由呼啸的海风吹打自己的身体。即使伤口剧烈疼痛，它也一直忍痛坚持着，不停地勉励自己：这是康复的唯一办法，良药苦口啊！

但是，它的伤势丝毫没有好转。被海风吹干的皮肤皲裂开来，在猛烈的阳光照射之下，全身感到火辣辣地，就像被火烧一样疼痛。“哎哟！哎哟！疼死我了！”兔子仍在叫喊着。最后它的全身皮肤皲裂，还渗出了斑斑血迹。兔子对自己现在的模样感到十分震惊和恐惧，它拼命喊着：“救命啊！快疼死我了！”四处奔跑。

这时候，比兄弟们落后了一大截的大国主命终于到了这里。他发现海岸边有一只动物一边凄厉地叫喊一边四处奔跑。于是，他就上前去问个究竟。“不行啦！啊！疼死我了！救命啊！……”兔子凄惨地大喊着。大国主命首先安抚了兔子的情绪，然后询问事情的原委。

兔子说：“唉呀！我算是倒霉透了。我本来是住在这海对面的隐岐岛上的，经常眺望这边，总想着如果能过来就好了。为此我跟鲨鱼那家伙搭讪：‘鲨鱼，你好像有很多朋友嘛。但是和我相比，到底谁的朋友更多啊？’鲨鱼说‘哼！那肯定是我的多啦。’‘真的吗？我不信！那么你就让你的同伴从这边开始一字排开列队到对岸，给我看一看吧！’鲨鱼可真是个笨蛋哪！它连想都没想就答应说：‘小菜一碟，排就排吧。’等它们排列好之后，我就踩着它们一蹦一跳地跳到这边来。当时，我心里还想：这真是条妙计啊，不由得打心底里觉得自己真是太聪明了。但由于想得得意忘形，就在还差最后一只鲨鱼就能到达对岸的时候，我不小心说漏了嘴：‘啊哈！我其实只是想渡过大海去那边的……笨蛋！一群鲨鱼笨蛋啊！’鲨鱼那家伙顿时勃然大怒，‘唰！唰！唰！’粗暴地剥掉了我的皮，所以我就变成这样了。”大国主命听得目瞪口呆。兔子虽有不对之处，但这么可怜，也实在让人恨不起来啊！

但是，看到兔子被自己的兄弟们欺骗，最后落得全身皮肤皲裂的下场，我可不能坐视不理。大国主命给了兔子这样一个建议：首先用淡水清洗伤口。就是在小河流入大海的那一带，舀一些还没变成海水的、不含盐分的淡水来清洗身体。接着去收集一些香蒲的花穗，躺在上面翻滚，然后再把身体弄干。

兔子按照他说的那样用淡水清洗了身体。接着又收集了香蒲的花穗，然后躺在上面翻滚。不一会儿它就觉得十分舒服，伤口的疼痛很快消失了，最后还进入了梦乡。

当它醒来的时候，发现大国主命还守候在自己身边。它看一下自己的身体，一簇簇的白毛又重新长了出来。“哎呀！终于好了！哇！太好啦！”兔子高兴地对大国主命赞不绝口：“你真厉害！”“你太伟大啦！”“你最棒了！”接着，它告诉了大国主命一件出人意料的事情。

“其实呀，我是八上公主的侍者因幡兔。”“啊？”主命还没回过神来。兔子接着说：“您的兄弟们无论谁都不可能和八上公主结婚，那么坏心肠的人是没有好下场的！只有您，才是最适合和八上公主结婚的人。”“你要加—油—啊！”因幡兔对大国主命说。

大国主命实在无法相信这突如其来的消息，他将信将疑地继续启程去追赶自己的兄弟们。




 语法详解 





（1）動詞連用形＋ながら


表示前后项动作同时进行。相当于“一边……一边……”


* フラフラしながら歩いていきます。


一边摇摇晃晃，一边往前走。


* 最近、車を運転しながら電話をかけている人が多い。


最近有很多人一边开车，一边打电话。


* 楽しく語りながら並木道を歩いて行った。


一边愉快地聊天，一边走在路边树下。


（2）動詞連用形＋果てた


表示“完全……”“……极了”。


* 彼がすっかり疲れ果てた。


他累极了。


* 彼女は生活に困り果てる。


她为生活走投无路。


小知识



出雲の国


歴史上の出雲国（いずものくに）は、かつて日本の地方行政区分だった令制国の一つ。山陰道に位置する。別称は雲州（うんしゅう）。領域は現在の島根県東部にあたる。出雲という国名の由来は雲が湧き上がる様子をあらわした語、稜威母（イズモ）という、日本国母神「イザナミ」の尊厳への敬意を表す言葉からきた語、あるいは稜威藻という竜神信仰の藻草の神威凛然たることを示した語を、その源流とするという説がある。ただし歴史的仮名遣では「いづも」であり、出鉄（いづもの）からきたという説もある。現在は島根県北東部、出雲平野の中心にある市。室町時代以降市場町として発展。紡績·酒造などの工業が発達。


出云国


历史上的出云国位于山阴道，是古代日本地方行政区划的一个令制国。别称为云州。范围相当于现在岛根县东部。“出云”这个国名是表示云起云涌的样子，用来表示对名为“稜威母”的日本母神伊邪那美命的尊敬，或是用来彰显名为“稜威藻”的龙神信仰的藻草神的凛凛神威。另外，也有学说认为：“出雲”历史上的假名书写为“いづも”，是从“出鉄（いづもの）”演变而来的。现在一般指位于岛根县东北部、出云平原中心的城市。室町时代作为贸易城市发展起来，纺织、酿酒等工业发达。




山幸彦海幸彦




昔
 々むかし、それはもうトコトン昔むかし、神話しんわの時代じだいのお話はなしです。

ニニギノミコトというややこしい
 

[1]



 名前なまえの神様かみさまがいらっしゃいました。その二人ふたりの息子むすこさん、海幸彦うみゆきひこと山幸彦やまゆきひこという兄弟きょうだいのお話はなしです。兄あにの海幸彦うみゆきひこはその名なのとおり海うみで魚さかなを獲えるのが得意とくい、弟おとうとの山幸彦やまゆきひこは山やまで獣けものを狩かるのが得意とくいでした。それぞれ海うみと山やまで獲物えものを捕とって、暮くらしを立たて
 

[2]



 ていました。

ある時とき、弟おとうとの山幸彦やまゆきひこが言いいます。「兄にいさん、どうもわしゃ、猪いのししとか追おっかけるのは飽あきてきたよ。偶たまには海うみに出でて、爽さわやかな汐風しおかぜに吹ふかれて、漁りょうをしたいんじゃ。一日いちにちだけでええ。お互たがいの道具どうぐを交換こうかんするちゅうん
 

[3]



 のは、どうじゃろう。」

「弟おとうとよ。バカを言いうな。人ひとには専門せんもんがあったことだ。山やまには山やまの、海うみには海うみのやり方かたがある。一日交換いちにちこうかん？そんな甘あまい話はなしじゃない。怪我けがでもしたらどうする。」

「そんな固かたいこと言いわずに、気分転換きぶんてんかんですよ。人ひとには変化へんかも必要ひつようですよ。」




弟おとうとの山幸彦やまゆきひこがあまりしつこい
 

[4]



 ので、兄あにの海幸彦うみゆきひこは渋々しぶしぶ
 

[5]



 承知しょうちしました。こうして二人ふたりは狩かりの道具どうぐを交換こうかんし、山幸彦やまゆきひこは海うみに、海幸彦うみゆきひこは山やまに行いくという、変へんなことになりました。

   


さて、大喜おおよろこびで海うみに出でた弟おとうとの山幸彦やまゆきひこでしたが、釣つりなんかしたことないですから、魚さかなはまったく釣つれません。その上兄うえあにに借かりた大切たいせつな釣針つりばりを、海うみに落おとっことしてしまいました。ショボーンと兄あにの元もとに戻もどる山幸彦やまゆきひこ。聞
 きくと、兄
 あにもまったく獲物
 えものが獲
 とれなかったということです
 。人ひとには専門せんもんがあったことだという兄あにの言葉ことばどおりでした。

そこで山幸彦やまゆきひこは釣針つりばりを落おとしたことを告つげます。兄あにはカンカン
 

[6]



 に怒おこります。お前まえがロクでもないことを考かんがえ付つくからだ、死しんでも探さがして来こいと怒おこり狂くるいます。仕方しかたなく山幸彦やまゆきひこは自分じぶんの刀かたなを砕くだいて、釣針つりばりを500個こ作つくります。兄あにはそれでも許ゆるしてくれません。次つぎに1000個こ作つくります。まだ許ゆるしてくれません。「あの針はりじゃないとダメなんだ」と、頑固がんこです。

は、途方とほうに暮くれました
 

[7]



 。この広ひろい海うみからどうやってちっちゃな釣針つりばりを見みつけ出だせというのか…。海岸かいがんで膝ひざを抱かかえてしゃがみこんで
 

[8]



 いました。すると、ザバーと浪なみの底そこから、何なにか上あがってきます。見みると白髪しらがの老人ろうじんです。「私わたしはシオツチカミ。神かみの御子おこよ、何なにを悩なやんでおる。」

山幸彦やまゆきひこは、シオツチカミと名乗なのる老人ろうじんに、兄あにから借かりた大切たいせつな釣針つりばりを落おとしてしまったことを話はなします。「ふーむ、それは困こまったのう。よし私わたしの言いうとおりにしなさい。私わたしが用意よういする舟ふねに乗のって海うみに漕こぎ出だす
 

[9]



 のじゃ。後あとは、潮しおの流ながれに身みを任まかせる。すーと流ながれていって、海神わだつみの宮殿きゅうでんに着つくはずじゃ。その庭
 にわに神聖
 しんせいな桂
 かつらの木
 きがあるから、登
 のぼるとよい。」と言
 いいつつ、老人
 ろうじんはまたザバーと
 

[10]



 海
 うみの底
 そこに消
 きえていきました
 。

見みると、竹たけの舟ふねが浮ういてます。隙間すきまなく編あんだ竹たけの舟ふねで、水漏みずもれがしないように内側うちがわにニス
 

[11]



 のようなものを塗ぬってあります。山幸彦やまゆきひこは半なかばヤケクソで竹たけの舟ふねに乗のり込こみ、老人ろうじんに言いわれた通とおり、潮しおの流ながれに身みを任まかせます。

三日みっか三み晩流ばんながされていきますと、遠とおくに魚さかなの鱗うろこが立たち並ならんだ
 

[12]



 ようなキラキラ光ひかる宮殿きゅうでんが見みえてきました。島全体しまぜんたいが宮殿きゅうでんなのです。さては老人ろうじんの言いったことは本当ほんとうだったと、山幸彦やまゆきひこは島しまに舟ふねをつけます。宮殿きゅうでんの前まえに確たしかに神聖しんせいっぽい木きがあります。登のぼります。登のぼって何なにが起おこるかとワクワク待まっておりました。

すると宮殿きゅうでんのお姫ひめさま、トヨタマビメが木きの上うえにいる山幸彦やまゆきひこの姿すがたを見みつけます。宮殿きゅうでんの窓まどから見みていて、ま…なんてカッコいい人ひとかしらと、ドキンとします。実じつは結構けっこうイケメンなのです。トヨタマビメは使つかいのものを走はしらし
 

[13]



 、山幸彦やまゆきひこを招まねきいれます。

こうして山幸彦やまゆきひことトヨタメビメは仲良なかよくなり、やがて夫婦ふうふになります。そしてトヨタマビメの父君ちちぎみの助たすけで海うみに沈しずんだ釣針つりばりも見みつけ出だし、兄あにに突つき返かえし
 

[14]



 、逆ぎゃくに兄あにより偉えらくなり、出世しゅっせして、めでたしめでたしというお話はなしでした。








[1]
 「ややこしい」，形容词。复杂，麻烦。



[2]
 「暮らしを立てる」，谋生。



[3]
 「ちゅうん」，古语。所谓的。



[4]
 「しつこい」，形容词。纠缠不休，执拗。



[5]
 「渋々」，副词。勉勉强强。



[6]
 「カンカン」，副词。气得咬牙切齿。



[7]
 「途方に暮れる」，不知所措，走投无路。



[8]
 「しゃがみ込む」，动词。蹲下。



[9]
 「漕ぎ出す」，动词。划出去。



[10]
 「ザバーと」，副词。扑腾的响声。



[11]
 「仮漆/ニス/ワニス」，名词。日本漆的简称。



[12]
 「魚の鱗が立ち並ぶ」，波光粼粼。



[13]
 「使いのものを走らす」，支使下人。



[14]
 「突き返す」，动词。归还。





山幸彦和海幸彦




很
 久以前，总之这是远古的神话时代发生的故事。

有一位名字很复杂的大神叫琼琼杵神。这是关于他的两个儿子——海幸彦和山幸彦兄弟俩的故事。哥哥海幸彦，正如他的名字那样，擅长在海里捕鱼；而弟弟山幸彦则擅长在山里打猎。他们各自在大海里和山上捕鱼打猎，以此维持生计。

有一天，弟弟山幸彦对哥哥说：“哥，这种追着野猪满山跑的日子，我已经过腻了。有时真想出海去吹一吹海风，捕一捕鱼啊！哪怕就一天也行，我们互相交换工具怎么样？”

“弟弟啊，别说傻话了。每个人都有自己的专长，上山打猎有上山打猎的方法，下海捕鱼有下海捕鱼的方法。交换一天？可别想得如此轻松，如果受伤了那可怎么办？”哥哥说。

“你不要那么死板嘛。我只是想换一下心情，人也是需要改变的啊。”弟弟恳求道。

禁不起弟弟山幸彦的死缠烂打，哥哥海幸彦终于勉强地答应了。就这样，他俩交换了捕猎工具，山幸彦出海，海幸彦上山，进行了一次奇怪的角色调换。

弟弟山幸彦兴冲冲地出了海，可是他从未有过钓鱼之类的经验，所以一条鱼也没有钓到，而且还把从哥哥那儿借来的珍贵的鱼钩掉到海里。垂头丧气的山幸彦回到了哥哥身边。一打听，原来哥哥也没有捕到一只猎物。正如哥哥说的那样，每个人都有自己的专长。

于是，山幸彦向哥哥坦白了弄丢鱼钩的事。哥哥勃然大怒，“就因为你这家伙脑袋里净想一些不靠谱的事才会弄成这样的。就算是死，你也得把鱼钩给我找回来！”没办法，山幸彦只好把自己的猎刀打碎，做成500根鱼钩还给哥哥。即使这样，哥哥也不肯原谅他。接着他又多做了1000根，但哥哥还是不领他的情，依然固执地说：“不是原来那根鱼钩就不行！”

山幸彦感到不知所措。在如此辽阔的大海里面怎能找到那么小的一根鱼钩呢？他苦恼得抱膝蹲在海边。这时，只听见“哗啦”一声，从海浪里出现了什么东西。仔细一看，原来是一个头发花白的老人。“我是盐椎神。神的孩子呀！你在为什么而苦恼呢？”老人问他。

山幸彦把自己弄丢了从哥哥那里借来的鱼钩这件事情告诉了这位自称是盐椎神的老人。“嗯……的确很难办啊。就按照我说的那样去做吧。你坐上我为你准备的小船，然后划着它出海。之后顺着海水一直向前漂流，应该就能到海龙王的宫殿了。那的院子里有棵神圣的桂花树，你只要爬上去就好了。”说完老人就又“哗啦”一声消失在海底。

山幸彦一看，海面上果然漂浮着一条竹船。竹船扎得十分结实，为了防止进水，船的内侧还涂上了清漆。于是他想着死马当活马医，干脆坐上竹船，像老人说的那样顺着海水漂流而去。

经过3天3夜的漂流，他终于远远地看到了鳞次栉比、闪闪发光的宫殿。整个岛就是一个大宫殿。看来老人的话果然是真的，山幸彦划着小船在岛上靠了岸。宫殿前面确实有一棵看起来很神圣的树。他二话不说就向上爬，边爬边忐忑不安地想：爬上去之后，会发生什么事儿呢？

就在这时，宫殿里的丰玉公主发现了树上的山幸彦。她从宫里的窗口往外看，啊！怎么会有一个如此英俊的男子呢？公主心里如小鹿乱撞：他真是太帅了！丰玉公主连忙派出下人，把他请了进来。

就这样，山幸彦和丰玉公主日久生情，不久就结为夫妻。并且在岳父的帮助下，他也找到了沉到海底里的鱼钩，把它还给了哥哥。最后弟弟反而比哥哥更有出息，出人头地，这真是一个可喜可贺的故事啊！




 语法详解 





（1）まったく～ない


表示全面否定。相当于“一点也不……”“完全不……”“根本不……”“丝毫不……”


* 最近まったく雨が降っていない。


最近一滴雨也没下。


* 人が全く訪ねて来ない。


没有一个人来。


* あの映画がまったく面白くなかったです。


那部电影一点儿意思也没有。


（1）動詞の連用形＋つつ


表示两个动作同时进行。相当于“一面……一面……”“一边……一边……”


* お酒を飲みつつ談じる。


且饮且谈。


* 成功を期しつつ情勢の変化を見守る。


在期待成功的同时，注视局势的发展。


小知识



シオツチノオジ


シオツチノオジ（シホツチノヲヂ）は、日本神話に登場する神であり塩竈明神とも言う。『古事記』では塩椎神（しおつちのかみ）、『日本書紀』では塩土老翁·塩筒老翁と表記する。潮流を司る神、航海の神である。『記紀』神話におけるシオツチノオジは、登場人物に情報を提供し、とるべき行動を示すという重要な役割を持っている。海に関する神が知恵を授けるという説話には、ギリシア神話などに登場する「海の老人」との類似が見られる。また、シオツチノオジは製塩の神としても信仰されている。シオツチノオジを祀る神社の総本社である鹽竈神社（宮城県塩竈市）の社伝では、武甕槌神と経津主神は、塩土老翁の先導で諸国を平定した後に塩竈にやってきたとする。武甕槌神と経津主神はすぐに去って行くが塩土老翁はこの地にとどまり、人々に漁業や製塩法を教えたという。海の神、製塩の神、呪術·予言の神などとして信仰されており、各地の塩釜神社で祀られている。


盐椎神


盐椎神即日本神话中出现的盐灶明神。《古事记》称之为盐椎神，《日本书纪》则写作盐土老翁，盐筒老翁，是负责管理海潮流动和航海活动的海洋之神。《记纪》神话中，盐椎神担任着为出场人物提供信息、提示其必须采取何种行动的重要角色。从与海有关的神授予人类智慧这一点看，与希腊神话中出现的“海的老人”类似。另外，盐椎神也被日本人奉为制盐之神。据供奉盐椎神的总社盐灶神社（宫城县盐灶市）的社传记载，武瓮槌神和经津主神在盐土老翁的带领下，平定诸国后来到盐灶。武瓮槌神和经津主神随后就离开了，而盐土老翁则定居此处，教授当地人渔业和制盐法，被日本人奉为海神、制盐之神、巫术与预言之神等，供奉在日本各地的盐灶神社中。




第二章　有名な阅話




本章概要


在日本，从江户时代流传至今的五大民间传说分别是：《桃太郎》《咔吱咔吱山》《猿蟹合战》《切舌雀》和《开花爷爷》。本章中，编者另辟蹊径，选取了另外三篇同样脍炙人口的童话与读者共享其风趣。让我们怀揣着“金太郎是否确有其人？”“如何把一根稻草变成享之不尽的财富？”“月下老人是如何给人们安排姻缘的？”等疑问，逐一翻开本章故事寻求答案。从这些著名的故事中，我们可以解读出日本人对智慧和力量的崇拜，对善良和爱的追求。在此，让我们细细品味其“劝善惩恶”的思想和主人公可爱善良的品质吧。


本章の概要


日本では、江戸時代から今日まで広く語り継がれてきた五大民話は「桃太郎」「かちかち山」「さるかに合戦」「舌きりすずめ」「はなさか爺さん」という五つの物語である。本章には、編集者は別の手法で、人々によく知られているほかの三つの童話を選んで、読者とその中の妙味を分かち合おうとする。皆で「金太郎は本当に存在しているか。」「一本のわらをどうやって使いきれない財産に変わるのか。」「縁結びの神様はどのようにして我々に縁結びをしてくれるのか。」などの質問を抱えながら本章の物語を読んでみれば、それらの疑問が次々と解決されると思う。これらの有名な昔話から、日本人が常に知恵と力を崇拝することと善良な精神と愛を追求する心が伺われる。それでは、その「勧善懲悪」の思想と主人公の暖かい優しさをゆっくり味わってみよう。




金太郎



   



昔
 、足あし柄がら山やまの洞穴どうけつに、金太郎きんたろうという男おとこの子こが、お母かあさんと二人ふたりで住すんでいました。

金太郎きんたろうは、とても力ちからの強つよい子こ供どもでした。毎まい日にち、山やまの動物どうぶつたちを集あつめて、相撲すもうを取とり
 

[1]



 ました。金太郎きんたろうは、たちまち、しかも猪いのししも投なげ飛とばしました。

「ようし、今こん度どは、おいらが相あい手てだ。」熊くまが勢いきおいよく、金きん太た郎ろうに組くみつき
 

[2]



 ました。はっけよいのこった、はっけよいのこった
 

[3]



 、どっちも強
 つよくて、なかなか勝負
 しょうぶがつきません
 。それでも、えいっ！というかけ声ごえといっしょに、金きん太た郎ろうは、熊くまを高々たかだかと持もち上あげ、あっという間まに投なげ飛とばしてしまいました。

「金太郎きんたろうの勝かち！」「まいった、まいった。もう金きん太た郎ろうに勝かてるものはいないよ。」熊くまが、お尻しりを擦こすりながら言いいました。相す撲もうが終おわると、金きん太た郎ろうは、お母かあさんに作つくってもらったおいしい山やまの料りょう理りを、みんなにも分わけてあげました。

金きん太た郎ろうは、動物どうぶつたちを連つれて、山やまの中なかを歩あるき回まわりました。木き登のぼり名めい人じんの猿さるには、木き登のぼり方かたを教おしえてもらいました。足あしの速はやい鹿しかには、山やま道みちの走はしり方かたを教おしえてもらいました。優やさしくて力ちから持もちの金太郎きんたろうは、動物どうぶつたちの人にん気き物ものです。雨あめの時ときは、動物どうぶつたちと洞穴どうけつで遊あそびました。金きん太た郎ろうは、木きや草くさの蔓かずらで、いろんな玩具おもちゃを作つくり、動物どうぶつたちにあげました。

山やまでは、おいしい食たべ物ものがたくさん取とれました。あけび採とり
 

[4]



 やきのこ採とり
 

[5]



 は、鹿しかと狐きつねが手て伝つだいました。山やま芋掘いもほりは、猿さると兎うさぎが手伝てつだいました。木きの実みや栗くりの実みを落おとすのは、栗鼠りすの仕し事ごとです。熊くまは、それをせっせと洞穴どうけつへ運はこびます。金
 きん太
 た郎
 ろうの住
 すむ洞
 どう穴
 けつには、冬
 ふゆになっても食
 たべられる物
 ものが山
 やまのように積
 つんでありました
 。こうして、長ながい月つき日ひが過すぎ、また春はるがやってきました。

ある日ひ、金太郎きんたろうは、熊くまに跨またがり、動物どうぶつちを引ひき連つれ、向むこうの山やまへ出でかけました。しばらく行いくと、深ふかい谷たにの上うえに出でました。「弱よわったなあ。これじゃ、向むこうの山やまへ行いけないや。」皆みながっかりして、顔かおを見み合あわせました。「大だい丈じょう夫ぶ。おらに任まかせろ。」金太郎きんたろうは、傍そばに生はえている大たい木ぼくを力ちからいっぱい押おしました。木きはメリメリと傾かたむき、谷たにの上うえへごろんと倒たおれました。

「なんて、力ちからの強つよい子こだ。」誰だれかが言いいました。金きん太た郎ろうが振ふり向むくと、侍さむらいが立たっていました。「どうだ、わしの家け来らいにならないか。」これを聞きかれた金きん太た郎ろうは、大おお喜よろこび。やがて、都みやこに行いった金きん太た郎ろうは、「坂さか田たの金きん時じ」というりっぱな侍さむらいになりました。








[1]
 「相撲を取る」，摔跤，相扑。



[2]
 「組み付く」，动词。揪在一起，扭成一团，搂住，抱住。



[3]
 「はっけよいのこった」，干吧，加油！



[4]
 「あけび採り」，名词。采通草。



[5]
 「きのこ採り」，名词。采蘑菇。





金太郎




从
 前，在足柄山的山洞里，住着一个叫金太郎的男孩子，他和母亲两人相依为命。

金太郎是一个力大无比的孩子，每天都会召集山里的动物们进行摔跤比赛。不大工夫，金太郎就把鹿和野猪扔出了摔跤场。

“好啊！这次轮到我啦！”熊士气高昂地抱住了金太郎。来！来吧！来吧！熊和金太郎都十分强壮，势均力敌，难分胜负。尽管如此，金太郎还是“嗨”地一声，把熊高高地举起，扔出了摔跤场外。

“金太郎赢了！”“完了！完了！以后再也没有能战胜金太郎的啦。”熊一边摸着屁股一边说。摔跤比赛结束后，金太郎把母亲做的香喷喷的山野饭菜分给大家吃。

金太郎领着动物们在山里四处游逛。他们向爬树高手猴子学习爬树的技巧，向跑步健将小鹿学习走山路的秘诀。性情和善、力大无比的金太郎非常受动物们的喜欢。下雨了，他就与动物们就在山洞里嬉戏。金太郎还用木头和藤蔓做成各种玩具，供动物们玩耍。

在山里，它们采集了很多美味可口的食物。鹿和狐狸帮忙采通草、拾磨菇；猴子和兔子帮忙挖山药；小松鼠负责摇落树上的树籽和栗子；而大熊则勤快地把食物运进洞穴……即使到了冬天，金太郎住的山洞里，食物也堆积如山。就这样，日子一天天地过去，又迎来了生意盎然的春天。

有一天，金太郎骑着大熊，带领动物们向对面的山上走去。走了一会儿，它们来到了一个深谷。“这可不好办啦！这么深，我们可过不去。”大家都在犯愁，互相对视，不知所措。“没关系。看我的吧！”金太郎说着就把身边的一棵大树用力一推，只见那大树“吱吱嘎嘎”地向对面的山谷倒下。

忽然，他们听到有人说：“这孩子，真是个大力士啊！”金太郎回头一看，只见一个武士站在那儿。“怎么样？你愿意当我的随从吗？”武士问道。听此请求，金太郎十分高兴。后来，金太郎去了京城，成了一个优秀的武士，后人称他为“坂田金时”。







 语法详解 





（1）なかなか＋動詞未然形＋ない


表示“怎么也不……”“很难……”的意思。


* タクシーがなかなかつかまらない。


怎么也打不着出租车。


* この問題は難しくてなかなかできません。


这道题太难，怎么也不会。


* 一時間待ちましたが、なかなか帰ってこないので、家へ帰ることにしました。


等了一个多小时，可还是没有回来，所以我决定回家了。


（2）用言連体形/体言の＋ようだ


「ようだ」是比况助动词，其连用形为「ように」、连体形「ような」、中顿形「ようで」。表示比喻、例举、委婉的、不确切的判断和推测。相当于“好像……一样”“如同……一般”“犹如……”


* 暖かくてまるで春のようです。（比喻）


暖和得就像春天一样。


* 彼女のような優しい女性と結婚したい。（例举）


想和她那样温柔的女孩子结婚。


* 彼はあまり好かれていないようです。（委婉的）


他好像不大受欢迎。


* 電車が遅れているところを見ると、何か事故があったようだ。（不确切的判断）


从电车晚点的情况来看，好像是发生了什么事故。


小知识



坂田金時


平安後期の武士。幼名、金太郎。金太郎が祭られている金時神社に記されたものによると、相模足柄山に生まれ、母に孝行する元気で優しい子供に育った。源頼光と出会い、その力量を認められて家来となり、頼光四天王の一人となる。酒呑童子を神変奇特酒を使って退治した。現在の金太郎伝説が完成したのは江戸期であり、浄瑠璃や歌舞伎を通して頼光四天王の怪力童子のイメージが定着していった。鉞担いで熊の背に乗り、菱形の腹掛けを着けた元気な少年像として、五月人形のモデルとなった。この姿から、かつて日本各地で乳幼児に着用させた菱形の腹掛けもまた「金太郎」と呼ぶ。


坂田金时


平安后期的武士。幼名金太郎。据供奉金太郎的金时神社记载，金太郎出生在相模的足柄山，是一个孝顺母亲、健康善良的孩子。后遇见源赖光，源赖光十分欣赏他的力量，遂将其收为门下，成为赖光四天王之一。他用神变奇特酒打败了酒吞童子。现在的金太郎传说成形于江户时期，净琉璃和歌舞伎使金太郎以赖光四天王中怪力童子的形象得以定型。金太郎身穿菱形肚兜，背着大斧头，骑在熊背上的形象成为五月人偶的模型。因此，日本各地婴儿所穿的菱形肚兜也叫“金太郎”。




わらしべ長者



   



昔
 々むかし、ある若者わかものが、お寺てらで観音様かんのんさまにお願ねがいをしました。「どうか、お金持かねもちになれますように…」すると、観音様かんのんさまが言いいました。「ここを出でて、初はじめにつかんだものが、お前まえを金持かねもちにしてくれるだろう。」


喜
 よろこんだ若者
 わかものは、お寺
 てらを出
 でたとたんに、石
 いしにつまずいて、スッテンと転
 ころびました
 。そしてそのひょうし
 

[1]



 に、一本いっぽんのわらしべ（イネの穂ほの芯しん）をつかみました。「観音様かんのんさまがおっしゃった、はじめにつかんだものって、これのことかなあ？とても、これで金持
 かねもちになるとは思
 おもえないが
 。」

男おとこは首くびをひねり
 

[2]



 ながら歩あるいていると、プーンと一匹いっぴきのアブ
 

[3]



 が飛とんできました。男おとこはそのアブをつかまえると、持もっていたわらしべに結むすんで遊あそんでいました。

すると、向むこうから立派りっぱな車くるまがやってきて、中なかに乗のっている子こどもが言いいました。「あのアブが欲ほしいよ。」

「ああ、いいとも。」男おとこが子こどもにアブを結んだわらしべをあげると、家来けらい者ものが、お礼れいにミカンを三みっつくれました。

「わらしべが、ミカンになったな。」また歩あるいていると、道みちばたで女おんなの人ひとが、喉のどがかわいたと言いって、苦くるしんでいます。「さあ、水みずのかわりに、このミカンをどうぞ。」女おんなの人ひとはミカンを食たべて、元気げんきになりました。そしてお礼れいにと、美うつくしい布ぬのをくれました。




「今度こんどは、ミカンが布ぬのになったな。」男おとこがその布ぬのを持もって歩あるいていると、馬うまが倒たおれて困っている男おとこの人ひとがいました。「どうしました？」「馬うまが病気びょうきで倒たおれてしまったのです。町まちに行いって布ぬのと交換こうかんする予定よていだったのに。今日中きょうじゅうに布ぬのを手てに入いれないと、困こまるのです。」「では、この布ぬのと馬うまを交換こうかんしてあげましょうか？」若者わかものが言いうと、男おとこの人は大喜おおよろこびで布ぬのを持もって帰かえりました。

若者わかものが馬うまに水みずをやったり体からだをさすったり
 

[4]



 すると、馬うまはたちまち元気げんきになりました。よく見みると、大変立派たいへんりっぱな馬うまです。「今度こんどは布ぬのが、馬うまになったな。」

その馬うまをつれて、また若者わかものが歩あるいていると、今度こんどは引ひっ越こしをしている家いえがありました。そしてそこの主人しゅじんが、若者わかものの立派りっぱな馬うまを見みて言いいました。「急きゅうに旅たびに出でることになって、馬うまが必要ひつようなのじゃが、その馬うまをわしの家いえや畑はたけと交換こうかんしてもらえないかね。」

若者わかものは立派りっぱな家いえと広ひろい畑はたけをもらって、大金持おおがねもちになりました。一本いっぽんのわらしべから大金持おおがねもちになったので、みんなはこの若者わかものを、わらしべ長者ちょうじゃと呼びました。





[1]
 「ひょうし」，名词。时候。



[2]
 「首をひねる」，转头；左思右想不得其解。



[3]
 「アブ」，名词。牛虻。



[4]
 「体をさする」，摩擦、抚摸身体。





稻草富翁




从
 前，有一个年轻人在寺院向观音许愿：“菩萨啊！请您把我变成一个有钱人吧。”于是观音回答他说：“从这里出去，你首先抓到的东西，就能使你变成一个有钱人。”

年轻人听了很高兴。一出寺院，他绊到一块石头，“扑通”一下摔倒在地。然而就在那一瞬间，他随手抓住了一根稻草。“观音菩萨说过的‘首先抓到的东西’，难道就是这个吗？这个东西怎么也不能把我变成一个有钱人呐。”

他百思不得其解，向前走去，一只牛虻“嗡—”地飞了过来。他一把抓住了牛虻，把它系在了手中的稻草上耍玩起来。

这时，从对面驶来一辆豪华的车子：“我想要那只牛虻！”坐在里面的小孩说。

“好啊！给你吧！”年轻人把绑着牛虻的稻草给了小孩，作为答谢，侍从给了他三个橘子。

“真有意思，稻草变成了橘子。”他继续往前赶路。这时，路边上有一个女人十分痛苦地说自己口渴。“请你把这些橘子吃了解渴吧。”年轻人说着把橘子给了那个女人。那女人吃了橘子，恢复了体力。为了答谢年轻人，女人给了他一匹漂亮的布。

“这次橘子又变成了一匹布啊。”年轻人一边想一边拿着布继续往前走。他看见一个愁容满面的男人，为倒在地上的马发愁。“您怎么啦？”年轻人问道。“马病倒了。我本来打算拿它去集市换布，今天若是换不到布的话就麻烦了！”男人答道。“那我就用这匹布换你的马吧。”年轻人一说，那个男人就非常高兴地拿着布回去了。

年轻人给马喂水，又给它搓身体。于是，这匹马很快就恢复了精神。仔细一看，还真是一匹好马呢！“这一会儿那匹布就变成了一匹马。”

他牵着马继续往前走，这时，他看到了一户人家正忙着搬家。那户人家的主人看到了年轻人的这匹好马，对他说：“我突然有急事要出一趟远门，必须用马，能用我的房子和田地换你的这匹马吗？”

于是，年轻人得到了豪华的房子和大片的田地，变成了一个有钱人。因为他是从一根稻草变成为一个有钱人的，所以大家称他为“稻草富翁”。







 语法详解 





（1）動詞連用形＋たとたんに


表示正好在发生前项的瞬间发生后项。后项内容为说话者当场的新发现，因而多伴有意外的语感。后项不能用表示命令、意志、推量、否定等的动词。相当于“刚一……马上就……”


* 部屋に入ったとたんに、電話が鳴りました。


刚一进房间，电话就响了。


* 暑くなったとたんに、エアコンの売れ行きが良くなった。


天刚一热，空调就开始畅销了。


（2）用言の終止形＋とは思えない


表示意外。相当于“没想到……”


* そこにはこんな静かな公園があるとは思えない。


我没想到那里有这么安静的公园。


* 学校の寮は狭いとは聞いていたが、こんなに狭いとは思えないよ。


我听说学校的宿舍很小，但没想到这么狭小。


小知识



観音様


「観世音菩薩（かんぜおんぼさつ）」「観自在菩薩（かんじざいぼさつ）」の略称で、観世音とは、救いをもとめる者があれば、数かぎりない手段をつかって救済するという意味を持つ。救済をもとめる者に応じて、さまざまな変化相をもつことでも知られている。観音は、もともと阿弥陀仏の脇侍（きょうじ：仏の両わきにひかえる）として左におかれ、右にひかえる知恵の象徴である勢至（せいし）菩薩とともに阿弥陀三尊を形成する。観音が阿弥陀三尊から独立して信仰されるようになったのは、インドでは1世紀ごろのことで、日本では推古天皇の時代にすでにみられ、奈良時代には、観音を本尊とする長谷寺が建立されるなど、とくに顕著な信仰があった。浅草観音（東京都金龍山浅草寺）·大須観音（愛知県北野山真福寺）·津観音（三重県恵日山観音寺）は日本三大観音と言われる。


观音


“观世音菩萨”“观自在菩萨”的简称。有前来祈求的人，观音就会用尽各种办法相救。面对不同的求救者，观音会呈现不同的样子。观音原本是阿弥陀佛的近身侍者，位于阿弥陀佛的左侧，与位于右侧的势至菩萨和阿弥陀佛本身构成三尊。在1世纪左右的印度（大概是日本的推古天皇时代），观音从三尊中独立出来，成为一个独立信仰。到了奈良时代，以观音为本尊的长谷寺的建立，标志着观音信仰成为一种民众的信仰。浅草观音（位于东京都金龙山浅草寺）、大须观音（位于爱知县北野山真福寺）、津观音（位于三重县惠日山观音寺）为日本三大观音。




縁結びの神さま



   



昔
 から、出雲いずもの神様かみさまは、縁結えんむすびの神様かみさま
 

[1]



 で有名ゆうめいでした。

出雲いずもの神様かみさまは、毎日毎日まいにちまいにち、朝あさから晩ばんまで何千組なんぜんくみもの縁結えんむすびをしているのです。そして朝あさのうちは、「うむ、あそこの息子むすこは性格せいかくが良よいから、ここの娘むすめがいいだろう。あの息子むすこは金持かねもちだから、反対はんたいにこの貧乏びんぼうな家いえの娘むすめと」と、あれこれ考かんがえながら縁結えんむすびをするのですが、それが昼頃ひるごろになると、「この息子むすこは、この娘むすめ。あの娘むすめは、この息子むすこ」と、少すこしいい加減かげんになり、やがて夕方ゆうがたになると、「あれとこれ。これとあれ」と、適当てきとうになってしまうのです。こうして朝あさのうちに縁結えんむすびされた夫婦ふうふは、末永すえながく幸しあわせに暮くらすのですが、夕方ゆうがたに縁結えんむすびされた夫婦ふうふは、不幸ふこうな結果けっかとなってしまうのです。

ところで縁結えんむすびの神様かみさまにも娘むすめがいて、今年ことしで三十歳さんじゅうさいにもなるのですが、どこからも嫁よめに欲ほしいと声こえがかかりません
 

[2]



 。そこで娘むすめは、父親ちちおやに腹はらを立たてて言いいました。「お父とうさん。他人たにんの事ことよりも実じつの娘むすめの方ほうが大事だいじじゃないの！あたしもいい年とし
 

[3]



 よ。早はやくあたしの相手あいてを決きめて下ください！」すると縁結えんむすびの神様かみさまは、気きまずそうに言いいました。「う、う―ん。実じつはな、もう、とっくに決きまっていたのじゃ。じゃが、つい夕方ゆうがたに決きめてしまい。あまりにも不似合ふにあいな縁えんになってしまったのじゃ。それで、今いままで、言いいそびれて
 

[4]



 …」

「お父とうさんが不似合ふにあいだと思おもっても、お嫁よめに行いくのはあたしです！さあ、どこの誰だれが相手あいてなのか、教おしえて下ください！」「う、うーん。それなら言いうが、実じつは遠とおい播磨はりまの国くに（兵庫県ひょうごけん）の山奥やまおくで炭焼すみやきをしておる、ひどく貧乏びんぼうな男おとこじゃ。」「分わかりました。あたしは、もうこれ以上いじょう、待まつ気きはありません。どんなに遠とおくても、どんなに貧乏びんぼうでもいいから、今いますぐ、その人ひとのところへ行いきます！」娘むすめはそう言いうと旅たびの用意よういをして、旦那だんなさんのいる山奥やまおくへと出でかけました。

そして何日なんにちも旅たびをして、ついに旦那だんなさんになる炭焼すみやきの男おとこを見みつけると、こう言いいました。「あたしは、あなたの嫁よめになる者ものです。今日きょうから、ここに置おいてもらいます。」それを聞きいた炭焼すみやきの男おとこは、びっくりです。「いきなりそんな事ことを言いわれても、おれは知しらんぞ。第一
 だいいち、おれは貧乏
 びんぼうで、嫁
 よめをもらうどころではない
 。それに、お前まえさんみたいな綺麗きれいな人ひとは、もっと良よい家いえに行いくべきじゃ。」

「いいえ、あなたが何なんと言いおうと、これは父ちち、…縁結えんむすびの神様かみさまが決きめた事ことです。では、ここに荷物にもつを置おかせてもらいます。」「そんな事ことを言いわれても…」炭焼やきの男おとこは反対はんたいしましたが、娘むすめは強引ごういんに嫁よめとなって住すみ着ついてしまいました。

さて、もともと貧乏びんぼうな家いえに二人ふたりが暮くらす事ことになったので、家いえの米こめはたちまちなくなってしまいました。米こめびつ
 

[5]



 をひっくり返かえしても、一粒ひとつぶの米こめも残のこっていません。「あなた、お米こめがなくなりました。どうしましょう？」嫁よめが言いうと、男おとこは困こまった顔かおで言いいました。「米こめは、いつも炭すみと取とり替かえておるんじゃ。今焼いまやいている炭すみが焼やき上あがるまで、我慢がまんするしかないのだが、炭すみが焼やき上あがるまで、まだまだ時間じかんがかかるし。」

   


すると娘むすめは、持もってきた嫁入よめいり道具どうぐの中なかから金きんの粒つぶを出だして言いいました。「それなら、これでお米こめを買かってきて下ください。」「なんじゃ？こんな物もので、米こめと換かえてくれるのか？」今
 いままで、お金
 かねを見
 みた事
 ことがない男
 おとこには、不思議
 ふしぎでなりません
 。

けれど嫁よめが言いうのなら間違まちがいないだろうと、男おとこはその金きんの粒つぶを持もって山やまを下おりていきました。そして町まちへ出でる途中とちゅうの丸木橋まるきばしで、男おとこは金きんの小粒こつぶを一粒落ひとつぶおとしてしまったのです。「あっ、しまった。」男おとこが川かわを覗のぞいてみると、金きんの小粒こつぶをエサと間違まちがえた小魚こざかなが、金きんの小粒こつぶを突つつき始はじめました。「こりゃ、面白おもしろい。」男おとこは楽たのしくなって、持もってきた金きんの小粒こつぶを次々つぎつぎとばら撒まき
 

[6]



 始はじめました。




そして、手てぶらで戻もどってきた男おとこに、嫁よめが尋たずねました。「あら？あなた、お米こめはどうしました？」「うん、実じつはお前まえのくれた粒つぶは、みんな橋はしの下したの魚さかなにくれてやったんだ。」「まあ、なんともったいない！あれがあれば、何なんでも買かえるのに。」嫁よめが呆あきれていると、男おとこは、「それはすまんかった。しかし、あんな物ものでよければ、炭焼すみやき窯がまの横よこに、なんぼでもあるから、明日取あしたとってきてやろう。」と、言いうのです。

次つぎの日、嫁よめが男おとこについて炭焼すみやき窯がまに行いってみると、何なんと炭焼すみやき窯がまの横よこは金山きんざんで、あちこちに金きんの塊かたまりがゴロゴロ転ころがっているのです。嫁よめは、びっくりして言いいました。「あなた。これだけあれば、もう、炭焼すみやきで貧乏びんぼうをする事ことはありません。これからは、幸しあわせに暮くらしましょう。」こうして二人ふたりは、それから末永すえながく幸しあわせに暮くらしたのです。

縁結えんむすびの神様かみさまが決きめた縁談えんだんは、決して間違まちがえはありません。例たとえ夕方ゆうがたに決きめられた縁談えんだんでも、夫婦ふうふで力ちからを合あわせれば、必かならず幸しあわせになれるのです。





[1]
 「縁結びの神様」，名词。月下老人。



[2]
 「声がかかる」，发出喝彩声。



[3]
 「いい年」，名词。一定的年龄、适婚年龄。



[4]
 「言いそびれる」，动词。未得说出。



[5]
 「米びつ」，名词。米箱，米柜。



[6]
 「ばら撒く」，动词。撒播，散发。





月下老人




从
 很久以前，出云大神就是有名的月下老人。

出云大神从早到忙到晚，每天要安排成百上千的姻缘。因此，每天清早的时候，出云大神会认真地考虑：“这家的儿子性格很好，配那家的姑娘应该很合适吧。那家的儿子有钱，最好配这个穷人家的女儿吧。”到了中午，就变得随意起来：“这家儿子配那家姑娘，这家姑娘配那家儿子。”然而到了傍晚，就干脆“这个配那个，那个配这个。”开始随便地安排。于是，经出云大神清早结缘的夫妇，都能白头到老，一直过着幸福的生活，而傍晚结缘的夫妇，都会有不好的结果。

话说月下老人自己也有一个女儿，今年已经三十岁了，却没有人提出要娶她为妻。于是，女儿向父亲抱怨道：“爸爸，你亲生女儿的事情，难道不比别人的事情重要吗？我年纪也不小了，请你快点帮我物色对象吧。”于是，月下老人心怀愧疚地说：“其实啊，我早就帮你选了丈夫了。只是，不巧是在傍晚选的，不是什么好姻缘，所以就一直没敢告诉你……”

女儿大声说：“就算爸爸你觉得不好，可最终出嫁的人是我啊。快点告诉我他到底是谁，他在哪里？”月下老人只好说：“好吧，好吧。既然是这样，就告诉你吧。他是在遥远的播磨国（兵库县）的深山里烧制木炭的，非常穷的一个男人。”“我明白了。我不想再等了。不管有多远，不管他多穷，我现在就去他那里。”说完，女儿就收拾好行李，往丈夫住的深山出发了。

就这样过了好多天，这位姑娘终于来到了即将成为她丈夫的烧炭工的家。她对烧炭工说：“我就是那个即将成为你妻子的女人。从今往后，就让我住在这里吧。”烧炭工听到这话，吓了一跳。他对姑娘说：“你突然跟我说这些，我也不知道该怎么办啊。首先，我很穷，根本顾不上娶老婆。而且，像你这么漂亮的人，应该嫁到更好的人家才是啊。”

姑娘却说：“不用说了，不管你说什么，这都是父亲……月下老人决定了的事情。那么，请允许我把行李放在这里吧。”尽管烧炭工极力反对，姑娘还是强行住到他家，成为了他的妻子。

这样一来，本来就穷的家里，一下子变成两个人吃饭，家里的米很快就吃得一粒都不剩了。妻子问丈夫：“老公，家里没有米了，这可怎么办啊？”丈夫愁容满面地说：“家里的米都是拿木炭换来的。在新炭做好之前，我们只能忍一忍了。可是，新炭还要很久才能烧好啊。”

正说着，只见妻子从嫁妆里拿出一袋金粒，对丈夫说：“这样的话，就拿这袋金粒去买米吧。”丈夫从没见过金子，他将信将疑地说：“你说什么？这个就能买到米？”

但是他想，既然妻子这么说，想必是没有错的。于是，他带着金子下山去了。在去往市镇的途中，他经过丸木桥的时候，不小心掉下了一粒金粒。“唉呀，糟糕！”他叫了一声，朝河里看去，只见河里的小鱼以为是吃的东西，都争先恐后地涌过来抢金粒。“真好玩啊！”丈夫开心极了，一边说着，一边往河里撒金粒。

妻子见到两手空空回到家的丈夫，觉得很奇怪，就问他：“咦，米呢？”丈夫说：“我把金粒都喂了桥下的鱼儿了。”“啊？你太浪费了！有了那些金粒，我们就什么都买得起啦。”看到妻子吃惊的样子，丈夫满脸委屈地说：“对不起，我不该把你给我的东西拿去喂鱼。可是，如果那东西有用的话，我炭窑的旁边有的是啊！我明天就去拿来给你。”

第二天，妻子跟着丈夫来到炭窑。只见炭窑旁边竟然是一个金矿，到处都是“咕噜咕噜”地滚来滚去的金块。妻子喜出望外地对丈夫说：“老公，有了这些，我们再也不用烧炭过穷日子啦。从今往后，我们可以幸福地生活了。”就这样，两人从此过上了长长久久的幸福生活。

月下老人牵下的姻缘绝对没有错。即使是傍晚安排的姻缘，只要夫妇同心合力，就一定能过上幸福美满的日子。




 语法详解 





（1）名詞/動詞の連体形＋どころではない


表示举出极端的事例并加以否定，言外之意即暗示一般的事情就别提了。相当于“根本就谈不上……”“根本就顾不上……”


* 春だというのに、お花見どころではなく、夜遅くまで仕事をしている。


虽说是春天，但根本顾不上去赏花，晚上工作到很晚。


* 宿題が山ほどたまっていて、遊びに行くどころではないんです。


作业多得跟山似的，哪有功夫去玩呀。


（2）形容動詞語幹で/用言の連用形＋てならない


表示心情或身体处于难以抑制的状态。多用于书面语。相当于“……得受不了”“……得不得了”。


* 夜になると、どうも気分が滅入ってならない。


一到晚上就郁闷得不得了。


* 娘が優秀な成績を取って、母は嬉しくてならなかった。


听说女儿取得了优异的成绩，妈妈高兴得不得了。


小知识



出雲大社


出雲大社（いずもおおやしろ/いずもたいしゃ）は島根県出雲市にある神社である。出雲大社の御祭神大國主大神は、古くから「だいこくさま」として親しまれ、福の神、平和の神、縁結びの神、農耕の神、医薬の神として崇められている。現在の御本殿は、延享元年（1744年）に造営されたもので、国宝に指定されている。「出雲大社」は、日本を代表する「縁結びの神様」といわれる。縁というのは、男女の仲だけでなく、すべてのものが幸福であるために縁で結ばれていることを指し、お参りすれば、あらゆる良縁に効果をもたらすと伝えられる。


出雲大社


出云大社是位于岛根县出云市的一个神社。出云大社供奉的是自古被尊称为“だいこくさま”的大国主大神。他被认为是福运之神、和平之神、姻缘之神和农耕之神。建于延享元年（1744年）的主殿被确定为国家重点保护文物。出云大社被认为是日本“姻缘之神（月下老人）”的代表。所谓“缘”，不单指男女的之间的缘分，也泛指所有因为追求幸福而结下的缘分，相传，参拜出云大社可以带来好缘分。




第三章　感動話




本章概要


富有“喜怒哀乐”等情感是人类区别于一般动物的特征之一，其中爱情、亲情和邻里之情以及那些助人为乐之大爱，丰富了我们的精神生活，深深地感动着你我。在本章中，有历尽千辛万苦升天与妻儿相会的男子，有不忍看孩子受苦而选择放手的母亲，有真心帮助陌生人的渔夫父子，还有宁可自己饿肚子也要把仅存的一点食物留给前来投宿的和尚的老奶奶。这些精彩的故事感人至深，这也许就是日本人所尊崇的“羁绊”吧。


本章の概要


「喜怒哀楽」などの感情に富んでいるのは人間が一般の動物から区別される特徴の一つである。その中では、恋や親子の愛や、隣人の愛、赤の他人を助ける私心のない愛などは、我々の精神生活を豊かさせたり、心行くまで我々を感動させる。本章には、四苦八苦を乗り越えて妻子に会いに天まで昇る男、子どもが苦しんでいる様子を見ていられないので手を離す母親、真心で赤の他人を助ける漁夫の親子、お腹がすいても、残る僅かの食べ物を身を寄せてくるお坊さんに食べさせるおばあさんなど、これらのおもしろいエピソードは強く読者の心を打たれる。それは日本人が尊ぶ「絆」だと理解できよう。




七夕さんの始まり



   



昔
 々むかし、ある所ところに、焙烙ほうろく売うり
 

[1]



 がいました。焙烙ほうろくというのは、土つちで作つくったフライパンの様ような物ものです。

ある年としの七月しちがつ、焙烙ほうろく売うりが山道やまみちを通とおりかかると、娘むすめたちが湖みずうみで水浴みずあびをしていました。ふと見みると、目めの前まえに美うつくしい着物きものがおいてあります。「ああっ、何なんてきれいな着物きものなんだろう。」焙烙ほうろく売うりはその着物きものがほしくなり、その中なかの一枚いちまいを素早すばやくカゴに入いれて、何なにくわぬ
 

[2]



 顔かおで通とおりすぎていきました。

ところがタゆう方がた、仕事しごとを終おえた焙烙ほうろく売うりがそこへ戻もどってくると、一人ひとりの美うつくしい娘むすめがシクシクと泣ないている
 

[3]



 のです。「ははん。さては、わしに着物きものを取とられた娘むすめだな。」焙烙ほうろく売うりはそのまま通とおり過すぎようとしましたが、娘むすめの着物きものを盗ぬすんだという罪つみの意識いしきもあったので、娘むすめに自分じぶんの着物きものを着きせてやると、家いえに連つれて帰かえりました。


さてこの娘
 むすめ、見
 みれば見
 みるほど美人
 びじんです
 。焙烙ほうろく売うりはこの娘むすめが好すきになり、自分じぶんのお嫁よめさんにしました。やがて子供こどもが生うまれて、親子三人おやこさんにんは仲良なかよく暮くらしていました。

ある日ひの事ことです。焙烙ほうろく売うりが仕事しごとに出でかけた後あと、お嫁よめさんが子供こどもを寝ねかせながら、ふと天井てんじょうを見みてみると、何なにやら
 

[4]



 油あぶら紙がみに包つつんだ物ものがあります。「あら、何なんの包つつみかしら？」お嫁よめさんが包つつみを開ひらいてみると、中なかには盗ぬすまれた着物きものが入はいっていました。「あっ！これはわたしの着物きもの！きっと、あの人ひとが盗ぬすんだに違ちがいないわ。許ゆるさない！」お嫁よめさんはその着物きものを素早すばやく着きると、子供こどもを抱かかえて空そらへ昇のぼろうとしました。

   


そこへ、焙烙ほうろく売うりが帰かえってきたのです。一目ひとめで全すべてを悟さとった焙烙ほうろく売うりは、お嫁よめさんに手てをついて謝あやまりました。「ま、待まってくれ！わたしが悪わるかった。だから待まってくれ！」「いいえ！わたしは天てんの国くにへ戻もどります！あなたに着物きものを取とられて、しかたなくお嫁よめさんになりましたが、わたしはもともと天女てんにょです。」

「すまない！謝あやまる！今
 いままでに何度
 なんども返
 かえそうと思
 おもったが、お前
 まえがどこかへ行
 いってしまうのではないかと心配
 しんぱいで、返
 かえすに返
 かえせなかったんだ
 。」「言いい訳わけは聞ききません。さようなら！」

「頼たのむ！何なんでもする。どんな償つぐない
 

[5]



 でもする。だから、わたしをおいていかないでくれ！」必死ひっしに謝あやまる男おとこの姿すがたに、心こころを打うたれた
 

[6]



 お嫁よめさんは、「…では、もし本当ほんとうにわたしが大切たいせつなら、本当ほんとうにわたしに会あいたいのなら、わらじを千足せんそく作つくって、天てんに昇のぼってきなさい。そうすれば親子三人おやこさんにん、今いままで通とおり暮くらす事ことができるでしょう」と言いうと、お嫁よめさんは子供こどもとともに、天高てんたかく昇のぼっていってしまいました。

「わらじを千足せんそくだな。よし、作つくってやる！」焙烙ほうろく売うりはお嫁よめさんに会あいたい一心いっしんで、毎日毎日まいにちまいにち、朝あさから晩ばんまでご飯はんも食たべずに、わらじを作つくりました。何日なんにちもかかって、やっと九百九十九足きゅうひゃくきゅうじゅうきゅうそくのわらじができました。「よし、あと一足いっそくだ。あと一足いっそくで、あいつと子供こどもに会あえるんだ。」そう思おもうと、焙烙ほうろく売うりは我慢がまんできなくなり、一足いっそくたりないまま外そとへ飛とび出だすと、天てんに向むかって、「おーい、早はやく迎むかえに来きてくれー！」と、叫さけびました。

すると天てんから、ひと塊かたまりの雲くもが降おりてきました。焙烙ほうろく売うりがその雲くもに乗のると、雲くもは上うえへ上うえへと昇のぼっていきました。ところがわらじが一足いっそくたりないため、あと少すこしの所ところで天てんの国くにへ着つくというのに、それっきり雲くもが動うごかなくなりました。「あっ、あなた、本当ほんとうに来きてくれたのね。」天女てんにょは一生懸命いっしょうけんめいに手てを振ふっている焙烙ほうろく売うりを見みつけると、機織はたおりの棒ぼうを下したへ伸のばしました。焙烙ほうろく売うりはその棒ぼうに掴つかまり、何なんとか雲くもの上うえに出でることができたのです。

   


さて、天女てんによの家いえにはお爺じいさんとお婆ばあさんがいて、赤あかちゃんのお守もりをしています。「この人ひとが、この子このお父とうさんです。」天女てんにょは焙烙ほうろく売うりを、二人ふたりの前まえに連つれていきました。でも二人ふたりは怖こわい顔かおで、焙烙ほうろく売うりを睨にらみ
 

[7]



 ました。何なんとかして、焙烙ほうろく売うりを追おい返かえそうと考かんがえていたのです。そこで焙烙ほうろく売うりにザルを渡わたして、それで水みずを汲くんでくるように言いいました。

穴あなのたくさん開あいたザルでは、水みずを汲くんでくることができません。焙烙ほうろく売うりが困こまっていると、お嫁よめさんはザルに油あぶら紙がみを敷しいてくれました。焙烙ほうろく売うりはそれに水みずを汲くんで、二人ふたりのところへ持もっていきました。「うむ、人間にんげんにしてはなかなか知恵ちえがある。褒美ほうびに、このウリをやろう。横よこに切きって食たべろ。」そう言いって、お爺じいさんは焙烙ほうろく売うりに大おおきなウリをくれました。

天てんの国くにでは、ウリを縦たてに切きって食たべます。もし横よこに切きったら、水みずがどんどん出でてきて止とまらなくなるのです。そんな事こととは知しらない焙烙ほうろく売うりが、ウリを横よこに切きったから大変たいへんです。切きり口くちから水みずが噴ふき出だして止とまらなくなり、焙烙ほうろく売うりは天あまの川がわに流ながされて、どんどん遠とおくへ行いってしまいました。

それを見みて、お嫁よめさんが叫さけびました。「あなたーっ、父母ふぼを説得せっとくして、月げつに一度いちど、水みずの流ながれを止とめてもらいます。毎月まいつきの七日なのかに会あいに来きてください。」ところが焙烙ほうろく売うりは、水みずの流ながれの音おとのために聞きき違ちがえて、「よし、分わかった。毎年まいねんの七月七日しちがつなのかだな。」と言いって、そのまま流ながされてしまいました。

こうして二人ふたりは、年ねんに一回いっかい、七月七日しちがつなのかの七夕たなばたにしか会あえなくなったという事ことです。





[1]
 「焙烙売り」，名词。卖砂锅的人。



[2]
 「何くわぬ顔」，假装不知道的样子。



[3]
 「シクシクと泣いている」，抽抽搭搭地哭。



[4]
 「何やら」，名词、副词。某种、某些；不知为何。



[5]
 「償い」，名词。补偿、赔偿。



[6]
 「心を打たれる」，深受感动。



[7]
 「睨む」，动词。盯视、瞪眼、怒目而视。





七夕的由来




从
 前有一个地方，有一个卖砂锅的人。所谓砂锅，就是用土做成的平底煎锅模样的锅。

有一年的七月，卖砂锅的人在山中赶路时，看见一群姑娘们正在湖里洗澡。他忽然看见眼前放着美丽的和服，心想：“啊呀！多么漂亮的和服啊！”卖砂锅的人想要那和服，就迅速地拿了其中一件放进篮子里，然后若无其事地走开了。

然而到了黄昏时分，卖砂锅的人干完活返回来时，发现一位美丽的姑娘正在那儿抽泣。“哦？可能是被我拿了和服的那个姑娘吧。”卖砂锅的人心想，他原本想就这样走过去，可是他又对偷了姑娘的和服心存愧疚，所以让姑娘穿上自己的衣服，把她带回了家。

这个姑娘真是越看越美丽。卖砂锅的人渐渐喜欢上了这位姑娘，于是便娶她为妻。过了不久，她生下了小孩，一家三人过着其乐融融的日子。

有一天，卖砂锅的人出去干活后，妻子在哄孩子睡觉时，不经意地看了一眼天花板，她发现有一个用油纸（保存物品时用的日本纸）包着的东西。“咦？里面包的是什么呢？”妻子一边想一边打开包裹看，里面正是自己那件被盗的和服。“啊呀！这是我的衣服！一定，一定是他偷的。我决不原谅他！”妻子连忙穿上那件和服，抱着孩子想往天上飞。

就在此时，卖砂锅的人回来了。他一看就明白了一切，他跪在地上向妻子道歉：“请等一等！是我错了。请等等我，别走！”卖砂锅的一边哀求一边拉住妻子。“不！我要回到天上！因为你偷了我的和服，我没办法回到天上，才做了你的妻子，但我原本是天上的仙女。”妻子执意要上天。

“对不起！我向你道歉。在此之前我几次想把和服还给你。但又担心你会走掉，最终还是没有还给你。”男人道歉道。“我不想听你辩解。再见吧！”妻子说。

男人哀求道：“求你了。无论让我做什么，怎么补偿都行。但就是不要把我一个人留下！”看到丈夫拼命道歉的样子，妻子也被打动了。她说：“那么，若你认为我真的很重要，真的很想见我，你就做一千双草鞋，再来天上找我吧。到时我们一家三口就能像从前那样一起生活了。”说完，妻子就带着孩子一起高高地飞上了天空。

“一千双草鞋。好！我马上就做。”卖砂锅的人一心想见妻子，每天从早到晚，连饭都不吃，一直忙着做草鞋。花了好几天时间，他终于做好了九百九十九双草鞋。“太好了！就差一双了，再做一双，就能见到我老婆和孩子了。”想着想着，卖砂锅的人再也忍不住了。还差一双鞋没做完，他就跑到外面，对着天空大喊：“喂！你快点儿来接我吧！”

这时，从天边飘下来一朵云。卖砂锅的人就坐在那朵云上，云彩不断地往上飘呀飘。可是，因为还差一双草鞋，就在还差一点距离就要到达天庭时，云彩不动了。“啊！你真的来了。”仙女看到了丈夫正一个劲地朝她招手，就把织布棒往下伸。卖砂锅的人一把抓住那织布棒，勉强地爬到了天上。

话说仙女的家里有老爷爷和老奶奶，他们正在看孩子。“这人就是孩子的父亲。”仙女把卖砂锅的人带到了两位老人跟前。但是，两位老人看似很凶，眼睛死死地瞪着卖砂锅的。他们心想：一定要想办法赶走这家伙。于是，两位老人递给卖砂锅的一个竹篓，让他去打水。

用有很多洞的竹篓去打水是不可能的。卖砂锅的人正在为难时，妻子用油纸铺在竹篓的上面。于是，卖砂锅的用它打水，端到了两位老人面前。“你还是相当有智慧的嘛。作为奖赏，给你这个瓜。你要把这个瓜横着切开吃。”说着，老爷爷就给了卖砂锅的人一个大瓜。

在天上，要竖着切瓜。因为如果横着切的话，水会汩汩地流个不停。卖砂锅的不知道这点，他横着把瓜切开了，这下可糟糕了。喷涌的水从切口不停地往外流，卖砂锅的人被天河冲走了，一下子被冲得很远很远。

见到此景，妻子喊着说：“相公，我会说服父母亲，让他们一个月让水流停止一次，那我们每个月的七日来相会吧！”然而卖砂锅的人因为水流声太大听错了，回答道：“好！知道了。是每年的七月七日吧。”说完就这样被冲走了。

于是，他们两个人只能一年一次在七月七日的七夕那天才相会啦。




 语法详解 





（1）用言の仮定形ば＋用言の連体形ほど


表示“越……越……”。前接形容动词时用「…ならば＋形容動詞＋（な）ほど」的形式。


* この娘、見れば見るほど美人です。


这个姑娘越看越美丽。


* 日本語は勉強すればするほど難しくなる。


日语越学越难。


* 絵は高ければ高いほど有名になる。


画是越贵越有名。


* 便利ならば便利ほど部屋代は高くなります。


（地段）越方便，房租越贵。


（2）動詞に＋同一動詞の可能形＋ない


表示想做却不能。相当于“想……也不能……”“即使想……也不能……”。也用「…にも…ない」的形式。


* 金がないので、返すに返せない。


没钱想还也还不了。


* 電車が止まって、帰るに帰れません。


电车停了，想回也回不去。


* 雨が降っているので、行くにも行けない。


因为下雨，所以想去也去不成。


小知识



天女


天女は、天部に住むとされる女性のことで、天帝などに仕えているとされる女官の総称である。吉祥天女·弁財天女など。人間界においては容姿端麗であることを除けば人と大きく変わるところはなく、羽衣と呼ばれる衣服で空を飛ぶとされるが、この羽衣を奪われたばかりに空に帰れなくなり、地上の男性と婚姻する話（羽衣伝説）などが伝えられている。羽衣伝説は日本（北海道から沖縄まで）や朝鮮半島などの各地に伝説が伝わっておる。優しさと美しさを兼ね備えた女性を天女と例えることもある。


天女


天女是指住在天界、侍奉天帝的女官的总称，例如吉祥天女、辩才天女等。传说中，天女除了拥有端庄秀美的容貌外，与人并无特别的不同。她们穿着叫做“羽衣”的衣服，在天空中飞翔，一旦失去羽衣，就无法回到天界，只能与地上的男子结婚。这样的羽衣传说在日本（北海道到冲绳）和朝鲜半岛各地均有流传。也常用天女来比喻温柔美丽的女性。




本当の母親



   



昔
 、江戸えどの下町したまちに、おしずとたいちという親子おやこが住すんでいました。たいちは、今年ことし、十才じゅっさいになる可愛かわいい男おとこの子こです。おしずはたいちをとても可愛かわいがって育そだてていたのです。

ところが、ある日ひ、突然とつぜん、おこまという女おんなの人ひとがやってきて、「おしずさん、たいちはわたしの息子むすこ。昔むかし、あなたに預あずけたわたしの息子むすこです。返かえしてください」と、言いうのです。おしずは驚おどろいて、「何なにを言いうのです。あなたから預あずかった子こは、もう十年じゅうねんも前まえに亡なくなったではありませんか。このことは、おこまさんだって知しっているでしょう。」

「いいえ、嘘うそを言いってもだめです。お前まえさんは自分じぶんの子こが死しんだのに、わたしの子こが死しんだと言いってごまかして、わたしの息子むすこを取とり上あげてしまったんじゃありませんか。わたしは騙だまされませんよ。さあ、すぐに返かえしてください！」おこまは、怖こわい顔かおでそう言いい張はる
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 のです。おしずが、いくら違ちがうと言いっても聞ききません。

毎日まいにち、毎日まいにち、おこまはやってきては、同おなじことを喚わめきたて
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 ていくのです。そしてしまいには、顔かおに傷きずのある、恐おそろしい目めつきの男おとこを連つれてきて、「さあ、速はやく返かえしてくれないと、どんな目めに遭あう
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 か分わからないよ！」と、脅おどかすのです。

   


おしずは困こまりはてて、町奉行まちぶぎょうの大岡越前おおおかえちぜんに訴うったえました。越前守えちぜんのかみは話はなしを聞きくと、おこま、おしず、たいちの三人さんにんを呼よびました。「これ、おこま。お前まえは、そこにいるたいちを自分じぶんの息子むすこだと言いっているそうだが、何なんか証拠しょうこはあるのか？」「はい。実じつはこの子こが生うまれました時とき、わたしはお乳ちちが出でなかった
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 ので、おしずさんに預あずけたのです。この事ことは、近所きんじょの人ひとがみんな知しっています。誰だれにでもお聞ききになってください。」おこまは、自信じしんたっぷりに答こたえました。

「では、おしずに尋たずねる。お前まえは、おこまの子供こどもを預あずかった覚おぼえがあるのか？」「はい。ございます。」おしずは、たいちの手てをしっかりと握にぎりしめて言いいました。「この子こが生うまれた時とき、わたしはお乳ちちがたくさん出でました。それで、おこまさんの子供こどものひこいちを預あずかったのです。でも、その子こはまもなく病気びょうきで死しんでしまいましたので、すぐにおこまさんに知らせたのでございます。」

おしずの言葉ことばを聞きくと、おこまは恐おそろしい目めで、おしずをキッと、睨にらんで叫さけびました。「この嘘うそつき！お奉行ぶぎょうさま、おしずは大嘘おおうそつきです。死しんだのはおしずの子こです。わたしの子供こどもを返かえしてください！」「いいえ、死しんだのは、確たしかにひこいちだったんです。お奉行ぶぎょうさま、間違まちがいありません。おこまの子こは死しんだのです。」

「まだそんな事ことを言いって！人ひとの子こを盗ぬすんだくせに！」「たいちはわたしの子こだよ。誰だれにも渡わたしゃしない。わたしの大事だいじな子こなんだ！」二人ふたりは、お奉行ぶぎょうさまの前まえであることも忘わすれて、言いい争あらそいました。

その二人ふたりの様子ようすをジッと見みつめていた越前守えちぜんのかみは、やがて、「二人ふたりとも、静しずまれっ！」と、大声おおごえで叱しかりました。おこまとおしずは、慌
 あわてて恥
 はずかしそうに、座
 すわりなおしました
 。

   


「おこま。その息子むすこがお前まえの子供こどもである、確たしかな証拠しょうこはないか？例たとえば、黒子ほくろ
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 があるとか、傷痕きずあとがあるとか。そういう、目印めじるしになるような物ものがあったら言いうがいい。」おこまは、悔くやしそうに首くびを横よこに振ふりました。「いいえ。それが、何なにもありません。」

「では、おしず。そちはどうじゃ？」おしずも残念
 ざんねんそうに、首
 くびを振
 ふりました
 。「いいえ。何なにもございません」

「そうか。」越前守えちぜんのかみは頷うなずいて、「では、わしが決きめてやろう。おしずはたいちの右手みぎてを握にぎれ。おこまはたいちの左手ひだりてを握にぎるのじゃ。そして引ひっぱりっこをして、勝かった方ほうを、本当ほんとうの母親ははおやに決きめよう。よいな。」「はい。」「はい。」二人ふたりの母親ははおやは、たいちの手てを片方かたほうずつ握にぎりました。

「よし、引ひっぱれ！」越前守えちぜんのかみの合図あいず
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 で、二人ふたりはたいちの手てを力ちからいっぱい引っぱりました。「痛いたい！痛いたい！」小ちいさいたいちは、両方りょうほうからグイグイ引ひっぱられて、悲鳴ひめいをあげて泣なき出だしました。

その時とき、ハッと手てを放はなしたのは、おしずでした。おこまはグイッと、たいちを引ひき寄よせ
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 て、「勝かった！勝かった！」と、大喜おおよろこびです。それを見みて、おしずはワーッと、泣なき出だしてしまいました。

それまで、黙だまって様子ようすを見みていた越前守えちぜんのかみは、「おしず。お前まえは負まけると分わかって、なぜ、手てを放はなしたのじゃ？」と、尋たずねました。「…はい」おしずは、泣なきながら答こたえました。「たいちが、あんなに痛いたがって泣ないているのを見みては、可哀かわいそうで、手てを放はなさないではいられませんでした。お奉ぶ行ぎょうさま。どうぞ、おこまさんに、たいちをいつまでも可愛かわいがって、幸しあわせにしてやるように、おっしゃってくださいまし。」

「うむ、そうか。」越前守えちぜんのかみは、優やさしい目めで頷うなずいてから、静しずかな声こえでおこまに言いいました。「おこま、今いまのおしずの言葉ことばを聞きいたか？」「はいはい、聞ききました。もちろん、この子こはわたしの子こなのですから、おしずさんに言いわれるまでもありません。うんと可愛かわいがってやりますとも。それにわたしは、人ひとの息子むすこを取とり上あげて、自分じぶんの子こだなんていう、大嘘おおうそつきとは違ちがいますからね。大体だいたい、おしずさんは。」

「黙だまれ！おこま！」越前守えちぜんのかみは、突然厳とつぜんきびしい声こえで言いいました。「お前まえには、痛いたがって泣ないているたいちの声こえが聞きこえなかったのか！ただ勝
 かてばいいと思
 おもって、子供
 こどもの事
 ことなど構
 かまわずに手
 てを引
 ひっぱったお前
 まえが、本当
 ほんとうの親
 おやであるはずがない
 ！可哀かわいそうで手てを放はなしたおしずこそ、たいちの本当ほんとうの親おやじゃ。どうだ、おこま！」

越前守えちぜんのかみの言葉ことばに、おこまは真まっ青あおになって、ガックリと手てをつきました
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 。「申もうし訳わけございません！」おこまは、自分じぶんがたいちを横取よこどり
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 しようとしたことを白状はくじょうしました。

「お母かあさん！」「たいち！」たいちは、おしずの胸むねに飛とび込こみました。「お奉行ぶぎょうさま、ありがとうございます。本当ほんとうに、ありがとうございます。」おしずは、越前守えちぜんのかみを拝おがむようにして、お礼れいを言いいました。「うむ、これにて、一件いっけんら落着くちゃく
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 ！」





[1]
 「言い張る」，动词。固执己见、硬说、坚持。



[2]
 「喚き立てる」，动词。大声喊叫、大声吵嚷。



[3]
 「目にあう」，倒霉，遭殃。



[4]
 「乳が出ない」，没有奶水。



[5]
 「黒子」，名词。黑痣、乌痣。



[6]
 「合図」，名词。信号、暗号。



[7]
 「引き寄せる」，动词。拉到近旁、拉到身边。



[8]
 「手をつく」，（答礼、寒暄等时）跪坐着双手触地。



[9]
 「横取」，名词、サ变动词。抢夺、冒领。



[10]
 「落着」，名词。了解、解决。





真正的母亲




很
 久以前，在江户城的平民区，住着阿静和太一母子俩。太一是一个十岁的很可爱的男孩子，母亲阿静用心养育，非常疼爱他。

突然，有一天，来了一个叫阿细的女人，她对阿静说：“阿静，太一是我的儿子，是我以前寄养在你这的，请把他还给我吧！”阿静大吃一惊：“你说什么啊？你寄养在我这儿的孩子，不是十多年前已经死去了吗，这一点你也是知道的啊！”

“你可不能撒谎骗人呐！明明是你自己的儿子死了，偏说成是我的儿子死了。你分明是想抢我的儿子嘛。我才不会上当呢！快点把孩子还给我！”阿细凶巴巴地说。不论阿静怎么说，阿细都不予理会。

阿细每天都来找阿静，反复纠缠孩子的事。最后，竟然带来了一个脸上长着刀疤、眼神凶狠的男人，对阿静恐吓道：“快把孩子还回来！要不然，有你好看的！”

阿静非常苦恼，只好把这件事告到了县太爷大冈越前守那儿。越前守听了事情的原委，找来了阿静、阿细和太一三个人。“嗯，阿细，你说太一是你的孩子，你有什么证据吗？”越前守问。“其实，我生这个小孩以后，因为没有乳汁，就把他托付给阿静抚养。这一点周围人都知道的啊，您可以去随便问一个人。”阿细充满自信地说。

“那么，我来问问阿静。你可记得阿细把孩子托付给你的事情？”越前守问阿静。“是的，确实有这回事。”阿静紧紧地拉着太一的手说道。“我生这个孩子的时候，奶水很充足，所以就收养了阿细的孩子。但是，那个孩子不久就生病死了，我是第一时间就通知了阿细的啊！”

听到阿静的这一席话，阿细用可怕的眼神“唰”地狠狠地瞪了阿静一下，大声叫道：“你这个骗子！大人，阿静是个骗子啊！死去的是阿静的孩子，快把我的孩子还给我！”“不是！死去的的确是彦一。大人，这个绝对不会错的。阿细的孩子已经死了。”阿静辩解道。

“你还敢说这样的话！明明就想夺走我的孩子！”阿细也不甘示弱。阿静说道：“太一是我的孩子。我不会给任何人的！他是我最宝贝的孩子！”他们两个人完全忘记了越前守就在眼前，只顾争吵起来。

越前守一直看着她们两个争吵，突然大声吼道：“你们都给我闭嘴！”阿细和阿静连忙满脸羞愧地重新坐好。

“阿细，你说这个小孩是你的，有什么具体的证据吗？比如说胎记、疤痕之类的。说来听听。”越前守说。阿细遗憾地摇摇头：“没有什么标记。”

“那么，阿静，你呢？”

阿静也是遗憾地摇摇头。

“这样啊！”越前守若有所思地点点头，说：“那么，就由我来判断吧。阿静拉太一的右手，阿细拉太一的左手，一起使劲，赢的那一方就是真正的母亲，如何？”两个人都答道：“好的。”于是，她们两个人各拉起太一的一只手。

“预备，开始！”越前守一声令下，两个人开始使尽全力拉太一的手。“疼死我了！疼死我了！”幼小的太一被往两边使劲拽着，疼得大声地哭喊着。

就在这时，阿静突然松开了手。阿细趁势使劲一拉，把太一拉到了身边。“我赢了！我赢了！”她高兴极了。见此情况，阿静“哇”地一声大哭起来。

一直在一旁静静地观察着的越前守问：“阿静，你明知道会输，为什么还放手？”“嗯……”阿静哭着回答：“我看到太一那么痛苦，很可怜，就忍不住放手了。请您告诉阿细无论如何都要好好疼爱太一啊。”

“哦！是这样啊。”越前守用和蔼的眼神看着阿静，轻轻地点了点头，又轻声对阿细说：“阿细，你听到刚才阿静说的话了吗？”“是的是的。当然，这是我的孩子，不用阿静说，我也会用心疼爱他的。再说，我可不是那种把别人的孩子说成自己的孩子的人。这个阿静，真是太过分了。”阿细得意地说。

“你给我闭嘴！阿细！”越前守突然厉声喝道。“你没有听到太一疼得哭吗？你一味想着要赢比赛，全然不顾孩子的死活，这绝不可能是一个真正的母亲会做的事儿。因为疼爱孩子而放手的阿静才是真正的母亲！”

听了越前守的一席话，阿细脸色苍白，双手伏地跪下求饶：“真的对不起！”她坦白了自己想要抢太一的想法。

“妈妈！”太一飞快扑到阿静的怀抱里。“太一！”阿静紧紧抱住了太一。“大人，真的非常感谢您！”阿静拜谢道。越前守满意地说：“嗯！我又圆满地解决了一桩案子。”




 语法详解 





（1）動詞連用形/形容詞、形容動詞の詞幹+そうです/そうだ


表示讲话人根据事物的外观进行的判断或预测。“好像……样子”“似乎……”。样态助动词「そうだ」的変化有「そうに、そうな、そうで」的形式。


* 雨が降りそうです。傘を持っていったほうがいいですよ。


好像要下雨，最好带伞去。


* 皆が嬉しそうに笑っています。


大家似乎在很开心地笑。


* お爺さんは健康そうな顔がしています。


爷爷显得似乎很硬朗。


* 今日は雨も降りそうで、風邪も強いです。


今天好像要下雨，而且风也很大。

然而「いい」「ない」连接「そうです」时，则用「よさそうです」和「なさそうです」的形式。


* 明日の天気はよさそうです。


明天似乎是好天气。


* 彼はあまり食欲がなさそうです。


他似乎没有食欲。


（2）用言の連体形/名詞の＋はずがない


表示强烈的否定。相当于“不可能……”“不会……”“没有理由……”“没有……的道理”。


* この問題は難しくて、子供に解けるはずがない。


这个问题很难，小孩子不可能解得出来。


* あのアパートは駅に近いから安いはずはない。


那座公寓离车站很近，所以不会便宜。


* この辺りは工場地帯だから、公害のないはずがない。


这附近是工厂区，所以不可能没有公害的。


小知识



大岡越前守


本名大岡忠相（おおおかただすけ）（1677—1751）で、江戸中期の政治家。江戸の町奉行に任せられた間、たいへん江戸市民の生活をまもるために力をそそいだ人物で、主な業績を挙げてみると、問屋（とんや）→仲買（なかがい）→小売（こうり）という物流の組織を確立し、スムーズな流通機構をつくりあげたほか、町火消「いろは四十七組」を組織し、避難用地をふやすなど防災策をほどこし、貧窮者の救済のため小石川養生所を設立した。将軍である吉宗の反対をおして、米価安定のために実施された元文期（1736—1741）の貨幣改鋳（かいちゅう）も彼の功績である。こうした業績が、大岡裁きで有名な「大岡政談」を生みますが、話や登場人物のほとんどが、架空とされている。


大冈越前守


本名大冈忠相（1677—1751），是江户中期的政治家。在担任江户町奉行一职期间，他为改善江户市民生活尽心尽力，取得的业绩主要有：确立了“批发商——中间商——零售商”模式的物流组织，创立了流畅的商品流通机制。他还组建了城市消防队“いろは四十七組”，增设避难用地等防灾措施，设立了专门救济贫穷者的小石川养生所。更是不顾吉宗将军的反对，为平抑米价而实施了元文期（1736—1741）货币改铸。他取得了诸多政绩，更因为善于仲裁，而在各地流传着关于他公正断案的有名的”大冈政治故事”，但是其中的传说和故事多为虚构。




米問屋のお礼



   



昔
 々むかし、ある海辺うみべに、お爺じいさんとお婆ばあさんと息子むすこと嫁よめとが暮くらしていました。お爺じいさんと息子むすこは沖おきに出でて魚さかなを捕とり、お婆ばあさんと嫁よめは機はたを織おる毎日まいにちでした。

ある日ひのこと、お爺じいさんと息子むすこが沖おきへ漁りょうに出でていると、急きゅうに空模様そらもようが怪あやしくなってきました。「こりゃ、大雨おおあめになるぞ。」「お父とうっつぁん、あの島しまへ行いこう。」二人ふたりは大急おおいそぎで、近ちかくの島しまへ逃にげました。


だんだん雨風
 あめかぜが強
 つよまるなか、やっと舟
 ふねを陸
 おかに押
 おし上
 あげて、洞穴
 どうけつにこもり、大荒
 おおあれに荒
 あれる海
 うみを見
 みながら、二人
 ふたりはジッと夜
 よるを明
 あかし
 

[1]



 ました
 。

次つぎの朝あさ、大雨おおあめが止やんだので、二人ふたりは舟ふねを出だして魚さかなとりを始はじめました。網あみを海うみに入いれる
 

[2]



 と、とても重おもい手てごたえ
 

[3]



 があります。二人ふたりがなんとか網あみを引ひき上あげてみると、網あみの中なかには二十五にじゅうご、六歳ろくさいの立派りっぱな着物きものを着きた男おとこがかかっていたのです。

「お父とうっつぁん、こりゃあ。」「うむ、昨夜ゆうべの大雨おおあめに流ながされてきたお人ひとじゃろう。可哀かわいそうなことだ。もう死しんでいる。」二人ふたりは島しまに穴あなを掘ほると、その男おとこを丁寧ていねいに埋うめてやりました。

「今日きょうは、引ひき上あげよう。お婆ばあさんに頼たのまれていた物ものを買かってから帰かえろう。」二人ふたりは大おおきな町まちがある港みなとへ、舟ふねを漕こぎ寄よせ
 

[4]



 ました。

お味噌みそやお米こめを買かおうと、お米屋こめやへ行いったら、そこの旦那だんなが声こえをかけてきました。「もし、あなたたちは、昨夜ゆうべの大雨おおあめの時とき、どうしていましたか？」「はい、わしたちは危あやういところで島しまに逃のがれられました。」

   


「そうでしたか。それはよろしゅうございました。ところでここへ来くる途中とちゅう、千石船せんごくぶねを見みかけませんでしたか？」「いいや、見みなかったですな。ですが今日きょう、わしらの網あみに若わかい男おとこの死骸しがいがかかって、島しまに埋うめてきました。」

「死骸しがいですと！」「何なにか、心当こころあたりでもありなさるのか？」

「実じつは、息子むすこが大阪おおさかに千石船せんごくぶねで米こめを積つんで出でて行いったのですが、そこへあの大雨おおあめ。心配
 しんぱいしているところです
 。」

「そうじゃったか。」「ご面倒めんどうをおかけしますが、わたしをその島しまへ連つれて行いってもらえますまいか？」二人ふたりは旦那だんなを乗のせて、その島しまへ戻もどりました。

埋うめた死骸しがいを掘ほり返かえしてみると、旦那だんなの顔かおから血ちの気けが引ひきました。「むっ、息子むすこです。」二人ふたりは死骸しがいを乗のせて再ふたたび港みなとへ引ひき返かえし、立派りっぱな葬式そうしきにも立たちあい
 

[5]



 ました。

「あなたたちには、すっかりお世話せわになりました。わたしの心こころからのお礼れいを港みなとに用意よういしました。どうか受うけ取とって下ください。」「いや、お礼れいなんぞ要いりません。」「いいえ、あなたたちは息子むすこを丁寧ていねいに埋うめて下くださっただけでなく、持もっていたお金かねも、そっくりそのまま添そえて下くださっていた。その正直しょうじきさに感銘かんめいし
 

[6]



 ました。どうぞ受うけ取とってやって下ください。」

あまりにも旦那だんなが言いうので受うけ取とることにしたのですが、旦那だんなに連つれられて港みなとへ行いってビックリです。なんと旦那だんなが用意よういしたお礼れいは千石船せんごくぶねで、しかも米千石こめせんごくが積つんであったのです。その上うえ、死しんだ息子むすこがもっていた百両以上ひゃくりょういじょうもの金かねもくれたのです。二人ふたりはたちまち大金持おおがねもちになり、嫁よめとお婆ばあさんの待まっている家いえへと帰かえっていきました。





[1]
 「夜を明かす」，整夜不合眼，彻夜，通宵。



[2]
 「網を入れる」，撒网。



[3]
 「手ごたえ」，名词。……的感觉，反应。



[4]
 「漕ぎ寄せる」，动词。划靠岸，划到……前。



[5]
 「立ち会う」，动词。参加，遇见。



[6]
 「感銘する」，名词、サ变动词。感动，感激不尽，铭刻在心。





米店老板的谢礼



   



很
 久以前，某片海边住着有一位老爷爷和一位老奶奶，他们和儿子、媳妇在一起生活。每天，老爷爷和儿子一起出海打渔，老奶奶和媳妇在家织布。

有一天，老爷爷和儿子刚刚出海，天空就突变异样。老爷爷说：“看样子要下大雨啦！”儿子说：“爸爸！我们去那个岛上避一避吧。”于是，两人就急忙朝附近的小岛划去。

雨越下越大，他们终于把小船推上了岸。两人躲在洞穴里，看着波涛汹涌的大海，一夜无眠。

第二天，大雨停了，他们开始划船出海打渔。他们刚把网撒入大海，就感觉到沉甸甸的。于是，两人用尽全力把网收上来一看，原来网住了一个大约二十五六岁、身穿华丽和服的男子。

“爸爸！这个……”儿子有点儿惊慌。“嗯，这人肯定是被昨晚的大雨冲到这里来的。真可怜！已经死了。”老爷爷说。于是，父子俩在岛上挖了一个坑，把这个男子好好地埋葬了。

“今天就到这里吧。去买点你妈妈交代的东西就回家吧！”老爷爷说完，两人就把船朝大城市的港口划去。

他们到米店去买味噌和米，这时候，米店老板问他们：“昨晚下大雨，你们是怎么度过的啊？”“我们幸好逃到一个小岛上，才躲过一劫啊！”老爷爷回答道。

“这样啊，那真是太幸运了。对了，你们来这里的路上，有没有遇见一艘‘千石船’（江户时代可以装一千石大米的大型和式船只）？”米店老板问。老爷爷说：“没有看见大船。不过，今天我们网住了一个年轻男子的尸体，把他埋葬在了那个小岛上。”

米店老板大吃一惊：“尸体？”老爷爷说：“啊？莫非你认识那个人？”

米店老板说：“其实啊，我儿子乘着千石船运米到大阪了，遇上昨天那样的大雨，我正担心他呢。”

老爷爷说：“这样啊。”米店老板哀求道：“给你们添麻烦了，请问能否带我到那岛上去看一看？”于是，父子俩载着米店老板，回到了那个小岛。

他们挖开了埋尸体的坟墓，米店老板一看，顿时面无血色：“是，是我儿子啊！”他们载着米店老板儿子的尸体，回到港口，为他举行了隆重的葬礼。

葬礼过后，米店老板对父子俩说：“真是承蒙你们照顾了，为了表示我的谢意，我在码头准备了一份谢礼，无论如何，请一定收下！”父子俩赶忙说：“不！不！不要什么谢礼。”米店老板坚持说：“不要客气，你们不仅仔细地埋葬了我儿子，就连他身上的钱，都一文不差、原封不动地一起给他下葬。你们的诚实让我非常感动。所以无论如何，请务必收下我这一点点心意！”

由于米店老板一再坚持，父子俩也只好答应收下谢礼。他们跟随米店老板到码头一看，大吃一惊。原来米店老板准备的谢礼，竟然是一艘千石船，而且装着满满一千石的大米。另外，米店老板还给了父子俩很多钱，比他那死去的儿子身上装着的一百两银子还要多。父子俩一下子变成了大富翁，回去跟老奶奶和媳妇团聚了。




 语法详解 





（1）動詞の連用形に＋同一動詞の終止形


表示强调动作的反复。


* 彼女が焦りに焦る。


她急得不得了。


* 待ちに待ったお正月が来た。


盼了又盼的新年来到了。


* 一日中歩きに歩いたので、すっかり疲れてしまった。


整整走了一天，简直累垮了。


（2）動詞の連用形＋ているところ


表示“正在做……”的意思。


* さっきまで、本を読んでいるところです。


刚才正在读书。


* 昨夜、休んでいるところ、地震があった。


昨晚正在休息的时候，发生了地震。


小知识



旦那


旦那とは、妻が夫を、商家の奉公人が主人を、商人や役者·芸人がひいきしてくれる客を呼ぶときに用いる敬称。旦那は、サンスクリット語「ダーナ」の音写で元仏教語。「ダーナ」は「与える」「贈る」の意味で、「ほどこし」「布施」などと訳され「檀那」とも書く。中国や日本では、旦那は寺院や僧侶に布施をする「施主」や「檀家」の意味として、主に僧侶が用いる言葉であった。やがて、一般にも「旦那」の語は広まり、「パトロン」のように生活の面倒を見る人の意味で用いられるようになった。さらに、「面倒を見る人」「お金を出してくれる人」といった意味から派生し、奉公人が主人を、商人が客を、妻が夫を呼ぶときの敬称として用いられるようになり、現代では主に妻が夫を呼ぶ敬称として用いられる。


旦那


“旦那”是妻子对丈夫，商家的仆人对主人，商人、演员、艺人对光顾或赞助自己的客人所用的敬称。“旦那”原为佛教用语，由梵语中“dana”一词音译而成，有“赠与、给予”之意，用来表示“施与、布施”的意思，也写做“檀那”。在中国和日本，“旦那”一词原是指对寺院或者僧侣布施的“施主”或“檀家”，主要是僧侣所用的词汇。后来，“旦那”一词的词义逐渐扩大，用来指“出资人”等提供生活保障的人。后又进一步引申为“给予照顾的人”“出资的人”，成为仆人对主人，商人对客人，妻子对丈夫所用的敬称，现在则主要用于妻子对丈夫的敬称。




お坊さんの贈り物



   



昔
 々むかし、空海くうかいという名なの、旅たびをしながら村むらから村むらへと歩あるく、お坊ぼうさんがいました。


ある冬
 ふゆの日
 ひ、宿
 やどが見
 みつからないうちに夜
 よるが来
 きました
 。「どこかに、泊とめてくれる家いえはないかな？」でも、汚きたないお坊ぼうさんの姿すがたを見みて、泊とめてくれる家いえはありませんでした。とうとう、雪ゆきが降ふってきました。村外むらはずれまで来くると、一軒いっけんの貧まずしい家いえがありました。

「雪ゆきに降ふられて困こまっている。今夜こんや、一晩泊ひとばんとめてくだされ。」すると中なかから、お婆ばあさんが出でてきて、「あれまあ、お気きの毒どくに
 

[1]



 。こんな所ところでよかったら、さあ、どうぞ。」お婆ばあさんは、お坊ぼうさんを囲炉裏いろり
 

[2]



 の縁ふちに座すわらせ、お碗わんにお湯ゆを入いれてあげました。「食たべる物ものもなくてのう。せめて、お湯ゆでも飲のんでください。体からだが暖あったまりますから。」お坊
 ぼうさんは、両手
 りょうてでお碗
 わんを抱
 かかえるようにしてお湯
 ゆを飲
 のみました
 。

冷ひえ切きった
 

[3]



 体からだが、どんどん暖あったかくなってきます。「ありがとう。まるで、生いき返かえったようだ。」お坊ぼうさんが礼れいを言いうと、「明日あしたの朝あさは、きっと何なにか作つくりますから。」お婆ばあさんが、申もうしわけなさそうに頭あたまを下さげました。

するとお坊ぼうさんは、懐ふところから米こめを三粒さんつぶほど出だして、「すまんが、これでお粥かゆを煮にてくれ。」と、言いいました。「へええ、これでお粥かゆを…」お婆ばあさんはビックリしましたが、言いわれたように、鍋なべに三粒さんつぶの米こめを落おとし、それにたっぷりとお湯ゆを入いれ、囲炉裏いろりの上うえに載のせました。すると、どうでしょう。鍋なべの中なかには、たちまち美味おいしいお粥かゆが溢あふれ、グツグツと煮にえ始はじめたのです。

「さあ、お婆ばあさんもいっしょに食たべなされ。」

   


そのお粥かゆの美味おいしいこと。こんなに美味おいしいお粥かゆを食たべたのは、生うまれて始はじめてです。「はあ、ありがたや、ありがたや。」お婆ばあさんは、涙なみだを流ながして喜よろこびました。そして不思議ふしぎなことに、お粥かゆはいくら食たベても、ちっとも無なくなりません。

「ありがとうございました。汚きたない布団ふとんですが、ここで休やすんでください。」お婆ばあさんは、たった一組ひとぐみしかない布団ふとんにお坊ぼうさんを寝ねかせて、自分じぶんは藁わらに潜もぐって寝ねました。

次つぎの朝あさ。お坊ぼうさんは、お婆ばあさんが寝ねているうちに起おき出だし、また、懐ふところから米こめを三粒さんつぶほど出だして、空からっぽの米こめびつの中なかヘ落おとしました。「親切しんせつなお婆ばあさん、いつまでも元気げんきでいておくれ。」そう言いって家いえを出でようとしたら、お婆ばあさんが慌あわてて起おきてきて、「お坊ぼうさん、待まってください。芋汁いもじるでも作つくりますから。」「ありがとう。でも、わたしはもう出でかけなくてはいけない。後あとで、米こめびつを開あけるがよい。」お坊ぼうさんはそう言いうと、お婆ばあさんの家いえを出でていきました。

「また、来きてください」お婆ばあさんは、雪ゆきの中なかのお坊ぼうさんに向むかって、そっと手てを合あわせました。「そう言いえば、米こめびつを開あけろと、言いっていたが。」お婆ばあさんが米こめびつを開あけてみますと、なんと、中なかには米こめがびっしり詰つまったいるではありませんか。そればかりか、不思議ふしぎなことに、毎まい日にち食たべても米こめはなくなりません。この米こめのおかげで、お婆ばあさんはいつまでも元気げんきに暮くらしたそうです。





[1]
 「お気の毒に」，可怜的。



[2]
 「囲炉裏」，名词。地炉，坑炉。



[3]
 「冷え切る」，动词。冻僵。





和尚的礼物




很
 久以前，有一个叫空海的和尚，他一路旅行，走过了一村又一寨。

有一个冬天，空海还没找到投宿的地方，天就黑了。于是他挨家挨户地问：“请问，能收留我住一晚吗？”可是，看到空海脏兮兮的样子，村里没有人愿意收留他。雪越下越大，空海来到了村外，那里有一间破旧的房子。

他在门口喊道：“遇到下雪实在很为难，今晚能否留我过夜呢？”只见一位老婆婆从屋里走出来：“哎呀！真是可怜啊！你若不嫌弃，就进来吧。快！请进！”老婆婆让空海坐到地炉边，给他递上一碗热水：“我这里没有什么吃的，至少喝点儿热水吧。身上会暖和点儿的！”空海双手捧着碗，把热水一饮而尽。

刚才那冻僵的身体，渐渐地暖和起来了。“谢谢你啊，我感觉好像重新活过来一样。”空海向老婆婆道谢。老婆婆面带愧色地低下头说：“明天早上，我一定想办法弄点吃的。”

听到这里，空海从怀里拿出三粒大米，对老婆婆说：“不好意思，麻烦你用这个帮我煮点儿粥吧。”“诶？用这个煮粥？”老婆婆惊讶不已，但还是照空海说的那样把那三粒米放在锅里，加满热水，把锅架在地炉上。然后，怎么样了呢？突然，锅里溢出美味的米粥，开始“咕嘟！咕嘟！”地翻滚起来。

“来！老婆婆你也一起来尝尝这个粥吧。”空海向老婆婆说。

这米粥真是太香了。老婆婆活了这么大岁数，还是第一次吃到这么好吃的粥。“哎呀！我真是太幸运啦！太幸运啦！”老婆婆激动得泪流满面。而令人感到惊奇的是，这锅米粥怎么吃也不见少。

吃完米粥，老婆婆说：“真是太谢谢你啦！被子虽然不干净，但还是请在这里休息吧。”老婆婆把唯一的一床被子让给了空海，自己却钻到稻草堆里睡觉。

第二天早上，空海趁老婆婆还没醒来就起床了。他又从怀里拿出三粒米，放在老婆婆那空空如也的米缸里，默默地说：“善良的老婆婆，祝你身体健康！”说完正准备出发，只见老婆婆急急忙忙起来，说：“师父，请等一等！让我为你煮点儿芋头汤吧。”空海说：“谢谢你！可是我必须走啦。我走后你再打开米缸看一看吧。”说完他就离开了老婆婆家。

老婆婆望着渐渐消失在雪中的空海，默默地双手合十说：“请你下次再来呀！”“对了！刚才师傅说让我打开米缸，那是怎么一回事儿呢？”老婆婆自言自语道。她把米缸打开一看，哎呀！里面竟装着满满的一缸大米啊。不仅如此，不可思议的是无论每天怎么吃，米缸里的米都不会减少。多亏了有这些大米，老婆婆从此过上了无忧无虑的生活。







 语法详解 





（1）用言の未然形+ないうちに


表示在保持前项不变的情况下发生后项变化，出现意想不到的结果。相当于“在不……期间……”“趁着还没……就……”。


* ふと外を見ると、気が付かないうちに雨が降り出していた。


无意中向外一看，在不知不觉中已经下起雨来。


* 日本人と付き合っていたら、知らないうちに納豆が食べられるようになった。


在与日本人交往的过程中，不知不觉也变得能吃纳豆了。


（2）用言の連体形＋ようにする


表示“为了达到或实现前项而做……”，有努力做成前项的意思，应根据情况灵活翻译。


* 毎朝早く起きるようにしています。


我坚持每天早晨早起。


* 飛行機は海をなめるようにして低く近づいてきた。


飞机贴着海面低空飞行。


* 健康のために、一週間一度泳ぐようにしようと思います。


为了健康，我想每周游一次泳。


小知识



空海


平安初期の僧。真言宗の開祖。讃岐の人。灌頂号は遍照金剛。初めて大学で学び、のち仏門に入り四国で修行、804年（延暦23）入唐して恵果に学び、806年（大同1）帰朝。京都の東寺·高野山金剛峯寺の経営に努めたほか、宮中真言院や後七日御修法の設営によって真言密教を国家仏教として定着させた。また、身分を問わない学校として綜芸種智院を設立。詩文に長じ、また三筆の一。著「三教指帰」「性霊集」「文鏡秘府論」「十住心論」など。諡号は弘法大師。「弘法も筆の誤り」（その道に長じた者にも、時には誤りや失敗があるというたとえ）「弘法筆を選ばず」（本当の名人は道具のよしあしにかかわらず立派な仕事をするというたとえ）「護摩の灰」（旅人らしく装って、旅人をだまし財物を掠める盗賊）「生麦大豆二升五合（なまむぎだいずにしょうごんごう）」（民間に伝わる呪文で、これを唱えれば難事を避けることができるという。本来の字義からは離れてしまっているが、空海の御宝号「南無大師遍照金剛（なむだいしへんじょうこんごう）」が転訛したもの。）など空海にまつわることわざがある。


空海


平安初期的僧人。日本真言宗的开山鼻祖。赞岐人。灌顶号遍照金刚。初在大学学习，后入佛门，在四国修行，于804年（延历23年）入唐，跟随惠果学习佛法，806年（大同1年）回到日本。除了潜心经营京都的东寺和高野山金刚峰寺以外，空海还通过在皇宫中修建真言院、设立后七日御修法等，确立了真言密教作为国教的地位。另外，他还设立了不分身份地位均可入学的综艺种智院。空海擅长诗文，是日本“平安三笔”之一。著有《三教指归》《性灵集》《文镜秘府集》《十住心论》等。谥号弘法大师。关于空海的谚语有：弘法大师也有笔误（智者千虑必有一失）；弘法大师的护摩之灰（装成旅伴的小偷）；生麦大豆二升五合（民间流传的咒语，据说念诵这个咒语就可以逢凶化吉，是由空海宝号“南无大师遍照金刚”谐音讹转而成的，与字面意义毫无关系）。




第四章　恩返し話




本章概要


在日本，虽然没有像西方一样的“感恩节”，但是日本人具有浓厚的“恩”的伦理意识。他们感谢父母之恩、社会之恩、乡土之恩和大自然之恩等，类似《鹤报恩》的日本民间童话中所宣扬的报恩意识深入人心。本章选取四篇感人的报恩故事。作为施恩者的卖斗笠的老爷爷、老和尚、送信人和老樵夫，他们无私帮助他人，不求回报；而作为报恩者的地藏菩萨、鸡、猴子和狐狸母子则常怀感恩之心，知恩图报。施恩、受恩、感恩、报恩组成了一条完整的“恩的行为链”，构成了日本人的“恩的伦理世界”。


本章の概要


日本には、西洋のようなサンクスギビングデーがないが、日本人は常に強い「恩」という倫理意識を持っている。日本人は父母の恩、社会の恩、郷土の恩と大自然の恩などを感謝する。『鶴の恩返し』のような日本の民話に唱えた報恩意識は、すでに日本人の心に深く根を下ろしたと言えよう。本章には読者を感動させる報恩物語が四つ選ばれる。恩を施すものの笠売りのお爺さん、和尚さん、飛脚さんと柴刈りのお爺さんはみんな真心で他人を助けて、何の報いも要求しない。その一方、恩を受けるほうとして、地蔵様、ニワトリ、サルと狐の親子は感謝の気持ちを持って、授けられた恩を返そうとする。このように、恩を施す、恩を受ける、恩を感謝する、恩返しをすることによって、「恩の枠組み」が整備され、日本人の「恩の倫理世界」を完成させたのである。




笠地蔵




昔
 々むかし、ある所ところにお爺じいさんとお婆ばあさんがいました。お爺じいさんは、編あみ笠がさ
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 を作つくって暮くらしていました。お爺じいさんとお婆ばあさんは貧乏びんぼうで、ある年としの大晦日おおみそかにはお正月しょうがつのお餅もちを買かうお金かねもありませんでした。それでお爺
 じいさんは編
 あみ笠
 がさを売
 うるために町
 まちに行
 いくことにしました
 。お爺じいさんは編あみ笠がさを五いつつ背せ負おって出で掛かけました。

町まちは遠とおくて長ながい間ま野原のはらを歩あるきました。やっと町まちに着ついて、お爺じいさんは「編あみ笠がさ、編あみ笠がさは如い何かんですか。丈じょう夫ぶな編あみ笠がさ。」と言いいながら売うり歩あるき
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 ました。

町まちはとても賑にぎやかで、お正月しょうがつの準じゅん備びをしている人ひとが沢たく山さんいました。お魚さかな、お酒さけ、お餅もちを買かって皆みなは自じ分ぶんの家いえに帰かえりました。誰だれも編あみ笠がさを買かってくれませんでした。お正月しょうがつには誰だれも外そとを歩あるかないので編あみ笠がさは要いりません。お爺じいさんが一日いちにち中町じゅうまちを歩あるいても、声こえを出だしても、編あみ笠がさは一ひとつも売うれませんでした。そしてお爺
 じいさんは仕
 し方
 かたなく、お餅
 もちを買
 かわずに帰
 かえることにしました
 。

   


お爺じいさんが町まちを出でて歩あるき出だした時とき、雪ゆきが降ふり始はじめました。疲つかれたお爺じいさんは雪ゆきの中なかで凍こごえながら野の原はらを歩あるいて行いくと地じ蔵ぞう様さまの姿すがたが見みえました。石いしの地じ蔵ぞう様さまは六むっつ並ならんで、頭あたまの上うえに雪ゆきが積つもっていて、氷ひょう柱ちゅうも下さがっていました。優やさしい心こころのお爺じいさんは「地じ蔵ぞう様さまは寒さむいだろう。」と思おもいました。お爺じいさんは地じ蔵ぞう様さまの頭あたまを拭ふいて、雪ゆきを取とってあげました。そして、売うれなかった編あみ笠がさを地じ蔵ぞう様さまに被かぶせてあげて、「売うれ損そこない
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 の編あみ笠がさですけど、被かぶってくだされ…」と言いいました。でも編あみ笠がさが五いつつありますが、地じ蔵ぞう様さまは六むっつです。編あみ笠がさが一ひとつ足たりないので、お爺じいさんは自じ分ぶんが被かぶっていた編あみ笠がさを地じ蔵ぞう様さまに被かぶせてあげました。「古ふるくて汚きたないですが、これを被かぶってくだされ。」とお爺じいさんが言いいました。そしてお爺じいさんは雪ゆきの中なかでまた歩あるき出だして、家いえに帰かえりました。

   


お爺じいさんは家いえについた時とき、編あみ笠がさを被かぶっていなかったので雪ゆきで真まっ白しろでした。お婆ばあさんはお爺じいさんを見みると聞ききました。それでお爺じいさんは「実じつは町まちで編あみ笠がさが全ぜん然ぜん売うれなかったんだ。帰かえり道みちで地じ蔵ぞう様さまを見みて、寒さむいだろうと思おもって、傘かさを差さし
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 あげた。一ひとつ足たりなかったので、自分じぶんのを被かぶせてあげた。」と答こたえました。その話はなしを聞きいて、お婆ばあさんは喜よろこんで「それはいいことをしました。貧乏びんぼうでもわたしたちには家いえがあってありがたいことですね。」と言いいました。そして凍こごえるお爺じいさんを囲い炉ろ裏りで暖あたためてあげました。編あみ笠がさは売うれなかったので、お餅もちもほかの食たべ物ものもありませんでした。お爺じいさんとお婆ばあさんは漬つけ物ものだけでご飯はんを食たべて布ふ団とんに入はいりました。

明あけ方がたまだ暗くらい内うちに、お爺じいさんとお婆ばあさんは外そとから歌うたが聞きこえたので目めを覚さましました。まず遠とおくから聞きこえた歌うた声ごえは段だん々だん近ちか付づいてきました。「地じ蔵ぞうに編あみ笠がさをくれたお爺じいさん、お爺じいさんの家いえはどこだ、お爺じいさんの家いえはここか」と言いう歌うたでした。

お爺じいさんとお婆ばあさんはびっくりしました。そして「どっすん
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 」と大おおきな音おとが聞きこえました。お爺じいさんとお婆ばあさんは戸とを開ひらけて見みて驚おどろきました。家いえの前まえに、荷に物もつが一いっ杯ぱいありました。お米こめ、お酒さけ、お餅もち、お魚さかな、お正月しょうがつの飾かざり、暖あたたかい布ふ団とんと着き物もの、いろいろありました。お爺じいさんとお婆ばあさんが回まわりを見みると、編あみ笠がさを被かぶっている六むっつの地蔵様じぞうさまが帰かえって行いくのが見みえました。地じ蔵ぞう様さま達たちは優やさしい心こころのお爺じいさんに楽たのしいお正月しょうがつを過すごしてもらうために、恩おん返がえしをしに来きたのでした。





[1]
 「編み笠」，名词。草编制的笠。



[2]
 「売り歩く」，动词。叫卖。



[3]
 「売れそこない」，名词。没能卖出。



[4]
 「傘を差す」，打伞、撑伞。



[5]
 「どっすん」，副词。扑腾的响声。





戴斗笠的地藏菩萨




从
 前，有一个地方住着一对老爷爷和老奶奶。他们靠老爷爷编斗笠过日子，家里十分贫穷。有一年除夕，他们连买年糕的钱都没有，所以老爷爷决定去集市卖斗笠，他背着五顶斗笠出发了。

集市非常远，他步行穿过漫长的原野，终于来到了集市。老爷爷一边走一边叫卖：“卖斗笠！卖斗笠！结实的斗笠，买一顶吧。”

集市非常热闹，大家都在为了准备年货而忙碌。他们买了鱼、酒和年糕之后就各自回家了。没有一个人买他的斗笠，这是因为正月不出门，没必要戴斗笠。尽管老爷爷一整天都穿梭于市场叫卖，却没有卖掉一顶斗笠。老爷爷没办法买回年糕，只好踏上返程之路。

老爷爷离开集市时，天开始下起了雪。老爷爷累得精疲力竭。当他冒雪穿行于冰冻的原野时，看见了六位石头做成的地藏菩萨并排在一起，头上积满了雪，身上还挂着冰柱。“地藏菩萨一定很冷吧。”善良的老爷爷一边想，一边把每一位地藏菩萨头上的积雪拂掉。接着，又把没有卖掉的斗笠戴在地藏菩萨的头上。“这斗笠既然没卖出去，就让我帮你们戴上吧。”老爷爷说。可是，斗笠只有五顶，而地藏菩萨有六位，于是老爷爷就把自己戴的那一顶也给菩萨戴上了。“这一顶虽然又旧又脏，可请您戴上吧！”说完，他又继续迎着风雪往家赶。

老爷爷到家时，因没有戴斗笠，全身上下覆盖着一层白雪。老奶奶一看老爷爷这个模样，就问个究竟。老爷爷回答：“在集市上一顶斗笠也没卖掉。回家的路上我看见了地藏菩萨，心想他们肯定很冷，就把斗笠给他们戴上了。因为还少一顶，又把我自己的也给他们戴上了。”听完老爷爷的话，老奶奶高兴地说：“你做了件大好事啊！我们虽然很穷，但幸运的是，还有一个家。”老奶奶用被炉给老爷爷暖和身子。因为没能够卖掉一顶斗笠，所以他们既没年糕也没其他食物。老爷爷和老奶奶只好就着咸菜吃了米饭，睡觉了。

天还没亮，突然从外边传来了一阵歌声，把老爷爷和老奶奶吵醒了。歌声由远及近：“给地藏菩萨戴斗笠的老爷爷家在哪儿？老爷爷的家在这儿吗？”

老爷爷和老奶奶吓坏了。接着，他们听到“扑通”一声。打开门一看，他们被眼前的情景惊呆了。只见家门前摆满了东西，有大米、酒、年糕、鱼、正月用的装饰、暖和的被子和衣服等年货。他们往四周一看，发现六位戴着斗笠的地藏菩萨渐行渐远的背影。原来是地藏菩萨为了让善良的老爷爷和老奶奶能过个愉快的新年，特地前来报恩的。




 语法详解 





（1）動詞の連体形＋ことにする


表示行为主体的主观决定和选择。相当于“我决定……”


* 雨なので、タクシーで行くことにしましょう。


因为下雨，我决定打车去。


* よく考えた結果、会社を辞めることにしました。


经过深思熟虑，我决定辞去公司的工作。


* 夏休みに韓国へ旅行することにした。


暑假我决定去韩国旅游。


（2）動詞の未然形＋ず（に）


表示以否定的状态或方式来做后项。相当于“不……地”“没有……地”。「ず」是否定助动词「ぬ」的连用形。


* 私はいつも靴を脱がずに部屋に入ります。


我经常不脱鞋就进屋。


* 本を見ずに言ってごらんなさい。


请不要看书来回答。


* この患者は何も飲まず食ずの状態が三日続いている。


这位病人已经连续三天水米未进了。


小知识



大晦日


大晦日（おおみそか）は、1年の最後の日。天保暦（旧暦）など日本の太陰太陽暦では12月30日、または12月29日である。現在のグレゴリオ暦（新暦）では12月31日。翌日は新年（1月1日）である。大つごもりともいう。日本では、年神を迎えることにちなむ行事が行われる。大晦日には、様々な年越しの行事が行われる。年越しの夜のことを除夜（じょや）とも言う。かつては、除夜は年神を迎えるために一晩中起きている習わしがあり、この夜に早く寝ると白髪になるとか、皺が寄るとかいった俗信があった。また、年越し蕎麦（地方によっては他の食事）、除夜の鐘（108つの煩悩を祓う）、二年参り（初詣）、お雑煮など伝統的な風習がある。神社仏閣や各地方では伝統的な行事が行われ、その他にも年越しを祝うイベントが行われる。また、そういった行事やイベントの為に移動する人が多いため、電車などの交通機関が日常は営業時間外となっている深夜に営業する事もある。


除夕


除夕是一年中的最后一天。是天保历（旧历）等日本阴历的12月30日或12月29日，新历的12月31日。第二天就是新年（1月1日）。在日本有迎接年神的习俗。除夕有各种各样迎接新年的活动。除夕夜也叫“除夜”。在过去，有为了迎接年神而通宵不睡的习俗，民间认为，除夕夜早睡的话，会生白头发，或者长皱纹。另外，除夕还有吃过年荞麦面（有些地方吃别的东西）、敲钟（除去108种烦恼之意）、新年参拜（新年第一次到神社参拜）、吃杂煮等习俗。神社佛寺、各地会举行各种传统庆典，除此之外，还有各式各样的祝贺新年的活动。另外，因为很多民众会外出参加各种庆典和活动，所以，电车等交通工具会延长运营时间到深夜。




ニワトリの恩返し




昔
 々むかし、ある村むらのお寺てらの和尚おしょうさんが、北海道ほっかいどうへ出でかけて帰かえってくる時ときのことでした。連絡船れんらくせん
 

[1]



 の船室せんしつで眠ねむっていた和尚おしょうさんは、不思議ふしぎな夢ゆめを見みました。一羽
 いちわのニワトリが、こんな事
 ことを言
 いうのです
 。「わたしは、この船ふねに乗のっているニワトリです。夜明よあけ前まえには殺ころされて食たべられてしまいます。どうかわたしを助たすけてください。六十銭ろくじゅうせんで、わたしの命いのちを買かいとってください。どうかお願ねがいいたします。」

やがて空そらが白しらみはじめる
 

[2]



 と、和尚おしょうさんは目めを覚さましました。「不思議ふしぎな夢ゆめじゃ。ただの夢ゆめだろうが、もしもという事ことがある。」そこで和尚
 おしょうさんは船
 ふねが港
 みなとに着
 つく前
 まえに、お供
 ともの小僧
 こぞうさんに一円札
 いちえんさつを持
 もたせて、ニワトリを連
 つれている人
 ひとがいたら、その人
 ひとからニワトリを買
 かいとる
 

[3]



 よう言
 いいつけたのです
 。

しばらくすると、小僧こぞうさんは籠かごに入はいったニワトリと、つり銭せんの四十銭よんじゅうせんを持もって和尚おしょうさんの所ところへ戻もどってきました。何
 なんと、金額
 きんがくまでピッタリで、不思議
 ふしぎな夢
 ゆめは正夢
 まさゆめだったのです
 。和尚おしょうさんはそのニワトリを港みなとの知しり合あいの人ひとに預あずけて、村むらのお寺てらへ帰かえっていきました。ニワトリはその後ご、八はっヶ月げつほどして死しんでしまいました。

ニワトリを預あずけた知しり合あいからその知しらせを受うけると、和尚おしょうさんは知しりあいの家いえまで出でかけていって、ニワトリの供養くよう
 

[4]



 をしてやりました。それからしばらく経たったある日ひ、和尚おしょうさんの夢ゆめの中なかに、あのニワトリが現あらわれました。「和尚おしょうさま、おかげさまでわたしは命いのちを延のばすことができました。寿命
 じゅみょうが尽
 つきるまで生
 いきられたのですから、真
 まことに幸
 しあわせです。お礼
 れいとして和尚
 おしょうさまのお命
 いのちを、七十五才
 ななじゅうごさいになる年
 としの七月二十五日
 しちがつにじゅうごにちまでお守
 まもりいたします
 。それまではどんな病気びょうきになっても、けっして死しぬようなことはさせませんのでご安心あんしんを。」

それから幾年いくとしか過すぎて、和尚おしょうさんは七十五歳ななじゅうごさいの七月二十五日しちがつにじゅうごにちの日ひを迎むかえました。「今日こんにちまでは、あのニワトリがわしを見守みまもってくれていたわけか。そう言いえば、今いままでたいした病気びょうきにもならずにやってこられた。ニワトリに礼れいを言いわんといかんな。さあ、明日あしたからはニワトリも見守みまもってくれん。体からだに注意ちゅういせんとな。」和尚おしょうさんは自分じぶんに言いい聞きかせましたが、その後ごまもなく病気びょうきになり、一月後いちがつごの八月二十五日はちがつにじゅうごにちに大往生だいおうじょうを遂とげたという事ことです。








[1]
 「連絡船」，名词。联运船。



[2]
 「空が白みはじめる」，天开始发亮。



[3]
 「買い取る」，动词。买下，买入。



[4]
 「供養」，名词。供养，上供，祭祀。





鸡报恩



   



很
 久以前，一个村子的寺庙里有一个老和尚，他从北海道回来的时候，在渡船的船舱里睡着了，还做了一个奇怪的梦。一只鸡对他说：“我是这艘船里的一只鸡，在黎明前要被宰杀吃掉，请救救我吧！请用六十钱，买下我的性命吧。拜托你了！”

不久，天空泛起鱼肚白时，老和尚醒了，心想：“真是一个不可思议的梦啊！只是梦吗？莫非真有此事儿？”于是，老和尚在船到达港口之前，让随从的小和尚拿上一日元的纸币，并吩咐他说：“如果看见有人带着鸡，就把他的鸡买下来。”

过了一会儿，小和尚拿着关在笼子里的一只鸡和找回来的四十钱零钱回到了老和尚这儿。“不会吧？连找回的金额都吻合，这个奇怪的梦真是应验了。”老和尚把那只鸡交给了港口的一个熟人喂养后，就回到了村里的寺庙。此后，这只鸡过了八个多月死去了。

一从帮喂养鸡的熟人那里得知鸡死去的消息，老和尚就赶到了他的家里，为那只鸡上供。不久，老和尚又梦见了那只鸡。鸡对老和尚说：“师父啊，多亏了您我的寿命才得以延长的。能够寿终正寝，真是一件幸福的事啊！作为答谢，我会守护您的生命到七十五岁那年的七月二十五日。在此之前无论您患什么病，我都不会让您死去，请您放心吧！”

从那以后，不知度过了多少年，老和尚迎来了七十五岁那一年的七月二十五日。“直到今天，那只鸡应该一直在守护着我吧？的确至今也没患什么大病，平安地过来了，我必须向那只鸡道谢才是啊！唉！从明天开始那只鸡就不再守护我了，自己可要注意身体呐。”老和尚对自己这么说。但过了不久他就生了病，在一个月后的八月二十五日就安然辞世了。




 语法详解 





（1）用言の連体形＋のだ/のです


表示客观说明。用于解释、说明事实和原因根据，强调自己的主张等。「…んだ」是其口语形式。书面语也用「…のである」的形式。


* その日は雨が降っていたのです。


那天下着雨。


* 私は肉が嫌いなのです。


我不喜欢吃肉。


* ドル安はアメリカの経済政策に問題があるからなのである。


美元贬值是因为美国的经济政策有问题。


（2）体言＋として


表示资格、身份、范围、状况等。相当于“作为……”


* 外交官としてイギリスに来ます。


作为外交官来英国。


* 趣味として、書道を習っています。


作为兴趣我正在学习书法。


* 豆腐はダイエット食品として人気があります。


豆腐作为减肥食品很受欢迎。


小知识



和尚


和尚（おしょう、わしょう、かしょう）とは、仏教の僧の敬称である。本来の意味は、出家して受戒した僧が、日常親しく教えを受ける教師を指す。『十誦律』では、受戒の師を指す。日本では、天平宝字2年（758年）に戒師として渡来した鑑真に対して「大和尚」の号が授与されており、その後、高僧への敬称として使用され、更に住職以上の僧への敬称となった。宗派によって書き方·読み方が異なり、一部地域では更に言葉が詰まって「おっさん」「おっさま」（アクセントは前）と呼ばれている。


和尚


和尚是对佛教僧人的敬称。原本是出家受戒的僧人对日常亲切教诲自己的老师的称呼。在《十诵律》中指的是受戒的老师。在日本，天平宝字2年（758年），作为戒师从中国来的鉴真被授予“大和尚”的法号，从此，“和尚”一词作为对高僧的敬称而广为使用，并成为住持以上僧人的敬称。根据宗派不同，其写法与读法各有差异，另有一些地区，由于使用方言，而出现“おっさん”“おっさま”一类的叫法。




サルの恩返し




昔
 々むかし、九州きゅうしゅうのお大名だいみょうの家来けらいで、勘助かんすけという男おとこがおりました。勘助かんすけの仕事しごとは、手紙てがみを担かついで届とどける飛脚ひきゃく
 

[1]



 でした。そのころ地方ちほうの大名だいみょうたちは、珍めずらしい刀かたなや名刀めいとうが手てに入はいると、これを飛脚ひきゃくに託たくして、江戸えどに運はこばせたのです。

勘助かんすけもいま、将軍様しょうぐんさまに献上けんじょうする大切たいせつな刀かたなを抱かかえて、東海道とうかいどうを江戸えどに向むかっているのでした。

さて、勘助かんすけが薩摩峠さつまとうげという大おおきな峠とうげに向むかう途中とちゅう。小高こだかい崖がけの上うえで、サルの群むれが、キーキーと鳴なき騒さわいでいます。勘助かんすけは、何事なにごとかと思おもって、海辺うみべの所ところまで行いってみました。

「こりゃあ、たまげた。」なんと驚いたことに、一匹いっぴきのサルが、化ばけ物もののような大おおダコに攫さらわれ
 

[2]



 ようとしています。「よし、今助いまたすけてやる！」勘助かんすけは、腰こしに挿さしていた刀かたなをサッと抜ぬいて、波打なみうち際ぎわ
 

[3]



 に駆かけつけました。「えいっ、えいっ、えいっ！」勘助かんすけは大おおダコ目掛めがけ
 

[4]



 て、思おもいっきり何度なんども何度なんども刀かたなを振ふり下おろします。

   


ところが、この大おおダコの体からだの固かたいのなんの。刀かたなは、あっという間まにボロボロになってしまいました。「こりゃあ、とんでもない化ばけ物もののダコじゃ。堪たまったもんじゃないわい。こんなのに付つき合あってはおれん。」勘助かんすけは、逃にげ出だそうとしましたが、その時勘助ときかんすけは、将軍様しょうぐんさまへ届とどける刀かたなを持もっていることを思おもい出だしました。「そうじゃ、将軍様しょうぐんさまに差さし上あげるこの刀かたななら、あの化ばけ物もののダコをやっつけられ
 

[5]



 るかもしれんぞ。将軍様しょうぐんさま、ちょっくら、お借かりしますだ。」

サルはもう、大おおダコに海うみの中なかに引ひきずり込こまれています。仲間なかまのサルたちが海うみの方ほうを見みて、心配しんぱいそうにギャーギャーと騒さわぎます。勘助かんすけは素早すばやく帯おびを解とき、裸はだかになって将軍様しょうぐんさまの刀かたなを口くちに銜くわえて、ザップンと海うみに飛とび込こみました。勘助
 かんすけは、大
 おおダコの足
 あしに噛み付
 ついてサルを助
 たすけ出
 だすなり、「えいっ！」と、将軍様
 しょうぐんさまの刀
 かたなで大
 おおダコに切
 きりかかりました
 。

ところが、大おおダコの体からだに当あたったとたん、その刀かたなが折おれてしまったのです。勘助かんすけは、サルを助たすけて海辺うみべに上あがってきたものの、その場ばにヘナヘナと座すわり込こん
 

[6]



 でしまいました。「大変たいへんだあ。将軍様しょうぐんさまに差さし上あげる刀かたなが、折おれちまっただよ。おらは、どうすればいいんだ。」

その時とき、仲間なかまを助たすけてもらったお礼れいのつもりか、サルたちがやってきて、勘助かんすけに一本いっぽんの刀かたなを差出さしだしました。「何なんじゃ？刀かたなじゃないか。何なんでサルがこんなもん、持もっとるんじゃ。」勘助かんすけは不思議ふしぎに思おもいながら、刀かたなを抜ぬいてみました。「おおっ！何なんという素晴すばらしい刀かたなじゃ。これなら将軍様
 しょうぐんさまも喜
 よろこんでくださるぞ
 。」これは良よい物ものを手てに入いれたと、さっそく出でかけようとすると、後うしろからサルたちが、ゾロゾロと
 

[7]



 付ついてきました。

サルの指ゆびさす方ほうを見みると、あの化ばけ物ものダコが、こちらに迫せまっています。サルたちは、この刀かたなでタコをやっつけてくれと言いっているのです。「分わかった。分わかったよ。」こうして勘助かんすけは、また海うみの中なかヘ。




「てやあっ！とう！ややっ、すごい切きれ味あじ
 

[8]



 。これなら勝かてるぞ！さあ、どこからでもかかってこい。」その刀かたなは鋭するどく、あっという間まにタコを退治たいじしたのでした。

勘助かんすけがサルからもらった刀かたなは、刀かたなづくりの名人めいじん、五郎正宗ごろうまさむねの名刀めいとうだったそうです。将軍しょうぐん様さまは、この刀かたなを「猿正宗さるまさむね」と呼よんで、いつまでも家宝かほうとして大切たいせつにしたということです。





[1]
 「飛脚」，名词。信使。



[2]
 「攫う」，动词。抢走，夺走。



[3]
 「波打ち際」，名词。岸边，海滩。



[4]
 「目掛ける」，动词。以……为目标。



[5]
 「やっつける」，动词。教训一顿，干掉，杀掉。



[6]
 「座り込む」，动词。坐下不走。



[7]
 「ゾロゾロと」，副词。一个跟着一个，络绎不绝。



[8]
 「切れ味」，名词。快钝。





猴子报恩



   



很
 久以前，在九州有一个大名的随从，名字叫勘助。勘助的工作是为人送信的“飞脚”。那个地方的大名，一旦得到珍贵的武士刀，就会交给飞脚，让他们送往江户。

勘助现在正带着要献给将军大人的贵重的武士刀，从东海道赶往江户。

当勘助来到一个叫萨摩岭的高高的山岭时，只见小山崖上，有一群猴子在“叽叽”地叫嚷。勘助心想“怎么回事呀？”来到海边瞧个究竟。

“哎呀！吓死我了。”勘助惊叫道，只见一只如怪兽般可怕的大章鱼正要抓走一只猴子。“看我的。我来救你！”勘助大喊一声。“嗖”地一声拔出挂在腰上的大刀，朝海岸边跑去。勘助对准大章鱼，用力拼命挥舞着大刀“嘿！嘿！嘿！”

可是，大章鱼的身体很结实。不一会儿，大刀竟然豁了几个口子。“看来真是一个可怕的怪物啊。气死我了，这样可不行。”正当勘助想逃走的时候，他突然想起自己身上带着要献给将军大人的武士刀。他心想：“用献给将军大人的这把武士刀，应该可以打败这个章鱼怪吧。将军大人，请借我一用。”

眼见猴子就要被大章鱼拖入海里了，其他猴子都焦急地朝大海“叽叽”地大叫着。勘助迅速解开背带，脱掉衣服，用牙咬住献给将军的武士刀，“扑通”一声跳入海中，迅速救出被大章鱼咬住的小猴子。然后“嘿！”地大吼一声，他用将军大人的武士刀向大章鱼砍去。

可是，当砍到大章鱼身体的时候，武士刀竟然断了。勘助把猴子从海里救上来后，当场累得浑身无力地瘫倒在地上。勘助伤心地说：“这下大祸临头了。把献给将军大人的刀弄断了，我可怎么办好啊？”

就在这时，猴子们为了感谢勘助救了同伴的命，给他送来了一把刀。“咦？这不是刀吗？为什么猴子们会有这个呢？”勘助觉得很奇怪，他拔出刀一看：“哎呀！真是一把好刀啊。这样的话，将军大人也会很高兴的。”勘助拿着这把宝贝，准备尽快启程，这时他发现，猴子们竟一个接一个的悄悄地跟在他身后。

顺着猴子们的手指方向望去，勘助发现那只章鱼怪正一步步地逼近猴子们，原来猴子们是说拿这把刀杀死章鱼。“哦！我明白了。”勘助再一次跳入海中。

勘助大喊到：“这刀可真锋利啊！这回我肯定会赢！来啊！尽管放马过来吧！”很快勘助用这把锋利的刀打败了章鱼怪。

据说，勘助从猴子们那儿得到的这把刀，正是制刀高手五郎正宗制作的一把名刀。将军大人把这把刀叫做“猴正宗”，作为传家宝珍藏起来。




 语法详解 





（1）動詞の終止形＋なり


表示前后项动作几乎同时发生。后项不能用于表示命令、意志、推量、否定等的动词。相当于“一……就……”


* 若者は海に着くなり、水泳を始めた。


年轻人一到海边，就开始游泳。


* すっかり疲れていたのか、夕食を食べるなり、寝てしまった。


也许因为太累了吧，刚一吃了晚饭，就睡了。


（2）用言の終止形＋ぞ


表示促使对方注意、自言自语或强烈主张。


* ほら、投げるぞ。


喂，我可要扔了。


* おや、少しおかしいぞ。


哎，有点儿怪啊！


* こいつはうまくいきそうだぞ。


这下可好了！


小知识



飛脚


信書·金銀·貨物などの送達を業とした者。すでに鎌倉時代に京·鎌倉間の鎌倉飛脚·六波羅飛脚などがあった。江戸時代に入ると、交通基盤が整備され、飛脚による輸送·通信制度が整えられ、当時の日本国内における主要な通信手段の一翼を担ってきた。明治時代に入った1871年、前島密はイギリスの郵便制度を参照しつつ、従来の飛脚の方法をも取り入れて郵便制度を確立した。郵便制度に並行する形で飛脚問屋は陸運元会社として再組織され、小荷物·現金輸送に従事した。飛脚として活躍した人々は、郵便局員や人力車の車夫などに転じていったのだった。


飞脚（信使）


从事运送书信、金银及货物之类的人。早在镰仓时代，在京都与镰仓之间就有“镰仓飞脚”“六波罗飞脚”等。进入江户时代以后，随着交通设施进一步完备，“飞脚”所负责的运送、通信制度得以完善，在当时日本国内主要的通信手段中担任了重要的角色。进入明治时代后，1871年，前岛密参照意大利的邮政制度，结合原有的“飞脚”制度，设立了日本现代邮政制度。采取与邮政制度并行的方式，重新将“飞脚组织”整合为陆运元公司，从事小型货物及现金的运送。从前从事“飞脚”的人，逐渐转职为邮局工作人员或人力车车夫等。




聴き耳頭巾




昔
 々むかし、周まわりをグルッと山やまで囲かこまれた山奥やまおくに、一人ひとりのお爺じいさんが住すんでいました。お爺じいさんは、毎日朝まいにちあさになると、柴しばを入いれるしょいこ
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 を背負せおい、山やまへ入はいっていきました。そして、一日中柴いちにちじゅうしばを刈かっているのです。

今日きょうも、柴しばをいっぱい背負せおい、山やまから出でてきました。「さて、ボツボツ
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 帰かえるとするか。うん？あれは何なんじゃ？」お爺じいさんが帰かえろうとすると、子こ狐ぎつねが一匹いっぴき、一いっ生しょう懸けん命めい木きの実みを採とろうとしていました。「はて、狐きつねでねえだか。」この子こ狐ぎつね、足あしが悪わるいらしく、いくら頑張がんばっても、うまく木きの実みが採とれません。

「よしよし、わしが採とってやろう。よっこらしょ。さあ、これをお食たべ。それじゃあ、わしは行いくからな。」子こ狐ぎつねは、お爺じいさんの親切しんせつがよほど嬉うれしかったのか、いつまでもいつまでも、お爺じいさんの後うしろ姿すがたを見送みおくっていました。

そんなある日ひ、お爺じいさんは町まちへ買かい物ものに出でかけましたが、帰かえりがすっかり遅おそくなってしまいました。「急いそがなくては。」すっかり暗くらくなった日暮ひぐれ道みちを、お爺じいさんが急いそぎ足あしでやってきますと、丘おかの上うえで子こ狐ぎつねが待まっていました。「あれまあ、こないだの狐きつねでねえだか。」何なにやら、しきりにお爺じいさんを招まねいている様子ようすです。

   


お爺じいさんは、狐きつねの後あとをついていきました。子こ狐ぎつねは、悪わるい足あしを引ひきずりながら、一生懸命いっしょうけんめいに、お爺じいさんをどこかへ案内あんないしようとしています。着ついた所ところは、竹たけ藪やぶの中なかの狐きつねの住家すみかでした。「ほう、ここがお前まえの家いえか。」狐
 きつねの家
 いえには、お母
 かあさん狐
 ぎつねがおりましたが、病気
 びょうきで寝
 ねたきりの様子
 ようすです
 。

お母かあさん狐ぎつねが、何度なんども何度なんどもお爺じいさんにお辞儀じぎをし
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 ています。息子むすこを助たすけてもらったお礼れいを、言いっているように見みえました。その内うち、奥おくから何なにやら取とり出だしてきました。それは、一枚いちまいの古ふるぼけた頭巾ずきんでした。「何なにやら、汚きたない頭巾ずきんじゃが、これをわしにくれるというのかね。では、ありがたくいただいておこう。」お爺じいさんは、お礼れいを言いって頭巾ずきんを受うけ取とると、元来もときた道みちを一人ひとりで帰かえっていきました。子こ狐ぎつねは、いつまでもお爺じいさんを見送みおくりました。

さて、あくる日ひのこと。お爺じいさんが庭にわで薪まきを割わっていますと、ヒラリと、足元あしもとに何なにかが落おちました。「これはゆんべ、狐きつねからもらった頭巾ずきんじゃな。…ちょっくら被かぶってみるか。」お爺じいさんは頭巾ずきんを被かぶって、また薪割まきわりを始はじめました。

すると、「家うちの亭主ていしゅときたら、一日中いちにちじゅう、巣すの中なかで寝ねてばかり。今いまごろは、すっかり太ふとりすぎて、飛とぶのがしんどいなぞというとりますの。」「ほう、痩やせのちゅん五郎ごろうじゃった、お宅たくの亭主ていしゅがのう。」何なにやら聞きいたこともない話はなし声ごえが、お爺じいさんの耳みみに聞きこえてきました。

「はて、確たしかに話はなし声ごえがしたが、誰だれじゃろう？」家いえの中なかを覗のぞいてみましたが、誰だれもいません。

「裏林うらばやしのちゅん吉きちが、腹はらが痛いたくてすっかり弱よわっとるそうじゃ。」「それは、木きの実みの食たべすぎじゃあ。」お爺じいさんは、また声こえに気きがつきました。「おかしいのう。誰だれか人ひとがいるようじゃが、やっぱり誰だれもおらん。」

お爺じいさんは、家いえをグルリと一回ひとまわりして、ヒョイと上うえを見上みあげました。「うん？もしかしたら、この頭巾ずきんのせいでは。」お爺じいさんは、頭巾ずきんを抜ぬいだり被かぶったりしてみました。「やはりこれか。」狐きつねがくれたこの頭巾ずきんは、これを被かぶると、動物どうぶつや草くさや木きの話はなし声ごえが聞きこえるという、不思議ふしぎな頭巾ずきんだったのです。お爺じいさんは、狐きつねがこんなに大切な物ものを自分じぶんにくれたことを、心こころから嬉うれしく思おもいました。

さて、次つぎの日ひから、お爺じいさんは山やまへ行いくのがこれまでよりも、もっともっと楽たのしくなりました。頭巾ずきんを被かぶって山やまへ入はいると、小鳥ことりや動物どうぶつたちの話はなし声ごえが、いっぱい聞きこえてきます。えだに止とまって話はなしている小鳥ことり。木きの上うえで話はなしている栗鼠りす。皆楽みんなたのしそうに、話はなしています。

お爺じいさんは、山やまで柴しばを刈かりながら、小鳥ことりや動物どうぶつのおしゃべりを聞きくのが楽たのしくてしかたありません。「わたしゃ、喉のどを傷いためて、すっかり歌うたに自信じしんがなくなっちまった。」「そんなことございませんよ。とってもよいお声こえですわ。」「そうかな、では、いっちょう歌うたおうかな。」なんと、虫むしの話はなし声ごえまで聞きこえるのです。お爺じいさんはこうして、夜通よどおし虫むしたちの歌声うたごえに耳みみを傾かたむけていました。一人暮
 ひとりぐらしのお爺
 じいさんも、これで少
 すこしも寂
 さびしくありません
 。

そんなある日ひのこと。お爺じいさんが、山やまから柴しばを背負せおって下おりてきますと、木きの上うえでカラスが二羽にわ、何なにやらしゃべっています。お爺じいさんは聞きき耳頭巾みみずきんを取とり出だして被かぶり、耳みみを澄すまします
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 と、「長者ちょうじゃどんの娘むすめがのう。」「そうよ、もう長ながい間あいだの病気びょうきでのう。この娘むすめの病気びょうきは、長者ちょうじゃどんの庭にわにうわっとる、樟くすの木きの祟たたり
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 じゃそうな。」「樟くすの木きの祟たたり？何なんでそんな」。「さあ、それは樟くすの木きの話はなしを聞きいてみんとのう。」

   


カラスの噂話うわさばなしを聞きいたお爺じいさんは、さっそく長者ちょうじゃの家いえを訪たずねました。長者ちょうじゃは、本当ほんとうに困こまっていました。一人娘
 ひとりむすめが、重
 おもい病気
 びょうきで寝
 ねたきりだったからです
 。

お爺じいさんはその夜よる、倉くらの中なかに泊とめてもらうことにしました。頭巾ずきんを被かぶって、待まっていますと。「痛いたいよ。痛いたいよ。」倉くらの外そとで、樟くすの木きの泣なき声ごえらしきものが聞きこえます。樟くすの木きに、椥なぎの木きと、松まつの木きが声をかけました。「どうしました、樟くすの木きどん？」「おお、今晩こんばんは。まあ、わたしのこの格好かっこうを見みてくだされ。新あたらしい倉くらが、ちょうど腰こしの上うえに建たってのう。もう、苦くるしゅうて苦くるしゅうて。」「それは、お困こまりじゃのう。」「それでのう、わしは、こんな倉くらを建たてた長者ちょうじゃどんを恨うらんで、長者ちょうじゃどんの娘むすめを病気びょうきにして、困こまらせているんじゃ。」倉くらの中なかのお爺じいさんは、樟くすの木きたちのこの話はなしを聞きいて、すっかり安心あんしんしました。「倉くらをどかし
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 さえすれば、娘むすめごの病やまいは、必かならずよくなる。」

次つぎの日ひ。お爺じいさんは、長者ちょうじゃにこの事ことを話はなしました。長者ちょうじゃは、すぐに倉くらの場所ばしょを変かえることにしました。それから何日なんにちか経たって、倉くらの重おもみが取とれた樟くすの木きは、元気げんきを取り戻もどして、青あおい葉はをいっぱいに茂しげらせたのです。長者ちょうじゃの娘むすめも、すっかり元気げんきになりました。

長者ちょうじゃは大喜おおよろこびで、お爺じいさんにいっぱいのお宝たからをあげました。「これは、狐きつねがくれた頭巾ずきんのおかげじゃ。狐きつねの好物こうぶつでも買かってやるべえ。」お爺じいさんは、狐きつねの大好だいすきな油あぶらあげを買かって、山道やまみちを帰かえっていきました。








[1]
 「しょいこ」，名词。背柴用的架框。



[2]
 「ボツボツ」，副词。渐渐，慢慢，一点一点。



[3]
 「お辞儀をする」，鞠躬。



[4]
 「耳をすます」，注意听，洗耳恭听。



[5]
 「祟り」，名词。作祟，报应。



[6]
 「どかす」，动词。挪开，移开，撤退。





千里耳头巾




很
 久以前，在一个被重重山峰包围的小山谷里，住着一个老爷爷。老爷爷每天一早就背上装柴火的竹筐上山，在山里砍一天柴。

今天也不例外，老爷爷背着装满柴火的竹筐从山上下来。“好嘞！该回家了。咦？那是什么呀？”老爷爷正准备回去时，看到一只小狐狸在努力地想要摘树上的果实。“啊，原来是只小狐狸啊。”老爷爷自言自语。这只小狐狸看来好像脚受伤了，怎么努力，也摘不到树上的果实。

“好吧！好吧！我来帮你吧。嘿！来，吃吧。那再见了，我该走啦。”老爷爷帮它摘下果子就走了。小狐狸对老爷爷的热心帮助感激不尽，一直目送着老爷爷远去的背影。

有一天，老爷爷到集市上去买东西，回来晚了。“再不快点儿就……”他一边自言自语，一边急匆匆地行走在漆黑的道路上。山岗上一只小狐狸正在等着他。“啊呀！这就是上次那只小狐狸吧？”小狐狸似乎不停地在向老爷爷招手。

于是，老爷爷就跟在小狐狸后面走。小狐狸拖着一条病腿，努力地为老爷爷带路。小狐狸把老爷爷带到了竹林中狐狸的家里。“哎呀！这就是你的家啊？”老爷爷问道。小狐狸的家中有一只狐狸妈妈，可是她好像一直卧病在床。

狐狸妈妈不断地给老爷爷鞠躬，好像是在感谢老爷爷对它们的帮助。她一边道谢，一边从屋里拿出一个东西。这是一个破旧的头巾。老爷爷心想：“真是条脏头巾啊，是要送给我吗？那么我就欣然接受吧。”老爷爷一边道谢一边接过头巾，然后一个人按原路返回了。小狐狸一直目送着老爷爷走远。

第二天，老爷爷在院子里劈柴的时候，突然觉得什么东西掉到了脚边。他仔细一看，“这不就是昨晚狐狸妈妈给我的头巾吗，我戴上试一试吧。”于是，老爷爷戴上头巾，又开始继续劈柴。

突然，老爷爷听到了很多从来没听过的、奇怪的声音。“我们家老头子啊，一天到晚，只会在窝里睡懒觉。现在太胖了，一飞就觉得累得慌。”“是吗？都说‘瘦子五郎’，不就是你家先生嘛？”

老爷爷心想：的确有人在说话，究竟是谁呀？他环顾四周，也没发现人。

“听说那边林子里的阿吉最近经常闹肚子，身体变得很虚弱呢。”“那是因为吃太多树上的果子了。”老爷爷又听到了说话声。他心想：“真奇怪啊！明明好像有人在说话，可是又没人。”

老爷爷绕着自家房子转了一圈，不经意抬头往上一看：“啊？或许是这个头巾的缘故吧？”老爷爷解下头巾，又戴上头巾试了试。“果然是这个头巾在起作用啊。”狐狸给老爷爷的头巾是一条神奇的头巾，只要一戴上它，就可以听到动物和花草的说话声。老爷爷由衷地感谢狐狸把这么珍贵的东西给了自己。

从那以后，老爷爷觉得上山干活比以前更有趣了。戴上头巾后，他就能够听到很多小鸟和动物们的谈话。有停留在枝头上叽喳的小鸟，有站在树上说话的松鼠等等，大家聊得十分开心。

老爷爷一边在山里砍柴，一边快乐地倾听小鸟和动物们聊天。“我最近喉咙痛，完全丧失了歌唱的自信了。”“没这回儿事。你的声音还是很好听的嘛！”“真的吗？那一起唱一个呗！”他甚至听到了虫子们的窃窃私语。就这样，老爷爷整晚都在侧耳倾听虫子们快乐的歌声，孤独的他再也不感到寂寞了。

有一天，老爷爷背着柴火从山上下来的时候，听见树上有两只乌鸦在交谈着什么。老爷爷连忙戴上千里耳头巾，仔细倾听。“你听说财主家女儿的事情了吗？”“是啊！听说他家女儿已经病了很久了，据说是因为他们家院子里那棵樟树在作祟啊。”“樟树作祟？怎么会有这种事情呢？”“那这个要问问樟树了。”

听到乌鸦们的谈话，老爷爷赶忙去到财主家。财主正为卧病不起的独生女儿愁眉不展。

当晚，老爷爷得到财主的同意，住到了财主家的仓库里。他戴上头巾，耐心地等待着。只听见仓库外传来樟树“疼啊！疼啊！”的呻吟声。竹柏和松树问樟树：“樟树，你怎么啦？”樟树回答道：“哦，晚上好。你们看看我现在这副模样，新仓库正好建在我的腰上，我很难受啊！”“这样子真是不好办呐！”竹柏和松树同情地说。“我很痛恨建这个仓库的财主，所以我就诅咒他的女儿生病，让他不好受。”躲在仓库中的老爷爷听到这一切，顿时放下心来。心想：“原来是这样啊！只要拆掉仓库，财主女儿的病就得救啦”。

第二天，老爷爷把这一切告诉了财主。财主决定立即移动仓库。就这样过了几天，摆脱仓库重担的樟树恢复了活力，长出了许多青翠茂盛的叶子，财主的女儿也完全恢复了健康。

财主非常高兴，送给老爷爷很多珍宝。老爷爷心想：“这多亏了狐狸妈妈送我的魔法头巾啊！应该给狐狸买些它们爱吃的东西。”于是，老爷爷买了很多狐狸最爱吃的炸豆腐，向山上走去。




 语法详解 





（1）動詞の連用形＋たきりだ


表示后项的行为、状态是发生后一直保持不变的状态。相当于“只是……”。口语也用「たっきりだ」的形式。


* 彼とは、去年の春節に会ったきりでした。


只是在去年春节和他见了一面。


* 森さんは事故でベッドの上に寝たきりの植物人間になってしまった。


森先生因事故成了躺在床上的植物人了。


（2）少しも＋用言の否定形


表示全面否定。相当于“一点也不……”“完全不……”“根本不……”“丝毫不……”


* 君の言うことは少しも分かりません。


你说的我完全听不懂。


* この果物は大きいばかりで少しも美味しくない。


这个水果只是个大，一点也不好吃。


* その辺りは少しも静かではありません。


那一带根本不安静。


小知识



頭巾


頭巾は被り物の一種で、主として布を袋形に、あるいは折り畳み、頭部や顔面を覆い包むもの。風雪寒暑や土埃、砂埃などの傷害を防ぐ為であったり、人目を避ける為に用いられる事が多い。日本で広く流行したのは江戸時代からであり、武士、僧侶、一般庶民と幅広く用いられた。『嬉遊笑覧』や『江戸職人尽歌合』などを紐解いてみると頭巾の種類として30を超える種が認められ、形·名称ともに個性的なものが多数存在していた事が伺える。形状で大別した場合、丸形、角形、袖形、風呂敷形に分類される。また、トップスと頭巾が一体化しているものもある。


头巾


头巾是披盖物的一种，主要为口袋型或是折叠型，用于盖住头部和脸部。主要用于抵御风雪、沙尘的伤害，也可用于避人耳目。头巾在日本自江户时代开始流行，武士、僧侣及一般民众多有使用。据《嬉游笑览》《江户职人尽歌合》等书记载，头巾的种类多达30多种，形状及名称各异，颇具个性者不在少数。从形状上大致可分为圆形、角形、袖形、包袱皮形等。另外，有的头巾是和衣服连成一体的。




第五章　恋話




本章概要


爱情是人类最美好的情感之一。世界各民族中，不乏以爱情为主题的民间故事。日本也不例外。大多数日本民间爱情故事中，主人公一方为人，另一方则多由动物或神仙化身而成。既没有复杂的情节和人物关系，内容简单，易于理解；也没有现代爱情故事所热衷渲染的大悲大喜，情感质朴，扣人心弦。这些爱情故事将日本人追求完美爱情的美好心愿融入到富有奇幻色彩的神仙怪谈之中，极大地激发了读者的想象力。让我们随着肖像媳妇、龙宫来的新娘和蛇妻等一起感受她们美丽的爱情故事吧。


本章の概要


恋は人間世界の最も美しい感情の一つである。世界のあらゆる民族には、恋を主題とする民話が少なくない。日本も例外ではない。大多数の日本の恋話では、主人公の一方は人間であり、もう一方は動物か神様から化けたもののパタンが多い。複雑なストーリと人物関係もなく、内容が簡単で、読みやすい。現代の恋愛物語で大いに宣伝した悲しみと喜びもなく、感情が素朴で、読者を感動させる。これらの恋話は、日本人が完璧な恋を追求する美しい願いを幻想的な怪談に溶け込んで、読者の想像力を強く発揮させる。これから、絵姿嫁さん、龍宮から来たお嫁さんと蛇女房などと一緒に、美しい恋話を味わってみよう。




絵姿嫁さん




昔
 々むかし、働はたらき者ものの若者わかものがお嫁よめさんをもらいました。とってもとっても、綺麗きれいなお嫁よめさんです。若者
 わかものは嬉
 うれしくて嬉
 うれしくて、毎日お嫁
 よめさんの顔
 かおを眺
 ながめてばかりで、全然仕事
 ぜんぜんしごとをしません
 。困こまったお嫁よめさんは、自分じぶんの顔かおを描かいた絵えを渡わたして言いいました。「この絵えを見みながら仕事しごとをして下ください。」それからは、若者わかものは田たんぼのそばの木きにその絵えをはり付つけ
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 て、毎日まいにちせっせと働はたらきました。

ところがある日ひ、ヒューと風かぜが吹ふいてきて、大切たいせつなお嫁よめさんの絵えが飛とんでいってしまいました。その絵えはヒラヒラ飛とんで、お城しろの殿とのさまの庭にわに落おちました。その絵えを見みた殿とのさまはビックリ。「…なんと、なんと美うつくしい。この女おんなの人ひとを探さがして連つれてこい。」

まもなく、若者わかものの家いえに殿とのさまの家来けらいがやってきて、お嫁よめさんを無理矢理むりやり
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 お城しろへ連つれて行いきました。そのとき、お嫁よめさんは急いそいで若者わかものに言いいました。「アメ屋やになって、お城しろに来きて下ください。」


お城
 しろに行
 いってからのお嫁
 よめさんは、毎日泣
 まいにちないてばかりです
 。殿とのさまは、困こまってしまいました。そこへ、若者わかものがアメ屋やになって歌うたを歌うたいながらやってきました。

♪トントコ、トントコ、アメ屋
 やでござる
 。




これを聞きいたお嫁よめさんは、「オホホホホホッ」と、うれしそうに笑わらいました。「そうか、アメ屋やの歌うたが好すきなのか、それならわしも歌うたってやろう。」殿とのさまはアメ屋やをそばに呼よんで、着物きものを取とり替かえ
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 させました。アメ屋やのかっこうをした殿とのさまは、身振みぶり手振てぶりで歌うたい
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 ます。

♪トントコ、トントコ、アメ屋
 やでござる
 。

その時とき、家来けらいがやってきました。「こら、アメ屋やは城しろに入はいってはいかん。出でていけ！」殿とのさまはお城しろの外ほかに追おい出だされてしまい、二度にどと戻もどってこられませんでした。それから、殿とのさまになった若者わかものとお嫁よめさんは、お城しろで幸しあわせに暮くらしました。





[1]
 「貼り付ける」，动词。贴上、粘上。



[2]
 「無理やり」，副词。强迫、强逼。



[3]
 「取り換える」，动词。交换、互换。



[4]
 「身振り手振りで歌う」，手舞足蹈地唱歌。





肖像媳妇




从
 前，有个勤劳的年轻人娶了一个媳妇。那媳妇非常漂亮。他欣喜不已，每天就只顾盯着媳妇的脸，一点儿也不干活。为此而烦心的媳妇把一副画了自己肖像的画递给丈夫说：“你就看着这张肖像画干活吧。”于是，年轻人把那张肖像画贴在水田旁的树上，每天勤快地干活。

然而有一天，突然刮来一阵大风，“嗖”地一声，把那张珍贵的媳妇肖像给吹走了。那张画在空中飘呀飘，飘落在城里某个老爷的院子里。那老爷一看到这副画，惊讶地说：“啊呀！多美啊！快把这个女人给我找来。”

不久，老爷的仆人来到了年轻人家中，强行把他媳妇带到了城里。这时，媳妇急忙对年轻人说：“请你装扮成一个卖糖的到城里来吧。”

来到城里的媳妇每天以泪洗面，老爷为此一筹莫展。与此同时，年轻人装扮成卖糖的，一边唱歌一边来到城里。

“咚咚隆咚呛！咚咚隆咚呛！卖糖果啦！”

听到这叫声，这媳妇突然“哈哈哈”高兴地笑起来。“哦？原来她喜欢听卖糖的唱歌呐。那么，我也会唱。”老爷恍然大悟。老爷把卖糖的叫来，与他交换了自己的衣服。打扮成卖糖人的老爷，手舞足蹈地唱起了歌。

“咚咚隆咚呛！咚咚隆咚呛！卖糖果啦！”

这时，一个仆人走来，对他厉声叱喝：“喂！卖糖的不许进城。出去！出去！”就这样老爷被赶出了城外，再也没有回来。后来，成为了老爷的年轻人和他媳妇两人在城里幸福地生活在一起。




 语法详解 





（1）動詞の連用形＋てばかりいる


表示反复、经常的行为、动作。相当于“总是……”“老是……”“光……”“净……”


* 学生時代は毎日遊んでばかりいて、全然勉強しなかった。


上学时每天就是玩，一点儿也不学习。


* 悲しいけれども、泣いてばかりいてはいけないよ。


虽然很悲伤，但也不能总是哭啊。


* 最近食べてばかりいるから、体が太くなりました。


最近光是吃，所以身体发胖了。


（2）体言＋でござる/ございます


「です」的郑重表达方式，用于自身时，则有谦逊之意。


* 私は営業部の吉田でございます。


我是营业部的吉田。


* その件に関しては、現在調査中でございます。


关于这件事，现在正在调查。


小知识



家来


家来（けらい）とは、主人に対する従者を意味する用語。古くは公家の摂家や大臣家と礼儀見習いの殿上人との間で結んだ仮の主従関係である家礼（けれい）に由来するとも言われている。中世以前では「家礼」「家頼」、近世は「家来」と書かれた。やがて、公家の従者たる武士をも指すようになり、武士の従者となった武士に対してまでもこの言葉が用いられるようになった。また、家庭内労働従事者にたいして、この用語が使用される場合がある。


家来


“家来”是指主人的侍从。古代天皇的摄关门第或大臣与殿上人（古时获准可进入宫中清凉殿的人，即介于上达部与地下部之间的四品、五品中的部分官员以及六品的藏人）之间形成的假设的主从关系称为“家礼”。据说“家来”一词即来源于此。中世以前，写为“家礼”“家赖”，近世则写为“家来”。后来，也用来指效忠于朝廷的武士，或是武士的侍从。另外，有时也可用来指一般家庭雇佣的从事劳动的下人。




龍宮から来たお嫁さん




昔
 、ある所ところに、大変たいへん貧乏びんぼうな男おとこがおりました。男おとこは、山やまで木きを切きって薪たきぎを作つくり、町まちでそれを売うって歩あるくのを商しょう売ばいにしていました。

ある日ひのこと、その日ひは、一日中いちにちじゅう、いくら声こえをからして
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 町まちを歩あるいても、一ひとつも、薪たきぎが売うれません。がっかりして家いえへ帰かえる途と中ちゅう、海うみ辺べを通かよっていくと岩いわの下したで水みずがくるくると、面白おもしろく渦うずをまいている
 

[2]



 のを見みつけました。それで、何気なにげなく
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 、持もっていた薪たきぎを一束投ひとたば　なげ込こむと、薪たきぎはくるくると回まわって水みずの底そこに沈しずんでいきます。男おとこは、面白おもしろくなって、一束ひとたば、また一束ひとたばと薪たきぎを投なげこんでみました。どれもみんな、くるくると回まわって、すうっと水みずの中なかへ消きえていきます。そして、とうとう持もっていた薪たきぎを全ぜん部ぶ海うみの中なかに投なげ込こんでしまいました。

すると、突然海とつぜんうみの中なかから、一匹いっぴきの海亀うみがめが出でてきて、男おとこに言いいました。「あなたが薪たきぎをたくさんくださったので、龍宮りゅうぐうの王様おうさまは大変たいへんお喜よろこびです。そのお礼れいに、ぜひ龍宮りゅうぐうに遊あそびに来きてください。」そこで、男おとこは海亀うみがめの背中せなかに乗のって海うみの底そこの龍宮りゅうぐうへ行いきました。

   



龍宮
 りゅうぐうでは、山
 やまのようなご馳
 ち走
 そうが出
 でて三日
 みっかの間
 あいだ、歌
 うたったり踊
 おどったり、夢
 ゆめのように楽
 たのしい日
 ひを過
 すごしました
 。そして、男おとこは龍宮りゅうぐうの王様おうさまから美うつくしいお姫ひめ様さまをお嫁よめさんにもらって帰かえってきました。

二人ふたりは幸しあわせに暮くらしていましたが、そのお姫様ひめさまがあまり美うつくしいので、話はなしを聞きいたその国くにの殿との様さまが、何なんとかしてそのお姫様ひめさまを自分じぶんのお后きさき
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 にしたいと思おもいました。

   


殿様とのさまはある日ひ、男おとこを自分じぶんの所ところへ呼よびつけて、言いい渡わたしました。「明日あしたの朝あさまでに、千せん石ごくの米こめを納おさめ
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 よ。もしそれができないならば、お前
 まえの嫁
 よめをもらうから、そのつもりでおれ
 。」男おとこはすっかり悲かなしくなって、泣なく泣なくうちへ帰かえってきました。

千石せんごくの米こめなど、どうして揃そろえることができるでしょうか。千石せんごくはおろか、一いっ石こく
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 だってありません。男おとこが頭あたまを抱かかえてため息いきをついていると、龍宮りゅうぐうからきたお姫様ひめさまのお嫁よめさんが、「一体いったい、どうなさったのです。殿様とのさまのご用ようはどんなご用ようでしたか。」と尋たずねました。男おとこは、「困こまったことになってしまった。実
 じつは殿様
 とのさまが明日
 あしたの朝
 あさまでに米千石
 こめせんごくを納
 おさめろ、もしだめならお前
 まえを寄
 よ越
 こせ、というのだ。」と話
 はなしました
 。すると、お嫁よめさんは少すこしも驚おどろかないで、にっこりして言いいました。「そんなことでしたら、易やさしいことです。どうぞ、ご安心あんしんください。」

あくる朝早あさはやく、お嫁よめさんは身体からだを清きよめて、海うみ辺べに行いきました。そして、海うみに向むかって、ぽんぽん、と手てを叩たたきました
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 。するとどうでしょう。何百匹なんびゃくぴきという海亀うみがめが米俵こめだわらを背せ中なかにつけて、海うみの中なかから、後あとから後あとから出でてきたのです。海亀うみがめは殿様とのさまの御殿ごてんの庭にわに、次々つぎつぎと米俵こめだわらを運はこび、山やまの頭とうに積つみ上あげました。男おとこは大喜おおよろこんで、さっそく殿様とのさまに、このことを知しらせました。

   


殿様とのさまが庭にわに出でてみると、ほんとうに千石せんごくの米こめが積つみ上あげてあります。殿様とのさまは悔くやしがって、また男おとこを呼よびよせると、「今度こんどは‘ヒュ一ドンドン、袖そでかぶる、エイヤハッチ、ヤレタマラン’というものを明日あしたの朝あさまでにもってこい。さもないと、お前まえの嫁よめをもらうぞ。」と脅おびやかしました。男おとこはまたすっかり悲かなしくなって、泣なく泣なく家いえへ帰かえりました。

そして嫁よめさんにこの話はなしをすると、お嫁よめさんは、「心配しんぱいなさいますな。わたくしがここに三みっつの箱はこを持もっております。これを殿様とのさまの前まえでお開あけになってくださいまし。」と教おしえて、四し角かくな三みっつの箱はこを渡わたしました。

あくる日ひの朝あさ、男おとこは何なにも分わからないままに、殿との様さまのところへ行ゆき、「お約束やくそくの品しなを持もってまいりました。」といって三みっつの箱はこを差さし出だしました。

そして、第一だいいちの箱はこを開ひらくと、中なかから笛ふえと大鼓おおつづみをもった小人こびとがたくさん出でてきて、ヒュ一ドンドンと賑にぎやかに騒さわぎ出だしました。殿様とのさまや家来けらいたちが、あれあれと驚おどろいていますと、男おとこは第二だいにの箱はこを開ひらきました。すると中なかから、いきなり蜂はちがぶんぶん飛とび出だして、手てあたり次第しだいに刺さしました。みんなは慌あわてて、袖そでで頭あたまを隠かくして、蜂はちを追おい払はらおうとしました。

その時男ときおとこは、第三箱だいさんばこを開あけました。すると、今度こんどは小ちいさいな槍やり
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 を持もった小人こびとが、次々つぎつぎに飛とび出だし、みんなに向むかってエイヤハッチと突つきかかりました。殿様とのさまもこれにはびっくり仰天ぎょうてん「ヤレタマラン、助たすけてくれ！」と逃にげまわり、とうとう男おとこに謝あやまって小人こびとをもとの箱はこに戻もどしてもらい、たくさんの品物しなものをやって、帰かえしました。

それから後あと、男おとことお嫁よめさんは、いつまでも、幸しあわせに暮くらしたということです。





[1]
 「声をからす」，嘶哑着嗓子。



[2]
 「うずをまく」，漩涡翻滚。



[3]
 「何気ない」，形容词。无意，无心。



[4]
 「お后」，名词。皇后，妃子。



[5]
 「納める」，动词。交纳、缴纳。



[6]
 「石」，体积单位。“一石”等于“十斗”。



[7]
 「手を叩く」，鼓掌。



[8]
 「槍」，名词。长矛。





来自龙宫的新娘




从
 前，某个地方有一个很穷的男子，他每天上山砍柴，然后拿到城里沿街叫卖。

这是发生在某一天的事情。那天他在街上四处叫卖却连一捆柴都没卖掉，他只好垂头丧气地回家了。回家路上，他经过海边，靠近一看，只见岩石下面有个漩涡，正“咕嘟咕嘟”往外冒水，真有意思。然后，他无意中把肩上挑的柴火扔了一把进去，那木柴一下子就“咕噜”地盘旋着沉到了水底。他觉得十分好玩，就一把又一把地把木柴扔了进去，每把木柴都“咕噜”地旋转一下，瞬间消失在水里。终于，他把挑来的木柴全都扔进了大海里。

这时，突然从大海里出来一只海龟，对他说：“你给我们送来了很多木柴，龙王十分高兴，为了感谢你，请你到龙宫里逛一逛吧。”于是，这男子坐在海龟背上，向海底龙宫驶去。

龙宫里摆出许多美味佳肴款待他，这三天他又唱又跳，仿佛在梦境一般快乐无比。后来这男子从龙王那儿娶了一位漂亮的公主做新娘，一起回了家。

他们两人过着幸福的生活。可是，有个大老爷听说这位龙女很漂亮，就想把她弄来做妃子。

有一天，大老爷把这男子叫来，对他说：“限你明天早晨之内缴纳一千石米，如办不到，就把你的妻子献给我，你去筹备吧！”这男子听了十分伤心，流着眼泪赶回家。

“我上哪儿去凑齐一千石米呀？别说一千石，就连一石也没有啊！”他正抱着脑袋叹息时，来自龙宫的公主新娘问道：“你究竟怎么啦？大老爷找你有什么事呀？”他回答：“真是不好办呐！大老爷说明天早晨要我缴纳一千石米，若办不到就把你献上去。”新娘听了没有丝毫惊慌，微笑着说：“若是这事儿，那太简单了。你就放心吧！”

第二天一早，新娘沐浴更衣，去到海边，面向大海“啪啪”地拍了几下手。你猜结果怎样？只见几百只海龟背着装米的草袋，接连不断地从海里出来，它们一个接一个地把米袋搬运到大老爷城堡的庭院里，大米袋高高地堆积如山。这男子高兴极了，立刻向大老爷禀报了此事。

大老爷出到院子里一看，果真堆着一千石大米。他感到非常懊恼，又把这男子叫来，威胁他说：“这回限你在明早带一个东西来，它是一个会‘锵咚咚’响的，遮着袖子的，叫喊‘嗨哟！杀呀！’‘哎哟！受不了啦！’的东西。不然的话我就要你的妻子！”这男子听了十分伤心，含着泪赶回家。

当他把此话告诉了新娘，他的新娘听完对他说：“不用担心。我这里有三个匣子，请你在大老爷面前把它打开。”说着递给了他三个方形的匣子。

第二天早上，男子虽然也是一头雾水，但还是来到大老爷的城堡里。他说：“我带来了您所要的东西。”并献上了三只匣子。

当他一打开第一个匣子，里面跳出了许多敲锣打鼓的小人，顿时“锵！咚！咚”地热闹了起来。大老爷和随从们一看“哎呀呀”地惊叹不已。接着这男子又打开了第二只匣子，突然从里面“嗡嗡”地飞出来一大群蜜蜂，见人就蜇，大家慌忙用袖子蒙住脑袋，使劲儿驱赶蜜蜂。

此时这男子又打开了第三只匣子，里面接连不断地跳出来许多手持长矛的小人，叫喊着“嗨哟！杀呀！”冲向大老爷和随从们。这下子可把大老爷给吓坏了，他一边叫喊“哎哟！受不了啦。救命啊！”一边四处逃窜。最终大老爷向这男子道了歉，求他把小人儿收回到匣子里，并且送给他很多东西，放他回了家。

据说从那以后，这男子和他的龙宫新娘一直过着幸福美满的日子。




 语法详解 





（1）動詞の連用形＋たり、動詞の連用形＋たりする


表示动作、状态的并列或两个事项的反复交替。相当于“有时……有时……”“又……又……”


* 何か心配なことでもあるのか彼は腕組みをして廊下を行ったり来たりしている。


他好像有什么心事，抱着胳膊在走廊里踱来踱去。


* 夏休みに海で泳いだり、山に登ったり、好きな本を読んだりして過ごします。


在海边游游泳，爬爬山，读读喜欢的书，暑假就这样过去了。


（2）動詞、形容詞の連体形/形容動詞語幹/名詞＋なら（ば）


表示假定条件。相当于“要是……的话”。


* あなたがそんなには反対するならばあきらめます。


你那么反对的话，我只好作罢了。


* 彼女のことがそんなに嫌いなら別れたらいい。


你那么讨厌她的话，分手算了。


* 中華料理なら何でも好きです。


只要是中国菜，我就喜欢。


小知识



大鼓


日本の打楽器の一種。おおかわ（大鼓、大革）、大（だい）ともいう。能、狂言、歌舞伎囃子などで使われる。中央が細くくびれた桜材の胴に、鉄輪に馬皮を張った表革·裏革計2枚をあて、麻の調緒（しらべお）で締める。調穴は6個。小鼓より大きく、胴の中央に鍔（つば）という飾り彫のあること、革に漆を塗らないことが小鼓と異なる。能楽や歌舞伎囃子では小鼓と対で用いる。能では小鼓に先がけて打ち、基本の拍を中心に刻み、囃子の進行のサインを打ち出す役目もする。カーン！！という高い音がする。まわりをリードする男性的な楽器。


大鼓


日本的一种打击乐器。也叫“大革”“大”。常用于能乐、狂言、歌舞伎伴奏中。鼓身由樱木制成，中间细，两头粗，铁圈上蒙上表层和里层共两层马皮，带有麻制的调琴钮。有6个调孔。比小鼓大，鼓身中部有叫做“锷”的雕刻装饰物，与小鼓不同的是，大鼓的鼓皮是不上漆的。使用在能乐和歌舞伎伴奏中，与小鼓相呼应。在能乐中，大鼓先于小鼓打响，定下一个基本的节拍，在歌舞伎伴奏中也充当控制曲子节奏的角色。大鼓声音刚劲清脆，可以说是一种统领全局的男性化的乐器。




娘の婿選び







昔
 、ある長者ちょうじゃに年頃としごろの一人娘ひとりむすめがいました。娘むすめは家いえの用事ようじで川かわの傍そばを歩あるいていましたが、このところの長雨ながあめつづきで川かわは大水おおみずです。

「まあ怖こわい。気きをつけて歩あるかないと。…あっ！」運悪うんわるく娘むすめは足あしを滑すべらせてしまい、そのまま川かわに落おちてしまいました。さあ、大変たいへんです。見みていた人ひとが川かわに駆け寄よりましたが、娘むすめはどこへ流ながされたのか、どこを探さがしても見みつかりません。

それを聞きいた長者ちょうじゃは狼狽うろたえ、通とおりかかった易者えきしゃ
 

[1]



 に娘むすめの居場所いばしょを占うらなわせる
 

[2]



 と、「板いたぎれに捉つかまって、少すこし向むこうの深ふかみに浮ういておる」と、教おしえてくれました。

おかげで娘むすめは見みつかりましたが、川かわは大変たいへんな大水おおみずなので、飛とび込こんでいって助たすける事ことができません。そこへ、目めの見みえない男がやってきて、「わたくしがお助たすけしましょう。縄なわを用意よういしてくだされ」と、自分じぶんの体からだに縄なわをつけて川かわに飛とび込こむと、何なんとか娘むすめを引ひきあげてくれました。

でも、娘むすめはひどく弱よわっていて、今いまにも死しんでしまいそうです。と、今度こんどはそこに医者いしゃが駆かけつけ、ありったけ
 

[3]



 の手当てあてをして
 

[4]



 くれたので、娘むすめはなんとか命いのちを取とり留とめる
 

[5]



 ことができました。

   


助たすけてくれた三人さんにんに感謝かんしゃした長者ちょうじゃは、お礼れいに娘むすめを嫁よめにやることにしましたが、娘むすめは一人ひとりなのに、助たすけてくれたのは三人さんにんです。易者えきしゃと目めのみえない男おとこと医者いしゃの、だれに娘むすめをやるか迷まよいました。三人さんにんとも命いのちの恩人おんじんですし、三人さんにんとも娘むすめを嫁よめにほしいと言いいます。

「はて、どうしたものかのう」困こまった長者ちょうじゃは、名めい裁さばき
 

[6]



 で有名ゆうめいな大岡越前守おおおかえちぜんのかみに頼たのむことにしました。「どうか、大岡おおおかさまに娘むすめの婿むこを選えらんでいただきたい。三人さんにんのうち、誰だれが娘むすめを一番幸いちばんしあわせに出来できるか、大岡おおおかさまの名裁めいさばきをお願ねがいいたします。」「…うむむ」数々かずかずの難問なんもんを解決かいけつしてきた越前守えちぜんのかみですが、この時ときばかりはさすがに困こまってしまいました。「まあ、三日待みっかまってくれ。」とりあえず、その日ひは長者ちょうじゃを帰かえらせて、それから三日間みっかかん、夜よるも寝ねないで考かんがえましたが、よい知恵ちえが浮うかびません。

三日経みっかたって、再ふたたび長者ちょうじゃがやってきましたが、「あと、二日ふつかまて」と、日ひを延のばしてもらいました。そして、ある滝たきの近ちかくへ気晴きばらしに出でかけることにしたのです。「ふう、困こまった困こまった。厄介やっかいなことを引ひき受うけてしまった。」岩いわに腰こしを下おろして、ボンヤリと滝たきを眺ながめていると、ふと、話はなし声ごえが聞きこえてきます。実じつは岩いわの下もとに洞穴どうけつがあって、そこを山賊さんぞくが隠かくれ家がにしているのでした。


耳
 みみを澄
 すませてみると、なんと、今回
 こんかいの裁
 さばきについて話
 はなしをしているではありませんか
 。「大岡おおおかさまでも、あの裁さばきはつけられんとは、気きの毒どくな事ことじゃ。」「おい、貴様きさまなら、どうする？」「決きまっておる。わしなら、長者
 ちょうじゃの娘婿
 むすめむこには、易者
 えきしゃや医者
 いしゃではなしに、目
 めの見
 みえん男
 おとこじゃ
 。」「ほほう。どうして、そう決きめられるのだ？」「分わからんのか？昔むかしから、『たとえ火ひの中なか、水みずの中』という言葉ことばがあるじゃろうが。易者えきしゃが占うらないをするのは当あたり前まえ。医者いしゃが人ひとを助たすけるのは当あたり前まえ。それに比くらべて目めの見みえん男おとこは、本当ほんとうに水みずの中なかを潜くぐって娘むすめを助たすけたんじゃ。目めの見みえん男おとこが娘むすめを一番幸いちばんしあわせにする決きまっておる。」




越前守えちぜんのかみは山賊さんぞくの言葉ことばになるほどと感心かんしんして、目めの見みえない男おとこを長者ちょうじゃの娘婿むすめむこに決きめたということです。「うむ、これにて、一件落着いっけんらくちゃく！」





[1]
 「易者」，名词。算卦先生，卜者。



[2]
 「占う」，动词。算命，占卜，占卦。



[3]
 「ありったけ」，名词。全部，一切。



[4]
 「手当てをする」，治疗。



[5]
 「命をとりとめる」，保住一条命。



[6]
 「裁き」，名词。裁判，审判。





选夫婿




很
 久以前，有一位富翁，家有一位待字闺中的女儿。有一天，这位姑娘由于家里有事来到了河边。因近来一直下大雨，河水涨得很高。

姑娘心想：“哎呀，真恐怖啊，要小心点……”可姑娘真是不走运，竟然脚底一滑，掉进河里去了。哎呀，这可糟糕了！看见姑娘落水的人赶忙跑到河边，但却怎么也找不到姑娘的下落。

听到这个消息，富翁惊慌失措，急忙问路过的巫师，让他占卜一下女儿的下落。巫师告诉他：“她抓住了一块木板，现正漂到对面深一点儿的地方。”

果然，富翁找到了女儿，但是，因为河水太湍急了，没办法跳下去救她。就在这时，来了一位盲人，对富翁说：“我来救她吧。请给我准备一条绳子。”说着，把自己的身体绑在身体上，飞身一跃跳入河中，终于把姑娘拉上岸来。

但是，姑娘已经非常虚弱，好像马上就要死了。这时来了个医生，他用尽一切的方法，全力救治姑娘，终于帮这位姑娘捡回了一条命。

为了感谢三个人对女儿的救命之恩，富翁准备把女儿嫁给他们。但是，女儿只有一个，救命恩人却有三个。巫师、盲人和医生，到底把女儿嫁给谁好呢？三个人都是救命恩人，而且三个人都想娶女儿，这可如何是好？

富翁为此伤透了脑筋，就去找著名的善于断案的大冈越前守，请他帮忙出主意。富翁说：“大冈大人，请一定要帮我女儿选个好夫婿。请问，这三个人里面，谁最能让我女儿幸福呢？请您帮我判断一下吧。”越前守虽断过无数困难的案子，面对这个棘手的问题，也显得十分苦恼。“嗯，不好办啊。请给我三天时间吧。”他说。说完，他先让富翁回家，自己不眠不休地想了三天，也没想出什么好点子。

过了三天，富翁又来了。“请再给我两天时间吧。”越前守向富翁说，又把日期延后了两天。然后，他就去一个瀑布边散散心。正当他坐到瀑布边的岩石上时，不经意间听到有人在说话：“嗯！这可不好办呐。这回他可接手了一个棘手的问题啊。”原来，岩石下面有个洞穴，山贼把这里弄成一个隐蔽的住所。

越前守侧耳细听，原来，他们正在讨论这次关于被救姑娘选婿的案子。“大冈大人也被搅和到这个难题里面啦。真是可怜啊！”“喂！要是你的话，你会怎么判呢？”“那不是明摆着的嘛。要是我的话，我肯定不判巫师或是医生，而是判盲人当富翁的女婿啦。”“噢？这又是为什么呢？”“这你还不明白吗？俗话不是说：‘救人于水火之中’嘛。巫师为人占卜，这是他的工作。医生救治他人，也是他的本职。而相比之下，盲人没有救人的义务，他却奋不顾身跳入水里救起了那姑娘。所以说啊，盲人才是能让那姑娘最幸福的人啊！”

越前守听到山贼这一席话，茅塞顿开，决定判盲人给富翁当女婿。“嗯！我又圆满地解决了一桩案子。”越前守满意地说道。




 语法详解 





（1）なんと＋用言の終止形／体言＋ではないか


表示感叹或惊讶。相当于“多么……啊”“多么……呀”。


* なんと雄大な橋ではないか。


真是一座雄伟的大桥啊。


* なんと顔色がちっとも変えないではないか。


脸色真是一点儿也不变啊。


* 月日の経つのはなんと矢のように早いではありませんか。


真是光阴似箭啊。


（2）体言＋なしに


表示在未做或未发生前项的状态下来做后项，意思与「ないで」「ずに」相近，用于书面语。口语用「ないで」。


* 小野さんは親に相談なしに、自分の進路を決めてしまった。


小野没和父母商量，就决定了自己的出路。


* 先生は忙しい人だから、約束なしに人と会ったりしないでしょう。


老师是个大忙人，所以不预约就不见人吧。


小知识



易者


筮竹（ぜいちく）と算木でそこにあらわれた卦（け）を見る易占をし，顧客から報酬を得ることを専業とするもの。易は中国古代の占術で日本にも早く伝えられ，古代の平城京にすでに相八卦読のいたようすが《日本霊異記》にみられる。庶民の間にまで盛んに広まったのは、江戸時代の頃である。道路上に店を出して、占いをする人は「大道易者」と言われる。「易者身の上知らず」ということわざがあり、「易者は他人の運勢は占うが、自分のこととなるとわからない。自分のことには正しい判断ができない」ということのたとえとして使われる。


巫师


是通过由筮签和算木摆出的卦象进行占卜而获取顾客报酬的职业。据《日本灵异记》记载，易术是中国古代的占卜术，很早就传入日本，在古代的平城京就有帮人解读八卦象的人。易术普及到民间是在江户时代左右。在路上摆出摊子，为来往行人占卜的人叫“大道易者”。日语中有“占卜者难知自身命运”的谚语，指占卜者可以占卜他人的运势，却无法得知自己的将来，用来形容人无法对自己的事情做出正确的判断。




蛇女房



   



昔
 々むかし、山やまで炭焼すみやきをする男おとこがいました。この男おとこ、心こころは優やさしいのですが、嫁よめさんももらえぬほどの貧乏びんぼうでした。

ある日ひのこと。男おとこが炭焼すみやき窯がまに火ひを入いれると、窯かま
 

[1]



 の後あとから大おおきな蛇へびが這はい出だし
 

[2]



 てきました。「お、よく見みかける蛇へびだな。ああっ、窯かまに近ちかづいちゃ、危あぶないじゃないか。ほれ、あっち行いけや。」男おとこは蛇へびを、外そとの草くさむらに出だしてやりました。

その夜よる、男おとこの家いえに、美うつくしい娘むすめが訪たずねてきました。「わたしは、あなたを山やまでよく見みかけていました。何なんでもしますから、嫁よめさんにしてください。」娘
 むすめを一目見
 ひとめみただけで、好
 すきになった男
 おとこは喜
 よろこんで言
 いいました
 。「ご覧らんのとおりの貧乏びんぼうで、何なにもないが、それでもいいなら。」こうして、娘むすめは男おとこの嫁よめさんになったのです。

嫁よめさんは働はたらき者もので、暮くらし向むきも大分だいぶよくなってきました。男おとこはとても幸しあわせでした。やがて、嫁よめさんのお腹なかに子供こどもが出来できました。いよいよ生うまれるという時とき、嫁よめさんは男おとこに言いいました。「今いまから赤あかんぼうを生うみますが、わたしが呼よぶまでは、けっして部屋へやを覗のぞかないでください。」「分わかった。約束やくそくする。」

だけど、赤あかんぼうの泣なき声ごえが聞きこえると、男おとこは思おもわず、戸との隙間すきまから中なかを覗のぞいてしまいました。「あっ！」男おとこはびっくりしました。部屋へやいっぱいに大蛇だいじゃがとぐろを巻まき
 

[3]



 、その真まん中なかに、生うまれたばかりの赤あかんぼうを載のせて、ペロペロと舐なめているのです。

   


人間にんげんに戻もどった嫁よめさんは、赤あかんぼうを抱いだいて出でてくると、悲かなしそうに言いいました。「あれほど、見みるなと頼たのんだのに…わたしは炭焼すみやき窯がまの近ちかくの池いけに住すんでいた蛇へびです。あなたが好
 すきで嫁
 よめさんになりましたが、正体
 しょうたいを見
 みられたからには、もう、一緒
 いっしょにはおられません
 。赤あかんぼうが乳ちちをほしがったら、この玉たまをしゃぶらせ
 

[4]



 てください。わたしは山やまの池いけに戻もどります。」嫁よめさんは赤あかんぼうと水晶すいしょうのような玉たまを置おくと、姿すがたを消けしてしまいました。

男おとこは途方とほうに暮くれましたが、赤あかんぼうは母ははのくれた玉たまをしゃぶって、すくすくと育そだち
 

[5]



 ました。

「母親ははおやがいないのに、不思議ふしぎなこともあるもんだ。」玉たまの話はなしは噂うわさになって、ついに殿様とのさまの耳みみにも届とどきました。「その玉たまをめしあげろ！」玉たまは、殿様とのさまに取とり上あげられてしまいました。

玉たまを取とり上あげられた子供こどもは、お腹なかが空すいて泣き叫さけびます。男おとこは困こまり果はて、子供こどもを抱だくと、嫁よめさんのいる山やまの池いけに行いって声こえをかけました。「坊ぼうの母かあちゃんよう。どうか乳ちちをやってくれ。あの玉たまは殿様とのさまに取とられちまったんだ。」すると、嫁よめさんが現あらわれ、「この子この泣なくのが一番いちばん切せつない
 

[6]



 。…さあ、これをしゃぶらせてくだされ。」と言いい、また一ひとつ玉たまをくれると、スーッと消きえました。玉たまをしゃぶった子供こどもは、たちまち泣き止やんで、元気げんきに笑わらいました。

ところが、その玉たまもまた、殿様とのさまに取とり上あげられてしまったのです。お腹なかの空すいた子供こどもは、また泣なき叫さけびます。またまた困こまった男おとこは池いけに行いき、事ことの次第しだいを話はなしました。すると、現あらわれた嫁よめさんは、悲かなしげに目めを伏ふせて
 

[7]



 、「実じつは、あの玉たまはわたしの目玉めだまだったのです。二ふたつともあげてしまいましたから、もう玉たまはないのです。」「そ、それでは、目めも見みえないではないか、ああ、惨むごいことをしてしまった。」男おとこは、抱だいた子供こどもと一緒いっしょに泣なきました。

「ああ、愛いとしい
 

[8]



 お前まえやこの子こを泣なかせる者ものは、許ゆるさない。今いまから仕返しかえしをします
 

[9]



 。さあ早はやく、もっと高たかいところへ行いってください。…この子このことは頼たのみましたよ。」そう言いうと、嫁よめさんは見みる間まに大蛇だいじゃの姿すがたになって、ザブン！と池いけに飛とび込こみました。

池いけの水みずが山やまのように膨ふくれ上あがり、周まわりに溢あふれだします。男おとこは我わが子こを抱かかえ、夢中むちゅうで高たかい方ほうへ駆かけ上のぼりました。上のぼって上のぼって振ふり返かえると、池いけは吹ふき上あげるように水みずを溢あふれさせ、麓ふもとのお城しろまで流ながれていきます。そして、あっという間まに殿様とのさまもろとも
 

[10]



 お城しろを呑のみ込こみ、どこかへ押おし流ながしてしまいました。








[1]
 「窯」，名词。窑，炉。



[2]
 「這い出す」，动词。爬出来。



[3]
 「とぐろを巻く」，卷成一团。



[4]
 「しゃぶる」，动词。含，嗍。



[5]
 「すくすくと育つ」，茁壮成长。



[6]
 「切ない」，形容词。喘不过气来，难过，苦闷。



[7]
 「目をふせる」，（不敢正视对方而）低头朝下看。



[8]
 「愛しい」，形容词。可爱，可怜。



[9]
 「仕返しをする」，报仇。



[10]
 「もろとも」，名词。一起，一同，共同。





蛇妻




从
 前，有个靠烧炭为生的男子。这男子心地善良，可他穷得连媳妇也娶不起。

有一天，他正往烧炭的炉子里添柴，突然发现从炉子后面爬过来一条大蛇。“哦！经常见到这条蛇呀。啊呀！你不要靠近炉子，这太危险了。快！去那边吧！”说着他把这条蛇驱赶到了外面的草丛里。

那天晚上，这男子家里来了一位美丽的姑娘。姑娘说：“我经常在山里见到你。请娶我为妻吧！我什么都能干。”这男子对姑娘一见钟情，非常高兴地说：“如你所见，我很穷。如果这样可以的话……”姑娘就这样成了这男人的妻子。

由于妻子很能干，所以日子也逐渐好起来，男子感到十分幸福。不久，妻子怀孕了。快临产的时候，妻子告诫男子说：“我就要生产了，我若不叫你的话，你千万不要往屋子里面看。”男子说：“明白了。我保证！”

可是，当一听到小孩子的啼哭声，男子就忍不住从窗户的缝隙往屋里偷看。“啊！”男子一看吓得惊叫起来。屋里竟满满地盘踞着一条大蛇，它中间围着一个刚出生的小孩，大蛇正在用舌头舔那个小孩。

过了一会儿，变回人形的妻子抱着孩子从屋里走了出来，她悲伤地说：“我是如此叮嘱你不要看的，可你……我就是那只住在烧炭炉旁边池塘里的大蛇。因为喜欢你，所以嫁给了你。但是，既然真相被你看到了，那么我们就不能在一起了。如果孩子想吃奶，就给他舔这粒珠子吧。我要回山中的池塘里去了。”说完，妻子留下孩子和一颗水晶般的珠子，就消失了。

男子不知所措，而孩子则舔着妈妈留下的那颗珠子，逐渐茁壮成长起来。

大家纷纷议论道：“妈妈不在了，孩子竟能如此健康成长，真是太神奇了！”就这样，关于珠子的传言一传十，十传百，最终传到了老爷的耳朵里。“把珠子给我！”老爷一把抢走了珠子。

珠子被抢走后，孩子饿得直哭喊。男子实在没办法了，只好抱着孩子，来到山上池塘边，喊到：“孩子他娘，无论如何，请给孩子喝口奶吧！那个珠子被老爷抢走了。”就在这时，他妻子出现了：“听到孩子哭是最痛苦的。好吧！把这个珠子给他舔吧。”于是，她给了这男子另一枚珠子，然后“嗖”地一声就消失了。舔着珠子的孩子，立刻停止了哭泣，充满活力地笑了起来。

但是，这粒珠子又被老爷夺走了。饿着肚子的孩子又哭喊起来。万般无奈的男子再一次来到池塘边，把事情的原委告诉了妻子。听罢，妻子悲伤地闭目而道：“其实啊！那两颗珠子是我的眼珠啊。两个都给你了，已经没有了。”“啊？那、那你不就看不见了？啊？我干了多么残忍的事儿啊！”这男子抱着孩子失声痛哭。

“我一定不会饶恕让你和孩子痛哭的人！我现在就要报仇。快！你们快到高处去。孩子就交给你了。”说完，妻子一下子变成一条大蛇，“扑通”跳进了池塘里。

池子里的水涨得像山一样高，把周围的一切都淹没了。男子抱着孩子，拼命往高处奔跑。跑啊，跑啊，他回头看时，只见池塘的水不断往外喷涌，一直涌向山脚下的宫殿。瞬间，老爷和宫殿就淹没在大水之中，被冲得无影无踪了。




 语法详解 





（1）用言の連体形／名詞＋だけで


表示仅依靠前项方式就可以实现后项结果。相当于“只……就……”“仅靠……就……”


* 薬を飲むだけで、風邪が治りました。


只靠喝药感冒就好了。


* あそこへは自転車だけで行けますよ。


仅靠自行车就能去那里。


* この映画が面白いだけで、何の役にも立たない。


这部电影只是有趣，什么作用也没有。


（2）用言の終止形＋からには


表示让步的意思，相当于“既然……就……”


* イタリアに来たからには、一日も早くイタリアの習慣に慣れるつもりだ。


既然来到了意大利，就打算尽早适应意大利的风俗习惯。


* 学生であるからには、よく勉強しなければならない。


既然是学生，就必须好好学习。


小知识



炭焼き


平安期の貴族生活には暖房用に木炭が用いられ、さらに中世以後、茶の湯の普及と都市生活の発展に伴ってその需要もしだいに増していったので、京坂周辺にはそのためいくつかの製炭地が形成された。近世に入ると、都市生活の一般化に伴い木炭の需要が高まって、製炭業もしだいに広まった。広く国中の山村に冬期兼業としての製炭稼ぎが一般化するのは明治末期以後のことである。古い専業的炭焼きはおもに鉱山の精錬業や鍛冶に随伴した存在であった。しかし今日、いわゆる「燃料革命」の結果、炭焼きはまったく過去のものと化しつつある。


烧制木炭


平安时期的贵族生活多用木炭取暖，中世以后，随着茶道的普及和城市生活的发展，木炭的需求逐渐增加，于是，在京都大阪附近形成了几个木炭产地。进入近世以后，城市生活的发展使得木炭需求量增加，烧炭业逐渐扩大。明治末期以后，日本各地的山村广泛地将烧炭作为冬天的副业。这是伴随着矿山的精炼业和冶炼技术的发展而存在的。但是，今天，作为“燃料革命”的结果，烧炭已经成为历史的产物。




第六章　笑い話




本章概要


以引人发笑为目的讲述的民间故事称为滑稽故事。滑稽故事并不详细描写情景和人物行动，而是通过简洁的语言推进故事发展。大多数滑稽故事都是源于身边的日常小事，故深受大人小孩的喜爱。日本的滑稽故事根据制造笑料的人物的特点，可分为四种。①智力缺陷（《笨女婿》里的女婿）②意外性（《头上的池塘》里的男子）③言行上的过失（《三个大哭的人》里的出场人物）④肉体的缺陷（《“将来”先生》里耳背的老奶奶）等。下面就让我们细细地品味这些滑稽可笑的故事，尽情地欢笑吧。


本章の概要


笑わせることを主な目的として語られる民間物語を笑い話と呼んでいる。笑い話は、細かな情景描写や人物の行動を詳しく語るのではなく、簡潔な言葉で、段々その話を進めていくのである。多くの笑い話は、我々の身近な日常生活からの出来事を中心にしたので、子供から大人まで、幅広く親しんでいる。日本の笑い話は笑いの種を撒いた人物の特徴から見ると、①知能的な欠陥（「馬鹿婿」のお婿さん）、②意外性（「頭の池」の男）、③言動の過失（「三人泣き」の登場人物ら）、④肉体的欠陥（「先々さん」の耳の遠いおばあさん）などと四つに分類できる。それでは、それらの笑い話をじっくり読んで、皆で思い切り陽気に笑おう。




馬鹿婿




昔
 々むかし、馬鹿婿ばかむこさんが、お嫁よめさんの実家じっか
 

[1]



 に行いきました。久ひさしぶりに娘むすめの婿むこの顔かおを見みた実家じっかのお母かあさんは、たいへん喜よろこび、何なにかうまいものでも食たべさせようと思おもって団子だんごを作つくって食たべさせました。

馬鹿婿ばかむこさんは今いままでにこんなにうまい物ものを食たべた事ことがなかったので、「うまい！うまい！」と食たべながら「こりゃー、なんと言いうかい、家うちに帰かえってから嫁よめさんに作つくってもらうけん、名前なまえば教おしえてくれんかい」と嫁よめのお母かあさんに尋たずねました。お母かあさんは「こりゃー、団子だんごて言いうバイ、そいけんお前まえは忘わすれんごと、ダゴ、ダゴ、ダゴて、言いいながら帰きえんさい」と馬鹿婿ばかむこに言いいました。


馬鹿婿
 ばかむこが「ダゴ、ダゴ、ダゴ、」と言
 いいながら帰
 かえっているうちに、大
 おおきな石
 いしがありました
 。馬鹿婿ばかむこは思おもわず「ピョントコ」と言いって跳とびました。馬鹿婿ばかむこさんはそれからあとは、団子だんごは忘わすれてしもうて、「ピョントコ、ピョントコ」と言いいながら帰かえって行いきました。


そして家
 いえに着
 つくなり、「ピョントコば作
 つくってくれんね」と言
 いうと、嫁
 よめさんは何
 なんの事
 ことか分
 わからず、「ピョントコ」てんなんてん、知
 ちらん、家
 うちにはそがんとはなか」と言
 いうと「ピョントコちゅうぎ、ピョントコくさい」と言
 いいます
 。

困こまり果はてた
 

[2]



 嫁よめさんが「ピョントコて、なんねー。」とまた言いうと、馬鹿婿ばかむこさんは面倒めんどうくさく
 

[3]



 なって「ほんに判ばんらんなぁ
 

[4]



 、馬鹿ばかもんが。」と言いうて
 

[5]



 嫁よめさんの頭あたまを叩たたきました。すると嫁よめさんの頭あたまに大おおきなタンコブ
 

[6]



 ができました。嫁よめさんは「こりゃー、お前まえさんが叩たたいたけん
 

[7]



 、団子だんごのごと張はりれあがった…」と言いいました。馬鹿婿ばかむこさんは「ほんなことー、その団子だんご、団子だんご」と言いうたと言いう話はなしですたい
 

[8]



 …





[1]
 「実家」，名词。婆家，娘家。



[2]
 「困り果てる」，动词。一筹莫展，束手无策。



[3]
 「面倒くさくなる」，不耐烦。



[4]
 「判らんなぁ」，わからないわ



[5]
 「と言うて」，と言って。



[6]
 「タンコブ」，名词。瘤子。



[7]
 「叩いたけん」，叩いたから、（ので）。



[8]
 「と言うたと言う話ですたい」，と言ったという話です。





笨女婿







从
 前，有一个笨女婿去丈母娘家拜访。很久没见到女婿的丈母娘满心欢喜，就想弄些好吃的给他尝一尝，于是做了丸子给他吃。

笨女婿从来没吃过如此美味可口的东西，他一边吃一边称赞：“好吃！好吃！”并问丈母娘说：“这个叫什么呀？回家我让媳妇也做，请您告诉我它的名字吧。”丈母娘说：“这个叫丸子。要是你担心忘记的话，那你就念着‘丸子、丸子、丸子’回家吧。”

笨女婿果然一边往回走一边念道“丸子、丸子、丸子”。途中他碰到了一块大石头，他本能地喊了一声：“嘿哟！”就跳了过去。之后笨女婿就把丸子给忘了，于是他一边往回走一边又念道“嘿哟！嘿哟！”

一回到家，笨女婿就对妻子嚷道：“你给我做‘嘿哟’好吗？”妻子不明白他说的是什么，就说：“‘嘿哟’是什么东西呀？我们家也没有啊。”笨女婿一再重复：“‘嘿哟’好吃。我要‘嘿哟’。”

困惑至极的妻子又问：“你说的‘嘿哟’究竟是什么呀？”笨女婿变得不耐烦了，“你真的不懂吗？笨死了！”说着就朝妻子的脑袋用力地敲了一下。顿时妻子的头上长出一个大大的包。妻子说：“喂！你干嘛敲我呀？你看，都肿得像个丸子啦。”“没错！没错！就是丸子。”笨女婿才恍然大悟。




 语法详解 





（1）名詞の/用言連体形＋うちに


表示在前项的时间内或在保持前项状态不变的情况下来做后项。相当于“趁着……的时候”“在……期间”。


* 朝のうちに洗濯をしましょう。


早晨洗衣服吧。


* 子供が寝ているうちに手紙を書いてしまう。


趁孩子睡着的时候写封信。


* 熱いうちに食べなさい。


请趁热吃吧。


* 桜がきれいなうちに、見に行きましょう。


趁樱花还很美丽时，去赏花吧。


（2）動詞終止形＋なり


表示前后项动作几乎同时发生。后项不是平时所做的动作，不能用表示命令、意志、推量、否定等的动词。


* 子供は母親の顔を見るなり、ワッと泣き出しました。


孩子一见到母亲，就哇地哭起来。


* 疲れていたので、夕飯を食べるなり、寝てしまった。


也许因为累了吧，刚一吃了晚饭，就睡了。


* 家に着くなり、テレビを見る。


一到家就看电视。


小知识



団子


米、麦あるいは蕎麦、粟、黍など穀類の粉をこねて丸め、蒸しまたはゆでたもの。しょうゆのつけ焼きにしたり、きな粉や餡、またごまやくるみのたれをつけて食べる。餡を中に包み、表面にごまやきな粉をまぶす例もある。団子は古くから常食として用いられたが、節供などの物日につくることが多かった。慣習と団子のつながりからいえば、正月の二十日（はつか）団子、春秋の彼岸団子、春の花見団子、秋の月見団子、死者の枕頭（ちんとう）や墓前に供えた枕団子などがある。「花より団子」「団子に目鼻」「団子レース」など団子にまつわる言葉がある。


丸子


用米、麦或者是荞麦、小米、黍等谷物的粉揉成丸子状，蒸熟或者煮熟后，蘸上酱油烤，撒上大豆粉，或是蘸着豆沙、芝麻酱或核桃酱吃的一种食物。也有的是在里面包豆沙，外面撒上芝麻或者大豆粉。丸子自古就是日本人的日常食品，一些特定的节日也会制作丸子作为供品。与日本人风俗习惯相关的有正月的二十日丸子、春分丸子和秋分丸子、春天的赏花丸子、秋天的赏月丸子、供奉在逝者枕边或者墓前的枕头丸子等。日语中有“要丸子不要花（舍华求实）”“丸子脸（大饼脸）”“丸子赛跑（五十步笑百步）”等与丸子相关的谚语。




頭の池




昔
 々むかし、ある所ところに、どうにも貧乏びんぼうな男おとこがいました。「人並ひとなみに、暮くらしたいなあ。そうだ、観音様かんのんさまにお願ねがいしてみよう」男おとこが村むらの観音様かんのんさまに通かよって、お参まいりを続つづけていると、ある晩ばん、観音様かんのんさまが現あらわれて、「いいだろう。お前まえの願ねがい、叶かなえて進しんぜ
 

[1]



 よう。夜よるが明あけたらお宮みやの石段いしだんを降おりていって、最初さいしょに見みつけた物ものを拾ひろい、それを大事だいじにしなさい」と告つげました。

やがて男おとこが石段いしだんを降おりていくと、何なんか落おちています。「ははん。これだな。」拾ひろい上あげると、それは柿かきの種たねでした。「なんだ、こんなものか。」
 

[2]



 
 

[3]



 。ありがたくおしいただくと、これは不思議ふしぎ。柿かきの種たねが男おとこの額ひたいにピタッと
 

[4]



 張はり付ついて、取とろうにも取とれません。




「まあいい、このままにしておこう。」すると間まもなく、柿かきの種たねから、芽めが出でてきました。芽めは、ズンズン伸のびて、立派りっぱな木きになりました。

男おとこが魂消たまげていると、柿かきの木きは枝えだいっぱいに花はなをつけ、花はなが終おわると、鈴すずなりに実みをつけました。「うまそうだな。試ためしに食たべてみよう」男おとこが食たべてみると、甘あまいのなんの。男おとこはさっそく、町まちへ柿かきを売うりに行いきました。

   


「頭あたまに柿かきの木きとは、珍めずらしい。」「おれにもくれ。」「おれもだ。」柿かきは飛とぶように売うれました。

男おとこはお金かねを懐ふところに、ホクホク
 

[5]



 顔かおでしたが、面白おもしろくないのは町まちの柿売かきうりたちです。「おれたちの商売しょうばいを、よくも邪魔じゃましたな！」男おとこを囲かこんで、袋叩ふくろだたきにする
 

[6]



 と、頭あたまの柿かきの木きを切きり倒たおしてしまいました。

「ああ、もう、金儲かねもうけできない…」男おとこがしょげていると、切きり倒たおされた柿かきの木きの根元ねもとに、柿茸かきたけという、珍めずらしい茸きのこが生はえてきました。おいしい茸きのこなので、男おとこが売うりに行いくと、これまた飛とぶように売うれました。面白おもしろくないのは、町まちの茸きのこ売うりたちです。「おれたちの商売しょうばいが上あがったりだ！」男おとこを囲かこんで、袋ふくろ叩だたきにすると、柿かきの木きの根元ねもとを、引ひっこ抜ぬいてしまいました。

男おとこはがっかりです。頭あたまには、大おおきな窪くぼみができてしまいました。やがて、この窪くぼみに雨あめが貯たまって、大おおきな池いけができました。「こうなったらいっそのこと、池いけに身投みなげをして死しんでしまいたい。」男おとこが嘆なげいていると、頭あたまの池いけで、パチャンと跳はねる物ものがありました。手てに取とってみると、大おおきな鯉こいです。頭
 あたまの池
 いけには、いつしか、鯉
 こいやら鮒
 ふなやら鯰
 なまずやらが育
 そだっていたのです
 。

男おとこは頭あたまの池いけの魚さかなを売うりに行いって、またまた、お金かねを儲もうけましたが、町まちの魚さかな売うりたちは呆あきれて、ポカンと眺ながめているだけでした。





[1]
 「進ぜる」，动词。赠送，……给您。



[2]
 「つげをもらう」，得到神谕。



[3]
 「粗末にできない」，不能怠慢。



[4]
 「ぴたっと」，副词。紧紧地，恰好。



[5]
 「ホクホク」，名词、副词、サ变动词。喜悦，热乎乎。



[6]
 「袋叩きにする」，群殴，你一拳我一脚。





头上的池塘




很
 久以前，有一个地方住着一个非常贫穷的男子。他心想“我真想像普通人一样生活啊！对了，去求求观音菩萨吧。”这男子每天来到村子里的观音像前，参拜观音菩萨。一天晚上，观音菩萨显灵了。“好吧。我成全你，让你如愿以偿吧。天亮后你从这个寺庙的楼梯走下去，把最先看到的那个东西捡起来，好好地收起来。”

不一会儿，这男子走下楼梯，突然感到好像有东西掉了下来。“哈哈！是这个呀。”他捡起来一看，原来是一粒柿子的种子。“怎么是这个东西呀？”他正想要扔掉，突然想到自己好不容易得到了观音菩萨的指示，不能怠慢呀。于是，他恭恭敬敬地收起柿子种。可奇怪的是，柿子的种子“嗖”地一下就贴在了男子的额头上，他怎么取也取不下来。

“哎呀！算了算了。就这样吧。”这男子无奈地说道。话音刚落，柿子的种子竟开始发芽了。它那嫩芽“噌噌”地往上长，一下子竟长成一棵大树。

这男子吓得目瞪口呆，只见柿子树开满了花，花谢了，又结满了一串串的果实。“这果子看起来好像很好吃呀！让我尝一尝吧。”他试着尝了一口，真甜啊！这男子立刻把柿子摘下拿到镇上去卖。




“听说这是头顶上长出来的柿子，真是少有啊。”“也给我吧！”“我也要。”就这样大家你一言我一语，柿子一下子就卖光了。

这男子把钱揣进了怀里，脸上露出了欣喜的笑容。可是，集市上那些卖柿子的人不高兴了。“那个家伙，净给我们的生意添乱啊！”于是他们一起围住这男子，恶狠狠地把他揍了一顿，还砍掉了他头上的柿子树。

“这下子可赚不到钱了。”这男子十分沮丧。就在这时，头顶那被砍倒的树桩上长出了一种叫“柿茸菇”的珍稀蘑菇。蘑菇很香，男子采下又拿到集市上卖，一下子就卖光了。这时卖蘑菇的人非常生气，说：“那家伙搅黄了我们的生意啦！”于是他们一起围住这男子，狠狠地揍了他一顿，并把他头顶的树根连根拔起。

男子很灰心丧气，他的头上出现了一个大坑。不一会儿，这坑里积满了雨水，变成了一个大池塘。“既然都这样了，我干脆跳进池塘里死去算了。”这男子叹气道。此时，他听到头上的池塘里“噗通”地一声，好像有东西在跳。用手抓来一看，原来是一条大鲤鱼。不知什么时候，那头顶上的池塘竟养了很多鲤鱼、鲫鱼、鲶鱼等。

这男子又把头顶池塘里的鱼拿到集市上去卖，赚了很多钱。这次，集市上卖鱼的人只能眼睁睁地看着，再也无计可施了。




 语法详解 





（1）動詞の推量形＋う／ようかと思う


表示意志。相当于“想……”。「思う」只能用于现在时态的第一、第二人称单数，而「思っている」则用于所有人称的单复数。语气比较委婉、柔和。


* 来年外国へ行こうかと思う。


明年我想出国。


* 今この会社を辞めようかと思っている。


现在我想辞去这份工作。


（2）体言/用言の連体形＋やら体言/用言の連体形＋やら


表示列举，含有“不限于此，还有其他”的意思。相当于“……啦……啦”“又……又……”。口语有时也可用一个「やら」。


* 同窓会は、飲むやら歌うやらの騒ぎだった。


同学会很热闹，又是喝酒，又是唱歌。


* 赤いやら青いやら、綺麗な服がたくさんある。


红的啦，蓝的啦，漂亮的衣服有很多。


* 生け花やら茶道やら日本文化に興味を持って習っています。


抱着对日本文化的兴趣，学习插花、茶道什么的。


小知识



カキ


カキノキの果実。柿は弥生時代以降に桃や梅、杏子などとともに栽培種が大陸から伝来したものと考えられており、鎌倉時代の考古遺跡からは立木の検出事例があり、この頃には果実収穫を目的とした植栽が行われていたと考えられている。来年の豊作への祈願であるとも、野鳥のために残しておくと考え、柿の実をすべて収穫せず、木になったまま残しておく風習がある。「桃栗三年柿八年」（資本を投じてから相当の年月を経なければ、それ相応の利益を得ることはできない、という意）「柿が赤くなると医者が青くなる」（豊富なビタミン類とミネラルが栄養価摂取の低い時代では医者いらずの万能薬として重宝された）とカキにまつわる諺がある。柿の季語は「秋（晩秋）」であり、「祖父親まごの栄や柿みかむ（芭蕉）」など、多くの人物に詠まれている。また、「隣の客はよくカキ食う客だ」は早口言葉として、多くの人に知られる。


柿子


柿子树的果实。相传，柿子和桃、梅、杏一起于弥生时代从亚洲大陆传到日本，镰仓时代的考古遗迹中曾发现柿子树，可以认为当时的人们已经开始栽种柿子树用于收获其果实。为了祈求来年的丰收，或是给野鸟食用，在日本有不把所有柿子摘光而特地留下一些在枝头的习俗。与柿子相关的谚语有“桃子栗子三年柿子八年（不付出资本和时间，就不能获得相应的利益）”“柿子红，医生走（对于难以摄取丰富的维生素和矿物质的古代人来说，柿子作为万能药而备受重视）”。柿子的季语是“晚秋”，在文学作品中多被吟诵，例如芭蕉的俳句“祖父親まごの栄や柿みかむ”等。另外，“隣の客はよくカキ食う客だ”也是很有名的绕口令。




三人泣き




昔
 々むかし、ある所ところに、お婆ばあさんが一人ひとりで住すんでいました。ある日ひの事こと、遠とおくへ働はたらきに行いっている息子むすこから手紙てがみが来きました。でも、お婆ばあさんが字じを知しらないので、手紙てがみが読よめません。すると向むこうから一人ひとりの侍さむらいがやって来きたので、お婆ばあさんは頼たのみました。「もしもし、お侍さむらいさん、息子むすこから手紙てがみをもらったのですが、わたしは字じが分わかりません。どうか、この手紙てがみを読よんでください。」

侍さむらいは手紙てがみを受うけ取とり、しばらくじっと見みていましたが、突然とつぜんポロポロと涙なみだを溢こぼしました。お婆ばあさんは、びっくりです。「お侍さむらいさん、何なんか悪わるい知しらせでも書かいてあるのですか？どんな事ことでも驚おどろきません。教おしえてください。」ところが侍さむらいは涙なみだを流ながすばかりで、何なにも言いいません。「ああ、これはきっと、とても悪
 わるい知
 しらせに違
 ちがいない
 。」そう思おもうと、お婆ばあさんは急きゅうに悲かなしくなって、涙なみだをポロポロ溢こぼしました
 

[1]



 。

そこへ、土つちで出来できたお鍋なべを売うる、焙烙売ほうろくうりがやって来きました。「もしもし、どうしたのですか？」焙烙売ほうろくうりが尋たずねても、侍さむらいとお婆ばあさんは泣なくばかりです。すると焙烙売ほうろくうりも、荷物にもつをそこへ置おいて手紙てがみを見みるなり、泣なき出だしました。

   


通とおりかかった人ひとは、一体何いったいなにごとが起おきたのかと、三人さんにんの周まわりに集あつまってきました。「さあ、泣ないてばかりいないで、わけを話はなしなさい。」「困こまったことがあるなら、力ちからをかし
 

[2]



 てやりましょう。」すると、焙烙売ほうろくうりが言いいました。「実じつは去年きょねんの今いまごろ、焙烙ほうろくを売うりに行いったら、途中とちゅうで転ころんでみんな割わってしまいました。悔くやしくて泣なきたいほどでしたが、忙いそがしいので泣なくのを延のばしました。ちょうどここを通とおりかかると二人ふたりが泣ないているので、その時ときの事ことを思おもい出だして、今いま、泣ないているのです。」

「なんと。まったく呆あきれた人ひとだ。それじゃお婆ばあさんは、どうして泣ないているのですか？」一人ひとりが尋たずねました。「はい、実じつは息子むすこから手紙てがみが来きたので、このお侍さむらいさんに読よんでもらおうとしたら、お侍さむらいさんが何なにも言いわずに泣なき出だしたんです。これは、きっと悪わるい知しらせに違ちがいない。そう思おもうと悲かなしくて悲かなしくて…」お婆ばあさんは、涙なみだでグチャグチャになった
 

[3]



 顔かおを拭ふきました。

「そうか。それはお気きの毒どくに。さあ、お侍さむらいさん、泣ないてばかりいないで、早はやく息子むすこさんの様子ようすを教おしえてあげたらどうです？」すると侍さむらいは顔かおをあげて、情なさけない声こえで言いいました。「手紙てがみを読よめるくらいなら、泣なきはせん。わしは小ちいさい時とき、少すこしも本ほんを読よまなかったので字じが分わからない。それが悔くやしくて泣ないているのだ。ああ、こんなことなら、ちゃんと本ほんを読よんでいればよかった。」

「なんだ、そんなことか。」みんなは呆あきれて、ものも言いえません。ちなみに、息子
 むすこさんの手紙
 てがみには、「元気
 げんきで働
 はたらいているから、心配
 しんぱいしないでください。近
 ちかいうちに、お土産
 みやげを持
 もって帰
 かえります」と、書
 かいてあったそうです
 。








[1]
 「涙をポロポロ溢す」，扑簌泪下。



[2]
 「力をかす」，帮助。



[3]
 「涙でグチャグチャになる」，因泪水湿得一塌糊涂。





三个痛哭的人



   



很
 久以前，有一个地方住着一个老婆婆。有一天，她收到了在远方工作的儿子的来信。但是，因为老婆婆不识字，所以不知道信里写了什么。正好从对面走过来一位武士，于是老婆婆拜托他帮忙看一看。她说：“您好！武士先生。这是我儿子的来信，可是我不识字，所以想劳驾您帮忙看一看写了什么。”

武士接过信，目不转睛地看了一会儿，突然“吧嗒吧嗒”地落下泪。老婆婆吃惊地问：“武士先生，信上是不是写了什么坏消息呀？无论什么事我都受得住，请您告诉我吧！”然而武士只是一个劲地在哭泣，一言不语。“啊？这肯定是极坏的消息吧？”这么一想，老婆婆突然也悲伤起来，眼泪开始扑簌簌地往下落。

这时候一个走街串巷卖砂锅的卖锅匠走过来，他问：“喂喂！怎么啦？”无论他怎么问，那武士和老婆婆只是一个劲地哭泣。于是卖锅匠放下行李，拿过信一看，他也哭了起来。

路人不知发生了什么事，都好奇地围观起来，七嘴八舌道：“喂，你们不要光是哭啦，快说说究竟怎么一回事儿吧。”“若有什么困难就说出来，我们可以帮忙的。”于是，卖锅匠说：“其实，去年这个时候，我去卖砂锅，途中不小心摔倒打碎了砂锅，当时懊恼得几乎要哭起来。但因太忙，一直拖着没哭。刚好今天路过这里，看到他们两人在痛哭，我就想起来那天的事，也忍不住伤心地哭起来”。

“什么啊？真是个让人费解的家伙呀。那么老婆婆您为什么而哭呢？”有人问道。“事情是这样子，我让武士先生帮我看看儿子的来信，可是武士先生看了信什么也没说就哭了起来。于是我想一定是很坏的消息吧。想着想着，就不由得伤心痛哭起来……”老婆婆一边说一边擦了一把那老泪纵横的脸颊。

“噢，原来如此。真可怜啊，嗯！武士先生，你别光顾着哭了，赶紧把老婆婆儿子的情况告诉她好吗？”路人提议说。于是，武士抬起头，伤心地说：“如果我能看懂这封信，就不会哭了。因为小时候没读过书，所以我不识字呐。对此我后悔不已才伤心落泪的。早知今日，当初真该好好念书啊！”

“什么？原来是这么一回事儿啊。”大家听了愣得哑口无言。顺便说一下，据说，老婆婆儿子的来信是这样写的：“我很好，工作很顺利，请勿担心。近期内我要带礼物回家。”




 语法详解 





（1）名詞、形容動詞の語幹／動詞、形容詞の終止形＋に違いない


表示准确性较高的推测。相当于“肯定……”“一定……”


* ペキンはもう随分寒いに違いない。


北京肯定已经很冷了。


* 彼は昨夜夜更かししたので、今朝寝坊したに違いない。


他昨晚熬夜了，所以今天早上肯定睡懒觉。


* 立派に仕事をしているのに窓際に扱いされるのは嫌に違いない。


干得不错，却被靠边站，这肯定会让人厌烦的。


（2）ちなみに（接続詞）


表示“顺便”“附加”的意思。


* ちなみに言います。


附带说一下。


* ちなみに大野さんは本校の三年生であります。


顺便说一下，大野是本校三年级的学生。


小知识



侍


侍は、古代から中世にかけての日本における官人の身分呼称、あるいはそこから発展的に生じた武士の別名である。「伺候する」「従う」を意味する「さぶらう」に由来する。日本が古来より大事にして来ている精神性の面からの解釈では、「さぶらい·さむらい」は、「自律自立して他に自らの重みを掛けない状態で、その人自身の責はその人自身で担う事を基本とした精神」である。武士は、そのさむらいの「自律独立の生き方や精神」を持つ事が特に要求される身分であった。その上での相互扶助関係で生かし合う、その精神は、武士だけでなく、広く日本人の精神の中に組み込まれて来ている。


侍


“侍”是古代到中世对日本官人的身份的称呼，或是由此发展而成的“武士”的别名。源自“伺候”“侍从”之意。从日本自古以来所尊崇的精神层面来解释的话，“さぶらい、さむらい”是一种重视自律自立、不成为他人负担的状态，强调自己为自己负责为基本的精神。武士则是以这种“自律独立的生存方式和精神”做为特殊要求的身份。在此基础上，形成相互扶助的关系，这种精神不仅受武士所尊崇，更是广泛地存在于日本人的精神世界中。




先々さん




昔
 、ある所ところにお爺じいさんとお婆ばあさんがおった
 

[1]



 そうな
 

[2]



 。お爺じいさんは、真ま面じ目めに働はたらいて、少すこしばかりのお金かねを貯ためておった。お爺じいさんは「このお金かねは、わしらの先々さきざきのために、置おいとくお金かねじゃから、大だい事じにしまっとけよ。」といつも、お婆ばあさんに言いっておった。お婆
 ばあさんは、大
 だい事
 じなお金
 かねじゃけえと、暇
 ひまさえあればお金
 かねを数
 かぞえておった
 。

ある日ひ、お婆ばあさんがお金かねを数かぞえておると、物貰ものもらい
 

[3]



 が来きて、「何なにか、もらえる物ものはないか。」と言いって、家いえの中なかをきょろきょろ
 

[4]



 見み回まわした。「ご覧らんのとおりの貧乏人びんぼうにんですけえ、あげる物ものは何なにもありません。」と言いうと、物貰ものもらいは「いま数かぞえておるその金かねをくれえ。」と言いうた。「このお金かねは、先々さきざきのためにとっとくお金かねですけえ、あげられません。」物貰ものもらいは、ちょっと騙だましちゃろうと思おもって、「お婆ばあさん、このわしが、その先々さきざきだがな。」というたと。「あっそうですか。あなたさんが‘先々さきざきさん’ですかいな。それでは、どうぞ。」と言いって、お婆ばあさんは、貯ためとったお金かねを全ぜん部ぶ渡わたしてしもうたそうな。

   


晩ばん方がたになって、お爺じいさんが帰かえってきて、お婆ばあさんは、「今日きょう、先々さきざきさんが来きなさったんで、お金かねを全ぜん部ぶ渡わたしたけえ。」と話はなしたそうな。お爺じいさんは、びっくりするやら、呆あきれる
 

[5]



 やら、「先々さきざきいうたら、わしらのこれから先さきの暮くらしのことじゃが、何なんちゅうことをしてくれたか」と言いって、かんかんに怒おこったそうな。

「もうすぐ正月しょうがつが来くるのに、年としを越こす
 

[6]



 金かねもない。夜逃よにげするしかあないなあ」と言いって、お爺じいさんとお婆ばあさんは、身み支じ度たくをして夜よるが来くるのを待まっておったそうな。

   


どこの家いえも寝ね静しずまったころに、お爺じいさんは、「さあ行いこう、お婆ばあさんや、戸とを閉しめとけや。」と言いって、先さきに家いえから出でていった。お婆ばあさんは、少すこし耳みみが遠とおいもんで「戸とを持もっていくんだかや？」と聞きき返かえした。

「何なにを言いうか、戸とを閉しめとけよと言いうたんじゃ。」と、近所きんじょに聞きこえんように小声こごえで言いうたんで、お婆ばあさんは、また、「戸とを持もって行いくんだか？」と聞きき返かえした。お爺じいさんは腹はらが立たってしもうて、「勝手かってにせえ。」と言いって、さっさと先さきに行いってしもうた。お婆ばあさんは、戸とを背負せおうたり、下さげたりしながら、やっこらやっこらお爺じいさんの後あとを追おいかけた。

戸とを持もって、やっとの思おもいで木きに登のぼったそうな。やっと峠とうげまで来きたときには、くたびれて
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 しもうて、もう一歩いっぽも歩あるけんようになってしもうたと。「お爺じいさん、お爺じいさん。もう歩あるけん。一ひと休やすみしよう。」と言いって、大おおきな木きの根元ねもとで休やすむことにした。

しばらく休やすんでおると、向むこうの方ほうから大勢おおぜいの人ひとがやって来くるような人声ひとごえがしたそうな。二人ふたりは、夜逃よにげが見みつかっちゃあ困こまるので、木きの上うえに登のぼって隠かくれることにした。お爺じいさんが先さきに登のぼって、「お婆ばあさん、早はやう登のぼってこいや、戸とはそこへ置おいときゃあええから。」と言いうたが、お婆ばあさんは、「戸とを持もって上あがるんだか？」と聞きいたそうな。「何なにを言いうか、戸とを置おいとけや言いうたんじゃ。」お婆ばあさんは、よう聞ききとれんで、何遍なんべんも聞きいたんじゃと。お爺じいさんは、人声ひとごえも近ちかづいてきたんで、いらいらしてきて「勝手かってにせえ
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 。」と言いうたから、お婆ばあさんは、一生懸命いっしょけんめい、持もちにくい戸とを持もって、やっとの思おもいで木きに登のぼったそうな。

「ガタ、ガタッ、バッターン！」ちょうどその時とき、ガヤガヤ言いうとった連中れんちゅうが木きの下したに来きて、輪わになって座すわったそうな。「今日きょうは、たくさんのお金かねが手てに入はいった。みんなで山やま分わけ
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 にしよう。」と言いって、明あかりを灯ともして、真まん中なかにいっぱいのお金かねを置おいて数かぞえ出だした。

お婆ばあさんが、ふと見みると、その連中れんちゅうの中なかに昼間ひるまにお金かねを持もっていった『先々さきざきさん』がいるのが分わかったそうな。お婆ばあさんは、戸とが重おもたいのを我慢がまんして、一生懸命いっしょけんめい下さげとったんじゃが、手てがだるうなって、「お爺じいさん、重おもいとうて我が慢まんできん。落おとしてもええだか？」「何なにを言いうか、下したにおるのは恐こわい連中れんちゅうじゃで、落おとさんようにしっかり持もっとけ。」「手
 てがだるうてだるうて、辛抱
 しんぼうできん。」と言
 いうて、とうとう手
 てを放
 はなしてしもうたもんだけえ、「ガタ、ガタッ、バッターン！」と、大
 おおきな音
 おとがして、連中
 れんちゅうの頭
 あたまの上
 うえに落
 おちてしもうたんじゃてえ
 。

お金かねがどっさり残のこっておった。木きの下したで輪わになっていた連中れんちゅうは、びっくり仰天ぎょうてんして、飛とんで逃にげていった。お爺じいさんとお婆ばあさんは、「えらいことになったのう、降おりて見みよう。」と言いって降おりてみると、お金かねがどっさり残のこっておったんで、喜よろこんで持もって帰かえって、一いっ遍ぺんに大金持おおがねもちになったんじゃと。








[1]
 「おった」＝いた（いる的过去时）。



[2]
 「そうな」＝そうだ。



[3]
 「きょろきょろ」，副词。东张西望，贼眉鼠眼。



[4]
 「物貰い」，名词。乞丐、要饭的。



[5]
 「呆れる」，动词。吃惊、惊讶。



[6]
 「年を越す」，过年。



[7]
 「くたびれる」，动词。累、疲劳。



[8]
 「勝手にせえ」，随你的便吧。



[9]
 「山分け」，名词、サ变动词。平分，均分，瓜分。





将来先生




从
 前，某个地方有一位老爷爷和一位老奶奶。老爷爷辛勤地劳动，并攒了一点儿钱。老爷爷经常对老奶奶说：“老太婆，这些钱是为了我们的将来用的，你要好好地把它收起来哟。”老奶奶觉得这钱很重要，一有空就拿出来数一数。

有一天，老奶奶正在数钱时，来了一个乞丐。他问老奶奶：“能给我点儿东西吗？”说着向屋里四下张望。老奶奶回答他：“正如你所见，我们也是穷人家，没什么东西可以给你的。”乞丐接着说：“那就把你正在数的钱给我吧。”老奶奶回答：“这些钱是为了我们的将来而攒的，不能给你。”乞丐想骗她，就说：“老奶奶，我就是那个‘将来’先生呀。”“是吗？你就是‘将来’先生？那就给你吧。”说着老奶奶就把存的钱全都给了那个乞丐。

到了晚上，老爷爷回来了。老奶奶告诉他：“今天‘将来’先生来过了，我把钱全都给了他。”老爷爷一听，气得目瞪口呆，勃然大怒道：“我说的将来指的是我们的将来生活。嗨！你都干了些什么呀！”

老爷爷说：“马上就要过年了，家里又没钱过年，我们只好连夜出去逃年了。”于是他俩开始做准备，等待夜幕的降临。

当周围的人家都睡下，四处静悄悄时，老爷爷对老奶奶说：“唉！走吧，老太婆，带上门。”说着就先出去了。可是老奶奶有点儿耳背，反问到：“要带门去吗？”

“你说什么呀？我叫你关好门。”为了不让邻居听见，老爷爷小声地回答她。可是老奶奶又反问：“要带门去吗？”老爷爷很生气，说：“随你便吧！”就先走了。老奶奶一会儿扛，一会儿拖，拉着那扇重重的门，“嗨吆嗨吆”地跟在老爷爷后面。

老奶奶扛着重重的门，终于来到了山顶的一棵树下。她疲惫不堪，再也走不动了，就对老爷爷说：“老头子！老头子！我已经走不动了，歇一歇吧。”于是，他们就决定在大树下休息一会儿。

刚歇了一会儿，他们听见了说话声，好像许多人正从对面走过来。他俩心想：若是被这些人发现他俩是出来逃年的，那就麻烦啦。于是他俩决定爬到树上躲起来。老爷爷先爬了上去，再叫老奶奶：“老太婆。赶快爬上来吧。把门放下就行啦！”老奶奶问：“是带着门爬上去吗？”“你说什么呀？我叫你把门放下。”可是，老奶奶还是听不清，又问了好几遍。老爷爷发现那些人的说话声越来越近了，就急忙说：“随你便吧！”老奶奶拖着那重重的门，拼命地往树上爬，她终于爬了上来。

“嘎哒嘎哒！扑腾！”就在这时，那一伙人吵吵嚷嚷地来到树下，围成一圈席地而坐。其中一个说：“今天我弄到了很多钱，大家一起来平分吧。”他们点亮了灯，开始数那些放在中间的钱。

老奶奶突然发现其中一个就是白天来讨钱的那个“将来先生”。她咬紧牙关用力地拉着那扇重重的门，手酸得实在受不了，可还是坚持着。她对老爷爷说：“老头子，门太重了。我可以放下吗？”“你说什么？下面有一伙坏蛋，不能放下。拿着！”“手发酸了，实在受不了啦！”说着老奶奶就不由地松开了手。随着“霹雳啪啦！扑腾！”一声巨大响声，那扇门就重重地砸在那伙坏蛋的头上。

树下围坐成一圈的坏蛋吓得丢下钱，逃之夭夭。老爷爷夸奖道：“干得太好了！下去看看吧！”他和老奶奶从树上下来一看，发现地上有好多钱。他们高兴地拿着钱回家了，这下子他们就变成了有钱人。




 语法详解 





（1）名詞さえ＋用言仮定形ば


表示“只要……就……”


* お金さえあれば何でも買えると思う人がいる。


有人认为，只要有钱什么都可以买到。


* 雨さえ降らなければ、少しぐらい天気が悪くても出かけよう。


只要不下雨，即使天气差一点，也要出门。


* 出席さえすれば、必ず単位がもらえます。


只要出勤，就肯定能拿到学分。


（2）体言＋がする


表示通过感官感受到的感觉。相当于“感到……”觉得……”“有……的感觉”。


* 私は何か悪い物を食べたようで、ひどい吐き気がしました。


我好像吃了什么坏东西，特别想吐。


* 夜中に台所でコトコト音がするので、行ってみたら大きな鼠がいた。


半夜听到厨房有咕咚咕咚的响声，走去一看是一只大老鼠。


* この料理がどんな味がしますか。


你觉得这个菜是什么味道？


小知识



正月


正月とはその年の豊穣（ほうじょう）を司る歳神様（としがみさま）をお迎えする行事、本来旧暦1月の別名である。改暦後は新暦1月を意味することもある。正月の前の年の12月は「師走」と呼ばれ、新年を迎える準備をする。家の中を掃除して、門松や鏡餅を飾る。「おせち」料理やおもちを作る。日ごろ世話になった人に年賀状を書いて出す。12月31日の「大晦日」に除夜の鐘を聞きながら年越しそばを食べる習慣がある。元旦の日に家族そろって、「おとそ」を飲んだり、お雑煮を食べたりして過ごす。お寺や神社は「初詣」に行く人でにぎわっている。正月には、たこあげ、カルタとり、羽根突き、こままわしなど伝統的な遊びで子供も大人もいっしょに楽しむ。子どもたちは大人から現金の入ったお年玉袋をもらう。最近はホテルに泊まる人や海外旅行に行く人など自宅で過ごさない人が増えてきた。おせち料理を作る家庭も少なくなって、デパートやスーパーでは高価なおせち料理が売れている。このように伝統的なものが少なくなってきたが、正月は日本人にとって新しい年を始める大切な行事として重視している。


正月


正月是指为迎接掌管丰收的岁神而进行的活动，以前是旧历1月的别名。改历后，也指新历1月。正月前一个月的12月称为“师走”。人们开始各种迎接新年的准备：打扫房屋，用门松、镜饼等装点房间，制作名为“おせち”的过年菜和年糕，给平日里受其关照的人写贺年卡。在日本，人们有在12月31日“大晦日”即除夕夜边听着除夕钟声，边吃过年荞麦面的习惯。元旦那天，全家人一起喝着屠苏酒，吃着杂煮，欢聚一堂。寺庙、神社里挤满了赶来进行新年第一次参拜的人。正月里，孩子们和大人们一起玩放风筝、纸牌、羽毛板球、陀螺等传统游戏，其乐融融。孩子们还会收到大人给的装着现金的压岁红包。最近，选择不在家过年、而是到宾馆和到国外旅行过年的人渐渐增多了。制作过年菜的家庭也逐渐减少，商店、超市应时销售高价的过年菜。虽然传统的东西在逐渐减少，但是，正月还是作为开始新一年的最重要的活动而受到日本人的重视。




第七章　怖い話




本章概要


本章中出现了育婴女鬼、安德天皇的鬼魂、长脖子妖怪、无头的妻子等鬼怪形象，乍看时会觉得毛骨悚然。但通过仔细品味，我们可以感受到那育婴女鬼的舔犊之情，也能体会到安德天皇兵败“坛浦之战”的无奈与不甘。长脖子妖怪与其说是恐怖，倒不如说带有几分俏皮可爱，而《吃人老婆婆和阿网的头》一文，则让我们了解了日本人端午节在房檐下插菖蒲和艾草这一习俗的由来。这些恐怖故事给读者带来了刺激并激发无穷的想象，是日本大人在夏夜时经常讲给小孩子听的典型民间故事。下面就让我们鼓起勇气，一起来探索日本人充满神秘色彩的鬼怪世界吧。


本章の概要


本章には子育て幽霊、安徳天皇の亡霊、ろくろ首、頭無し妻などの鬼が現れて、怖く見えるが、よく味わってみると、子育て幽霊が母親としての愛情が感じられるし、安徳天皇が「壇ノ浦の合戦」で失敗した悔しさなども理解できる。ろくろ首が怖いというより、寧ろ意地悪くて可愛いとも言える。それに、「人食い婆とおつなの頭」という文は、日本人が端午の節句に菖蒲やヨモギを軒下に挿す慣習の由来を教えてくれる。それらの怖い物語は読者に強く刺激を与えたと同時に、無限な想像をさせて、日本の大人が夏の夜に、よく子供に語る昔話の代表である。これから皆で勇気をいっぱい出して、日本人の神秘的な色彩の富んだ化け物の世界を一緒に探検してみよう。




子育て幽霊




昔
 々むかし、ある村むらに、一軒いっけんのアメ屋やがありました。ある年
 としの夏
 なつの事
 こと、夜
 よるも遅
 おそくなったので、アメ屋
 やさんがそろそろ店
 みせを閉
 しめようかと思
 おもっていると、トントントントンと、戸
 とを叩
 たたく音
 おとがしました
 。

「はて、こんな遅おそくに誰だれだろう？」と、アメ屋やさんが戸とを開あけてみますと、一人ひとりの女おんなの人ひとが立たっていました。「あの、アメをくださいな。」「あっ、はい。少々しょうしょうお待まちを。」アメ屋やさんは女おんなの人ひとが持もってきた器うつわに、壺つぼから水みずアメを掬すくって入いれました。「へい。一文いちもんいただきます。」「ありがとう。」女おんなの人ひとはお金かねを払はらうと、消きえるように行いってしまいました。

その次つぎの日ひ。今日きょうもアメ屋やさんが戸締とじまりをし
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 ようと思おもっていると、また戸とを叩たたく音おとがします。「あの、アメをくださいな。」やはりあの女おんなの人ひとでした。女おんなの人ひとは昨日きのうと同おなじようにアメを買かうと、スーッと、どこかへ帰かえって行いきます。

それから毎晩まいばん、女おんなの人ひとは夜深よふけ
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 になるとアメを買かいに来きました。次つぎの日ひも、その次つぎの日ひも、決きまって夜深よふけに現あらわれては、アメを買かって行いくのです。

   


さて、ある雨あめの夜よる。この日ひは隣村りんそんのアメ屋やさんが訪たずねて来きて、色々いろいろと話はなし込こん
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 でいたのですが。「あの、アメをくださいな。」と、いつものように現あらわれた女おんなの人ひとを見みて、隣村りんそんのアメ屋やさんはガタガタ震ふるえ出だしたのです。「あ、あ、あの女おんなは、ひと月つきほど前まえに死しんだ松吉まつよしのかかあにちげえねえ。」「えっ！」二人ふたりは顔かおを見合みあわせました
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 。死しんだはずの女おんなの人ひとが、夜よるな夜よるなアメを買かいに来くるはずはありません。しかし隣村りんそんのアメ屋やは、間違まちがいないと言いいます。そこで二人ふたりは、女おんなの後あとをつけてみることにしました。

アメを買かった女おんなの人ひとは林はやしを抜ぬけ、隣村りんそんへと歩あるいていきます。その場所ばしょは、「はっ、墓はかだ！」女おんなの人ひとは墓場はかばの中に入はいっていくと、スーッと煙けむりのように消きえてしまったのです。

「お、お化ばけだー！」二人ふたりはお寺てらに駆かけ込こむ
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 と、和尚おしょうさんにこれまでの事ことを話はなしました。しかし、和尚おしょうさんは「そんな馬鹿ばかな事ことがあるものか。きっと、何なにかの見間違みまちがいじゃろう」と言いいましたが、二人ふたりがあまりにも真剣しんけんなので、仕方しかたなく二人ふたりと一緒いっしょに墓場はかばへ行いってみることにしました。

すると、オンギャー、オンギャーと、微かすかに赤あかん坊ぼうの泣なき声ごえが聞きこえてきます。声こえのする方ほうへ行いってみると、「あっ、人間にんげんの赤あかん坊ぼうじゃないか！どうしてこんな所ところに？」和尚おしょうさんが提灯ちょうちんの明あかりを照てらしてみると、傍そばに手紙てがみが添そえられています。それによると、赤あかん坊ぼうは捨すて子ごでした。「手紙てがみによると、捨すてられたのは数日前すうじつまえ。それから何日なんにちも経たつのに、どうして生いきられたんじゃ？」

ふと見みると、あの女おんなの人ひとが毎晩まいばんアメを買かって行いった器うつわが、赤あかん坊ぼうの横よこに転ころがっていたのです。そして、赤あかん坊ぼうが捨すてられた傍そばの墓はかを見みると。「おお、これはこの前まえに死しんだ松吉まつよしの女房にょうぼうの墓はかじゃ！」何なんと幽霊ゆうれいが、人間にんげんの子こどもを育そだてていたのです。「なるほど、それでアメを買かいに来きたんだな。それも自分じぶんの村むらでは顔かおを知しられているので、わざわざ隣村りんそんまで。」きっと、自分
 じぶんの墓
 はかのそばに捨
 すてられた赤
 あかん坊
 ぼうを、見
 みるに見
 みかねた
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 にちがいありません
 。

和尚おしょうさんは心こころを打うたれて、松吉まつよしの女房にょうぼうの墓はかに手てを合あわせました。「優やさしい仏様ほとけさまじゃ。この子こは、わしが育そだてるに、安心あんしんしてくだされよ。」こうしてお墓はかに捨すてられた赤あかん坊ぼうは、和尚おしょうさんに引ひき取とられました。それからあの女おんなの人ひとがアメ屋やさんに現あらわれる事ことは、もう二度にどとなかったそうです。





[1]
 「戸締りをする」，锁门。



[2]
 「夜ふけ」，名词。深夜。



[3]
 「話し込む」，动词。只顾谈话，谈得融洽。



[4]
 「顔を見合わせる」，面面相觑。



[5]
 「駆け込む」，动词。跑进。



[6]
 「見るに見かねる」，不忍坐视不管。





育婴女鬼




很
 久以前，某个村子里有一家糖果店。故事发生在某一年的夏天，天色已晚，卖糖果的心想该到时候打烊了，正要关门时，他听到“咚！咚！咚”的敲门声。

卖糖果的心想：“咦？这么晚了是谁啊？”他打开门一看，只见一个女人站在门外。“请给我一些糖吧。”那女人说。“好的，请稍等。”说着，卖糖果的从壶里舀了一些糖稀放进了那女人带来的容器里。“嗯，总共一文钱。”卖糖果的说。“谢谢你！”女人给了钱，很快就消失了。

第二天，同样当卖糖果的正要打烊时，又听到了敲门声。“请给我一些糖吧。”卖糖果的一看，还是昨天那个女人。她跟昨天一样又买了一些糖，然后“嗖！”地一下子又不知去向。

从那以后，那女人每天都在深夜来买糖。第三天、第四天，她一定会在深夜现身来买糖。

这是一个下着雨的夜晚。这天，隔壁村卖糖果的老板来此拜访，当他俩聊得起劲时，那女人像往常一样又来了。“请给我一些糖吧。”看到那个经常出现的女人，隔壁村卖糖果的老板吓得浑身哆嗦说：“那、那、那个女人，不就是一个月前死去的松吉的老婆吗。”“啊？”他俩面面相觑。已经死了的女人，不可能每天深夜都来买糖啊。可是隔壁村卖糖果的老板说一定没错，肯定就是那个女的。于是，他俩决定跟在那女人后面想看个究竟。




那女人买了糖，穿过树林，往隔壁村走去。他俩紧随其后，到了那里一看，他们惊叫起来：“啊！是坟墓。”只见那女人走进了墓地，“忽”地像烟一样消失了。

“啊呀！是鬼啊！”他俩慌慌张张地跑进了寺院，将刚才发生的一切都告诉了老和尚。然而，老和尚说：“怎么会有如此荒唐的事儿呢？一定是你们看错了吧？”可是看到他俩如此认真的样子，无奈决定跟他俩一起去墓地看个究竟。

来到了墓地，他们隐隐约约地听到有“呱哇！呱哇！”婴儿的啼哭声，他们循着哭声走去一看，“啊？这不是婴儿吗？怎么会在这种地方呢？”老和尚拿着灯笼一照，只见婴儿旁边放着一封信。由此判断，这孩子是一个弃婴。“从这封信来看，这婴儿已经被遗弃好几天了。可过了这么些天，他怎么还活着呢？”他们三人百思不得其解。

忽然，他们发现了那女人每天用来买糖的器皿就放在婴儿的身边，他们又看了看弃婴旁边的坟墓。“快看！这不就是不久前死去的松吉老婆的坟墓吗？”他们惊叫起来，你一言我一语的。哎呀！原来是女鬼抚养着这个婴儿啊！“哦，原来如此。她特意走到隔壁村去买糖，就是因为怕被同村的人认出来啊！”她一定是不忍心看到被遗弃在自己坟旁的婴儿挨饿，才这么做的吧。

老和尚见此情况深受感动，在松吉老婆的坟前合掌道：“慈悲的神仙啊！请您放心吧。我一定会抚养这个孩子的。”就这样，老和尚把遗弃在坟墓的婴儿带了回去。据说从那以后，那个女鬼就再也没有出现在糖果店了。







 语法详解 





（1）動詞の終止形＋と（接続助詞）


表示前后两件事紧密衔接，几乎同时发生。相当于“一……就……”


* トンネルを抜けると、雪国だった。


一穿过隧道，就到雪国了。


* ドアが開くとどっと客は入り込んだ。


一开门客人们就挤了进来。


* 山の上から見下ろすと町が人目に見渡せる。


从山上往下一看，一眼就可以看到整个市镇。


（2）動詞連用形＋かねる


表示主观上或感情上难以做到，这样做困难、不可能等。相当于“不能……”“难以……”“不好意思……”


* そのことは納得しかねる。


这件事难以理解。


* ちょっと断りかねる。


有些不好意思拒绝。


* お引き受けいたしかねますね。


难以承担。


小知识



提灯


江戸時代以前は、上流階級において宗教的な祭礼や儀式に使われた。江戸時代以降は蝋燭が普及したため、庶民も照明器具として使うようになった。今は主に祭りなどのイベントや看板として使用されることが多い。たとえば、「盆提灯」「看板提灯」「緑提灯」（地場·国産食材をカロリーベースで50％以上使用している飲食店や宿泊施設などが掲げている）など。「ちょうちんで餅をつく」「ちょうちんに釣鐘」などの諺がある。提灯お化けは古い提灯が上下に割れ、その割れた部分から長い舌か手が飛び出し、提灯の上半分には一つ目ないし二つの目がある妖怪。


灯笼


在江户时代以前，主要用于上流社会的宗教祭奠或仪式中。江户时代以后，随着蜡烛的普及，灯笼也开始作为照明器具在一般民众中普及开来。现在主要用于节日庆典或是作为招牌使用。例如有“盂兰盆灯笼”“招牌灯笼”“绿灯笼（以卡路里为计算标准，所用食材中超过50％使用当地或国产食材的餐饮店或宾馆等地所悬挂的灯笼）”等。与灯笼相关的谚语有：“用灯笼捣年糕（事与愿违，干着急，事情没有进展）”“灯笼和挂钟（相差悬殊，极不相称）”等。而灯笼怪则是指旧灯笼裂成上下两段，从中间伸出一条长舌头或者一只手，而上面是一只或两只眼睛的妖怪。




耳なし芳一




昔
 々むかし、山口県やまぐちけんの下関しもせきに、阿弥陀寺あみだじ（真言宗しんごんしゅうの寺てら）というお寺てらがありました。そのお寺てらに、芳ほう一いちという琵琶弾びわひきがいました。芳ほう一いちは幼おさない頃ころから目めが不自由ふじゆうだった為ために、琵琶びわの弾ひき語がたりを仕込しこまれて
 

[1]



 、まだほんの若者
 わかものながら、その芸
 げいは師匠
 ししょうの和尚
 おしょうさんをしのぐほどになっていました
 。阿弥陀寺あみだじの和尚おしょうさんは、そんな芳ほう一いちの才能さいのうを見込みこんで、寺てらに引ひき取とったのでした。芳ほう一いちは、源平げんぺいの物語ものがたりを語かたるのが得意とくいで、とりわけ壇だんノ浦うらの合戦がっせんのくだりのところでは、その真しんに迫せまった語かたり口くちに、誰一人だれひとり、涙なみだを誘さそわれない者ものはいなかったそうです。

その昔むかし、壇だんノ浦うらで源氏げんじと平家へいけの長ながい争あらそいの最後さいごの決戦けっせんが行おこなわれ、戦たたかいに敗やぶれた平家一門へいけいちもんは女おんなや子供こどもに至いたるまで、安徳天皇あんとくてんのうとして知しられている幼帝諸共ようていもろとも、ことごとく海うみの底そこに沈しずんでしまいました。この悲かなしい平家へいけの最後さいごの戦たたかいを語かたったものが、壇だんノ浦うらの合戦がっせんのくだりなのです。




ある、蒸むし暑あつい夏なつの夜よるの事ことです。和尚おしょうさんが法事ほうじで出でかけてしまったので、芳ほう一いちは一人ひとりでお寺てらに残のこって琵琶びわの稽古けいこをし
 

[2]



 ていました。その時とき、庭にわの草くさがサワサワと波なみのように揺ゆれて、縁側えんがわに座すわっている芳ほう一いちの前まえで止とまりました。そして、声こえがしました。「芳ほう一いち！芳ほう一いち！」「はっ、はい。どなた様さまでしょうか。わたしは目めが見みえませんもので。」すると、声こえの主ぬしは答こたえます。「わしは、この近ちかくにお住すまいの、然さる身分みぶんの高たかいお方かたの使つかいの者ものじゃ。殿とのが、そなたの琵琶びわと語かたりを聞きいてみたいとお望のぞみじゃ。」「えっ、わたしの琵琶びわを？」「さよう、館やかたへ案内あんないするから、わしの後あとについてまいれ。」芳ほう一いちは、身分みぶんの高たかいお方かたが自分じぶんの琵琶びわを聞ききたいと望のぞんでおられると聞きいて、すっかり嬉うれしくなって、その使つかいの者ものについていきました。




歩あるくたびに、ガシャッ、ガシャッと音おとがして、使つかいの者ものは、鎧よろいで身みをかためて
 

[3]



 いる武者むしゃだと分わかります。門もんを潜くぐり広ひろい庭にわを通とおると、大おおきな館やかたの中なかに通とおされました。そこは大広間おおひろまで、大勢おおぜいの人ひとが集あつまっているらしく、サラサラと衣擦きぬずれの音おとや、鎧よろいの触ふれ合あう音おとが聞きこえていました。

一人ひとりの女官じょかん（宮中きゅうちゅうに仕つかえる女性じょせい）が言いいました。「芳ほう一いちや、さっそく、そなたの琵琶びわに合あわせて、平家へいけの物語ものがたりを語かたってくだされ。」「はい。長ながい物語ものがたりゆえ、いずれのくだりをお聞きかせしたらよろしいのでしょうか？」「…壇だんノ浦うらのくだりを？」「かしこまりました。」

芳ほう一いちは、琵琶びわを鳴ならして語かたりはじめました。ろを操あやつる音おと。舟ふねに当あたって砕くだける波なみ。弓鳴ゆみなりの音おと。兵士へいしたちの雄叫おさけびの声こえ。息いきたえた武者むしゃが、海うみに落おちる音おと。これらの様子ようすを、静しずかに、もの悲がなしく語かたり続つづけます。大広間おおひろまは、たちまちのうちに壇だんノ浦うらの合戦場がっせんじょうになってしまったかのようです。やがて平家へいけの悲かなしい最後さいごのくだり
 

[4]



 になると、広間ひろまのあちこちから、咽むせび泣なきが起おこり、芳ほう一いちの琵琶びわが終おわっても、しばらくは誰だれも口くちを聞きかず、シーンと静しずまり返かえっていました。

やがて、さっきの女官じょかんが言いいました。「殿とのも、たいそう喜よろこんでおられます。良よい物ものをお礼れいに下くださるそうじゃ。されど、今夜こんやより六日間むいかかん、毎夜まいよそなたの琵琶びわを聞ききたいとおっしゃいます。明日あしたの夜よるも、この館やかたにまいられるように。それから寺てらへ戻もどっても、このことは誰だれにも話はなしてはならぬ。よろしいな。」「はい。」

次つぎの日ひも、芳ほう一いちは迎むかえに来きた武者むしゃについて、館やかたに向むかいました。しかし、昨日きのうと同おなじ様ように琵琶びわを弾ひいて寺てらに戻もどって来きたところを、和尚おしょうさんに見みつかってしまいました。「芳ほう一いち、今頃いまごろまで、どこで何なにをしていたんだね？」「…」「芳ほう一いち！」「…」

和尚おしょうさんがいくら尋たずねても、芳ほう一いちは約束やくそくを守まもって、一言ひとことも話はなしませんでした。和尚おしょうさんは芳ほう一いちが何なにも言いわないのは、何なにか深ふかいわけがあるに違ちがいないと思おもいました。そこで寺男てらおとこ
 

[5]



 たちに、芳ほう一いちが出でかけるような事ことがあったら、そっと後あとをつけるように言いっておいたのです。

そして、また夜よるになりました。雨あめが、激はげしく降ふっています。それでも芳ほう一いちは、寺てらを出でていきます。寺男てらおとこたちは、そっと芳ほう一いちの後あとを追おいかけました。ところが、目めが見みえないはずの芳ほう一いちの足あしは意外いがいに速はやく、闇夜やみよ
 

[6]



 にかき消けされる
 

[7]



 ように姿すがたが見みえなくなってしまったのです。

「どこへ行いったんだ？」と、あちこち探さがし回まわった寺男てらおとこたちは、墓地ぼちへやってきました。ビカッ！稲光いなびかりで、雨あめに濡ぬれた墓石はかいしが浮うかび上あがります。「あっ、あそこに！」寺男てらおとこたちは、驚おどろきのあまり立たち竦すくみました
 

[8]



 。雨あめでずぶ濡ぬれ
 

[9]



 になった芳ほう一いちが、安徳天皇あんとくてんのうの墓はかの前まえで琵琶びわを弾ひいているのです。その芳ほう一いちの周まわりを、無数むすうの鬼火おにびが取とり囲かこんでいます。寺男てらおとこたちは芳ほう一いちが亡霊ぼうれいに取付とりつかれいるに違ちがいないと、力任ちからまかせに寺てらへ連つれ戻もどしました。

その出来事できごとを聞きいた和尚おしょうさんは、芳ほう一いちを亡霊ぼうれいから守まもるために、魔除まよけの呪まじないをする
 

[10]



 事ことにしました。その魔除まよけとは、芳ほう一いちの体中たいじゅうに経文きょうもんを書かきつけるのです。「芳ほう一いち、お前まえの人並ひとなみはずれた芸げいが、亡霊ぼうれいを呼よぶ事ことになってしまったようじゃ。無念むねんの涙なみだを呑のんで海うみに沈しずんでいった平家一族へいけいちぞくのな。よく聞きけ。今夜こんやは誰だれが呼よびに来きても、決けっして口くちをきいてはならんぞ。亡霊ぼうれいに従したがった者ものは命いのちを取とられる。しっかり座禅ざぜんを組くんで
 

[11]



 、身動みじろぎ一ひとつせぬ事ことじゃ。もし返事へんじをしたり、声こえを出だせば、お前まえは今度こんどこそ、殺ころされてしまうじゃろう。分わかったな。」和尚おしょうさんはそう言いって、村むらのお通夜つやに出でかけてしまいました。

さて、芳ほう一いちが座禅ざぜんをしていると、いつものように亡霊ぼうれいの声こえが呼よびかけます。「芳ほう一いち、芳ほう一いち、迎むかえに参まいったぞ。」でも、芳ほう一いちの声こえも姿すがたもありません。亡霊ぼうれいは、寺てらの中なかへ入はいってきました。「ふむ…琵琶びわはあるが、引手ひきてはおらんな。」辺あたりを見回みまわした亡霊ぼうれいは、空中くうちゅうに浮ういている二ふたつの耳みみを見みつけました。「なるほど、和尚おしょうの仕業しわざ
 

[12]



 だな。さすがのわしでも、これでは手
 てが出
 だせぬ
 。しかたない、せめてこの耳みみを持もち帰かえって、芳ほう一いちを呼よびに行いった証あかしとせねばなるまい。」亡霊ぼうれいは芳ほう一いちの耳みみに、冷つめたい手てをかけると、バリッ！その耳みみをもぎとって、帰かえっていきました。その間あいだ、芳ほう一いちはジッと座禅ざぜんを組くんだままでした。

寺てらに戻もどった和尚おしょうさんは芳ほう一いちの様子ようすを見みようと、大急おおいそぎで芳ほう一いちのいる座敷ざしきへ駆かけ込こみました。「芳ほう一いち！無事ぶじだったか！」じっと座禅ざぜんを組くんだままの芳ほう一いちでしたが、その両りょうの耳みみはなく、耳みみのあったところからは血ちが流ながれています。「お、お前まえ、その耳みみは…」和尚おしょうさんには、全すべての事ことが分わかりました。「そうであったか。耳みみに経きょう文もんを書かき忘わすれたとは、気きがつかなかった。何なんと、可哀かわいそうな事ことをしたものよ。よしよし、よい医者いしゃを頼たのんで、すぐにも傷きずの手当てあてをしてもらうとしよう。」

   


芳ほう一いちは両耳りょうみみを取とられてしまいましたが、それからはもう亡霊ぼうれいに付つき纏まとわれる事こともなく、医者いしゃの手当てあてのおかげで、傷きずも治なおっていきました。やがて、この話はなしは口くちから口くちへと伝つたわり、芳ほう一いちの琵琶びわはますます評判ひょうばんになって
 

[13]



 いきました。琵琶法師びわほうしの芳ほう一いちは、いつしか「耳みみなし芳ほう一いち」と呼よばれるようになり、その名なを知らない人ひとはいないほど有名ゆうめいになったということです。





[1]
 「仕込む」，动词。训练。



[2]
 「稽古をする」，练习。



[3]
 「身をかためる」，装束，打扮。



[4]
 「くだり」，名词。一节，一部分。



[5]
 「寺男」，名词。寺院的男仆。



[6]
 「闇夜」，名词。漆黑的夜晚。



[7]
 「かき消す」，动词。完全消失。



[8]
 「立ち竦む」，动词。惊呆，呆立不动。



[9]
 「ずぶ濡れ」，名词。全身湿透。



[10]
 「呪いをする」，行魔法，念咒。



[11]
 「座禅を組む」，打坐。



[12]
 「仕業」，名词。捣鬼，干的勾当。



[13]
 「評判になる」，获得好评。





无耳芳一




很
 久以前，在山口县下关有一座叫阿弥陀（真言宗派）的寺院。寺院里有个名叫芳一的人，他很会弹琵琶。由于芳一从小眼睛失明，就被训练成了弹唱琵琶的艺人。虽然尚且年轻，但他的技艺已大大地超越了教他弹琵琶的老和尚。阿弥陀寺院的和尚看中了芳一的才艺，于是把他领回了寺院。芳一擅长弹唱源平的故事，特别是关于坛浦之战，听到他那逼真的弹唱，在场的听众没有一人不潸然泪下。

从前，源氏和平家在坛浦决战，被打败的平家带着女人和孩子连同年幼的安德天皇全部跳海自杀了。坛浦之战这一段讲的正是平家最后决战的悲惨故事。

这是一个闷热的夏夜，老和尚出去做法事了，剩下芳一自己在寺院里练习琵琶。此时，院子的草丛沙沙作响，像波浪一样摇摆着，那声音传到坐在走廊里的芳一身旁就停了下来。他听到有人叫：“芳一，芳一。”芳一立刻答应：“是的，我在这儿。请问您是谁啊？很抱歉我的眼睛看不见。”他又听到那声音：“我是住在这附近老爷家的一个仆人，我家老爷说想听你弹唱琵琶。”“哦？想听我弹琵琶？”芳一惊讶地问。“是啊！我现在就给你带路，请跟我来吧。”仆人回答说。芳一听说一位尊贵的老爷要听自己弹琵琶，他感到十分高兴，于是就跟着那个仆人走了。

然而，芳一听见仆人每走一步都发出“咔嚓！咔嚓”的声音，他猜那个仆人应该是一个身穿盔甲的武士。穿过大门和一个大院子，芳一被带到一个大公馆里。大厅里似乎聚集了很多人，还能听到沙沙的衣服摩擦声和盔甲之间的相互碰撞声。

一个女官（在宫中服侍的女人）说：“芳一啊！赶快调调琵琶，给我们弹唱一段平家的故事吧。”“好的。这故事很长，请问你们想听哪一段呢？”芳一问道。女官回答说：“你就给我们说坛浦之战那一段吧。”“好的。明白了。”

芳一立刻弹起琵琶，开始说故事。只听见：划船桨的声音，拍打小船的波浪声，射发弓箭的鸣叫声，士兵们的阵阵呐喊声以及奄奄一息的武士们的投海声……芳一悲切地演绎着这一切，娓娓道来。霎那间，大厅似乎变成了坛浦战场。当说到平家那悲惨的结局时，整个客厅便悲啼四起。芳一的琵琶演奏结束了，大厅里依旧鸦雀无声，久久无人言语。

过了一会儿，那女官终于开口说：“老爷听了很高兴，为了答谢说要赏赐给你好东西。还说，从今晚起六天之内，每晚都想听你弹琵琶。请你明天也来这公馆吧。还有，你回到寺院，不许对任何人提起这件事情，行吗？”“好的。”芳一答应道。

第二天，芳一又跟着前来迎接他的那个武士去了老爷的官邸。和昨天一样，芳一弹完了琵琶就回到寺院。但在途中，被寺院的老和尚发现了。“芳一。这么晚了，你到那里去了？干什么去了？”老和尚问道。芳一沉默不语。“芳一！”老和尚再次问他。芳一还是不回答。

无论老和尚怎么问，芳一还是遵守约定，一句话也不说。老和尚心想：芳一什么都不肯说，一定是有什么深层的原因吧。于是，他吩咐寺院里的男仆们：只要芳一出去，就跟在他的后面看个究竟。

又到了晚上，外面正下着大雨。但芳一还是从寺院出去了。男仆们偷偷地跟在芳一的后面。但是，眼睛失明的芳一走得快极了，一下就消失在漆黑的夜色里。

“咦？去那里了？”男仆们四处寻找，竟来到了一个墓地。突然“噼咔！”一道闪电，男仆们眼前出现了被雨淋湿的墓碑。“啊！在那里。”男仆们惊呆了。只见被大雨淋得浑身湿透的芳一在安德天皇的墓前弹唱琵琶，他的四周被无数的鬼火包围着。男仆们心想：芳一肯定是被鬼缠身了。于是，大家竭尽全力带芳一回了寺院。

听了事情的原委，老和尚为了保护芳一免遭鬼魂缠身，决定为芳一念咒驱鬼。所谓驱鬼，就是在芳一的身上写上经文。老和尚对芳一说：“芳一，你高超的技艺招来了死去的冤魂，他们就是含怨投海自杀的平家一族。你好好听着，今晚无论谁来叫你，你都不要说话，那些亡灵会来要你命的。你就给我一动不动地好好打坐吧。如果你要是出声回答的话，肯定会被杀的。听懂了吗？”说完，老和尚就去给村里的某人家守灵了。

芳一正在静静地打坐，此时他听到那个熟悉的声音。“芳一，芳一，我来接你了。”那个鬼喊道。但是，这个鬼听不见芳一的声音，也找不到芳一的身影。于是，那鬼就进了寺院。“哎？有琵琶，怎么就没有人呢？”那鬼四处寻找，突然看见空中漂浮着两只耳朵。“哦！原来这是老和尚干的。连我这么厉害的鬼都不是他的对手啊。没办法了，至少我把这耳朵带回去，方能证明我来找过芳一。”那鬼自言自语道。于是，它用冰冷的手抓住了芳一的耳朵。“叭呲！”一声，那鬼用力地拧下了芳一的耳朵，转身就回去了。而这期间，芳一一直一动不动地在打坐。

老和尚回到寺院，想看看芳一的情况，急忙来到芳一打坐的房间。“芳一，你没事吧？”只见芳一还在打坐，但他的两个耳朵没了，耳朵根儿那儿还不断地淌着血。“你、你、你的耳朵？”老和尚一看就明白了一切。“哎呀！我才发现忘了在你的耳朵上也写上经文了。唉！真是可怜啊！好吧好吧，我马上找一个最好的大夫帮你治疗耳朵吧。”

芳一的两个耳朵被鬼拿走了，但从那以后，芳一再也没有被鬼魂缠身。多亏了大夫的医治，芳一的伤口也慢慢愈合。不久此事就迅速传开了，芳一的琵琶弹唱也越来越受到人们的称赞。就这样，不知从何时起琵琶法师芳一就被人们称作“无耳芳一”，这一称呼从此变得家喻户晓。




 语法详解 





（1）体言/用言の連体形＋ほどになる


表示变得“如此……”或“那样……”的程度。


* もっと頑張れば、日本語の通訳水準が彼ほどになるだろう。


如果更加努力，日语的翻译水平就会变得像他那样高吧。


* 意外の助けてもらって、涙が出るほどになりました。


由于得到意外的帮助，眼泪都快流下来了。


（2）さすがの＋体言でも


表示程度之深。相当于“就连……也……”


* さすがのチャンピオンでも年齢には勝てなかった。


就连冠军也不能不服老。


* さすがの猛火でもこの金庫を焼くことはできなかった。


就连凶猛大火也没能烧毁这个保险柜。


小知识



琵琶


中国、朝鮮、日本のリュート属撥弦楽器。日本へは奈良時代に中国から伝来したが、その起源はおそらくペルシアにあると考えられる。時代·用法·形状その他によって楽琵琶、盲僧琵琶、平家琵琶、薩摩琵琶、筑前琵琶などがある。数え方は「一面」。琵琶法師は平安時代から見られた、琵琶を街中で弾く盲目の僧である。鎌倉時代、平家物語を琵琶に合わせて語り始め、大成して平曲となった。日本最大の湖、琵琶湖は形が琵琶に似ていたので名づけられたという説が一般的である。陶磁器にも琵琶を模したものがしばしばみられる。


琵琶


中国、朝鲜和日本的拨弦乐器。一般认为其起源于波斯，于奈良时代从中国传入日本。根据年代、用法、形状等可分为乐琵琶、盲僧琵琶、平家琵琶、萨摩琵琶、筑前琵琶等。日语中的量词为“一面”。琵琶法师是指平安时代开始出现的，在街头弹唱琵琶曲的盲僧。镰仓时代，乐师一边弹琵琶一边说唱《平家物语》，形成了“平曲”这种艺术形式。日本最大的湖叫“琵琶湖”，据说是因为形似琵琶而得此名。另外，也有陶瓷器模仿琵琶的形状而成。




ろくろ首




昔
 々むかし、旅たびから旅たびを続つづける一人ひとりの男おとこがいました。ある日ひの事こと、日ひが暮くれてきたので、男おとこは浜松はままつの近ちかくにある村むらの宿屋やどやに泊とまる事ことにしました。その夜よるはあいにく、泊とまり客きゃくがたくさんいました。そこで男おとこは美うつくしい女おんなの旅人たびびとと一緒いっしょに、一ひとつの部屋へやの真まん中なかに屏風びょうぶを立たてて、一夜いちやを過すごす事ことになりました。

夏なつの夜よるだったので、いつまで経たっても蒸むし暑あつく、眠ねむたくてもなかなか眠ねむれません。男おとこは夜深よふけになって、やっと、うとうとしはじめました。屏風びょうぶの向むこうで寝ねている女おんなの人ひとも、やはり眠ねむれないのでしょうか。いつまでもモゾモゾ
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 していましたが、そのうちに急きゅうに起おき上あがる気配けはいがしました。「はて。便所
 べんじょにでも行
 いくのかな
 ？」男おとこはそう思おもいましたが、けれども、隣となりはすぐに静しずかになりました。




ところがしばらくすると、屏風びょうぶの向むこう側がわから、生温なまあたたかい
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 風かぜが吹ふいてきました。そして女おんなの人ひとの白しろい顔かおが屏風びょうぶの上うえに伸のび上あがって、フワフワと部屋へやの中なかを動うごき始はじめたのです。男おとこはびっくりして、ごくりと
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 息を飲のみ込こみました。「さては、隣
 となりの女
 おんなはろくろ首
 くびだな
 。」

男おとこは寝ねたふりをしながら、暗くらい部屋へやの中なかを動うごき回まわる女おんなの白しろい首くびを見みていました。女おんなの首くびは男おとこの足元あしもとの方ほうへ行いったかと思おもうと、屏風びょうぶの上うえを伝つたわって、天井てんじょうの方ほうへも登のぼっていきます。細ほそくなった白しろい首くびが、クネクネと伸のび
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 ていきます。

男おとこはろくろ首くびが少すこしでも悪わるさをしたら、飛とびかかっていって長ながい首くびを引ひきちぎってやろうと思おもいましたが、けれどもろくろ首くびは何なにも悪わるさをしません。ただフワフワと、楽たのしそうに部屋へやの中なかを動うごき回まわっているだけでした。

だけどそのうちに、女おんなの白しろい首くびは半はん分ぶん開あいた雨戸あまどの間あいだから、するりと外そとへ抜ぬけ出だしていきました。「はて。どこへ行いくのだろう？」どうせ眠ねむれないので、男おとこは頭あたまを上あげると、ろくろ首くびが伸のびて行いく後あとを追おって、雨戸あまどの間あいだから外そとへ出でて行いきました。

美うつくしいろくろ首くびは宿屋やどやの前まえの通とおりを横切よこぎって、お地蔵じぞうさんの建たっている林はやしの中なかへ入はいって行いきました。そして林はやしの奥おくにある池いけの畔ほとりまでフワフワ伸のびて行いくと、蛇へびのように長ながい舌したを出だして、池いけの水みずをペロペロと舐なめ
 

[5]



 始はじめたのです。

「なんだ、水みずを探さがしていたのか。喉のどが渇かわいていたので、こんな所ところへ水みずを飲のみに来きたのだな。そう言いえば、おれも喉のどが渇かわいたな。」そっと後あとをつけてきた男おとこは、木きの陰かげに隠かくれてゴクリと喉のどをならし
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 ました。

その時とき、水みずを飲のんでいたろくろ首くびが男おとこの方ほうを向むいて、ニヤリと笑わらったのです。「しまった。見みつかったかもしれん。」男おとこは急いそいで宿屋やどやへ戻もどり、また雨戸あまどの間あいだから部屋へやの中なかに入はいると、なにくわぬ顔かおをして
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 眠ねむってしまいました。

   


さて、次つぎの日ひの朝あさの事ことです。男おとこより早はやく目めを覚さました女おんなが、屏風びょうぶの陰かげから男おとこに声こえをかけてきました。「昨日きのうの晩ばんは、ずいぶん蒸むし暑あつかったですねえ。よく眠ねむれましたか？」「まったく。本当ほんとうに蒸むし暑あつかったですなあ。」男おとこはそう答こたえながら布団ふとんを片付かたづけて、屏風びょうぶを取とり除のぞきました。女おんなの人ひとは鏡かがみに向むかって、髪かみの毛けを整ととのえていました。

「暑あつかったけれど、昨日きのうは疲つかれていたのか、わたしはぐっすりと眠ねむって、夢一ゆめひとつ見みませんでした。」男おとこはわざと、とぼけた
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 事ことを言いいました。「あら、そうでしょうか？あなた様さまは不思議ふしぎな事ことをなさいましたが…」女おんなの人ひとは口元くちもとに手てを当あてて、笑わらいを抑おさえながら言いいました。

「はて。わたしが不思議ふしぎな事ことを？それは、どう言いう事ことですか？不思議ふしぎな事ことをしたのは、寧むしろあなたではないですか。」男おとこが少すこし怖こわい顔かおで言いい返かえすと、「あら、わたしが不思議ふしぎな事こと？わたしが一体いったい、何なにをしました？」と、言いうのです。

「それなら、言いってやりましょう。あなたは美うつくしい顔かおをしているが、実じつはろくろ首くびで、この部屋へやの雨戸あまどから抜ぬけ出だして、向むかいの林はやしの中なかにある池いけへ水みずを飲のみに行いったのではないですか。」すると女おんなの人ひとが、ケラケラと笑わらいながら言いいました。「あなた様さまは、ご自分じぶんの事ことに気きづいてないのですか？」

「何なにをです！」「この部屋へやは、二階にかいですよ。」「…あっ！」

「ようやく気きがついたのですね。あなた様さまが首くびをどんどんと長ながく伸のばして、ずっとわたしの後あとをつけて来きた事ことを。夜中よなかにこっそり女おんなの後あとをつけるなんて、あまり良いいご趣味しゅみとは言いえませんね。」「…」男おとこはこの時ときはじめて、自分じぶんもろくろ首くびである事ことに気きづきました。




女おんなのろくろ首くびはニコニコ笑わらいながら、男おとこのろくろ首くびに言いいました。「ここでこうして出会であったのも何なにかの縁えん。どうです。似にた者同士ものどうし、これから旅たびを続つづけませんか？」「…いえ、せっかくの申もうし出で
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 ですが、」男おとこは急いそいで旅たびの支度したくをすると、どこへともなく去さって行いったという事ことです。





[1]
 「モゾモゾ」，副词、サ变动词。坐卧不安。



[2]
 「生暖かい」，形容词。有点暖和，微温。



[3]
 「ごくりと」，副词。咕嘟地喝，一口气地。



[4]
 「クネクネと伸びる」，弯弯曲曲地延伸。



[5]
 「ペロペロと舐める」，舔。



[6]
 「のどをならす」，馋得直咽口水，指渴望得到（某种东西）。



[7]
 「なにくわぬ顔をする」，若无其事的面孔，佯装不知的样子。



[8]
 「とぼける」，动词。假装糊涂。



[9]
 「申し出」，申请，要求，希望，意见。





长脖子妖怪




很
 久以前，有一位四处漂泊流浪的男子。有一天，太阳已下山了，男子决定在滨松（静冈县西南部）附近的一个村子的旅馆过夜。真不凑巧，那天夜晚留宿的旅客特别多。因此，这男子不得不和一个漂亮的女住客共用一间房，中间用屏风把房间隔开了。

这是一个闷热的夏夜，即使很困，也热得人难以入睡。直至深夜，男子才终于开始迷迷糊糊犯困了。躺在屏风对面的那个女人，大概也是难以入睡吧，她不停地在那里辗转反侧。此时，那男子感觉到她突然起身。他心想：她是去上厕所吧？可对面却突然安静下来。

过了一会儿，从屏风对面吹来了一阵暖风。只见那女人白皙的脸伸到了屏风上面，开始轻飘飘地在屋里晃动。这男子见状大吃一惊，倒吸了一口凉气。他心想：原来隔壁的女子是一个长脖子妖怪呐！

这男子一边假装睡着，一边看着那女人白皙的长脖子在黑暗的屋里四处转动。眼看那女人的长脖子就要伸到自己的脚底下了，忽然间它又转到屏风的上方，往天花板的方向伸去。那细长的白皙脖子蜿蜒地不停往上伸啊伸。

这男子心想，要是这个长脖女妖使坏的话，我就跳过去把它的长脖子砍断。但是长脖女妖什么坏事都没干，只是轻飘飘地似乎很高兴地在屋里四处晃动。

然而过了一会儿，那女人白皙的长脖子从半开的雨窗之间，“嗖”地一下往外伸了出去。这男的心想：哎？这是要去哪儿？反正也睡不着，这男子便抬起头，顺着长脖女妖伸展的踪迹，也从窗户钻出去了。

那美丽白皙的长脖女妖横穿过旅馆门前的马路，进入了安放着地藏菩萨的树林中。然后又轻飘飘地伸展到林中深处的一个池子边，伸出了像蛇一样的长舌，“吧嗒吧嗒”地开始舔池塘里的水。

悄悄地跟在长脖女妖后面的男子自言自语道：“哎呀！原来她是在找水呀。因为口渴，才跑到这种地方来喝水呀。说起来，我也有点口渴了。”他躲在树阴下，咽了下口水。

这时，正在喝水的长脖女妖突然朝着男子的方向微微一笑。“糟啦！可能被她发现了。”男子心想。他急忙回到旅馆，从半开的遮雨窗进了屋子，装作若无其事的样子睡下了。

第二天早上，比男子早起的长脖女妖隔着屏风跟他搭话：“昨晚真是闷热呀！你睡得可好？”“是啊！真是太闷热了！”这男子一边回答一边叠起被褥，然后他挪开屏风。那女人正对着镜子梳理头发。

这男子故作糊涂地说：“虽然很热，但因昨天太劳累了，所以我睡得挺香的，连梦都没做呢。”“噢，是吗？你没有做什么奇怪的事吗？”这女人用手遮着嘴，忍着笑问他。

这男子略带惊恐地反问：“什么？我做了奇怪的事？你这是什么意思？倒是你自己做了一些奇怪的事情吧？”“啊？我做了奇怪的事？我究竟做了什么？”女子问道。

这男子告诉她说：“那我就告诉你吧。你虽然长了一张漂亮的脸蛋，但实际上是一个长脖子妖怪，你不是把头从遮雨窗中间伸出去，伸到对面树林里的池子去喝水了吗？”听了他的话，这女人“咯咯”地大笑起来：“难道你没有察觉到自己做的事吗？”

男子问：“怎么啦？”“这个房间是二层楼哦。”女子答道。“……啊！”男子听了倒吸一口凉气。

这女人继续说：“你终于觉察到了吧？是您伸着那长长的脖子，一直跟在我后面，半夜三更悄悄地跟在一个女人后面，可以说不是什么好嗜好吧？”“这……”男子无言以对。他这才察觉自己也是长脖子妖怪。

长脖女妖一边微笑，一边对男子说：“在这里我们这样相遇，也算是一种缘分吧？怎么样？同路人。今后一起结伴而行好吗？”“……不！不啦！承蒙你的好意，但还是算了吧。”说罢，这男子就急忙准备出发。据说后来他不知去向。




 语法详解 





（1）はて（疑問詞/感嘆詞）


表示疑问或者感叹的意思。相当于“咳”“哎”“嗯”“哎呀”。


* はて、何だろう。


咳，是什么呢？


* はて、どこへ置いたのかな。


哎呀，放在哪儿了呢？


* はて、おかしいぞ。


咦，怪了。


（2）さては（感嘆詞）


表示“这样说来……”“那么一定是……”“看起来……”的意思。


* さては、ぼくを騙したな。


那么一定是他骗我啦。


* さては、嘘をついたな。


看起来一定是他说谎了。


小知识



ろくろ首


夜中に首を伸ばして行灯の灯油をなめるとか、首が飛行するなどといわれる怪異現象。主として成人したばかりの娘や女中で、心の緩んだときに伸びるとか、食や水を求めるために伸びるのだとか、離魂病の一種だなどといわれている。近世の随筆類によると、飛頭蛮という国の人はみなろくろ首で、首に赤い痕があり、夜は両耳を翼として飛んで行って虫を食い、明け方には帰ってきてもとのようになるという。中国の『捜神記』には、呉将軍の召使いだった下女の首が、夜ごとに飛び出した話があるから、首が飛行する話は中国伝来のものであろう。諺には、すぐ詰まることのたとえに「ろくろ首がきらずを食う」、長い物事のたとえに「ろくろの反吐（へど）」などという。


长脖子妖怪


夜里伸长了脖子去舔油灯的灯油，或是脑袋会飞的怪异现象。主要发生在刚成人的女孩或是女佣人心情舒畅，或是找东西吃、找水喝的时候，是梦游症的一种。据近世的随笔记载，有一个叫飞头蛮的国家，那里的人都是长脖子，脖子上有红色的痕迹，一到夜里，双耳就变成翅膀飞出去吃虫子，到了天亮又飞回来。中国的《搜神记》中，有关于吴将军的仆女，每到夜里就伸长脖子飞出去的故事。由此看来，日本的会飞的长脖子的传说大概来源于中国吧。在日语中将突然噎住比喻为“长脖子吃了豆腐渣”，将拖泥带水比喻为“长脖子的呕吐物”。




人食い婆とおつなの頭




昔
 々むかし、ある所ところに、おつなという女おんなと、その婿むこが住すんでいました。ある日ひ、婿むこは仕事しごとで遠とおくへ行いく事ことになりました。「なるべく早はやく戻もどって来くるから、しっかり留守るすを頼たのんだぞ。」婿むこが出でかけた後あと、おつなは一人ひとりで縄なわを編あんでいました。

するとそこへ見知みしらぬお婆ばあさんがやって来きて、おつなの編あんでいる縄なわをいろりにくべた
 

[1]



 のです。「なっ、何なにをするんだよ！」おつなが止とめても、お婆ばあさんは知しらん顔かおです。そのうちに燃もえてしまった縄なわの灰はいを、お婆ばあさんはムシャムシャと食たべ
 

[2]



 始はじめたではありませんか。

「…！」おつなはびっくりして逃にげ出だそうとしましたが、体からだが震ふるえて立たちあがる事ことも出来できません。「ヒッヒヒヒ、そんなら、明日あしたの今頃いまごろ、また来くるでな。」お婆ばあさんは灰はいだらけの口くちでニヤリと笑わらい、外そとへ出でて行いきました。

次つぎの日ひ、おつなは怖こわくて仕事しごとも手てにつきません
 

[3]



 。お婆ばあさんが来くる頃ころになると、カヤの実みを三粒持さんつぶもって、二階にかいのつづら
 

[4]



 の中なかへ隠かくれました。やがて、お婆ばあさんがやってきました。「おや、いないのか？」しばらくいろりの周まわりを歩あるいていたお婆ばあさんは、階段かいだんを登のぼり始はじめました。




おつなは、お婆ばあさんを驚おどろかそうとして、カチン！と、カヤの実みを噛かみました。お婆ばあさんは、その音おとにハッとして足あしを止とめます。「はて、何なんの音おとかな？」それでもお婆ばあさんは、階段かいだんを登のぼってきます。

おつなはもう一度いちど、カヤの実みを口くちに入いれて、カチン！と、噛かみました。「何なんだか、嫌いやな音おとだね。」でも言いうだけで、足あしを止とめようともしません。足音あしおとが、どんどん近ちかづいてきます。おつなは、怖こわくて怖こわくて息いきが詰つまり
 

[5]



 そうです。「お願ねがい！あっちへ行いって！」

おつなは思おもいきって最後さいごのカヤの実みを噛かんで鳴ならしましたが、もう、お婆ばあさんはびくともしません。「ふふふ、におうぞ、におうぞ。」お婆ばあさんは二階にかいに来きて、そこら中なかを嗅かぎまわりました。

「ああ、もう駄目だめ！」おつながつづらの中なかで手てを合あわせた時とき、がばっと、蓋ふたが開ひらいたのです。「おおっ、いた、いた。今日きょうは、お前まえを食くいに来きたよ。」お婆ばあさんはおつなを引ひきずり出だすと、足あしからムシャムシャ食たべ始はじめて、あっという間まに体からだのほとんどを食たべてしまいました。

でも不思議ふしぎな事ことに、おつなは死しなずに、まだ生いきていました。「ああ、うまかった。残のこりは明日あしたにとっておこう。」お婆ばあさんは頭あたまだけになったおつなを戸棚とだなの中なかへしまうと、ゆっくり家いえを出でて行いきました。

次つぎの日ひの朝あさ、そんな事こととは夢ゆめにも知しらない
 

[6]



 婿むこが、家いえに戻もどってきました。「おつな、今帰いまかえったぞ。…おい、おつな！」いくら呼よんでも、返事へんじがありません。




「おかしいな。」家中いえじゅうを探さがしても、やっぱりいません。「それにしても、腹はらが減へった。」そう思おもって、なにげなく戸棚とだなを開あけて見みると、何なんとおつなの頭あたまが棚たなに乗のっていて、うらめしそうにジッと睨にらんでいるのです。「うえっ！」びっくりした婿むこが転ころがるように逃にげ出だすと、おつなの頭あたまがコロコロと転ころがってきて、婿むこの胸むねにかぶりつきました。

婿むこは仕方しかたなく、おつなの頭あたまを抱かかえたまま外そとへ飛とび出だしました。すると、おつなの頭あたまが言いったのです。「お前まえさん、わたしを置おいて逃にげるつもりかい？」「と、とんでもない！お前まえは、おらの可愛かわいい女房にょうぼうだ！」「そんなら、わたしにご飯
 はんを食
 たべさせておくれよ
 。」婿むこは仕方しかたなく、人ひとに見みえないようにおつなの頭あたまを抱いだいて宿屋やどやへ行いき、二階にかいに部屋へやを取とって料理りょうりを運はこんでもらいました。

おぜんの前まえに座すわったとたん、おつなの頭あたまがおぜんの上うえに飛とび降おりて、「さあ、食たべさせておくれ」と、口くちを開ひらいたのです。いくら可愛かわいい女房にょうぼうでも、気味きみが悪わるくてがまん出来できません。「勘弁かんべんしてくれ！」婿むこはいきなりおつなの頭あたまにお鉢はちを被かぶせて上うえから帯おびを巻まきつけると、そのまま階段かいだんをかけ降おりて、いっきに外そとへ飛とび出だしました。

「お客きゃくさん、何事なにごとですか？」驚おどろいた宿屋やどやの人ひとが追おいかけようとしたら、二階にかいからお鉢はちを被かぶせられた女おんなの頭あたまが転ころがってきます。「お、お化ばけ！」そう言いったきり、宿屋やどやの人ひとは気きを失うしないました。

おつなの頭あたまは宿屋やどやから転ころがり出でて、婿むこを追おいかけました。「た、た、助たすけてくれー！」婿むこは叫さけびながら、必死ひっしに走はしり続つづけます。どこをどう走はしっているのか、まったく分わかりません。「お前まえさーん！お前まえさーん！」おつなの声こえが、すぐ後うしろから追おってきます。

「もう駄目だめだ！」はっと気きがつくと、目めの前まえに菖蒲しょうぶとヨモギの生はえた草くさむらがありました。婿むこは夢中むちゅうで、その草くさの中なかへ倒たおれ込こみました。すると、どうでしょう。

草くさむらの前まえまで追おってきたおつなの頭あたまが、悔くやしそうに、「くそっ！菖蒲
 しょうぶやヨモギさえなかったら
 。」と、言いって、元来もときた方ほうへ転ころがっていったのです。

「やれやれ、助たすかった。それにしても、菖蒲しょうぶやヨモギが魔除まよけ
 

[7]



 になるのは本当ほんとうだったんだな。」婿むこは、ほっとして立たち上あがりました。そして菖蒲しょうぶとヨモギをたくさん採とって帰かえり、家いえの窓まどや戸と口ぐちに挿さしておくことにしたのです。おかげで人食ひとくい婆ばあも、おつなの頭あたまも、二度にどと家いえへはやってきませんでした。

今いまでも五月五日ごがついつかに、菖蒲しょうぶやヨモギを軒下のきしたに挿さすのは、人食ひとくい鬼おにや魔物まものを追おい払はらうためだそうです。





[1]
 「くべる」，动词。放入，添加。



[2]
 「ムシャムシャと食べる」，狼吞虎咽地吃，大口大口地吃。



[3]
 「手につかない」，心不在焉，无法专心于（某事）。



[4]
 「つづら」，名词。衣箱。



[5]
 「息が詰まる」，呼吸困难，紧张得喘不过气来。



[6]
 「夢にも知れない」，做梦也想不到。



[7]
 「魔除け」，名词。辟邪，驱邪，辟邪物。





吃人老婆婆和阿网的头




很
 久以前，某个地方有个叫阿网的女人和她的丈夫住在一起。有一天，丈夫因为工作要出门远行，他对阿网说：“我会尽早回来的，那就拜托你好好地看家啦。”丈夫出门后，阿网便一个人在家编绳子。

这时候，一位素未谋面的老婆婆突然走过来，把阿网编织的绳子投入火炉中。“啊！你在干什么呀？”阿网连忙阻止，可是老婆婆却摆出一副若无其事的样子。然后，老婆婆突然开始狼吞虎咽地吃那绳子燃烧后剩下的灰烬。

阿网惊吓得发不出声音，正当她想逃脱时，却觉得身体颤抖得无法站立起来。“嘻嘻嘻！那么，明天的这个时候，我还会来哦。”老婆婆张开满是灰的口，冷笑着离开了。

第二天，阿网因为非常害怕，所以无法集中精神做事。快到老婆婆说来的时辰了，阿网拿起三颗香榧的果实，躲进了二楼的衣箱里。不久，老婆婆来了。“哎呀？不在吗？”老婆婆绕着火炉走了一阵子后，开始爬楼梯上去。

阿网想要吓唬老婆婆，便“咔嚓”地啃起果实来。老婆婆听到声音后马上停住了脚步，“哎呀？那是什么声音啊？”说着，老婆婆又继续爬楼梯。

阿网再一次把香榧的果实放进口里，“咔嚓”地咬了一下。“这真是令人不快的声音啊！”老婆婆虽然这样说，却没有停下步伐。脚步声音逐渐靠近了。阿网非常害怕，连气都喘不上来，心里默默念道：“求求你！到那边去吧！”

阿网用力把最后一颗果实给咬出声来。但是，老婆婆却没有因此被吓到。“呼呼，很香啊。很香啊。”老婆婆一边说一边来到二楼，在那里四处闻着探寻。

“啊！糟糕！”阿网在衣箱里双手合十的时候，“啪”地一声，箱盖子被打开了。“哈哈！找到啦，找到啦。今天我就是为了吃你而来的。”老婆婆说着把阿网硬拉出来，从脚开始狼吞虎咽地吃起来，一会儿功夫便差不多把阿网的整个身子都吃完了。

但奇怪的是，阿网竟然还活着。“啊！真好吃。剩下的明天再回来吃吧。”老婆婆边说边把阿网剩下的头部藏在柜橱，慢慢悠悠地离开了阿网家。

第二天早晨，丈夫回家了。他根本没想到发生了这么可怕的事情，大声喊道：“阿网！我回来啦。喂！阿网！”可无论他怎样呼喊，也没有听到阿网的答复。

“真奇怪呀！”丈夫说着，把家里找了个遍，却也没有阿网的身影。“先不管了，我肚子很饿了。”丈夫这样想着，无意中打开了柜橱，想看看里面有什么可吃的。可是，他发现柜橱里竟然放着阿网的头，她的目光似乎怀着怨恨正死死地瞪着自己。“啊！”受到惊吓的丈夫跌跌撞撞地想逃走，可阿网的头“咕噜咕噜”地转了起来，一下子咬住了丈夫的胸口。

丈夫没有办法，只好抱着阿网的头飞奔出去。这时，阿网的头开始说话了：“相公，你就打算把我这样丢下自己逃走吗？”“不。不是啊！你可是我那可爱的妻子啊！”丈夫战战兢兢地回答。“那么，你就喂我吃饭吧。”阿网说。丈夫没有办法，只好躲着人抱着阿网的头走向旅馆，他在二楼要了个房间，又点了些饭菜。

   


丈夫在菜肴前一坐下，阿网的头便飞过来，降落在菜肴的上面。“喂、喂我吃。”阿网说着，便张开了嘴。即使再可爱的妻子，只剩下一个脑袋，也着实太可怕了吧。“你就饶了我吧！”说着，丈夫突然把饭钵扣在阿网的头上，并用带子缠上，然后飞奔下楼，一口气夺门而出。

“客官，这是怎么了？”被阿网丈夫的奇怪行为吓了一跳的店员正想追出去问个究竟，只见一个扣着饭钵的女子的头颅从二楼“咕噜咕噜”地滚下来。“啊！妖怪！”店员惊叫一声，便失去了知觉。

阿网的头从旅馆滚出来，一直追着丈夫。“救、救、救救我呀！”丈夫一边叫喊，一边拼命地继续跑着。他完全不知道该往哪里走才好。“相公！相公！”阿网紧追不舍。

“我已经不行啦！”丈夫跑得气喘吁吁。等回过神来，发现眼前是长满菖蒲和艾草的草丛。丈夫两眼一黑，倒入草丛中。接下来会怎样呢？

阿网的头一直追到草丛前，非常懊恼地说：“气死我了！这里有菖蒲和艾草就麻烦了。”说完，就往原本来的地方滚回去了。

“哎呀！哎哟！这可救我一命啦。看来菖蒲和艾草真的是辟邪之物呀。”丈夫边说边放心地站了起来。然后他拔了很多菖蒲和艾草回去，插在了自家的窗户和门口。因此吃人婆婆和阿网的头就再也没来过了。

直到现在，每到五月五日，人们也会为了驱赶吃人鬼怪，在房檐下插菖蒲和艾草。




 语法详解 





（1）動詞の使役態＋さ（せ）ておくれ／さ（せ）てください


表示“请允许我……”的意思。


* そんなら、わたしにご飯を食べさせておくれよ。


那么，你就给我喂饭吃吧。


* 明日休ませておくれ。


请允许我明天休息。


* 私は会長職を辞めさせてください。


请允许我辞去会长的职务。


（2）形容詞の連用形＋さえなかったら


表示“只要不……就……”的意思。也用“……さえなければ”的形式。


* あまり遠くさえなかったら、子供たちを連れて行ってもかまわない。


只要不太远，就可以带孩子去。


* 寒くさえなかったら、わざわざオーバーを持ってゆく必要はない。


只要不冷，就没必要把那大衣拿出来。


小知识



菖蒲


サトイモ科の多年生草木。葉は長剣状で80センチメートル余。初夏、花茎の中程に黄緑色の小花を棒状に密生。中国では古来より、ショウブの形が刀に似ていること、邪気を祓うような爽やかな香りを持つことから、縁起の良い植物とされ、家屋の外壁から張り出した軒に吊るしたり、枕の下に置いて寝たりしていた。日本でも、奈良時代の聖武天皇の頃より端午の節句に使われ始め、武士が台頭してからは「しょうぶ」の音に通じるので「尚武」という字が当てられるようになる（勝負にも通じる）。根茎を乾して「菖蒲根」と呼び健胃薬とする。古くは「あやめ」と呼んだが、アヤメ科のアヤメ·ハナショウブの類とは葉の形が似るだけで、全くの別種。


菖蒲


天南星科多年生草本植物，叶为长剑状，高约80厘米。初夏，花茎中部结淡黄色肉穗花序。因为叶长似剑，又有可祛除邪气的芳香，在中国，菖蒲自古就是代表好兆头的植物，常被悬挂于房屋外墙或者置于枕下。在日本，菖蒲自奈良时代圣武天皇时期开始用于端午节，当时适逢武士的兴起，因发音相同也写作“尚武”（也通“胜负”）。晒干的根茎称为菖蒲根，是一种健胃药。古代也称为“あやめ（花菖蒲）”，叶子虽与菖蒲科的花菖蒲相似，却是完全不同的两种植物。




第八章　とんち話




本章概要


在日本最具代表性的智慧故事是“老和尚和小沙弥”系列故事，通常以聪明的小沙弥把贪心的老和尚耍得团团转的形式出现。除此之外，著名的智慧故事还有以低级武士彦一为主人公的“彦一的故事”，以村长吉四六为主人公的“吉四六的故事”和由僧人一休宗纯小时候的轶事改编而成的“一休的故事”。其中，“一休的故事”在中国也广为流传。本章选取的三篇故事大致可分为三种类型：①“和尚和小沙弥”型（《毒梨和茶碗》）②“智斗妖怪”型（《智斗猴子的女孩》）③“巧妙断案”型（《钱的主人》）。在此，让我们细细品味机灵的主人公斗智斗勇的故事吧。


本章の概要


日本におけるとんち話の代表は、「和尚と小僧」というシリーズであり、常に賢い小僧が欲張りのお和尚さんを言いこめた形で終わる話である。その他、著名なとんち話には、下級武士彦一を主人公とする「彦一話」、庄屋吉四六を主人公とする「吉四六話」、僧侶一休宗純の幼少期の逸話としてまとめられた「一休話」等がある。特に、一休さんの話は中国にも広く伝われている。本章の3つのとんち話は主に次の3種類に分けられる。①「和尚と小僧」型（『毒梨と茶碗』）②「知恵で化け物退治」型（『娘の知恵で猿退治』）③「巧みな裁判」型（『金の持ち主』）のようである。それでは、それらの利口な主人公の知恵比べをゆっくり味わってみよう。




毒梨と茶碗



   



あ
 る村むらに小ちいさなお寺てらがありました。庭にわに一本いっぽんの梨なしの木きがあり、今年ことし初はじめて大おおきな実みが五いつつなりました。「おお、よかった、うまそうな梨なしが実みのるに違ちがいないわい」と、和尚おしょうさんは大喜おおよろこびです。虫むしに食くわれないようにと、紙袋かみぶくろを作つくって、梨なしの実みにかけ、大事だいじに育そだてていました。梨なしはだんだん大おおきくなり、袋ふくろが破やぶれて、実みがはみだし
 

[1]



 てきました。

ある日ひ、和お尚しょうさんは法ほう事じで檀だん家か
 

[2]



 へ出でかけることになりました。しかし、梨なしが心しん配ぱいになり、留る守す番ばんの小こ僧ぞうさんに言いいました。「小こ僧ぞうや。庭にわの梨なしは毒どく梨なしだから、絶対ぜったいに取とって食くってはならんぞ。もし、あの梨なしを食くったら、お前まえはころり
 

[3]



 と死しんでしまうぞ。いいな。」「はい。分わかりました。和尚おしょうさま。いってらっしゃい。」小僧こぞうさんは、お辞儀じぎをして、和尚おしょうさんを見送みおくりました。

一人ひとりになった小こ僧ぞうさんは、庭にわへ行いって竹たけの棒ぼうで、梨なしを突つついてみました。梨なしは、紙かみ袋ぶくろを破やぶって大おおきくなっていました。おいしそうでした。小僧
 こぞうさんは食
 くいたくてたまりません
 。「ありゃっ！」小こ僧ぞうさんが竹たけの棒ぼうで突つついていると、大おおきい梨なしが一ひとつもげ
 

[4]



 て、ぽとりと下したへ落おちてきました。和お尚しょうさんは毒どく梨なしだから食くうなと言いったけれど、あんまりおいしそうなので、小僧こぞうさんは、ひと口くちがぶりと
 

[5]



 かじり
 

[6]



 ました。「おお、甘あまい。」よく熟じゅくした梨なしは、甘あまい汁しるが滴したたりました。小こ僧ぞうさんは夢む中ちゅうで一ひとつ食くってしまいました。


しかし、ちっとも毒
 どくに当
 あてられることもなく、何
 なにも異
 い状
 じょうはありません
 。「和尚おしょうさんは、私わたしに食くわせまいとして、毒どく梨なしだとうそを言いったんだな。」小こ僧ぞうさんは、そう言いって、もう一ひとつ梨なしを落おとして食くいました。あまりにおいしいので、もう一ひとつ、もう一ひとつと、次つぎ々つぎと落おとして食くい、とうとう五いつつの梨なしをみんな食くってしまいました。

その時小僧ときこぞうさんは「困こまったなあ。和尚おしょうさまが帰かえってきたら、どんなに怒おこるだろう。」と、心配しんぱいになってきました。和お尚しょうさんが帰かえってくる時じ間かんが迫せまってきたので、小こ僧ぞうさんはあることを考かんがえました。家いえの中なかに入はいり、和尚おしょうさんがいつも大切たいせつにしている湯飲ゆのみ茶ちゃ碗わんをぶつけて割わりました。それから、唾つばを目めの周まわりに塗ぬり付つけて手てを顔かおに押おし当あて
 

[7]



 て泣なく真似まねをしました。

和尚おしょうさんが帰かえってきました。「小僧こぞうや、今帰いまかえったよ。何なにも変かわったことはなかったろうな。」和お尚しょうさんがそう言いいながら家いえの中なかへ入はいっていくと、小こ僧ぞうさんは障しょう子じの陰かげで、しくしく
 

[8]



 泣ないています。

「おや。どうしたんじゃ。何なにを泣ないているのじゃ。一人ひとりで寂さびしくて泣ないておるのか。」と、和尚おしょうさんが声こえをかけると、小僧こぞうさんは首くびを振ふって、泣なきじゃくり
 

[9]



 ながら言いいました。「いいえ。和お尚しょうさま。寂さびしくて泣ないているのではありません。和お尚しょうさまが大たい切せつにしていらっしゃる茶ちゃわんを洗あらおうと思おもったら、落おとして割わってしまいました。それで…」「なに！」「申もうし訳わけなくて、私わたしは死しんでお詫わびをし
 

[10]



 ようと思おもって、庭にわの毒どく梨なしを取とって食くいました。一ひとつ食くっても死しにません。二ふたつ食くっても死しにません。とうとう、五いつつ全部食ぜんぶくいましたが死しねないのです。どうしたらいいかわからないので泣ないているのでございます。」




「げっ！あの梨なしを五いつつ、全部取ぜんぶとって食くってしまったのか！」和尚おしょうさんは思おもわずどしんと
 

[11]



 尻しりもちをつい
 

[12]



 てしまいました。しかし、小こ僧ぞうさんを叱しかることはできませんでした。





[1]
 「はみだす」，动词。（由中间）露出、挤出。



[2]
 「檀家」，名词。（佛）施主。



[3]
 「ころり」，副词。突然。



[4]
 「もげる」，动词。掉下来、脱落。



[5]
 「がぶりと」，副词。张大嘴一口气吞下去。



[6]
 「齧る」，动词。啃、咬。



[7]
 「押し当てる」，动词。按住。



[8]
 「しくしく」，副词。抽泣、抽抽搭搭。



[9]
 「泣きじゃくる」，动词。抽泣、抽抽搭搭地哭。



[10]
 「お詫びをする」，道歉、赔礼。



[11]
 「どしんと」，副词。沉重、沉甸甸的。



[12]
 「尻もちをつく」，跌个屁股蹲儿。





毒梨与茶碗




从
 前，在某个村里有一座小庙。庙的院子里有一棵梨树，今年第一次长了五个大梨。“哦！太好了。一定会长成又香又甜的梨吧。”老和尚非常高兴地说。为了不让虫子咬，他做了纸袋包在梨上，小心翼翼地培育。梨渐渐地变大，撑破纸袋，露了出来。

有一天，老和尚要去施主家做法事。可是因为他担心梨被偷吃，他便对看家的小和尚说：“小和尚呀！院子里的梨是毒梨，你千万不要摘来吃哦！如果你吃了的话，很快会死的。知道吗？”“好的，知道了。师傅，您走好。”小和尚鞠躬行礼目送老和尚远去。

庙里只剩下小和尚一个人，他走到院子里，试着用竹棒去戳梨。梨长得很大撑破了纸袋，看起来很香甜，小和尚非常想吃。“唉呀！”小和尚拿竹棒使劲一戳，一个大梨就掉下来了。虽然老和尚说那是毒梨，不能吃，但是这梨实在太诱人了。于是，小和尚就咬了一大口，“哇！真甜呀。”熟透的梨滴下甜甜的汁，小和尚尽情地吃完了一整个。

可是，他一点儿也没中毒，也没有任何异常状况。“原来师傅是为了不让我吃，才谎称那是毒梨的。”小和尚说着，又戳下来一只梨子吃了。因为太好吃了，他摘了一个又一个，一个接着一个，小和尚终于吃完了五个梨。

   


这时，小和尚担心起来。“糟了，如果师傅回来了，不知会气成什么样子呢。”离老和尚回来的时间越来越近，小和尚灵机一动，他走进屋，把老和尚一直以来都很珍爱的茶碗用力地往地上一摔，然后往眼眶四周涂抹口水，用手捂着脸，哭得像真的一样。

“小和尚！我回来了。没有什么事儿吧？”老和尚一边说一边走进屋。只见小和尚在拉门后边，抽抽嗒嗒地哭泣着。

老和尚问：“唉呀，你怎么啦？哭什么呢？是因为一个人寂寞了就哭吗？”听到师傅的声音，小和尚摇了摇头，一边抽泣一边说：“不是，师傅。不是因为寂寞才哭的，是因为我想帮你洗你最珍爱的茶碗，可是不小心我把它摔破了。所以……”“什么？”老和尚听了大叫。“实在很抱歉。我想以死谢罪，所以就去摘院子的毒梨吃了。但是吃了一个不死，吃了第二个还是不死，结果我把五个全都吃了，还是死不了。我不知如何是好，所以才哭起来。”

“啊？你把那五个梨全部摘下来吃掉啦？”老和尚懊恼极了，却又无法责骂小和尚，“扑通“一屁股坐在地上，一句话也说不出来。




 语法详解 





（1）形容詞、動詞の連用形/＋てたまらない；形容動詞の語幹＋でたまらない


表示心情或身体处于难以抑制的状态。相当于“……得受不了”“……得不得了”。


* 小僧さんは食いたくてたまりません。


小和尚想吃得不得了。


* あの手品は不思議でたまらない。


那个魔术神奇得不得了。


（2）動詞の連体形＋こともない


表示“不可能……”“不会……”“没道理……”的意思。


* 年を取ってからは若さを取り返すこともない。


上了年纪之后就不会再年轻了。


* 多趣味なので、話題に困ることもない。


因为兴趣广泛，所以不愁没有话题。


小知识



茶碗


茶器の一つとして中国で生まれ、奈良時代から平安時代をかけて茶と一緒に日本に伝来したと考えられている。江戸時代、煎茶の流行とともに従来からの抹茶茶碗に加えて、煎茶用の煎茶茶碗、白湯·番茶用の湯呑茶碗も用いられるようになったとされる。明治時代に入ると磁器の飯茶碗が普及した。現代の日本では、通常、「お茶碗」と言った場合には飯茶碗を指す。ご飯をよそうための椀は、特にご飯茶碗や茶碗、飯碗とも呼ぶ。日本の家庭での茶碗は湯呑茶碗でもご飯茶碗でも、箸と同様に属人器である。古来から多くの家庭で、各人専用の湯呑茶碗とご飯茶碗が定められている。


茶碗


茶碗作为茶器的一种，诞生于中国，从奈良时代到平安时代，和茶一起传入日本。江户时代，随着煎茶的盛行，除了以往使用的抹茶茶碗，日本还出现了用于煎茶的茶碗和用于装热水或者粗茶的茶杯。进入明治时代，陶瓷制的饭碗开始普及。在现代日本，说到“お茶碗”，一般是指饭碗。用于装饭的碗，特别称为“ご飯茶碗”“茶碗”或者“飯碗”。在日本的家庭中，饭碗和茶杯都和筷子一样，为个人专用的。自古以来，很多家庭中都有个人专用的茶杯和饭碗。




金の持ち主



   



あ
 る日ひ、庄屋しょうやさんが道みちを歩あるいていると、大おおきな袋ふくろが落おちていました。中なかを見みると、小銭こぜにがザクザクと入はいっています。ざっと見みただけでも、二千枚にせんまいはありそうです。

「これは、えらい落おとし物ものだ。落おとし主ぬしは、泣ないとるじゃろう。」と、庄屋しょうやさんは家いえに持もって帰かえり、村むらに知しらせの者ものをやりました。すると、さっそく現あらわれたのが、吾助ごすけと兵六へいろくです。二人ふたりとも、「おらのだ。」「いや、おらのだ。」と、言いうのです。

袋ふくろを隠かくして、二人ふたりの前まえに出でた庄屋しょうやさんは、「落おとしたお金かねのことを、くわしく話はなしておくれ。」と、言いいました。するとまずは、吾助ごすけが、「へえ、あのお金かねはおらが貧まずしい中なかから一文いちぶん、二文にぶんと、つぼ
 

[1]



 にコツコツ貯ためた物ものだ。だども、おっかあが病気
 びょうきになったで、町
 まちへ医者
 いしゃん呼
 よひに行
 いくのに、袋
 ふくろに入
 いれて持
 もって行
 いく途中
 とちゅうだったべ
 。」




これを聞きいていた兵六へいろくが、「うそをつけ！この盗ぬすっ人とが。あれはおらがつぼに貯ためた金かねだ。一生懸命いっしょうけんめいに貯ためたが、今日きょう、つぼを見みると空からっぽになってた
 

[2]



 。きっとこいつが盗ぬすんで袋ふくろに入いれて行いこうとしたにちがいねえ、庄屋しょうやさん、こいつはとんでもねえやつでごぜえます
 

[3]



 。第一
 だいいち、こんな貧乏人
 びんぼうにんに金
 かねが貯
 ためられるわけねえ
 。」

二人ふたりの話はなしを聞きいた庄屋しょうやさんは、「そうか。ところで吾助ごすけに兵六へいろく。なくしたお金かねは何枚なんまいぐらいじゃった？」「それが、数かぞえた事ことがねえから…。だども、つぼの首
 くびまではあっただ
 。」「おらもはっきりとは。だども、きっちりつぼの首
 くびのところまで貯
 たまっただ
 。」二人ふたりとも、ちゃんとは答こたえられません。

そこで庄屋しょうやさんは、「わしが見みたところ、千枚せんまいはあったが。そんじゃひとつ、お前まえさん方ほうのつぼに入いれてきっちり首くびまで入はいった方ほうが本当ほんとうの持もち主ぬしということになるな。よし、二人ふたりとも、つぼを取とりに帰かえっておいで。」二人ふたりはさっそく家いえに帰かえり、めいめい、つぼをかかえて戻もどってきました。

ところが吾助ごすけのつぼは、何なんとも大おおきなつぼです。「庄屋しょうやどん、吾助ごすけのやつは欲深よくぶかじゃて。あんなにでっけえ、つぼさ持もってきて。」と、得意とくいそうに差さし出だした兵六へいろくのつぼへ、庄屋しょうやさんはお金かねをザラザラッと入いれますと、たちまちお金かねは溢あふれて、ザクザクと
 

[4]



 畳たたみの上うえへ落おちました。

青あおくなる兵六へいろくに庄屋しょうやさんは、「兵六へいろく、金かねは首くびのところまで貯たまっていたのでは、なかったかのう？」

   


続つづいて吾助ごすけのつぼに入いれかえると、ピッタリ首くびのところまで入はいりました。「このお金かねは吾助ごすけの物ものじゃ。お金かねは本当ほんとうは二干枚にせんまいあったんじゃが、千枚せんまいと言いうたら、うそをついておる者ものが千枚せんまいくらい入はいるつぼを探さがして持もってくるじゃろうと思おもうたんじゃ。こら兵六へいろく、悪わるい事ことはもう二度にどとするでないぞ。それから吾助ごすけ、こんな大事だいじな物もの、もう落おとさんように気きをつけるのじゃぞ。」こうしてお金かねは無事ぶじに、持もち主ぬしの吾助ごすけのところにもどりました。





[1]
 「つぼ」，名词。罐、坛、缸。



[2]
 「空っぽになる」，变得空荡荡。



[3]
 「とんでもねえやつでごぜえます」=とんでもないやつです。这家伙太不像话。



[4]
 「ザクザクと」，副词。大把大把，拥有很多金钱状。





钱的主人




有
 一天，村长在街上走着走着，突然有个大袋子从天而降。他打开一看，里面装有大把大把的铜钱。粗略一看，大概有两千枚之多。

村长心想：“这么重要的东西，失主应该很伤心吧。”于是，他把钱拿回了家，并把这个消息告诉了村里人。不一会儿，来了名叫“吾助”和“兵六”的两个人，他俩争着说：“钱是我的。”“不，是我的。”

于是，村长把袋子藏了起来，走到二人面前说：“请你们把丢钱的经过详细地说一说吧。”吾助首先开口：“嗯，那些钱是我在贫穷的生活中一分一分地放在罐子里积攒起来的。但因为母亲生病了，我要到城镇去找医生才把钱放到袋子里，那是我在途中丢失的。”

听了这番话，兵六大叫：“你说谎！你这盗贼！那是我在罐子里存的钱。我是多么努力才积攒下来的呀！但是今天一看罐子，竟然空空如也。一定是你这家伙偷了钱，放进袋子里拿走的！村长，这真是个不像话的家伙呀！无论如何，这么贫穷的人是根本不可能存下钱的。”

听了他两人的话，村长说：“好吧。吾助、兵六，你们知道丢失的钱有多少个吗？”“那我倒没有数过……。但是，刚好到罐子的颈部那儿。”吾助说。兵六也说：“我也不太清楚，但是，是紧紧地塞到了罐子的颈部那儿的。”二人都无法清楚地回答上来。

于是村长说：“依我来看，有一千个左右。那暂且这么决定吧。你们把自家的罐子拿来，我把钱都塞进罐子里，正好能够到达颈部位置的一方，那就是真正的失主啦。”二人都马上回家，然后各自抱着罐子回来了。

只是吾助的罐子实在太大了。兵六得意洋洋地边拿出罐子边说：“村长，吾助那家伙真是贪婪啊。竟拿来了那么大的罐子。”可当村长往他的罐子里放钱时，他的罐子很快就满了，钱“哗啦哗啦”地散落在榻榻米上。

村长对着面色发青的兵六说：“兵六，你不是说钱刚好到罐子的颈部位置吗？”兵六哑口无言。

村长又继续把钱放入吾助的罐子里，刚刚好到达瓶颈。村长说：“这些钱是吾助的！实际上有两千个铜板，我之所以说是一千个，是因为我想，说谎的人一定会去找来一个只能装一千个铜板左右的罐子来。兵六，以后不要再做坏事啦！还有，吾助啊，这么重要的东西今后小心别再弄丢啦！”就这样，丢失了的铜钱平安无事地回到了主人吾助的手中。




 语法详解 





（1）用言/助動詞の終止形＋ども（終助詞）


表示断然肯定的意思。相当于“一定……”“当然……”


* ——明日行くかい？


明天你去吗？


——行くども。


一定去。


* ——この本を借りてもいいか。


这本书我可以借用吗？


——ええ、結構だども。


当然可以。


（2）用言の連体形＋わけがない


表示说话人的主观判断。“不可能……”“不会……”“没有理由……”


* 彼がこんな漢字の多い本を読めるわけがない。


有这么多汉字的书，他不可能看得懂。


* 私が説明したのだから、彼がそれを知らないわけはありません。


我进行了说明，所以他不可能不知道。


* こんな貧乏人に金が貯められるわけねえ（はない）。


这么贫穷的人是没有理由存到钱的。


小知识



庄屋


江戸時代の村役人である地方三役のひとつで、村落の代表者である。西日本では庄屋の呼称が多く、東日本では名主と呼ばれることが多い。また、東北地方·北陸地方·九州地方では肝煎と呼ぶ。村請制村落の下で年貢諸役や行政的な業務を村請する下請けなどを中心に、村民の法令遵守·上意下達·人別支配·土地の管理などの支配に関わる諸業務を下請けした。社会の支配機構の末端機関に奉仕する立場上、年貢の減免など、村民の請願を奉上する御役目もあった。


村长


江户时代，作为村落政府工作人员的“地方三职”之一，是整个村落的代表。日本西部称为“庄屋”，而日本东部多称为“名主”。另外，东北地区、北陆地区、九州地区称为“肝煎”。在实施“村请制”的村落中，村长主要负责收取年贡、摊派各种杂役和其他行政业务，负责监督村民遵守法令、传达命令、人口管理、土地管理等各项事务。作为服务于社会管理机构的最末端组织的角色，村长还承担着向上级部门传达如减免年贡等村民的各种请求。




娘の知恵で猿退治




昔
 々むかし、伊勢いせの国くにの三重県みえけんにお爺じいさんとお婆ばあさんと娘三人むすめさんにんが住すんでいました。その娘むすめの名なは睦月むつき、如月きさらぎ、弥生やよいと言いい、三人さんにんとも、花はなも恥はじらう
 

[1]



 美人びじんです。

さて、ここから三里さんり（約やく12キロ）離はなれた山奥やまおくには、山やまの主ぬしと言いわれる大猿おおざるが住すんでいました。大猿おおざるはいつの間まにか、この娘むすめたちが好すきになりました。そして大猿おおざるは山やまから下おりて来くると、お爺じいさんとお婆ばあさんに向むかって、「三人さんにんの娘むすめさんのうち、誰だれでもよいからわしの嫁よめにくだされ、もしも嫌いやなら、その場ばで一家五人いっかごにんを食くい殺ころしてしまうぞ！」と、言いうのです。

お爺じいさんとお婆ばあさんはガタガタ
 

[2]



 と震ふるえながら、仕方しかたなく、姉あねの睦月むつきを呼よんで言いいました。「睦月むつきよ、お前まえ、あの大猿おおざるのところへ嫁よめに行いってくれないかのう。」すると娘むすめは、ブルブルと震ふるえ
 

[3]



 ながら、「どうか許ゆるして下ください。あんな恐おそろしい大猿おおざるの所ところへ嫁よめに行いくのだけは…」




困こまったお爺じいさんとお婆ばあさんは、次つぎに如月きさらぎを呼よび、「如月きさらぎよ、あの大猿おおざるの所ところへ嫁よめに行いかないか。」「姉上あねうえ様さまさえ怖こわくて行いけないのに、私わたしはご免めんいたします。」

お爺じいさんとお婆ばあさんは仕方しかたなく、末娘すえむすめの弥生やよいを呼よんで言いいました。「弥生やよいよ、姉様二人ねえさまふたりは嫌いやだと言いっているのだが、お前まえはどうかな？」と、聞きくと、弥生やよいは言いいました。「どうぞご安心下あんしんください。嫁よめには私わたしが参まいります。」

お爺じいさんとお婆ばあさんは可哀かわいそうに思おもいながらも、一家五人いっかごにんが食くわれてしまうよりはいいだろうと考かんがえ、入口いりぐちで待まっていた大猿おおざるに、「三番目さんばんめの弥生やよいをお前まえにやることにしたが、いろいろ仕度したくもあるので、五日いつかほど待まってもらいたい。五日いつかたったら迎むかえに来きて下くだされ。」と、言いいました。「よし、では五日いつかたったら来こよう。」大猿おおざるは喜よろこんで帰かえって行いきました。

五日いつか目めの朝あさ、三里さんりの山道やまみちをキーキー言いいながら大猿おおざるが来きました。綺麗きれいな花嫁衣装はなよめいしょうを着きた弥生やよいが出でると、大猿おおざるはその美うつくしさにただ見みとれるだけです。弥生やよいは大猿おおざるに愛想笑あいそわらい
 

[4]



 をしながら、涙なみだを流ながす二人ふたりの姉あねに小声こごえで言いいました。「きっと帰かえって来くるから、待まっててね。」

弥生やよいは大猿おおざると一緒いっしょに山やまを越こえて、川かわを渡わたり、森もりを抜ぬけましたが、なかなか大猿おおざるの家うちには着つきません。でも夜中よなかになって、やっと大猿おおざるの家いえに着つくと、大猿おおざるはニコニコ顔かおで掃除そうじをしたり、朝あさご飯はんを作つくったりしました。




やがて朝あさが来きたので、弥生やよいは大猿おおざるの作つくってくれた朝あさご飯はんを食たべながら言いいました。「私わたしは、あなたの所ところへお嫁よめに来きてとっても幸しあわせです。私わたしの喜よろこんでいる姿すがたを家うちの人ひとに見みせたいので、一緒いっしょに行いきませんか？」「ああ、いいよ。可愛かわいいお前まえのためだ。さっそく行
 いくとしよう
 。」と、急いそいで支度したくをする大猿おおざるに、弥生やよいが言いいました。「親おやの家いえに行いくのだから、爺じいさまと婆ばあさまの大好物だいこうぶつのお餅もちを、ひと臼搗うすついて持もって行いきたいのです。」「よし、分わかった。可愛かわいいお前まえのためだ。さっそく搗
 つくとしよう
 。」大猿おおざるは、ペッタン、ペッタンと、お餅もちを搗ついてくれました。

「さあ出来できた。この重箱じゅうばこに入いれていこう。」「爺じいさまと婆ばあさまは、重箱じゅうばこの匂においが嫌きらいなのです。」

「そうか。では、どんぶりに入いれていこう。」「爺じいさまと婆ばあさまは、どんぶりの匂においが大嫌だいきらい。臼
 うすのまま背負
 せおって行
 いきましょう
 。」そこで大猿おおざるは臼うすを背負せおって、山道やまみちを下おりはじめました。

途中とちゅう、崖がけの上うえのほうに大おおきな美うつくしい桜さくらの木きが、今いまを盛さかりと咲さいています。「あなた。爺じいさまと婆ばあさまは桜さくらの花はなが大好だいすきだから、一枝採ひとえだとって下くださいな。」「ああ、木登きのぼりは任まかせてくれ。」木登
 きのぼりが得意
 とくいな大猿
 おおざるは、臼
 うすを背負
 せおったまま木登
 きのぼりを始
 はじめ、桜
 さくらの枝
 えだに手
 てをかけると、「それではなく、もっと先
 さきのを折
 おって下
 くださいな
 。」「それなら、この枝えだか？」

「いやいや、もっと先さきのを折おって下くださいな。」「では、この枝えだではどうじゃ？」

「いやいや、もっと先さきのを折おって下ください。一番いちばんてっぺんの、あの枝えだを折おって下くださいな。」「よし、分わかった。」大猿おおざるはどんどん上うえに登のぼり、とうとうてっぺんの枝えだに手てをかけた時とき、ポキリ！足元あしもとの枝えだが折おれてしまい、大猿おおざるは重おもい臼うすを背負せおったまま谷底深たにそこぶかく真まっ逆様さかさまに落おちてしまい、臼うすの下敷したじきになって
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 死しんでしまいました。




弥生やよいは急いそいで、お爺じいさんとお婆ばあさんと二人ふたりの姉ねえさんの待まっている家いえに帰かえりました。皆みんなは手てに手てを取とって大喜おおよろこびで、元もとのように仲なかよく暮くらしたという事ことです。





[1]
 「花も恥らう」，闭月羞花（的美貌）。



[2]
 「ガタガタ」，副词。喀哒喀哒，咕咚咕咚。



[3]
 「ブルブルと震える」，哆嗦，发抖。



[4]
 「愛想笑」，名词。讨好的笑，谄笑。



[5]
 「下敷きになる」，被压在底下。





智斗巨猿的女孩




从
 前，在伊势国的三重县住着一位老爷爷、一位老奶奶和三个女儿。女儿的名字分别为睦月、如月和弥生，她们三个都是闭月羞花的美人。

而在距此地三里（约12千米）的深山里，则住着一个传说是山大王的巨猿。巨猿不知道从什么时候开始喜欢上了这几个女孩，于是便下山来找老爷爷和老奶奶，对他们说：“从你们这三个女儿中挑一位嫁给我吧。要不然，我就当场吃了你们一家五口。”

老爷爷和老奶奶吓得哆哆嗦嗦，无奈把姐姐睦月叫来说：“睦月，你能为我们去嫁给巨猿吗？”大女儿一听吓得颤抖地说：“请你们饶了我吧。别把我嫁给那么可怕的巨猿……”

苦恼的老爷爷和老奶奶只好喊来如月问：“如月，你能为我们去嫁给巨猿吗？”“连姐姐都害怕得不能去，我就更加不行了。”如月答道。

老爷爷和老奶奶只好把小女儿弥生叫过来问道：“弥生呀，你的两位姐姐都不愿意，你怎样呢？”“请放心吧，我去嫁给他。”弥生回答道。

老爷爷和老奶奶虽然觉得弥生很可怜，但想想至少比一家五口都被巨猿吃掉要好，便对正等在门口的巨猿说：“我们已决定把排行老三的弥生嫁给你。因为要做许多准备，所以拜托你等五天左右，五天过后请你前来迎亲吧。”“好吧。那么五天后我再来。”巨猿说完就欢喜地回去了。

第五天的早晨，巨猿一路“叽叽”地又蹦又跳地穿过三里的山路来到老爷爷和老奶奶家。穿着漂亮嫁衣的弥生一出来，巨猿便对她的美貌看得入迷了。弥生一边对巨猿微笑，一边小声地对落泪的两个姐姐说：“我一定会回来的。等我哦。”说完就离开了家。

弥生和巨猿一起翻过一座山，淌过一条河，又穿过了森林。走啊走啊，但还没到达巨猿的家。到了半夜，终于到达了巨猿家。一到家，巨猿就笑嘻嘻地打扫卫生，又忙着做早饭。

终于到了早晨，弥生一边吃着巨猿为她做的早饭一边说：“我呀，能嫁到你这儿真幸福。我想让家里人看看我高兴的样子，你跟我一起回去好吗？”“啊，好呀。为了这么可爱的你，那就马上回去吧。”巨猿满心欢喜地回答道。弥生又对急忙做准备的巨猿说：“既然回家的话，我想捣一臼父母亲最喜欢的年糕拿回去。”“好的。我知道了。为了可爱的你，我马上去捣。”巨猿说着就“啪嗒啪嗒”地为弥生捣年糕。

“哎呀！做好了。把年糕放在这个套盒里面吧？”巨猿问。弥生说：“我父母亲不太喜欢这个套盒的味道。”

“是这样啊。那么，就放进大碗里面去吧？”巨猿又问。弥生说：“我父母非常讨厌大碗的味道。你就这样背着石臼去吧。”于是巨猿就背着石臼，开始往山下走去。

途中，悬崖上方有一棵美丽的樱花树，正鲜花怒放。“老公。我父母最喜欢樱花了，请你摘一枝吧。”弥生说。“好啊！爬树的活儿就交给我吧。”巨猿轻快地答应了。他很擅长爬树，就这样背着石臼开始往上爬，好不容易够到樱花的树枝时，只听见弥生在树下喊：“不是那个，请再往前一点儿。”“嗯？是这枝吗？”巨猿问。

“不！不是。请再往前一点儿。”弥生在喊。“那这枝怎样呢？”巨猿又问。

“不！不行。请再往前一点儿。请你摘最前面的那一支花吧。”弥生不满意地说道。“好吧。我知道了。”巨猿又继续往上爬，终于够到了最顶端的那枝花。这时，只听见“嘎巴！”一声，脚下踩的树枝折断了，巨猿就这样背着那沉甸甸的石臼头朝下跌落到深深的谷底，被石臼压死了。

弥生急忙赶回家，家中的老爷爷、老奶奶和两位姐姐正期盼着她的归来。大家高兴地拉起手，他们又过上了以往那其乐融融的生活。




 语法详解 





（1）用言の終止形＋とする


表示看法。相当于“认为……”“看做……”


* 彼は学生として許すべからざる行為を行ったとして退学させられた。


认为他有作为学生所不允许的行为，因此被退学了。


* 酔ったうえでの失言だとして、彼の責任は問われないこととなった。


认为他是酒后失言，所以决定不追究他的责任。


* 裁判長は過失は被告側にあるとして、被害者に賠償金を払うよう命じた。


裁判长认定过失在被告一方，命令被告向受害者支付赔偿。


（2）用言の連体形＋まま


表示持续的状态。相当于“……着”。也用「…ままで」的形式。


* 暑いのでドアはあけたままにしておいてください。


太热了，门就这么开着吧。


* スト一ブを消さないまま学校に来てしまった。


没关炉子就来了学校。


* 年をとっても、綺麗なままでいたい。


虽然上了年纪，但还想保持漂亮。


小知识



重箱


二重から五重に積み重ねられた、料理を入れる箱である。四季を表す四重が正式とされる。室町時代の文献の中に既に記述が見られ、一般庶民に普及したのは江戸時代である。武家や大名のもとでは、漆塗や蒔絵の豪華なものも作られた。美術品としては尾形光琳の「蒔絵梅椿若松図重箱」などが有名。最近はポリプロピレンなどの新素材による弁当箱が普及し、目にする機会は次第に少なくなってきている。「重箱の隅を楊子で穿くる。」などの諺がある。「重箱読み」は、語の前半を音として、後半を訓として読む「重箱」のような熟語の変則的な読み方のである。


套盒


由两层到五层套盒叠套而成的、用于装饭菜的盒子。一般为四层，用于代表四季。室町时代的文献中已经出现关于套盒的记载，而普及到一般民众则是在江户时代。武士及大名等贵族阶层还制作出涂漆或者泥金画的豪华套盒。尾行光琳制作的“泥金梅椿青松图套盒”作为美术品而闻名于世。最近，由于聚丙烯等新型材料制作的饭盒的普及，套盒已越来越少见了。日语中有“吹毛求疵”等关于套盒的谚语。“音训读法”则是指一个词前半部为音读，而后半部为训读的类似“重箱”的不符合规则的读法。




第九章　悲しい話




本章概要


生命的消逝总会令人扼腕，特别是幼小美好的生命如樱花般悄然凋零时，总能唤起读者内心深处最悲伤的情绪。本章的主人公都是正值青春年华的少女，或因突发的疾病，或因家人的贪念而过早离世。读这些故事，我们会对着空空如也的“舞扇”倍感惆怅，会向着“小花地藏”合十祈祷，而最终绽放出五彩花朵的“牵牛花”则会让我们感到些许安慰。


本章の概要


人は常に生命がなくなることを残念に思っている。特に幼くて美しい命が桜のように、静かに散ってしまうことがよく読者の心の奥底にある悲しさを引き起こす。本章の主人公は、みんな花盛りの少女であり、急病や家族の貪欲で、若いうちにこの世を去ったのである。これらの物語を読んで、真っ白になった「舞扇」を悲しんだり、「お花地蔵」に向かって、合掌したりして、ようやく色とりどりに咲いている「朝顔」からささやかな慰みを感じられるだろう。




舞扇



   



昔
 々むかし、京きょうの都みやこに、名なの高たかい踊おどりの師匠ししょうがおりました。その大勢おおぜいの弟子でしの中なかに、雪江ゆきえという、稽古けいこ
 

[1]



 に熱心ねっしんな娘むすめがいて、一本いっぼんの舞扇まいおうぎ（日本舞踊にほんぶように使つかう扇おうぎで、普通ふつうの扇おうぎより大おおきく、流儀りゅうぎ
 

[2]



 の紋もんなどを描えがいたもの）を、たいそう大切たいせつにしていたのです。何
 なんでも、雪江
 ゆきえが父
 ちちにせがんで
 

[3]



 、名高
 なだかい絵師
 えしに書
 かいてもらったとかで、いまを盛
 さかりと咲
 さいている桜
 さくらの花
 はなを描
 えがいた
 。それはまあ実まことに見事みごとな扇おうぎでした。

ある日ひのこと。どうしたことか、雪江ゆきえはこの扇おうぎを稽古場けいこばに忘わすれて帰かえったのです。師匠ししょうは、あした来きたら渡わたしてやろうと、自分じぶんの机つくえの上うえに置おきました。ところが次つぎの日ひ、珍めずらしく雪江ゆきえは稽古けいこに来きませんでした。そして次つぎの日ひも、また次つぎの日ひも。

師匠ししょうは、何なにやら心こころにかかって、ふと机つくえの上うえの扇おうぎを広ひろげてみました。そこには、扇面せんめんいっぱいに、明あかるく花はなが咲さいています。そこへちょうど、友ともだちの占師うらないしが訪たずねてきました。「ごらんなされ。優雅ゆうがなものじゃ。」師匠
 ししょうが、広
 ひろげたままの扇
 おうぎを渡
 わたすと、「ほほう、これは美
 うつくしい。ええー？
 」友ともだちの占師うらないしは、しげしげと眺ながめて
 

[4]



 いましたが、しばらくして、「お気きの毒どくですが、この花はなは、今日中こんにちじゅうに散ちりますな。」

友ともだちが帰かえったあとも、師匠ししょうはその扇おうぎを、ジッと眺ながめていました。「今日中こんにちじゅうに散ちるとは、いったい？」占師うらないしの言葉ことばが気きになって、夕闇ゆうやみの迫せまった部屋へやに、いつまでも座すわっていました。

「お食事しょくじでございます。」妻
 つまの声
 こえにハッとして、師匠
 ししょうは開
 ひらいた扇
 おうぎを持
 もったまま立
 たち上
 あがりました
 。すると、ハラハラ
 

[5]



 と、白しろい花弁はなびらが散ちりました。花弁はなびらは、後あとから後あとから散ちって、風かぜもないのに、蝶ちょうが舞まうように、空そらへ舞まい上あがっていきます。

「おお、これは！」驚おどろいて夕暮ゆうぐれの光ひかりにかざして見みると、扇おうぎの表おもてには、もう、花はなの姿すがたは一片ひとひらも残のこっていませんでした。そこにあるのは、ただの白しろい舞扇まいおうぎ。

師匠ししょうは、雪江ゆきえの家いえにカゴを急いそがせました
 

[6]



 。カゴが玄関げんかんに着つくと、母親ははおやが現あらわれて、「娘むすめは、ほんの先さきほど、息いきを引ひき取とった
 

[7]



 ところでございます。どうぞこちらへ。」案内あんないされた奥おくの間まには、雪江ゆきえが静しずかに眠ねむっていました。そしてその部屋へやは、あの桜さくらの花弁はなびらでいっぱいでした。








[1]
 「稽古」，名词。练习、练功、学习。



[2]
 「流儀」，名词。流派、作法。



[3]
 「せがむ」，动词。求、央求、缠磨。



[4]
 「しげしげと眺める」，仔细端详、凝视。



[5]
 「ハラハラ」，副词。飘落、扑簌簌落下。



[6]
 「カゴを急がせる」，急忙坐轿子去。



[7]
 「息を引き取る」，死亡、断气、咽气。





舞扇




从
 前，在京都有一个著名的舞蹈师父。在他众多的弟子里，有一个名叫雪江的姑娘。她非常热衷于舞蹈练习，并十分珍爱一把舞扇（跳日本舞用的扇子，比普通扇子大，画有其代表流派的花纹）。听说这把舞扇是雪江央求父亲请一个有名的画师帮她画的，扇面上画满了盛开的樱花，真的非常漂亮。

有一天，不知为何，雪江把这把扇子忘在排练场就回去了。师父心想：明天她来了再给她吧。于是，他就把扇子放在了桌子上。然而第二天，雪江罕见地没来练习。接下来又过了一天又一天，她依然没有来排练。

师父不知为何担心起来，他打开桌子上的扇子看了一下。那扇面上画满了鲜艳绽放的樱花。这时，正巧他的一个占卜师朋友前来拜访。师父把扇子打开递给他说：“您看，这扇子多么美丽啊！”“嗬！这真漂亮。咦？”占卜师朋友仔细地看了一会儿，说道：“真可怜啊！这花今天之内会凋谢啊！”

   


占卜师朋友回去之后，师父一直盯着那扇子。“今天之内会凋谢，这究竟是怎么一回事儿呢？”师父琢磨着占卜师的话，一直呆坐在夜幕将降的房间里。

“吃饭了！”妻子的叫声把他吓了一跳，师父拿着展开的扇子站了起来。突然，白色花瓣扑簌簌地从扇面上散落下来。花瓣一片接一片地飘落，明明没有风吹，花瓣却像蝴蝶一样在空中飘舞。

“啊！这究竟是怎么一回事儿呀？”师父十分惊讶，对着夕阳的余晖一看，扇子上已经没有任何一片花瓣了，只剩下白色的扇面。

于是，师父急忙坐轿子去雪江的家。轿子一到家门口，雪江的母亲便出现了。“我女儿刚去世了。请您这边来。”说着她就领师父进了里屋。他看到雪江安详地躺在那里，房屋里到处都是飘落的樱花花瓣。




 语法详解 





（1）体言/動詞の終止形＋とかで


表示不确切的原因，该原因多为从别处听说来的。用于口语，相当于“（听说）因为……”。是「…とかとうことで」的简略形式。


* 結婚式に出るとかで、彼女は着物姿で現れた。


听说要参加婚礼，所以她穿上了和服。


* 途中で事故があったとかで、彼は1時間ほど遅刻してきた。


听说途中发生了事故，所以他迟到了1小时。


* 年に一度の大安売りだとかいうことで、朝から客で一杯だ。


听说是一年一度的大减价，所以从早晨起就顾客盈门。


（2）体言+の／形容動詞語幹+な／動詞連用形た＋まま


表示后项是在前项状态或前项行为的结果所形成的持续状态中进行的。相当于“……着”，也可用「ままで」的形式。


* トマトは生のままで食べたほうがうまい。


西红柿生吃很好吃。


* 年をとっても、きれいなままでいたい。


虽然上了年纪，但还想保持漂亮。


* 師匠は開いた扇を持ったまま立ち上がりました。


师父拿着展开的扇子站了起来。


小知识



日本舞踊


「舞踊」とは、明治のはじめに劇作家の坪内逍遥と福地桜痴が考案した翻訳造語の一つで、本来は英語のdanceの和訳にあたる。日本の伝統的な舞踊は、舞い·踊り·振りの三種類に大別される。「舞い」とは荘重な歌や音楽に合わせて、摺り足や静かな動作で舞台を廻るもの。貴族的で、舞台芸能として長い歴史をもつ。「踊り」は軽快な歌や音楽に合わせて、足を踏み鳴らして拍子を取りながら、動きのあるな手振り身振りでうねり回るもの。庶民的で、江戸時代になってから発達した。「振り」は歌や音楽に合わせて、日常的な動きやしぐさを舞踊として表現するもの。江戸時代に歌舞伎や人形浄瑠璃の発達にともなって派生した。


日本舞蹈


“舞踊”这个词是明治初期剧作家坪内逍遥和福地樱痴创造的英语“dance”一词的日语译词。日本传统舞蹈分为“舞い”“踊り”“振り”三大类。“舞い”是配合庄重的歌曲和音乐，通过拖脚和柔和安静的动作在舞台上来回移动的舞蹈形式，是一种具有悠久历史的贵族舞台艺术。“踊り”是配合轻快的歌曲和音乐，一边跺脚发出声响制造节拍，一边配以手势和动作，在舞台上迂回转动的舞蹈形式，较平民化，江户时代以后开始发展起来。而“振り”则是配合歌曲和音乐，将日常生活的动作和姿态用舞蹈表现出来的艺术形式，是随着江户时代的歌舞伎和人偶净琉璃的发展而派生出来的一种艺术形式。




朝顔




昔
 々むかし、江戸えどに、岡田弥八郎おかだやはちろうという侍さむらいが住すんでいました。弥八郎やはちろうには、ただ一人ひとりの娘むすめがいて、その名なを静しずと言いいます。静しずは朝顔あさがおの花はなが大好だいすきで、十四才じゅうよんさいの時ときに朝顔あさがおの蕾つぼみを見みつけて、こんな歌うたを作つくりました。

♪いかならん

♪色いろに咲さくかと

♪あくる夜よを

♪まつのとぼその

♪朝顔あさがおの花はな

父ちちはこの歌うたをたんざく
 

[1]



 に書かいて、妻つまに見みせました。「あの小ちいさな胸むねに、どんな色いろに花はなが咲さくであろうと、次つぎの朝あさを待まつ心こころじゃ。」「はい、誠素直まことすなおに、歌うたわれております。」

ところが娘むすめの静しずは、この年としの冬ふゆに風邪かぜをこじらせ
 

[2]



 て、そのまま死しんでしまったのです。残のこされた父ちちと母ははは、とても悲かなしみました。

   


さて、夏なつも近ちかいある日ひのこと。母ははが何気なにげなく娘むすめの手箱てばこ
 

[3]



 を開あけてみると、中なかには小ちいさな紙包かみづつみがいくつも入はいっていました。そしてどの包つつみにも細ほそいきれいな字じで、桃色ももいろ、空色そらいろ、しぼり
 

[4]



 などと、色いろの名なが書かき記しるされていました。一色
 いっしょくずつ紙
 かみに丁寧
 ていねいに包
 つつんだ、その色
 いろの朝顔
 あさがおの種
 たねです
 。「ああ、娘むすめはこの種たねをまいて、それぞれの色いろの美うつくしい花はなの咲さくのを、どれほど見みたかった事ことでしょう。」そう思おもうと母はははたまらなく、切せつなく
 

[5]



 なりました。「そうだわ。せめてこの種たねをまいて、娘むすめを弔とむらい
 

[6]



 ましょう。」母ははは庭にわに、その朝顔あさがおの種たねをまき
 

[7]



 ました。

日ひが経たって蔓つるが伸のび、やがて蕾つぼみがつき
 

[8]



 ました。ある夏なつの朝あさ、弥八郎やはちろうを仕事しごとに送おくり出だした母ははは、ふと庭にわの朝顔あさがおを見みました。すると、美うつくしい一輪いちりんの花はながパッと咲さいていて、その花はなの傍そばに娘むすめの静しずが立たっているではありませんか。「おおっ、静しず、静しずかい？」母ははが思おもわず声こえをかけると、娘むすめは嬉うれしそうにニッコリ微笑ほほえみ、そして小ちいさな声こえで、「お花はなをありがとう」と言いって、そのままスーッと消きえてしまいました。


夕方
 ゆうがたになって父
 ちちの弥八郎
 やはちろうが帰
 かえってきた時
 とき、夕方
 ゆうがたには萎
 しぼむはずの朝顔
 あさがおは、まだ美
 うつくしい色
 いろで咲
 さいていたという事
 ことです
 。








[1]
 「たんざく」，名词。长条信，长条诗笺。



[2]
 「かぜをこじらせる」，感冒加重。



[3]
 「手箱」，名词。匣子。



[4]
 「しぼり」，名词。白色花纹。



[5]
 「切ない」，形容词。难过，苦闷。



[6]
 「弔う」，动词。吊唁，祭祀。



[7]
 「たねをまく」，播种。



[8]
 「つぼみがつく」，挂上花蕾，含苞待放。





牵牛花



很久以前，在江户住着一个名叫冈田弥八郎的武士。弥八郎只有一个女儿，名叫阿静。阿静很喜欢牵牛花，在十四岁的时候，她看到牵牛花，就作了一首这样的歌：

♪牵牛花呀牵牛花

♪你会开放什么颜色哪

♪我坐在门前等呀等

♪等你明晚快点开啊

♪美丽的牵牛花

父亲把这首歌写在长条信笺上，递给妻子看。他说：“在阿静幼小的心中，一定是边想着明早会开什么颜色的花，边期盼早晨的到来吧。”“是呀！这歌唱得真的很天真淳朴啊！”母亲应声道。

但是，这一年冬天，阿静患了重感冒，最后医治无效离开了人世，留下她的父母伤心不已。

后来，在临近夏天的某一天，母亲无意中打开女儿的匣子，发现里面装着几个小纸包。而且在每个纸包上面都用细小漂亮的字写着颜色的名字，有桃红色、天蓝色、白色等等。每个纸包里，都小心地包着相应颜色的牵牛花种子。母亲心想：“啊！我女儿是多么想看一看播下这些种子后，开出的不同颜色的美丽花朵啊！”她越这样想，心中就越痛苦不堪。“对呀！至少让我来播下这些种子，吊慰一下我的女儿吧。”于是母亲在院子里播下了那些牵牛花种子。

过了一些日子，种子长出了藤蔓，又结出了花蕾。在一个夏天的早晨，目送弥八郎去工作的母亲，不经意间看了眼院子里的牵牛花。只见一朵美丽的花正在绽放，在花的旁边站着的，不正是自己的女儿阿静吗？母亲不由地问：“啊？阿静。你是阿静吗？”女儿似乎很高兴地微微一笑，然后小声地说：“谢谢你种的花。”说完就一下子消失了。

后来呀，听说到了傍晚父亲弥八郎回来的时候，原本应该在傍晚凋谢的牵牛花，却依然美丽地绽放着。




 语法详解 





（1）数量詞＋ずつ


表示平均。相当于“各”“每”的意思。


* 机と椅子を二つずつ用意します。


准备桌子和椅子各两个。


* リンゴを5個ずつ分けてください。


请把苹果分成5个一份。


* この薬は1日3回ずつ服用しなければならない。


这个药必须一天服用3次。


（2）用言の終止形＋ということだ


表示传闻。相比「そうだ」，有很强的直接引用某特定人的话的语感。相当于“据说……”“听说……”


* 天気予報では、午後から雨になるということだったのに、雲一つなく晴れ渡っている。


听天气预报说下午有雨，可是下午晴空万里，连一片云彩都没有。


* 大学の周りは静かで住みやすいということだ。


据说大学周围很安静，很好住。


* 今は田畑しかないが、昔はこの辺りが町の中心だったということだ。


虽然现在只是一片田地，但听说从前这一带是城市中心。


小知识



朝顔


ヒルガオ科の蔓性の一年草。日本で最も発達した園芸植物。秋の季語である。「朝顔につるべ取られてもらひ水（加賀千代女）」という俳句がある。「朝顔の花一時」は朝顔の花のしぼみやすいことを物の衰えやすいこと、はかないことに例えた句である。また、千利休は満開のアサガオを一輪を残して全て摘み取り、見物に来た豊臣秀吉を迎えた。秀吉はいぶかしんだが、茶席に生けられた一輪の朝顔に感動したと伝えられる。「朝顔の茶会」という故事として、利休が茶の心を示した。花言葉は「明日もさわやかに」「はかない恋」「愛情」「平静」。


牵牛花


牵牛花，旋花科蔓性一年生草本植物。是日本最常见的园艺植物，是秋天的季语。有俳句“朝顔につるべ取られてもらひ水（加賀千代女）”。“朝顔の花一時”是用牵牛花容易枯萎的特点来比喻人生无常。在“朝顔の茶会”的故事中，千利休将满园盛开的牵牛花摘掉，只留一朵迎接前来观赏牵牛花盛开的丰臣秀吉。丰臣秀吉为此迷惑不解，而当他看到茶席上插着的一支牵牛花时，顿时心生感动，顿悟了千利休的用意。这个故事表现了千利休“和敬清寂”的茶道真谛。牵牛花的花语是“明日依旧灿烂”“不得而知的爱恋”“爱情”“平静”等等。




お花地蔵




昔
 々むかし、ある村むらに、お婆ばあさんと孫娘まごむすめが二人ふたりで暮くらしておりました。孫娘まごむすめの年としは七ななつで、名なはお花はなと言いいます。お婆ばあさんの年としは六十ろくじゅうで、名なはお春はると言いいます。お花はなの両親りょうしんは、お花はなが三歳さんさいの時ときに死しんでしまったのです。お春婆はるばあさんは、よその家いえの畑仕事はたけしごとを手伝てつだったり、針仕事はりしごとをしたりして暮くらしていました。

「婆ばあちゃ、早はやく急いそぐ。」お花
 はなは、お春婆
 はるばあさんが畑仕事
 はたけしごとをしている間
 あいだは、子供
 こどもたち相手
 あいてに遊
 あそび回
 まわっています
 。「えいっ！」「やあっ！」男おとこの子こたちをやっつけて
 

[1]



 。しまうのは、いつもお花はなでした。夕暮ゆうぐれになると、お春婆はるばあさんとお花はなは、一緒いっしょに家いえへ帰かえりました。

「婆ばあちゃ、おら、今日こんにち、吾助ごすけとごん太たいをやっつけただ、おもしれかっただ。」「そんなにおもしれかったか。じゃがなあ、お花はな。棒切ぼうきれ遊あそびなんて、おなごのするもんじゃあねえ。あれは、男おとこの子このすることじゃあ。」

「婆ばあちゃ、おら、おなごじゃねえ。男おとこの子こだ。みとれ。」と言いって、なんと立たったままおしっこをしたのです。「んま、なんて子こじゃ。」

   


やがて、秋あきになりました。村むらは刈入かりいれ
 

[2]



 時ときで、猫ねこの手ても借かりたい
 

[3]



 ほどの忙いそがしさです。お春婆はるばあさんは、あっちの家いえ、こっちの家いえの手伝てつだいで大忙おおいそがし。でも、お花はなは相変あいかわらず、棒切ぼうきれ遊あそびに夢中むちゅうでした。

「そらこい！どっからでもかかってこい！」「何なにをっ。生意気なまいき
 

[4]



 な。」




「そりゃ、このへっぴりごしめ。どうだ、まいったか！」「いてっ、いてえよう。お花はなは強つよすぎる。」「あははは…」そうして、夕方ゆうがたになると、畑仕事はたけしごとを終おえたお春婆はるばあさんと帰かえっていくのでした。

家いえに帰かえって、お春婆はるばあさんがお花はなの体からだを洗あらってやっていると、お花はながポツンと言いいました。「おら、もう、いくさごっこ
 

[5]



 はやめるだ。」お春婆はるばあさんは驚おどろきました。「ど、どうしたんじゃ。なんでやめるんだ？お前まえから棒切ぼうぎれ
 

[6]



 とったら、何なんにものこらねえでねえか。」

「だって、婆ばあちゃ、おらに勝かてる相手あいてが、一人ひとりもいなくなっただよ。だから、おら、棒切ぼうきれ遊あそびをやめて、婆ばあちゃの手伝てつだいをするだ。」「何言なにいってるだ。お前まえに手伝てつだってもらったって、かえって邪魔じゃまになるだけだ。…まったく、急きゅうに生意気なまいきなことをいいよって！」そういうお春婆はるばあさんの頬ほおに、ポロリと嬉うれし涙なみだがこぼれました。

ところがその冬ふゆ、村むらの子こたちが、はやり病やまいの『百日ひゃくにち咳ぜき』にかかりました。「ゴホン、ゴホン、ゴホン…」元気げんきだったお花はなも、百日咳ひゃくにちぜきにかかりました。医者いしゃのいない小ちいさな村むらでは、どうすることもできません。そして、あんなに元気げんきだったお花はなは、あっけなく
 

[7]



 死しんでしまいました。


お春婆
 はるばあさんは、突然
 とつぜんの悲
 かなしみに、何日
 なんにちも何日
 なんにちも、仏壇
 ぶつだんの前
 まえに座
 すわったまま、動
 うごこうとしません
 。近所きんじょの人ひとが、心配しんぱいしてやってきました。「お春婆はるばあさん、少すこしは食たべんと、体からだに毒どくじゃで。お春婆はるばあさんにはつらいことじゃが、お花はなもあの世よに行いけば、おっとうやおっかあに会あえるだ。きっと親子おやこ水みずいらずで暮くらしてる
 

[8]



 だよ。」

お春婆はるばあさんは、やっと顔かおをあげて。「ああ、そのことだけを、おら、祈いのってただ。…じゃがのう、お花はなはおさねえ。あんなちっちゃいお花はなが、おっとうとおっかあのところに、迷まよわず行いけるかどうかと思おもうと、それが心配しんぱいでなんねえ。」「大丈夫だいじょうぶじゃあ、お花はなはしっかりもんじゃで。きっと行いけるだよ。」「…そうあってくれれば、いいんじゃがのう。」

夜よるになって、また一人ひとりぼっちになる
 

[9]



 と、お春婆はるばあさんは、また仏壇ぶつだんの前まえに座すわり込こんでしまいます。「どこかで、婆ばあちゃを探さがしてるんでねえか。一人寂ひとりさびしくないているんでねえか。…お花はな、婆ばあちゃには、どうしてやることもできねえ。お花はなは、まるでお地蔵様じぞうさまのように、…そうじゃ！」お春婆はるばあさんは、その夜よるから、お地蔵様じぞうさまを彫ほり始はじめました。幼おさなくして死しんだお花はなは、極楽ごくらくへの道みちも分わからず迷まよっているかもしれません。そこでお春婆はるばあさんは、お地蔵様じぞうさまを作つくって、たくさんの村むらの人ひとたちに祈いのってもらい、早はやくお花はなを極楽ごくらくへ送おくってやろうと思おもったのです。





お春婆
 はるばあさんは、来
 くる日
 ひも来
 くる日
 ひも、お地蔵様
 じぞうさまを彫
 ほり続
 つづけました
 。「でけた！」こうして、長ながい冬ふゆが過すぎて、暖あたたかい春はるが来くるころ、お地蔵様じぞうさまは出来上できあがりました。お花
 はなにそっくりの、小
 ちいさな小
 ちいさなお地蔵様
 じぞうさまです
 。「これできっと、おっとうとおっかあに会あえるに違ちがいない。」お春婆はるばあさんはそう思おもいました。そして、その小ちいさなお地蔵様じぞうさまは、村むらを見渡みわたせる丘おかの上うえに建たてられました。

このお地蔵様じぞうさまは、やがて「お花地蔵はなじぞう」と呼よばれようになり、子供こどもが百日咳ひゃくにちぜきにかかると、お花はなの好すきだった「いり米こめ」をお供そなえしてお願ねがいすれば、必かならずよくなると言いわれるようになりました。





[1]
 「やっつける」，动词。干完；干掉，教训一顿。



[2]
 「刈入れ」，名词。收获。



[3]
 「猫の手も借りたい」，形容很忙。



[4]
 「生意気だ」，形容动词。傲慢，自大。



[5]
 「戦ごっこ」，名词。小孩玩打仗。



[6]
 「棒切れ」，名词。棍子头，半截木棒。



[7]
 「あっけない」，形容词。没劲，没意思，太简单。



[8]
 「水入らずで暮らす」，亲密无间的生活。



[9]
 「一人ぼっちになる」，成为一个人。





小花地藏菩萨




很
 久以前，在某个村子有个老婆婆和孙女两人一起生活。孙女七岁，名叫小花。老婆婆六十岁，名叫阿春。小花的父母亲在小花三岁的时候就过世了。阿春婆婆有时帮其他人家干农活，有时做针线活，以此来维持生计。

“婆婆！快点啊。”小花在阿春婆婆干农活的时候，和周围的小孩一起到处玩耍。“嗨！”“呀！”战胜男孩子的通常是小花。到了傍晚，阿春婆婆和小花一起回家。

“婆婆，我呀，今天教训了一顿吾助和金太，真有意思。”小花说。“真的那么有趣吗？我说小花呀，耍枪弄棒可不是女孩子做的事情，那是男孩子玩的啊。”阿春婆婆告诉小花说。

“婆婆！我不是女孩子，我是个男孩子呀。你看。”说完，小花竟然站着尿尿呢。“哎呀呀！你这孩子也真是的……”阿春婆婆拿小花也没有办法。

不久，到了秋天。村里迎来了收获季节，大家都忙得不可开交。阿春婆婆一会到这家、一会到那家去帮忙，忙得不可开交。可是，小花依然沉迷于耍枪弄棒。

“喂！过来！都过来吧！”“什么？你别太狂妄啦！”

“唉！你这个胆小鬼。投降了吗？”“哎呀！痛！好痛呀。小花太厉害啦。”“哇！哈哈哈！”小花就这样一直在玩耍，到了傍晚，她跟着干完农田活的阿春婆婆一起回家。

回到家，阿春婆婆给小花洗澡，小花突然说：“我以后再也不玩那些打仗的游戏了。”阿春婆婆听了很惊讶，她问小花：“怎么了？为什么不玩了？你不是说啥也不干，只想玩棍棒吗？”

“是这样的。可是，婆婆，没有一个人能打赢我呀。所以，我打算不再玩棍棒了，我要帮婆婆干活。”小花说。“你说什么呀？你帮忙干活，那不是帮倒忙吗？……你真是的，怎么突然夸起海口啦！”说着，阿春婆婆笑得脸上充满了喜悦的泪花。

但是，那年冬天，村里的孩子们都患了一种名叫“百日咳”的传染病。身体健康的小花也染上了百日咳，“吭！吭！吭！”一直咳个不停。在这个没有医生的小村庄，人们对此束手无策。原来那么充满活力的小花，就这么病死了。

由于突如其来的悲伤，阿春婆婆一直坐在佛坛前，一天又一天，一动也不动。附近的人都很担心婆婆，前来劝她说：“阿春婆婆，一点东西也不吃对身体不好呀。小花的死对你来说是悲伤的。但是如果去到了那个世界，她就能够见到自己的父母了。她一定会和父母团聚，过上好日子的。”

听了这番话，阿春婆婆终于抬起了头说：“是啊！这是我在心里一直祈祷的呀。可是，小花还那么小。我真的很担心那么幼小的她能否不迷路，顺利地去到她父母那儿呢。”“没问题。小花那么坚强，一定可以。”村民们安慰婆婆说。“要是那样就好了。”阿春婆婆应声说。

到了晚上，剩下孤零零的一个人时，阿春婆婆又坐在了佛坛前。她自言自语道：“小花肯定在某个地方找婆婆吧？你一个人很孤独吧？小花！婆婆不能为你做什么。小花啊！就像个地藏菩萨一样……哦！对啦！”阿春婆婆好像忽然醒悟了什么。从那天晚上起，她就开始雕刻地藏菩萨像。这或许是为了年幼死去的小花在通向极乐世界的路上不迷失方向吧。为此，阿春婆婆想雕刻地藏菩萨，请很多村里的人来为小花祈祷，希望早日把小花送到极乐世界去。

日复一日，阿春婆婆一直雕刻着地藏菩萨像。“好啦！”就这样，当漫长的冬季过去，温暖的春天到来的时候，地藏菩萨像终于刻好了。那是一个和小花一模一样的、很小很小的地藏菩萨像。阿春婆婆心里想：“这样小花一定能和她父母相聚啦。”于是，阿春婆婆把那个小小的地藏菩萨像立在了能够俯瞰整个村子的山岗上。

这个地藏菩萨不久后被人们称作为“小花地藏”。据说孩子们一患上百日咳，只要在这个地藏菩萨像前供上小花爱吃的“里里米”来祈祷，就一定能治好。




 语法详解 





（1）名詞／用言の連体形＋間は


表示在前项行为或状态持续的期间内一直持续着后项的行为或状态。相当于“在……期间”“在……时候”。可以省略「は」。


* 彼は留学していた間は、彼女と一緒に生活していた。


他在留学期间一直和她一起生活。


* ケーキが来ない間は果物を食べてください。


蛋糕还没来的时候，请吃水果。


* 子育てが忙しい間、女性は外で仕事が続けにくい。


在忙于照看孩子期间，妇女很难继续在外面工作。


* 夏休みの間、ずっとヨーロッパを旅行します。


暑假期间一直在欧洲旅行。


（2）同一語（文節）の重ね表現


重复使用同一词语或短语，表示说话人对该事物的强调。


* 傷口から血が後から後から出てくるのを見て、彼女は怖くなった。


看到血不断地从伤口涌出，她害怕了。


* こういう住宅は建てても建てても需要に間に合わないのが不思議だ。


这样的住房盖了又盖，却依然不能满足需求，真是不可思议。


* それは夜は永遠に明けないのではないかと思えるほど長い長い一夜だった。


那是一个很长很长的夜晚，长得让人觉得永远不会天亮。


小知识



地蔵菩薩


釈迦入滅のとき、その依嘱を受けて、衆生を済度教化する菩薩とされたのである。大地が全ての命を育む力を蔵するように、苦悩の人々をその無限の大慈悲の心で包み込み、救う所から名付けられたとされる。一般的には「子供の守り神」として信じられており、よく子供が喜ぶお菓子が供えられている。地蔵菩薩の信仰は平安朝末から中世にかけて民間信仰として普及されるようになった。堂宇に祀るだけでなく、道の辻、橋のたもとなどに石像を立てて祀るようになった。今日民間における地蔵信仰をみると、何々地蔵とよばれて100以上にも及ぶ名称があり、その信仰内容がきわめて雑多なことがわかる。


地藏菩萨


释迦牟尼佛祖圆寂时，曾嘱托地藏菩萨负责普度、教化众生。正如大地蕴含着孕育全部生命的力量一样，地藏菩萨因具有无限的大慈悲的心，包容、救赎一切苦恼的人们而得名。一般被认为是“孩子的守护神”，所以，人们经常供奉孩子们喜爱的点心。地藏菩萨的信仰在平安时代末期到中世作为一种民间信仰普及开来。除了供奉在庙宇祠堂中以外，人们还常将地藏菩萨的石像树立在道路的十字路口、桥边等处祭拜。从现在的民间地藏信仰来看，被称为“某某地藏”的至少有100种以上，而信仰的内容更是五花八门。




第十章　不思議話




本章概要


人们常用夸张、虚构的方法来叙述一些奇谈怪事，制造出一种新奇的效果来博取读者的眼球。同时，也将一些人生哲理寓于奇谈怪论之中，达到具有强大的说服力而不死板的效果。例如，本章选取的《年糕靶子》就是个很好的例子，反映出日本人崇尚“勤劳”和“节俭”的传统美德。另外，《两个甚五郎》中，木刻的黑猫能偷吃鱼，会睡懒觉，不禁叫人啧啧称奇；《艾草的功用》中，用烧艾草来抓贼堪称一绝；《发光的玉石》则把老和尚贪婪无知的样子表现得淋漓尽致，令人发笑。让我们一边说“不可能吧”，一边开始这段“奇怪之旅”吧。


本章の概要


人々は常に誇張や虚構の方法によって不思議話を語っている。このような語り方は一種の新奇な効果を作り出し、読者の興味を引き出す。そして、一定の人生哲理などを不思議話に寄せて、強い説得力を持ちながら生き生きとする。例えば、本章に出る「餅の的」はいい例であり、日本人が勤勉と倹約という伝統美徳を尊ぶことを表すている。それに、読者は「二人の甚五郎」の中に出た木で彫った黒猫が魚を食べたり、寝たりすることを面白がっていて、「艾の効き目」に艾を燃やして泥棒をつかむ方法は本当に見事だというが、また、「光る玉」は和尚さんの無知の欲張りを詳しく徹底的に描いて、人々を笑わせる。皆で「まさか。うそ！」と言いながら、「不思議な旅」を始めよう。




二人の甚五郎




昔
 、飛騨ひだ（岐阜県ぎふけん）の山奥やまおくに、佐吉さきちという、彫ほり物もののとても上手じょうずな男おとこが住すんでいました。ある時とき、佐吉さきちは腕試うでだめしをし
 

[1]



 ようと、旅たびに出でかけました。

ところが、尾張おわり（愛知県あいちけん）の国くにまで来きた時に、持もっていたお金かねをすっかり使つかい果はたしてしまいました。宿
 やどの支払
 しはらいにも困
 こまった佐吉
 さきちは、宿
 やどの主人
 しゅじんに何
 なにか彫
 ほり物
 ものをさせてほしいと頼
 たのみました
 。「よし、それじゃ、宿代やどだいのかわりに、何なにか彫ほっておくんなさい。」主人しゅじんが許ゆるしてくれたので、佐吉さきちはさっそく彫ほり始はじめました。

翌朝よくあさ、佐吉さきちは見事みごとな大黒だいこくさまを、宿やどの主人しゅじんに差さし出だしました。「これは見事みごと！こんな素晴すばらしい大黒だいこく様さまは見みたことがない。これは、家
 いえの家宝
 かほうにさせていただきます
 。」大喜おおよろこびする宿やどの主人しゅじんに、佐吉さきちは申もうし訳わけなさそうに。「彫ほる木きが手元てもとになかったもので、この部屋の大黒柱だいこくばしらをくり抜いて
 

[2]



 使つかわせてもらいました。お許ゆるしください。」「…？」

宿やどの主人しゅじんが大黒柱だいこくばしらを調しらべてみましたが、傷きず一ひとつ見当みあたりません。「はて、この大黒柱だいこくばしらでしょうか？」「はい。これです。」そう言いって、佐吉さきちがポンと手てを叩たたく
 

[3]



 と、カタンと、柱はしらの木きが外はずれました。

なるほど、確たしかに中なかは空洞くうどうです。すっかり感心かんしんした宿やどの主人しゅじんは、佐吉さきちの事ことを、その頃ころ、日光東照宮にっこうとうしょうぐうの造営ぞうえいに携たずさわって
 

[4]



 いた彫ほり物名人ものめいじん左甚五郎ひだりじんごろうに知しらせました。

甚五郎じんごろうは、さっそく佐吉さきちを呼よび寄よせて、「何なんでもいい、お前まえの得意とくいな物ものを彫ほってくれ」と、言いいました。そこで佐吉さきちが彫ほったのは、今いまにも動うごき出だしそうな、見事みごとな仁王様におうさまです。甚五郎じんごろうはすっかり感心かんしんして、佐吉さきちを東照宮とうしょうぐうの造営ぞうえいに参加さんかさせることにしました。「わたしは、竜りゅうを彫ほろう。佐吉さきち、お前まえは山門さんもんの猫ねこを彫ほれ。」天下てんかの左甚五郎ひだりじんごろうに認みとめられた嬉うれしさに、佐吉さきちは力ちからいっぱい彫ほり続つづけました。

毎日毎日まいにちまいにち、彫ほりり続つづけて、とうとう山門さんもんの猫ねこが彫ほり上あがりました。そして、甚五郎じんごろうや他ほかの弟子でしたちの仕事しごともすべて終おわり、東照宮とうしょうぐうは完成かんせいしました。検査けんさの役人やくにんたちも、その見事みごとさには、ただ驚おどろくばかりです。

甚五郎じんごろうを始はじめ、みんなはたいそういい気分きぶんになり、その夜よるは酒さけやご馳走ちそうでお祝いわいをしました。酒さけを飲のみ、歌うたい、盛さかり上あがったみんなは、疲つかれていたのか、たくさんのご馳走ちそうを残のこしたまま、グーグーと、眠ねむってしまいました。

ところがその翌朝よくあさ、皆みんなが目覚めざめてみると、どうでしょう。あれほどたくさんあったご馳走ちそうが、一晩ひとばんの内うちになくなっているのです。「お前まえが食たべたんじゃろうが！」「とんでもない、お前まえこそ！」弟子でしたちの言いい争あらそいを聞きくうちに、甚五郎じんごろうと佐吉さきちは、ハッと顔かおを見合みあわせました。甚五郎じんごろうはノミと木きづちを持もち、山門さんもんへと急いそぎました。佐吉さきちも黙だまって、後うしろを追おいます。

山門さんもんへ来きてみると、佐吉さきちの彫ほった猫ねこの周まわりに、ご馳走ちそうを食くい散ちらした跡あとがあります。甚五郎じんごろうはクワッと目めを見開みひらくと、カーンと、ノミと木きづちを振ふるいました。その一刀いっとうのもとに、佐吉さきちの猫ねこは眠ねむり猫ねこになってしまいました。佐吉さきちは甚五郎じんごろうの腕うでの余あまりのすごさに、思おもわず地面じめんにひれ伏ふし
 

[5]



 ました。「左甚五郎先生ひだりじんごろうせんせい！」

甚五郎じんごろうは、佐吉さきちの肩かたに手てを置おき、しみじみと言いいました。「佐吉さきちよ、彫ほり物ものの猫ねこに魂たましいが入はいるとは、お前まえは真まことの名人めいじんじゃ。これより、わしの名なをとって、飛騨ひだの甚五郎じんごろうと名なのるがよい。」「はいっ、ありがとうございます！」




佐吉さきちの彫ほった猫ねこは、その後、「日光東照宮にっこうとうしょうぐうの眠ねむり猫ねこ」として、とても評判ひょうばんになりました。それにつれて、飛騨ひだの甚五郎じんごろうの名前なまえも、たいへん有名ゆうめいになったということです。





[1]
 「腕試をする」，试试水平。



[2]
 「くり抜く」，动词。挖出来、挖通。



[3]
 「手を叩く」，拍手。



[4]
 「携わる」，动词。参与、参加、从事。



[5]
 「地面にひれ伏す」，拜倒在地。





两个甚五郎







从
 前，在飞弹（岐阜县）的深山里，住着一个名叫佐吉的男子，他很擅长雕刻。有一次，佐吉想试一试自己的本事，决定出门旅行。

然而，当他来到尾张国（爱知县）的时候，身上的盘缠全部花光了。为了住宿费而苦恼的佐吉向旅店的主人提出请求，希望能为他雕刻某样东西。“好吧！那你就刻样东西当作住宿费吧。”得到了主人的允许，佐吉马上开始雕刻。

第二天早上，佐吉把一个雕刻精美的大黑财神像交给了旅店主人。店主高兴道：“这真是太妙了！我从来没有见过这么精致的大黑财神啊！请允许我把它当做传家之宝吧。”面对欣喜的旅店主人，佐吉有点惭愧地说：“因为手里没有雕刻用的木材，所以我就把这房屋的顶梁柱挖出来用了。请您原谅。”“嗯？什么？”店主惊得说不出话。

店主仔细检查了房屋的顶梁柱，但是没有发现任何痕迹。“咦？是这根柱子吗？”店主问。“是的。就是它。”佐吉回答。佐吉用手“
 ”地敲了一下，那柱子“咣当”一声塌下来。

原来如此，里面的确是空心的。对此佩服不已的店主，便把佐吉的事告诉了当时正在参与建造日光东照宫的著名雕刻家左甚五郎。

甚五郎马上把佐吉叫来，对他说：“什么都行，刻一个你拿手的东西给我看一看。”于是佐吉就刻了一个栩栩如生的仁王像。甚五郎看了十分钦佩，决定让佐吉加入东照宫的修建。他吩咐佐吉说：“我负责刻龙。佐吉，你来刻寺院门口的猫吧。”能够得到闻名天下的左甚五郎的认可，佐吉雕刻起来感到力量倍增。

一天一天持续地雕刻，寺院门口的猫终于刻好了。甚五郎和他徒弟的工作也全部完成，东照宫竣工了。前来验收的官吏们也对这些精湛的作品赞不绝口。

甚五郎和大家都异常兴奋，当天晚上大家用美酒佳肴来庆祝。大伙又喝酒，又唱歌，情绪高涨。也许是累了，大家剩下了很多饭菜，就呼呼地睡着了。

然而，第二天早上大家醒来一看，真奇怪！剩下的那么多饭菜，一夜之间竟然没有了。“肯定是你吃的！”“岂有此理。只有你才……”听到徒弟们在相互指责争吵，甚五郎和佐吉互相对视了一下，突然醒悟到了什么。甚五郎拿起凿子和木槌，急忙向寺院门口走去，佐吉也默默地紧随其后。

来到寺院门口一看，在佐吉雕刻的猫的周围，满地散落着吃剩的饭菜。甚五郎睁大眼睛，挥起了手中的凿子和木槌，“咔”地一刀下来，佐吉雕刻的那只猫顿时变成了一只睡觉的猫。见识了甚五郎的高超手艺，佐吉不由得跪在地上叩拜：“左甚五郎大师！”

甚五郎拍拍佐吉的肩膀，语重心长地说：“佐吉啊！赋予这只猫灵魂的是你，你才是真正的大师啊。不如这样吧。从今日起你借用我的名字，就称你为‘飞弹的甚五郎’吧。”“好。非常感谢！”佐吉道谢说。

据说佐吉雕刻的猫，从那以后作为“日光东照宫的睡猫”而闻名天下，并且，飞弹甚五郎的名字也因此变得家喻户晓。







 语法详解 





（1）動詞の未然形＋（さ）せてほしい


表示希望对方允许自己做自己希望、要求的事，含有客气的语气。相当于“请允许我……”


* ご意見を聞かせてほしいんですが。


请让我听听你的意见。


* そんなに遠くないんですが、私に一人で行かせてほしいですが。


因为不远，请让我一个人去吧。


* 来週休ませてほしんですけど。


请允许我下周休息。


（2）動詞の未然形＋（さ）せていただく


「…（さ）せていただく」是「…（さ）せてもらう」的自谦形式，表示说话人希望得到对方的同意或认可，含有更加客气、自谦的语气。相当于“请允许……”“请让我……”“我想……”


* まずご紹介させていただきます。こちらは田中部長です。


首先，允许我给大家介绍一下。这位是田中部长。


* 次の問題について少し説明させていただきます。


关于以下问题，请让我做一下说明。


* では、明日電話をさせていただきます。


那么我明天给您打电话。


小知识



東照宮


東照大権現たる徳川家康を祀る神社である。江戸幕府によって建立された日光、久能山などをはじめとして、各地の徳川·松平一門大名家、さらには譜代大名や徳川家と縁戚関係がある外様大名家も競って建立し、全国で500社を超える東照宮が造られた。当初は東照社、東照大権現などと称していたが、1645年（正保2年）に宮号の宣下があり、以降は東照宮と称するようになった。明治維新以後に廃社や合祀が相次ぎ、現存するのは約130社とされる。日光東照宮、久能山東照宮の二社ともう一社をもって日本三大東照宮とする東照宮は多く、仙波東照宮、鳳来山東照宮、滝山東照宮などが最後の一社として名乗っているようである。


东照宫


东照宫为供奉谥号为“东照大权现”的德川家康而修建的神社。江户幕府修建日光、久能山东照宫以后，各地德川、松平一族的大名，甚至是世袭家臣，或是和德川家有姻亲关系的外样大名等竞相模仿，在全国修建了超过500座东照宫。起初称为东照社或者东照大权现，后来1645年（正保2年）颁布诏令更名为东照宫。明治维新以后，各地东照宫相继荒废或合并，现存约130座。和日光东照宫、久能山东照宫并称为日本三大东照宫的神社很多，有仙波东照宫、风来山东照宫、龙山东照宫等多种说法。




餅の的




昔
 々むかし、田野たのという所ところの、田舎いなかの人達ひとたちは、その年としも、去年きょねんも、おととしも、お米こめがよく取とれたので、皆みんなが大喜おおよろこびでした。そこは、お米こめを作つくるのに、大変たいへんよい土地とちだったのでしょう。

日照ひでりと言いって、少すこしも雨あめが降ふらないで、田たに水みずが無なくなったら、稲いねはうまく育そだちません。反対はんたいに、長ながい雨あめが降ふり続つづいても、稲いねは、うまく実みのりません。お米作こめづくりは、なかなか厄介やっかいな仕事しごとなのです。

   



ところが、田野
 たのの人々
 ひとびとは、あんまりお米
 こめが取
 とれるので、だんだんお米
 こめのありがたいことを忘
 わすれてしまうようになってきました
 。「取とれたお米こめで、お酒さけを作つくって飲のもう。」一人ひとりが言いうと、「お米こめで餅もちを搗ついて、腹はらいっぱい食たべよう。」他たの一人ひとりは、そんなふうに言いいます。その内うちに、銘銘めいめい
 

[1]



 が、自分じぶんの家いえで食たべたり、飲のんだりしているだけではつまらなくなりました。そこで近所
 きんじょの人
 ひとが大勢集
 おおぜいあつまって、皆
 みんなでご馳走
 ちそうを食
 たべたり、お酒
 さけを飲
 のんだりするようになりました
 。お酒を飲のむと、皆みんなは、馬鹿ばかに嬉うれしくなって、「それっ、歌うたを歌うたえ。」「それ、踊おどりを踊おどれ。」皆みんなはいい気きになって、何日なんにちも何日なんにちも遊あそび暮くらしていました。




ある日ひ、若わかい男達おとこたちが何人なんにんか集あつまった時ときに、その中なかの一人ひとりが、「どうだ、ここに鏡餅かがみもちがある。この餅
 もちを的
 まとにして、だれが一番上手
 いちばんじょうずに矢
 やを的
 まとに当
 あてる
 

[2]



 ことができるか、その腕比
 うでくらべをし
 

[3]



 てみようではないか
 。」そう言いって、大おおきな丸まるい餅もちを見みせました。

「へえ、餅もちの的まとか。これは、見みたことも聞きいたこともない話はなしだ。面白おもしろい。さっそくやるとしよう。」若わかい男達おとこたちは、ワイワイ
 

[4]



 言いいながら、鏡餅かがみもちに紐ひもを付つけて、庭先にわさきの木きの枝えだに吊つり下さげました。

「さあ、誰だれでもよい。やってみろ！」皆みんなが見みていると、一人ひとりの男おとこが弓ゆみに矢やをつがえ
 

[5]



 、餅もちの的まとを目めがけて、ヒュッ！と放はなちました。すると、餅もちに矢やが当あたったとたんに、「ああっ！」不思議ふしぎなことに、餅もちは真まっ白しろい鳥とりになって、南みなみの空そらを目指めざし、遠とおく遠とおく飛とんで行いってしまいました。後あとには、木きの枝えだから吊つり下さがった紐ひもだけが、フワリフワリと
 

[6]



 、風かぜに揺ゆれているばかりです。

これから後あと、この田野たのという所ところは、少すこしもお米こめが取とれなくなって、貧乏びんぼうになってしまったということです。





[1]
 「銘銘」，名词。各自、各各。



[2]
 「的に当てる」，射中目标。



[3]
 「腕比べをする」，比赛。



[4]
 「ワイワイ」，副词。大吵大嚷。



[5]
 「弓に矢をつがえる」，给箭搭上弓弦。



[6]
 「フワリと」，副词。轻飘飘地。





年糕靶子



   



很
 久以前，在一个叫“田野”的地方，前年、去年和今年，连续三年大米丰收，村民们都很高兴。这是因为那里的土地非常适合种大米。

如果只有阳光，一点儿也不下雨，田里就没有水，那么水稻便长不好。相反，若是长时间持续下雨，水稻就不结果实。种植大米真是一个麻烦的事情啊。

然而，“田野”的人们因为收获了很多大米，逐渐忘记了大米的宝贵。有人提议说：“用收获的米酿酒喝吧。”另一个人建议道：“用米捣年糕，吃个饱吧。”后来，大家觉得各自在家中吃吃喝喝十分无趣。于是，大伙儿就把附近的人召集起来，一起开怀畅饮。几杯酒下肚，大家都兴奋起来，“来！唱首歌吧。”“来！跳支舞吧。”大家兴致勃勃，每天都在嬉戏度日。

有一天，几个年轻男子聚在一起，其中一人说：“怎么样？这里有个圆形年糕。以这个年糕作为靶子，我们比一比谁射得最快最准好吗？”说着他拿出一个大大的圆形年糕。

“咦？年糕靶子？这可是从来没看过也没听过的新鲜玩意呀。真有趣。那就快动手吧！”年轻男子们一边吵吵嚷嚷，一边用绳子系起年糕，把它吊在庭院里的树枝上。

“好啦！谁都可以。开始吧！”众人只见一个男子拉弓上弦，眼睛瞄准年糕靶子，“嗖！”地放了箭。突然，大家“啊！”地惊叫起来，原来，就在箭射中年糕的一瞬间，那年糕竟然变成了一只雪白的鸟，朝南方的天空，远远地飞走了。只剩那根垂吊在树枝上的绳子，轻轻地随风摇曳。

据说自此以后，这个叫做“田野”的地方，稻米颗粒无收，村民渐渐变得贫穷起来。




 语法详解 





（1）動詞の連体形＋ようになる


表示能力、状态、行为的变化。相当于“变得……了”。


* 子供が歩けるようになった。


小孩逐渐会走了。


* 原作が読めるようななってきた。


现在已经能看原著了。


* 共働きをしていると、夫も家事をするようになる。


夫妻两人都工作时，丈夫也变得开始做家务了。


（2）動詞の推量形（う）ようではないか


强烈表示自己的意志、想法、意见或劝诱对方一起行动。相比「…うか」「…ましょうか」，含有更强的驱使对方的语气，主要为男性用语，女性一般用「…ましょう」的形式。相当于“何不……呢？”“让……吧”“不该……吗？”


* 皆で明るい未来を築こうではないか。


让我们大家一起创造美好的未来吧。


* 困っている人にはできる限り手を貸してあげようではないか。


尽可能向困难的人们伸出援助之手吧。


* これを機会に、たびたび会おうじゃないか。


以今天的见面为契机，以后就多来往吧。


小知识



鏡餅


餅を神仏に供える正月飾りであり、穀物神である「年神（歳神）」への供え物である。鏡餅という名称は、昔の鏡の形に似ていることによる。三種の神器の一つ、八咫鏡を形取ったものとも言われる。鏡餅が現在のような形で供えられるようになったのは、家に床の間が作られるようになった室町時代以降である。三方にのせ、重ね餅にして飾りたてる。普通2個を重ねるが、3個の所もあり、それにダイダイ、イセエビ、干し柿、昆布、ウラジロなどを添える。1月11日の鏡開きに家人が食べ、あるいは6月1日まで残しておいて歯固めにする例も多い。


镜饼


将年糕供奉给神佛的一种正月装饰，也是给作为谷物神的“年神”的贡品。因形似古代的镜子而得名“镜饼”。也有人说是因为形状像三种神器之一的八咫镜而得名。室町时代，日本的房屋开始出现壁龛，如今供奉年糕的形式正是起源于那个时候。将年糕重叠，放置在三宝台上（注：三宝，带座的白木四角方盘。用于神佛和贵人供献供品。）。一般是2个叠起来，有些地方也有3个叠起来的，上面放置橙子、龙虾、柿子饼、海带干、羊齿等加以装饰。1月11日举行吃供神年糕的仪式，全家人一起吃年糕，有些地方还有将年糕留到6月1日再食用的“健齿”（因齿有“龄”之意，故用“健齿”寓祝健康长寿之意）的习俗。




艾の効き目



   



昔
 々むかし、ある家いえに、泥棒どろぼうが入はいりました。家
 いえの主人
 しゅじんの枕元
 まくらもとを見
 みると、金箱
 かねばこが置
 おいてあるので、「これは、しめた。」と、風呂敷
 ふろしきに包
 つつんで、逃
 にげ出
 だしました
 。

主人しゅじんは、何なにやら
 

[1]



 怪あやしい気配けはい
 

[2]



 に目めをさまし、ふと見みると、枕元まくらもとに置おいた金箱かねばこがありません。「やられた！」家いえの周まわりを探さがしてみましたが、もう、泥棒どろぼうの姿すがたはありません。

トボトボ
 

[3]



 帰かえってくると、庭先にわさきの土つちの上うえに、足跡あしあとが二ふたつありました。「ははん、泥棒どろぼうの足跡あしあとじゃな。よいものを見みつけたわい。」さっそく主人しゅじんは、両方りょうほうの足跡あしあとに、艾もぐさをどっさり盛さかり上あげて、火ひをつけました。艾もぐさは、煙けむりを出だして、ジリジリ燃もえ始はじめました。

すると不思議ふしぎなことに、金箱かねばこを担かついで逃にげる泥棒どろぼうの足あしの裏うらが、だんだん熱あつくくなってきたのです。「アチチチチチチチ！」足
 あしの裏
 うらが、火
 ひのように熱
 あつくなってきて、走
 はしるどころか歩
 あるくこともできません
 。「さては、あの家いえの親父おやじの仕業しわざ
 

[4]



 か。ええい、くそっ。とんだ
 

[5]



 家いえに入はいったもんだ。」泥棒どろぼうは転ころがりながら、盗ぬすみに入はいった家いえヘ引ひき返かえしました。

艾もぐさを燃もやしていた主人しゅじんは、人ひとの気配けはいを感かんじて、「誰だれじゃ！」傍そばへ寄よって見みると、でっかい髭面ひげづらの男おとこが、大おおきな涙なみだをボロボロ溢こぼし
 

[6]



 ながら、「ご勘弁かんべんを、どうぞ、勘弁かんべんしてください
 

[7]



 。」両手りょうてで金箱きんばこを差さし上あげて、頻しきりに謝あやまるのです。

「おう、泥棒どろぼうどのか。よう、戻もどられたな。」主人しゅじんが金箱かねばこを受うけ取とると、持もっていた塗ぬり薬ぐすりを泥棒どろぼうに差さし出だし。「やれやれ、熱あつかったじゃろ。これににこりて、泥棒どろぼうは止やめることじゃ。…おや？」主人しゅじんが言いい終おわる前まえに、泥棒どろぼうは逃にげて行いきました。





[1]
 「何やら」，连体词、副词。什么、某些。



[2]
 「気配」，名词。情形、样子、迹象。



[3]
 「とぼとぼ」，副词。蹒跚、有气无力、腿脚沉重。



[4]
 「仕業」，名词。搞（捣）的（鬼）、干的（勾当）。



[5]
 「とんだ」，连体词。想象不到、意外的。



[6]
 「涙を溢す」，落泪、洒泪。



[7]
 「ご勘弁ください」，请您原谅。





艾草的功用







很
 久以前，有个小偷进了一户人家，他看见了家里主人的枕边放着一个钱箱子。“就要这个吧。”说着他用包袱皮包起钱箱子，逃走了。

主人觉得好像有什么动静，醒来一看，发现放在枕边的钱箱子不见了。“糟糕！被偷了。”他惊叫着在屋子周围四处寻找。可是早已不见小偷的踪影。

主人步履沉重地回到家，发现在院子的泥地上有两个脚印。“噢？这不是小偷的脚印吗？我可找到好东西了。”说着他立即在那两个脚印上，堆放了许多艾草，并点着火。艾草冒起烟，“噼里啪啦”地燃烧起来。

奇怪的是，扛着钱箱子逃跑的小偷觉得脚底渐渐地变热起来。“烫啊！烫！烫！”他的脚底下热得像火烧一般，别说跑了，一步也走不动。他心想：“这一定是那家老头弄的把戏。嘿！偷错人家了。”小偷连滚带爬地返回到刚偷窃的那户人家。

正在烧艾草的主人，感到有人来了，便问：“是谁呀？”他走到旁边一看，只见一个满脸大胡子的男人一边“吧嗒吧嗒”地落泪，一边不停地道歉：“请原谅。请您原谅我吧。”说着，他用双手递上了钱箱子。

“哎哟！是小偷先生吗？嘿！你回来啦。”主人接过钱箱子，把手中的涂抹药递给了小偷。“哎呀呀！一定很烫吧。用这个药抹一抹吧。以后别再偷啦。……哎？”主人话还没说完，小偷早已羞愧得逃之夭夭。




 语法详解 





（1）他動詞の連用形＋てある


表示有人有意识地进行了某一动作，因而形成了目前的状态，或者表示事先做好了前项的意思。相当于“……着”“预先……好了”。


* 冷蔵庫を覗いたら、ビールが冷やしてありました。


看了一下冰箱，里面冰着啤酒。


* あの部屋が空けてある。


那个房间空了出来。


* 兄からの手紙にはそのことが書いてある。


哥哥的信里写着那件事。


（2）体言/形容動詞語幹/用言の連体形＋どころか


表示强调后项内容更甚于前项，含有后项内容更是出乎常识、意料的意思。相当于“岂止是……甚至……”“不仅……而且……”


* 漢字が読めないどころか、平仮名でさえ満足に書けない。


不但不会读汉字，连平假名都不能全写对。


* 涼しいどころか寒いですよ。


岂止是凉快，简直是冷。


* 最近は子供どころか大人もテレビゲームに夢中になっている。


最近不仅孩子，连大人也迷恋上电子游戏。


小知识



風呂敷


物を包み持ち運んだり収納したりする為の正方形に近い形の布。明治時代以降、西欧から鞄類が入り風呂敷の利用は減っていき、現代、街中で見ることは希である。しかし近年、環境問題が取り上げられる中、レジ袋に代わるものとして利用を提案する意見がある。色には喜事を表し祝いに最適とされる朱色、弔事に用いるとされる藍色、慶弔両方に用いることができる利休（品のある山葵色）などさまざまある。伝統的な素材は、絹と綿である。現代ではレーヨンなどの化学繊維も多く用いられている。「大風呂敷を広げる」とは現実に合わないような大げさなことを言ったり、計画したりすること。


包袱皮


包袱皮是用来包裹东西以便携带的近似正方形的布。明治时代以后，由于西式箱包的出现，包袱皮的使用日渐减少，现在已很少在街上看到。但是，最近，出于对环境问题的考虑，有人也提倡使用包袱皮代替塑料袋。颜色方面，有适用于庆贺喜事的红色、用于吊唁的蓝色，和红白喜事均可使用的高雅的暗绿色等。传统材质有绢和棉，现在也多用人造丝等化学纤维。“大風呂敷を広げる”是夸大事实、说大话、夸张计划的意思。




第十一章　鬼話




本章概要


中国鬼故事的“鬼”多是恐怖凶残、冷血无情的，而日本鬼故事的“鬼”，除了有邪恶丑陋的一面，也表现出以下三个特点：①糊里糊涂、冒冒失失。如《鬼怪遗留下的金棒》中的小鬼。②感情丰富、善解人意。如《鬼子母神》中因体恤人的丧子之痛而化身保佑母亲平安生产和保护孩子远离疾病之神的女鬼。③力大无比、神通广大。如《化作岩石的鬼》中的鬼爸爸奋力与大海搏斗，最终平息了海难。在最后一章，就让我们一起读一读那些可笑、可爱又可敬的鬼怪故事吧。


本章の概要


中国鬼話の「鬼」は読み手に怖くて、残酷冷血のイメージを与える一方、日本鬼話の「鬼」は悪くて醜い一面もあるし、また次の特徴も持っている。①そそっかしくてぼんやりすること。たとえば、「鬼が残していった金棒」の鬼など。②豊かな感情を富んでいて、よく人間の気持ちを理解できること。たとえば、女鬼は人間が子供を失ったつらさを同情するために、安産と子供を病気から守る「鬼子母神」になったのである。③力が大きい、不思議な力を持つこと。たとえば、「岩になった鬼」の中のお父さんという鬼は一生懸命に海と戦って、ようやく海が荒れることを止めて、人々を救ったのである。最後の本章では、それらのおかしくて、可愛くて、尊敬すべき鬼の物語を一緒に読もう。




鬼が残していった金棒




昔
 々むかし、ある所ところに、とても貧乏びんぼうな夫婦ふうふがいました。夫婦ふうふは毎日毎日まいにちまいにち、一生懸命働いっしょうけんめいはたらくのですが、どう頑張がんばっても貧乏びんぼうのままです。

ある節分せつぶんの日ひの事こと、節分せつぶんの豆撒まめまきをしようと思おもった夫婦ふうふは、「どうせ福ふくを呼よんでも、わしらには福ふくは来こないのだから、今年ことしはいっその事こと
 

[1]



 、鬼おにを招まねいてみようではないか。」「そうですね。来こない福ふくを呼よんでも、仕方しかたありませんからね。」と、話はなし合あって、こんな豆撒まめまきをしました。

♪鬼おには～内うち、福ふくは～外そと

♪鬼おには～内うち、福ふくは～外そと




さて、その夜よるの事ことです。ドンドン！ドンドン！誰だれかが家いえの戸とを叩たたくので夫婦ふうふが戸とを開あけてみると、何なんと家いえの外そとには赤鬼あかおにと青鬼あおおにが立たっていたのです。鬼おにたちは、ニッコリ笑わらって言いいました。「どうも、こんばんは。‘鬼おには～内’と、わしらを呼よんでくれたのは、お前まえさん達たちか？」夫婦ふうふはびっくりして腰こしを抜ぬかし
 

[2]



 そうになりましたが、ニコニコ笑わらっている鬼おにたちを見みて気持きもちを落ち着つかせると、「はい。確たしかに‘鬼おには～内うち’と豆撒まめまきをしました」と、答こたえました。

「そうかそうか。知しっての通とおり今日きょうは節分せつぶんで、わしらはどこへ行いっても豆まめを投なげつけ
 

[3]



 られて大変たいへんだった。ところが嬉
 うれしい事
 ことに、お前
 まえさん達
 たちは‘鬼
 おには～内
 うち’と呼
 よんでくれた
 。それで、ここへ逃にげて来きたんだ。…他ほかにも仲間なかまがいるのだが、入はいってもいいか？」「はっ、はい。どうぞどうぞ。大たいしたおかまい
 

[4]



 も出来できませんが。」夫婦ふうふは鬼おに達たちを家いえに入いれると、とっておき
 

[5]



 のお酒さけや料理りょうりで鬼おに達たちを持もて成なしました。

さて、そのうちに朝あさが来きて、隣となりの家いえの一番鶏いちばんとり
 

[6]



 が、コケコッコー！と、鳴なきました。それを聞きいた鬼達おにたちは、びっくりした顔かおで登のぼってきた太陽たいようを見みると、「いかん！もうこんな時間じかんになってしもうた。では、世話せわになりました。」と、慌あわてて帰かえって行いきましたが、あんまり慌あわてていた為ためか、大事だいじな鬼おにの金棒かなぼうを忘わすれて行いったのです。

「あれ。あの鬼おにたち、金棒かなぼうを忘わすれて行いきおった。」「あら、本当ほんとうに。でもまあ、そのうち取とりに来くるでしょう。」夫婦ふうふは鬼おにがいつ金棒かなぼうを取とりに来きてもいいようにと、金棒かなぼうを大切たいせつにしまっていましたが、いつまでたっても鬼おにたちは金棒かなぼうを取とりに来きませんでした。

さて、その話はなしが評判ひょうばんになって、夫婦ふうふの家いえにはあちらこちらから鬼おにの金棒かなぼうを見みに来くる人ひとたちがやって来きました。そこで夫婦ふうふは、やって来くる人々ひとびとにお茶ちゃや団子だんごを売うったので、やがて村一番むらいちばんのお金持かねもちになったのです。もしかすると鬼
 おにたちは、わざと金棒
 かなぼうを置
 おいて行
 いったのかもしれませんね
 。








[1]
 「いっその事」，副词。与其……、不如……、宁可……。



[2]
 「腰を抜かす」，腰节骨软站不起来，非常吃惊。



[3]
 「投げつける」，动词。投掷、扔去。



[4]
 「お構い」，名词。招待、款待、张罗。



[5]
 「とっておき」，名词。珍藏、秘藏。



[6]
 「一番鶏」，名词。头遍鸡叫。





鬼遗留的金棒




在
 很久以前，有个地方住着一对十分贫穷的夫妇。虽然夫妇俩每天都拼命地干活，但无论他们怎样努力，依然一贫如洗。

在某个立春的一天，正想在春分撒豆子的夫妇俩商量说：“反正无论怎样招福，福气也不来我们家，今年我们倒不如试一试招鬼吧。”“是呀。叫福福不来，那也没办法呀。”于是他们就这样一边喊：“鬼进来，福出去。鬼进来，福出去。”一边撒豆子。

到了那天晚上，就听见“咚！咚”的敲门声。是谁敲门呀?夫妇俩打开门一看，在屋外竟然站着一个红鬼和一个蓝鬼。这两个鬼微笑着说：“啊！晚上好！喊着‘鬼进来’叫我们进来的是你们俩吗？”夫妇俩听了吓得几乎瘫在地上，但看到这两个鬼笑咪咪的，他俩的心情稍稍平静下来，回答说：“是的。的确是我们一边喊‘鬼进来’一边撒豆子的。”

“是吗？正如你们所知，今天是春分，我们无论去到哪里都被扔豆子驱赶出来，真的很狼狈。然而高兴的是，你们却喊‘鬼进来’。于是我们便逃到这里来了。……我们还有其他同伴，他们也可以进来吗？”鬼怪问道。“啊？好呀。请！请进！虽然没什么可招待你们的。”就这样夫妇俩让这些鬼进了屋，还拿出珍藏的酒和菜来款待他们。




不久，天亮了。隔壁家的报晓鸡“喔！喔！喔”地开始打鸣了。听到鸡叫声，这些鬼看了看正在升起的太阳，惊慌失措：“不好了！已经到这个时间了。承蒙关照，我们告辞了。”说罢便急忙回去了。因为走得太匆忙，把他们那贵重的金棒落下了。

“咦？那些鬼把金棒落在这就走了。”“是啊，真的呀！不过，到时他们会回来取吧。”夫妇为了让那些鬼随时都能回来取走金棒，便把金棒好好地收了起来。但是等啊等，那些鬼再也没有来取金棒。

后来这件事很快就传开了，各地的人们相继来这夫妇家参观鬼的金棒。于是，夫妇俩向前来参观金棒的人们出售茶和点心，不久他们变成了村里最有钱的人，或许是那些鬼特意把金棒留在他们家的吧。




 语法详解 





（1）用言の連体形＋ことに


表示感叹，强调说话人的感觉或心情。相当于“令人……的是……”


* 困ったことに相手の名前はどうしても思い出せなかった。


糟糕的是，怎么也记不起对方的名字了。


* ありがたいことには、五体満足で健康な体を両親から授かりました。


值得幸庆的是，父母赐予了我端正的五官和健康的身体。


* 不思議なことに、自分の身体が椅子から持ち上がって空中に浮かんでいるような感じがした。


不可思议的是，有一种身体从椅子上被提起后漂浮在空中一般的感觉。


（2）もしかすると＋用言の終止形＋かもしれない


表示说话者对某种可能发生的事情进行推测。相当于“也许……”“或许……”“说不定……”“可能……”


* もしかすると、彼はもう来ているかもしれない。


也许他已经来了。


* もしかすると会えるかもしれないと思って駅で待っていた。


我想也许能见面，于是就在车站等。


小知识



五穀


主食とする穀物のうち、とくに重要な5種をあげて五穀という。日本では、一般に米、ムギ、アワ、キビ、豆をさすが、時代や地域により、その種類や順位は相違する。古くインドではオオムギ、コムギ、米、アズキ、ゴマをさし、中国では麻、ムギ、ヒエ、キビ、豆の5種や、麻、ヒエ、ムギ、米、豆の5種、あるいはキビ、ヒエ、豆、ムギ、米の5種をさした。このほかに六穀（イネ、オオアワ、豆、ムギ、モチキビ、モロコシ）や九穀（ウルチキビ、モチキビ、モチアワ、イネ、麻、ダイズ、アズキ、オオムギ、コムギのほか、諸説あり）という場合もある。


五谷


作为主食的谷物中，最重要的5种称为“五谷”。在日本一般指米、麦、小米、黍、豆。根据时代和地域的不同，五谷的种类和顺序也有所不同。古代印度是指大麦、小麦、米、红小豆、芝麻，而中国则是麻、麦、稗、黍、豆5种，麻、稗、麦、米、豆5种，或是黍、稗、豆、麦、米5种。另外也有六谷（稻、黄粱、豆、麦、糯黍、高粱）、九谷（粳黍、糯黍、糯小米、稻、麻、大豆、红小豆、大麦、小麦）之说。




鬼子母神さま




昔
 々むかし、狭山さやま（埼玉県南部さいたまけんなんぶ）に、ある村むらがありました。ある日ひの事こと、子供こどもたちが遊あそんでいると、突然大とつぜんおおきな旋毛風つむじかぜ
 

[1]



 が吹ふき起おこったのです。「子供こどもはどこだ！子供こどもはどこだ！」村むらに子供こどもを攫さらう
 

[2]



 鬼女きじょが現あらわれたのです。「鬼女きじょだ！」風かぜの中なかから現あらわれた鬼女きじょは、子供こどもを一人攫ひとりさらっていきました。

それからは夕方ゆうがたになると毎日まいにちのように鬼女きじょが山やまからやってきて、子供こどもを攫さらっていくのです。「子供こどもはどこだ！隠
 かくれても、匂
 においで分
 わかるぞ
 ！くんくん
 

[3]



 。そこだなー！」子供
 こどもをどこに隠
 かくしても、鬼女
 きじょは鼻
 はながいいので、匂
 においで見
 みつけられてしまいます。子供
 こどもたちの声
 こえで賑
 にぎわっていた村
 むらは、ひっそりと寂
 さびしい村
 むらになってしまいました
 。村むらの人ひとたちは、何なにかいい方法ほうほうはないかと相談そうだんして、お釈迦しゃかさまにお願ねがいすることにしました。




次つぎの日ひ、村人むらびとたちは、お釈迦しゃかさまのいるという山やまに登のぼっていきました。やがて雲くもの間あいだから姿すがたを現あらわしたお釈迦しゃかさまに、村人むらびとたちは手てを合あわせてお願ねがいしました。「村むらに鬼女きじょがやってきて、子供こどもを攫さらっていくのです。どうかお助たすけくださいませ。」すると、お釈迦しゃかさまは言いいました。「分わかりました。私わたしが何なんとかしますから、どうぞ安心あんしんなさい。」

お釈迦しゃかさまがさっそく鬼女きじょの所ところへ行いってみると、鬼女きじょに攫さらわれてきた子供こどもたちが穴倉あなぐら
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 の中なかで泣ないていました。このひどい鬼女きじょですが、この鬼女きじょにも自分じぶんの子供こどもがいるのです。それも一人ひとりや二人ふたりではなく、何なんと一万人いちまんにんもです。その子供こどもを、鬼女きじょは、「おお、私
 わたしの子
 こは何
 なんて可愛
 かわいいんだろう
 。」と、抱だきしめるのです。

それを知しったお釈迦しゃかさまは、鬼女きじょが出でかけた隙すきに鬼女きじょの子供こどもを一人連ひとりつれて帰かえったのです。さあ、自分じぶんの子供こどもが一人足ひとりたりないことに気きがついた鬼女きじょは、「私わたしの子供こどもが一人ひとりいなくなった！どこへ行いったの？」と、狂くるった
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 ように我わが子こを探さがし回まわります。そこへ、お釈迦しゃかさまが姿すがたを現あらわしました。

「ああ、お釈迦しゃかさま。ちょうどよいところに。実じつは私わたしの可愛かわいい子供こどもが、一人ひとりいないのです。」するとお釈迦しゃかさまは、静しずかに言いいました。「それは可哀かわいそうに。…ところで鬼女きじょよ。お前まえは一万人いちまんにんも子供こどもがいるが、一人ひとりでもいなくなるとそんなに悲かなしいのか？」「はい、それはもちろんでございます。」「そうであろう。親おやとはそういうものだ。しかしそれなら、お前まえに子供こどもを攫さらわれた人間にんげんたちの気持きもちも、分わかるのではないか？」「…あっ！」

「そうだ。子供こどもがいなくなったお前同様まえどうよう、人間にんげんたちも子供こどもがいなくなって悲かなしんでいるのだ。すぐにその子供こどもたちを帰かえしてやりなさい。」お釈迦しゃかさまはそう言いうと、鬼女きじょの子供こどもを返かえしてやりました。「お許ゆるしください！私わたしが悪わるうございました！」




すっかり心こころを入いれかえた
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 鬼女きじょは、子供こどもたちを村むらへ帰かえしたのです。それから鬼女きじょはお釈迦しゃかさまの弟子でしとなり、鬼子母神きしもじんとなって、安産あんざんと子供こどもを病気びょうきから守まもる神かみさまになったという事ことです。





[1]
 「つむじ風」，名词。旋风。



[2]
 「攫う」，动词。抢走，夺取。



[3]
 「くんくん」，副词。哼哼。



[4]
 「穴倉」，名词。地窖。



[5]
 「狂う」，动词。发狂，发疯。



[6]
 「心を入れ替える」，洗心革面，重新做人，脱胎换骨。





鬼子母神




很
 久以前，在狭山（琦玉县南部）有个村庄。有一天，孩子们在玩耍的时候，突然刮起了一股巨大的旋风。“小孩在哪里？小孩在哪里？”村里出现了一个抓孩子的女鬼。“女鬼！”人们恐惧地叫喊，眼看着乘风而来的女鬼抓走了一个小孩。

从那以后，每当夕阳西下时，女鬼就下山来抓小孩。她不断叫喊：“小孩在哪里？即使藏起来我也能闻到他的气味哦！哼哼！在那里吧？”因为女鬼的鼻子很灵敏，无论人们把小孩藏在哪里，她都能靠嗅觉找出来。那曾经因孩子们而热闹的村庄，开始变得十分凄凉。对此，村里的人们商量着看是否有什么好办法。于是，大家决定向释迦牟尼佛祖祈祷求救。

第二天，村民们便去爬那座据说住着释迦佛祖的山。不久佛祖出现在天空云上，村民们便双手合十祈祷说：“村里来了个女鬼抓小孩。请您一定要救救我们呀。”于是，佛祖说：“我知道了。我会帮你们的。请大家放心吧。”

佛祖立即去那女鬼所在的地方，一看被那女鬼抓来的孩子们正在地窖里哭。这个可恶的女鬼，她自己也有孩子，而且并不是只有一两个，竟然有一万多个小孩。那女鬼正紧紧抱着她的孩子说：“啊呀！我的孩子多可爱呀。”




了解了这一切，佛祖趁女鬼出去的空隙，带走了一个鬼孩子。发现自己的孩子少了一个，那女鬼发疯似地一边四处寻找，一边叫喊：“我有一个孩子不见了。去了哪里啊？”就在这时，佛祖出现了。

女鬼说：“啊！佛祖啊。您来得正好。是这样的，我那可爱的孩子有一个不见了。”佛祖安然地说：“那真是可怜啊！不过话说回来，女鬼呀！你有一万多个孩子，即使没了一个也那么伤心吗？”女鬼回答：“是的。那当然会伤心啦。”“是啊！做父母都是这样吧。可是，既然这样，你能理解那些被你抢走孩子的父母的心情吗？”“啊？！”那女鬼被问得哑口无言。

“是啊，和丢失了孩子的你一样，那些没了孩子的人们也很伤心的。快点把那些孩子们还给人家吧。”释迦佛祖说完，把女鬼的孩子还给了她。女鬼道歉说：“请原谅我吧！是我不好。”

完全洗心革面的女鬼把孩子们都送回了村里。传说从那以后，那女鬼便成了佛祖的弟子，后来变成了“鬼子母神”，即保佑母亲平安生产和保护孩子远离疾病灾难的守护神。




 语法详解 





（1）体言＋で


表示动作行为的方式、手段、工具等。相当于“以……”“用……”


* 皆で一緒にやろう。


大家一起来干吧。


* 電話か手紙でお知らせいたします。


用电话或书信通知您。


* 筆で飯を食う。


靠笔杆子吃饭。


（2）なんて＋体言＋だろう


表示强烈的惊讶并含有判断的语气。相当于“多么……啊！”


* 大国は武力で小国の自由を圧迫するのは何て横暴なことだろう。


大国以武力限制小国的自由，多么霸道啊。


* 彼女の気持ちが理解できなかったなんて、俺は何て馬鹿だったのだろう。


我没能理解她的心情，我真蠢啊。


小知识



鬼


民話や郷土信仰に登場する悪い物、恐ろしい物、強い物を象徴する存在。「鬼」という言葉には「強い」「悪い」「怖い」「ものすごい」という意味もあり、各地で様々な呼び名があり、角があったり、みのを着ていたり、全身泥だらけなど姿も様々である。また、近年ではテレビゲームなどにおいても、鬼をモチーフにしたキャラクターが登場するなか、必ずしも「悪」の存在ではなく、「強い」や「神に近い存在」といったイメージで扱われる事も少なくない。日本の鬼は「悪」から「神」までの非常に多様な現れ方をしておりある特定のイメージでかたることは困難である。


鬼


“鬼”是民间传说或是地方信仰中出现的象征邪恶、恐怖、强大的存在。“鬼”这个词在日语中有“强大的”“邪恶的”“恐怖的”“厉害的”等意思。在各地有各种叫法，样子也各异，如长着角、穿着蓑衣、浑身涂满泥巴等。另外，近年来，有些电子游戏中，也出现了一些以“鬼”的形象设计的角色，不一定是“邪恶”的化身，也有不少代表着“强大”“神一般的存在”等形象。所以，在日本，“鬼”的形象从“邪恶”到“神”，多种多样，难以概括出一个特定的形象。




岩になった鬼



   



昔
 々むかし、深ふかい山奥やまおくに、鬼おにの親子おやこが住すんでおりました。ある日ひのこと、鬼おには子鬼こおにを肩かたに乗のせて、山やまの麓近ふもとちかくまで下おりてみました。すると、一人ひとりのお爺じいさんが、小ちいさな女おんなの子この手てを引ひいて、トボトボ
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 とやってきます。お爺じいさんは空そらを仰あおいで、手てを合あわせて拝おがみ出だしました。

鬼おには思おもわず、「じい、何なにをしとる」と、声こえをかけました。お爺じいさんは、いきなり雷かみなりのような声こえがふってきたので、びっくりして見みあげると、恐おそろしい鬼おにの顔かおが見下みおろしています。「ヒェーッ！」

腰こしを抜ぬかしたおじいさんに、鬼おには今度こんどは優やさしく、「怖こわがらんでもよい。何なにをしとるか、言いうてみれ」と、声こえをかけてきました。「あの、わしらはこの下したの浜辺はまべの者ものだが、毎年まいとし、夏なつになると、海うみが荒あれて、家いえの者ものが大波おおなみに一人攫ひとりさらわれ、二人攫ふたりさらわれ、とうとうこの孫まごと、二人ふたりぼっちになってしまいましたのじゃ。そこで神様かみさまに、海うみが荒あれんよう、お祈いのりしとるところですじゃ。」鬼おには手てをかざし
 

[2]



 て、海うみを見みおろしました。「そうか、それは気きの毒どくにのう。」

それからしばらく経たった、ある日ひの朝あさ。鬼おにが目めを覚さますと、外そとはたいへんな嵐あらしでした。鬼おには、ハッとあのお爺じいさんのことを思おもい出だし、唸うなり声ごえを上あげて立たちあがりました。鬼おにはいきなり、小山こやまほどもある岩いわに抱だきつくと、「うりゃあっ！」と、持もちあげて、ズデーンと放ほうり出だしました。

   


続つづけて鬼おには、もう一ひとつの大岩おおいわもゆさぶり持もちあげ、ズデーンと放ほうり出だしました。そして鬼おには、長ながい鉄棒てつぼうで二ふたつの岩いわに穴あなを開あけると、団子だんごのように突つき刺さし、岩いわを通とおした鉄棒てつぼうを担かつぎあげて、子鬼こおにに優やさしく言いいました。「おとうは浜はまへ行いく。お前まえはここで、おとなしゅう待まっとれ。」「嫌いやだ、嫌いやだ、おれも行いく。」「…そんなら、この岩いわの上うえに乗のれ。」鬼
 おには腰
 こしが砕
 くだけ
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 そうになるのを堪
 たえて、一足
 ひとあし、一足
 ひとあしと、山
 やまを下
 くだっていきました
 。

海うみは白しろい牙きばのような波なみを盛さかり上あげ、ドドーッと押おし寄よせてきます。村人むらびとが波なみに押おし流ながされまいと、家いえやクイに、必死ひっしでしがみ付ついています。

鬼おには子鬼こおにに、「下おりろ、ここで待まつんだ。」と、言いいましたが、子鬼こおには首くびを振ふって下おりません。「ようし、そんなら泣なくなよ！」鬼おにはそう言いうと、足あしを海うみへ踏ふみ出だしました。

波なみは狂くるったように押おし寄よせ、鬼おににぶつかってきます。鬼おには首くびを振ふり、唸うなり声ごえをあげて進すすみましたが、凄すごまじい
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 波なみに足あしを攫さらわれて、ドテンと倒たおれました。しかし、鬼
 おには倒
 たおれながらも、岩
 いわの上
 うえの子鬼
 こおにを溺
 おぼれさせまいと、岩
 いわを高
 たかく差
 さし上
 あげ、そのままズブズブと海
 うみに入
 はいり、ついに姿
 すがたが見
 みえなくなってしまいました
 。


波
 なみは鬼
 おにの体
 からだと、差
 さし上
 あげた岩
 いわに遮
 さえぎられ、やがて海
 うみは静
 しずかになっていきました
 。そしていつのまにか、鬼おにの体からだは岩いわになりました。「おとう!」岩いわの上うえで子鬼こおにはワンワンと泣なきました。泣ないて泣ないて、泣なき疲つかれて、その子鬼こおにもとうとう小ちいさな岩いわになりました。今いまでもこの浜はまには、二ふたつの大岩おおいわと、その上うえにちょこんとのっている小岩こいわが残のこっているそうです。





[1]
 「とぼとぼ」，副词。蹒跚，有气无力，脚步沉重。



[2]
 「手をかざす」，用手遮挡。



[3]
 「腰が砕ける」，态度软化，松了劲。



[4]
 「凄まじい」，形容词。可怕，惊人。





化作岩石的鬼




从
 前，在深山住着一对鬼父子。有一天，鬼爸爸让儿子骑在肩膀上，下山来到山脚附近。这时，一位老爷爷牵着一个小姑娘的手，步履蹒跚地走过来。那位老爷爷抬头仰望天空，双手合十拜了一拜。

鬼爸爸不由地问：“老爷爷，您在干吗呢？”老爷爷突然被那如雷贯耳的声音吓了一跳，他抬头一看，只见一个面目狰狞的鬼正在俯瞰自己，“唉哟……！”老爷爷吓呆了。

面对惊呆的老爷爷，鬼爸爸这次小声地问道：“不要害怕，你在做什么呀？说来听听。”“嗯……我是住在这山下海边的人，每年一到夏天，大海就会汹涌作乱，家里的人一个接着一个都被大浪卷走了，现在只剩下这个孙女和我孤零零的两人。所以我向天神祈祷，让大海别再兴风作浪了。”鬼爸爸抬手遮着光线眺望着大海说：“是吗？那真是太可怜啦。”

自那以后过了一些日子，一天早上，鬼爸爸睡醒时，外面正下着暴风雨。他忽然想起了老爷爷的话，吼叫一声站了起来。然后他突然抱起一块如小山一样大小的岩石，“嘿哟！”一声吆喝，用力把大岩石高高举起，“扑通”一下把它扔了出去。

   


紧接着，鬼爸爸又摇摇晃晃地举起另一块大岩石，同样“扑通”一下把它扔了出去。然后，他用一根长铁棍在那两个岩石上挖了一个洞，像串丸子一样穿插着岩石，用铁棍扛起了岩石，温柔地对儿子说：“爸爸要去海边，你乖乖地在这里等爸爸回来。”“不！不要！我也要去。”鬼孩子央求道。“那你就骑在岩石上吧。”说罢鬼爸爸扛着岩石和儿子，丝毫不敢松懈，一步一步地往山下走去。

大海掀起了白色汹涌的巨浪，“轰隆隆”地向岸边涌来。村民们为了不被大浪卷走，拼命地紧紧抱住房屋。

鬼爸爸对儿子说：“下来。你在这里等爸爸。”但是，儿子摇摇头不愿下来。“那好吧。既然这样，你不许哭哦！”说着鬼爸爸就大踏步朝大海走去。

波浪发疯似地滚滚涌来，用力冲击着鬼爸爸。鬼爸爸摇了摇头，大吼一声继续前进。这时，一个可怕的巨浪席卷到他的脚底，鬼爸爸“扑通”一下摔倒了。但是，即使自己摔倒了，为了不让岩石上的儿子被水淹死，他依然高高地举着岩石，而自己却渐渐地沉入了那深深的大海里，最后消失得无影无踪。

由于波浪被鬼的躯体和那巨大的岩石遮挡，大海终于恢复了平静。不知是在何时，鬼爸爸的身躯变成了岩石。“爸爸！”鬼孩子坐在岩石上哇哇地哭喊，他哭啊哭啊，哭得筋疲力尽，最后鬼孩子也变成一块小岩石。据说，至今在这个海滩上仍留存着两块岩石—在那个大岩石的上面坐着一个孤零零的小岩石。




 语法详解 





（1）動詞の連用形＋ていく


表示人、物、事态等在空间、时间或心理由近及远，离说话者越来越远地移动或变化。相当于“……去”“……下去”。


* 赤々とした夕日がだんだん西へ沈んでいく。


红彤彤的太阳渐渐向西落下去了。


* 酸素なくしては動物は絶対に生きていけない。


没有氧气，动物是绝对活不下去的。


（2）五段動詞の終止形/他の動詞の未然形＋まいと（する）


表示否定的意志，多用于书面语。相当于“不愿……”“不想……”


* もう二度と言うまいと誓った。


已发誓不再说了。


* 家族に迷惑をかけまいとして、彼は老人ホームに入った。


他不想给家里人添麻烦，就进了养老院。


小知识



鬼の子


「蓑虫」の別名。蓑を着た者は異界からの使者という信仰があった。だから蓑虫は鬼の子ということになる。『蓑虫いとあわれなり。鬼の生みたれば、親に似てこれもおそろしき心あらむとて、親のあやしき衣引き着せて、「いま秋風吹かむをりぞ来むとする。待てよ」といひおきて、逃げて往にけるも知らず、風の音を聞き知りて、八月ばかりになりぬれば、「ちちよ、ちちよ」とはかなげに鳴く、いみじうあはれなり』（枕草子·第41段）。鬼はその子を置き去りにして逃げてしまって、鬼のくせにやけに弱気なのである。というよりは、実は心優しい生き物で、自分のような不幸な境遇にならないようにとあえて子どもを捨てるのである。「蓑虫」は秋の季語である。


鬼的孩子


“鬼的孩子”是蓑衣虫的别称。在日本，人们认为穿蓑衣的人是来自异界的使者。因此，便把蓑衣虫叫做“鬼的孩子”。《枕草子》第41段写道：“蓑衣虫是很可怜的。因为为鬼所生，担心他和父亲相像，也会有着可怕的品性，所以父母便给他穿上丑陋的衣服，说道：‘等到秋风吹起来的时候，我们就会回来，你且等着吧。’说完就逃走了。孩子却不知情，一直等到八月，听到秋风的声音，迟迟不见父母归来，这才无依无靠地哭起来：‘爸爸，爸爸！’实在是很可怜的。”鬼扔下自己的孩子逃走，虽然称之为“鬼”，却格外地胆怯。与其说是胆怯，不如说为了不让孩子重复自己不幸的境遇而忍痛抛弃孩子，从这一点来看，鬼也算得上是一种心地善良的生物。“蓑衣虫”是秋天的季语。




附录
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